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気仙沼市「海洋教育実践記録集２０２０」の発行によせて  
 

気仙沼市教育委員会 教育長  小山 淳  
 

気仙沼市は，２０１１年に発生した東日本大震災において，人知を超える海

の力の大きさを経験しました。震災から１０年の節目を迎えている今，新たな

まちづくりを進める気仙沼においては，復興のキャッチフレーズ「海と生きる」

を心に留め，暮らしと伝統，自然とのかかわり方などについて，地域の方々と

共に学んでいるところです。 

学校教育では，震災後数年は近づくことのできなかった海での活動の再開と

ともに，海の素晴らしさや暮らしとのかかわりなどを，体験を通して感じるこ

とができるようになりました。この３月には気仙沼湾横断橋「かなえおおはし」

が開通し，海はますます身近なものとなっています。このきっかけとなったの

が「海洋教育」との出会いでした。 

 海洋教育を進めるにあたっては，平成２６年度より，東京大学大学院教育学

研究科附属海洋教育センター（旧 東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研

究センター）との連携協定により，田中智志センター長をはじめ，同センター

の先生方のご指導をいただいております。 

 また，日本財団，笹川平和財団，東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育

センターの「海洋教育パイオニアスクールプログラム」に，幼稚園３園，小学

校１０校，中学校５校が地域展開部門で参加し，海洋教育の推進に取り組んで

おります。なかでも，今年度より海洋教育特例校の指定を受けた鹿折小学校で

は，特設領域「海と生きる探究活動」において，地域の人と触れ合い，自然・

文化・産業にかかわりながら，ふるさと気仙沼への思いを深め，考えを表現し，

課題解決に向けて協働して活動することができる児童の育成を目指した取組が

行われております。次年度からは，唐桑小学校も海洋教育特例校としての取組

を始めます。２校の特例校が本市の海洋教育を牽引してくれることと期待して

おります。 

コロナ禍により，学習面，生活面で様々な制約を受けた今年度においても，

学校は様々な工夫をして，海と親しむ活動や海洋教育に係る外部人材から学ぶ

活動を取り入れて参りました。また，１１月には，「第 7 回海洋教育こどもサ

ミット in 気仙沼（オンライン大会）」を開催いたしました。本市と岩手県洋野

町，福島県只見町，山形県鶴岡市のパイオニアスクールをオンラインで結び，

小，中，高校生による学びの発表と意見交流を行いました。その様子は北海道

や四国，九州などからも視聴され，海洋教育の広がりと，オンライン交流の新

たな可能性を示すことができたと感じております。 

 気仙沼市「海洋教育実践記録集２０２０」には，本年度の各学校の実践の紹

介に加え，各校での海洋教育の位置付けを示した全体計画，海洋教育デザイン

シート，指導案なども掲載しました。気仙沼市の海洋教育の歩みの記録として，

海洋教育の実践を広め，深めるための資料として充実した内容となっています。 

貴重な事例を提供いただいた各園・各校の指導者並びに学習を支えていただ

いているすべての関係者の皆様に改めて感謝申しあげますとともに，今後さら

に気仙沼市の海洋教育が発展していくことを期待しております。  



気仙沼市における海洋教育の推進 

                          気仙沼市教育委員会 

 

１ 海洋教育に取り組む背景 

（１）東日本大震災による地域学習への影響 

   気仙沼市では，地域の自然や伝統文化に触れたり，基幹産業である水産業を体験したりするこ

とを通して地域理解を深めるふるさと学習を基盤に，地域の魅力を生かし地域の課題の解決を

考える協働的で探究的な学習が盛んに行われてきた。公民館やＰＴＡなど地域の方々がコーデ

ィネーター役となり，その地域，学校の特色を生かした個性的で多様性に富んだ学習活動を積み

重ねてきた。 

   しかし，平成２３年３月の東北太平洋沖地震によって発生した大津波，火災によって，沿岸部

一帯や川沿いの居住地域が壊滅的な被害を受け，状況は一変した。地盤沈下による海岸線の地形

が変化，海底の様子が変化など，自然環境にも大きな影響が出た。 

   さらに，児童・生徒や保護者には心理的な影響が出るとともに，沿岸部の復旧・復興に向けた

工事などにより，海岸線に容易に近づくことができない状況となった。これらのことにより，海

をフィールドに海の素材を生かした学習活動の再開が困難な状況が続いた。 

 

（２）海での学習の再開 

   震災後一年以上は海での学習活動が停滞していたが，学校と地域が再び連携を取り合い，地域

の子供たちに海での学習を行わせたいという機運が高まり始め，海をフィールドにした学習が

再開された。唐桑地区では，公民館と学校が学社融合事業として取り組んで実施した「定置網起

こし」が平成２５年に再開し，大島地区では，小田の浜海水浴場が整備された平成２４年には，

大島小学校の「海に親しむ集い」が部分的に実施となり，平成２９年に本格的に再開された。ま

た，大谷地区では，大谷小学校で，平成２９年度から大谷海岸での「砂の造形展」が再開された。

このように，各幼稚園や各小・中学校では，安全面や子供たちの心理面に配慮しながら，海をフ

ィールドとし海の素材に触れる体験的な学習活動が実施されるようになってきた。 

 

（３）震災から復興に資する地域探究型の海洋教育 

   本市では「海と生きる」を震災復興のキャッチフレーズに掲げ，市民参加型による人材育成を

重視したまちづくりを進めている。学校教育においては，継続して心のケア，サポートなどの配

慮が必要な児童・生徒もいるが，地域の自然，人，取組などとの関わりとつながりを通して学ぶ

学習が行われるようになっている。気仙沼の子供たちは，震災で甚大な被害を受けながらも，多

くの人々の熱意と努力，様々な地域の方々の支援と協力によって力強く復興を進めている水産

業や加工業，造船業などについて学んだり，海と関わりの深い地域の自然やそこに生きる人の営

みを改めて見つめ，そのよさを感じ取ったりしている。これまでの地域展開による学習の積み重

ねを生かしながら，子供たちが主体となって意欲的に取り組む「地域探究型の学び」を目指して

海洋教育を進めている。 



２ 海洋教育のとらえ 

   平成１９年４月に制定された「海洋基本法」の第２８条には，「広く国民一般が海洋について

の理解と関心を深めることができるよう，学校教育及び社会教育における海洋に関する教育の

推進等のために必要な措置を講ずるとともに，大学等において海洋に関する政策課題に対応で

きる人材育成を図るように努めるよう…」とある。 

   このことを受けて，海洋政策研究財団（現：海洋政策研究所）では，平成１９年に教育分野と

海洋分野の有識者からなる「初等教育における海洋教育の普及推進に関する研究会」（委員長：

佐藤学 東京大学教授，日本教育学会会長（当時））を設置し，『２１世紀の海洋教育に関する

グランドデザイン』を提言した。国内での海洋教育推進の中心となっている東京大学大学院教育

学研究科附属海洋教育センター（旧：東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター）で

は，次のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センターＨＰから】 

 

平成２９年に改訂された小・中学校の新学習指導要領では   

各学校において，社会に開かれた教育課程を重視し，知識の 

理解の質を高め，資質・能力を育む「主体的・対話的で深い 

学び」のためのカリキュラム・マネジメントの確立が強く求 

められている。海と人とのかかわりを考える上で，地域の文  

化や産業などを踏まえることや地球の環境・生命を支えてい 

るものとして海を考えることは，子供たちにより深い理解と 

思考を促すことにもなる。「海と人との共生」という理念を 

掲げる海洋教育は，新学習指導要領に示された，社会で生き 

て働く「知識・技能」，未知の状況に対応できる「思考力・ 

判断力・表現力等」，学びを人生や社会に生かそうとする 

「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力を育み，「持 

続可能な社会の創り手」の育成に合致するものと言える。 

                   【東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センターＨＰから】 

 

 ２０２１年から２０３０年までの１０年間は，「持続可能な開発のための国連海洋科学の１０

私たちのいのちを実際に支えているものこそが，海ではないでしょうか。 

 

そうした海と人のつながりを考えるために必要なことは，具体的な体験プログラムを踏まえつ

つ，理科や社会科などの各教科をつうじて自然科学的知見・社会科学的知見を身につけ，さらに

海に関する文学・思想に親しむことで，海と人とのつながりという見えないものを見る構想力を

養うことです。 

そのためには，体系的な知識技能型ではなく，「素朴な問い」に対する探求型の実践と，単一

の教科ではなく既存の諸教科を横断する知の教育＝『学際知教育』が必要です。海洋教育の最終

目的は，命の源泉である海について，自ら考え実践し学びを深めることで，＜海とともに生きる

＞という私たちの本来的な生き方に気づき，＜よりよく生きる＞ことを伝えていくことです。 



年」とされ，提案した UNESCO-IOC（ユネスコ・政府間海洋学委員会）が平成２９年に刊行し

た『Ocean Literacy for All』に，子どもから大人までの学習者のための「海洋リテラシー」（７

つの重要原理と４５の基本概念）が示された。このことは，これまで「地域のもの」として取り

組まれることが多かった海洋教育を，地球規模で起こっている海洋の問題という国際的な枠組

の中に位置付けることにもなり，海洋リテラシーという観点

によって，海洋教育での学びと経験は「海と人との共生」に

向けての重要な意義をもつ。学校教育に期待されることは，

児童・生徒に，海と人の親和性を理解する「海洋リテラシー」

を育成することであり，学習を通して，海の役割や人とのつ

ながりを理解するとともに，直面している深刻な海洋問題の

解決に対応できる人材を育成することである。本市において

は，今後，UNESCO-IOCによる科学的な「海洋リテラシー」

を踏まえつつ，文化や思想，暮らしや人の営みなどの観点か

らも「日本ならではの海洋リテラシー」「気仙沼ならではの

海洋リテラシー」を考え，新学習指導要領が掲げる３つの資

質・能力と関連させながら整理していく必要がある。 

【UNESCO-IOC（ユネスコ・政府間海洋学委員会ＨＰから】 

  

本市では，東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センターと気仙沼市教育委員会が研究

拠点としての協定（平成２６年８月促進拠点協定，平成２８年８月研究拠点協定）を結び，指導・

助言のもとに海洋教育を進めている。このほかにも，気仙沼市が連携協定を結んでいる東京海洋

大学のほか，市内外の海洋に関わる研究機関や市内のスローフード気仙沼，水産業関連機関・団

体との多様な関わりを通して海洋教育を進めている。 

   次の図は，「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海を利用する」という海洋教育の４つ

のコンセプトであり，海洋教育の１２分野（生活・健康・安全など）とともに示されている。      

【東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センターＨＰから】 



   本市では，新学習指導要領に掲げる資質・能力とUNESCO-IOC（ユネスコ）の海洋リテラシ

ーを育んでいくため，各学校において海洋教育のカリキュラムを作成する際に，この４つのコン

セプト及び１２の分野に基づいたねらいを位置付けるようにしている。 

   さらに，海洋を「公共財」「公共圏」ととらえ，「海とともに生きる」という海洋教育の理念

に沿った教育活動を展開するために，東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センターでは，

「環境」「生命」「安全」という３つの柱（エッセンシャルズ）を取り組むべき優先主題として

設定している。これら相互のつながりと結び付きを統合的に探究するのが海洋教育である。 

【東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センターＨＰから】 

 

３ 気仙沼市の海洋教育の現状 

（１）気仙沼市の海洋教育推進体制の概要 

   気仙沼市は，平成２８年度から海洋教育パイオニアスクールプログラムの実践に取り組んで

いる。令和３年２月現在，市立学校等では，地域展開部門で幼稚園３園，小学校１０校，中学校

５校が海洋教育パイオニアスクールとして実践を展開している。 

そのうち小学校１校（鹿折小学校）は，文部科学省より令和２年度から「特別の教育課程編成

による教育実践校（海洋教育に関する教育課程特例校）」に指定され，新たな領域「海と生きる

探究活動」を中心に教科・領域を横断させ，探究的で協働的な海洋教育の推進に力を入れている。

令和３年度からはさらに小学校１校（唐桑小学校）が教育課程特例校となる予定である。 

これらの市立学校等の海洋教育パイオニアスクールメンバー校のほか，県立高等学校として

地域探究的なカリキュラムの中で海洋教育の実践を行っている気仙沼高等学校と，水産業を支

える情報海洋や産業経済などの学習を展開している気仙沼向洋高等学校が加わり，海洋に関す

る教育推進の方向性を共有しながら，取組を充実させるための連携に努めている。 

 

（２）気仙沼市海洋教育推進連絡会 

   気仙沼市海洋教育推進連絡会（以下連絡会）は，市立幼稚園から市内高等学校までの海洋教育

パイオニアスクールと海洋に関する学習を展開する学校，東京大学大学院教育学研究科附属海

洋教育センター，東京海洋大学関係者，地域の教育に関する有識者等で組織している。この連絡



会は，海洋教育の目的と方向性等を共有するとともに，それ

ぞれの実践についての情報交換，相互の連携を図るための

具体的な方法等を協議し合う場であり，本市海洋教育推進

の中核となる組織である。令和２年度からは，連絡会の専門

委員会として「海洋教育推進委員会」「海洋教育副読本編集

委員会」を組織し，本市海洋教育のさらなる充実のために必

要な事項を協議したり，研修等の企画・推進のための支援を

行ったりするほか，海洋教育副読本の編集等を行っている。 

 

４ 実践の概要 

（１）地域展開としての取組・・・海洋教育パイオニアスクールの実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）海洋教育こどもサミット 

   平成２８年度から，東北地方で海洋教育に取り組んでいる幼稚園から高等学校が一堂に会し

て実践を伝え合い，テーマに沿った対話による学び合いを行う「海洋教育こどもサミット」を開

催している。平成２８年度は気仙沼市（面瀬小学校）で，平成２９年度は岩手県洋野町で，平成

３０年度は気仙沼市（鹿折小学校）で開催し，令和元年度は岩手県洋野町で開催した。本年度は，

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，開催地の気仙沼市がホストとなりオンラインで開催

した。 

本年度は名称を「第７回海洋教育こどもサミット in 気仙沼（オンライン大会）」とし，気仙

沼市教育委員会，東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター，公益財団法人日本財団が

主催し，気仙沼市内の小・中学校１４校と高等学校２校，岩手県洋野町の小・中学校１０校，山

形県加茂水産高等学校，そして，新たに福島県只見町の小・中学校２校の児童・生徒などが参加

して１１月２７日（金）に開催した。「こどもサミット」の名前のとおり，進行とあいさつも児

童・生徒が務め，これまで同様に子供たちによるサミットとして学び合いが展開された。 

   今回のテーマは「海に学び，海と生きる～海と自分たちとのつながりを考える～」であり，実

践発表では，コロナ禍のため海での直接的な体験や交流による学習が制限されてしまった中に

【気仙沼市海洋教育研究開発事業〔地域展開部門〕の目標】 

 地域展開メンバーが連携を図り，地域連携の見直しや再構築を進め，気仙沼の海で子供たちが

学び，育つ「海洋教育」として各校のカルキュラムを往還的・探究的・協働的なものへと改善す

る。幼・小・中の発達段階を踏まえて研究を進め，「海と生きる」気仙沼の特色を生かした海洋

教育モデルを創出することで，新学習指導要領のキーワードの一つである「地域に開かれた教育

課程」の具現につなげ，質の高い学びを実現する。 

 ○事 務 局  気仙沼市海洋教育推進連絡会（気仙沼市教育委員会） 

 ○メンバー校  唐桑幼稚園，大谷幼稚園，小泉幼稚園 

         気仙沼小学校，鹿折小学校，松岩小学校，階上小学校，大島小学校， 

面瀬小学校，唐桑小学校，中井小学校，小泉小学校，大谷小学校 

         階上中学校，大島中学校，面瀬中学校，唐桑中学校，大谷中学校 

 ○特 例 校  鹿折小学校（令和２年度～） 



あっても，海洋プラスチックごみ問題や気候変動などの海の環境対策に目を向けた学び，山間部

と沿岸部とのつながりの重要性を考えた学び，海の魅力を地域づくりに生かそうと行動する学

びなど，海と人との共生に関する各地域での多様な実践の発表がオンライン形式で行われた。児

童・生徒のほか，保護者や地域で学びを支援している方々，東北地方以外の地域の教育関係者な

どにもオンライン配信し多くの方々に視聴していただいた。子供たちの発表の質の高さと学び

の行動化に対する称賛の声があがっていた。 

   学びの共有・振り返り・学びの深め合いでは，「海の役割と現状」「自分たちに何ができるの

か」をテーマに，自分たちがとらえている海の現状をもとに課題を出し合い，その課題を解決す

るために何をすべきかについて，オンライングループでの話し合いによって深め合った。 

 

（３）第８回全国海洋教育サミット 

   ２月１１日（木）に，新型コロナ感染拡大防止のため初めてのオンライン開催となった「第８

回全国海洋教育サミット」に，市内の４校の児童生徒（気仙沼小学校，鹿折小学校，面瀬小学校，

面瀬中学校）と気仙沼高等学校の生徒が発表に参加した。また，本市の海洋教育実践校からも多

くの教員と保護者等がオンライン視聴し，海洋教育が目指すもの，今後の海洋教育推進に向けた

方向性，海洋教育における体験の意義について学び合うことができた。 

 オンライン発表では，小学校の部，中学校の部，高等学校の部それぞれにおいて，活動写真や

手作りポスター，図など視覚に訴える資料を効果的に活用しながら，全国各地から参加した方々

に伝わるように，表現豊かに発表した。気仙沼市の魅力と課題に向き合いながら実践行動に結び

付けている児童・生徒の発表についての関心は高く，参加した全国の方からの質問や意見の一つ

一つにもしっかりと答えていた。 

 

（４）地域別発表会の開催 

 ① 大島小学校「第５回海洋教育発表会・研修会」 

   大島小学校では，平成２８年度より「大島小学校海洋教育発表会・研修会」を開催しており，

本年度は令和３年２月１８日（木）に保護者や地域の方々を招いた授業参観を兼ねて開催した。 

１～３年生は日頃の学習の成果を発表し，４～６年生は大島の自然・海・人の豊かさについて

体験したり調べたりした成果を，校内オンラインを併用しながら学年毎にポスター発表した。大

島小学校は，大島漁業協同組合青年部の協力を得て，ワカメ，カキ，ホタテといった大島で養殖

される海の幸に視点を当て，豊かな体験活動を積み重ねながら，それぞれが成長する過程や環境，



生産に携わる人々のふるさとへの熱い思いと営みを通じて「海を知り，海を守り，海を利用する」

学びを地域と共に継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 唐桑小学校「第４回リアスサミット in 唐桑」 

   唐桑小学校では，生活科や総合的な学習の時間等における地域を題材とした体験的・探究的な

学びの成果を，保護者や地域の方々に発信する場として「リアスサミット in 唐桑」を毎年開催

しており，本年度は令和３年１月２８日（木）に開催した。 

   会の進行は全て６年生が担当し，１・２年生は自分たちが学んだ時の様子や様々な発見や気付

き，思いを歌や踊りを交えて楽しく発表した。その後，３～６年生がそれぞれの学年での取組を

テーマ別グループに分かれてポスター発表し，参加者からの質問や意見について答えていた。 

   本年度は，市内山間部にある月立小学校の５・６年生も会場参加し，八瀬川の生き物や炭焼き

など自分たちの取組を紹介するとともに，対面によるワークショップでの意見交流を通して「森・

川・海のつながり」が育む豊かな環境を深く学び合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 鹿折小学校「海洋フォーラム in 鹿折 2020」 

   鹿折小学校では，平成３０年度より「海洋フォーラム in 鹿折」を開催している。本年度は令

和３年２月４日（木）にオンラインを併用しながら，５・６年生が２年間あるいは１年間取り組

んだ「海と生きる探究活動（教育課程特例による新設領域）」の成果を，個人または課題別グル

ープで発表した。鹿折地区は唐桑地区や大島地区のように養殖や沿岸漁業が盛んに行われてい

る地区ではないが，震災後に新たに整備された水産加工場や造船場が多く立ち並ぶ地域である。

その特色を生かし，海と人々の暮らしとのつながりについて，工業を通して学ぶ探究的なカリキ



ュラムの中でグループ研究や個人研究が進められている。各ブースの発表において児童は，探究

した成果をタブレットの学習支援アプリを活用しながら分かりやすくまとめ，写真や動画，説明

などを提示しながら効果的にプレゼンテーションを行っていた。発表後には，５・６年生に加え，

地域の学習支援者や公民館，企業の方々も各グループに参加し，スローフードや環境，船などの

視点から，「海と生きる」気仙沼のあるべき姿について活発な意見交流がなされていた。東京大

学大学院教育学研究科附属海洋教育センターの梶川萌特任研究員からオンラインで指導助言を

いただき，水産業を通した世界とのつながりから考えを広げ深め，海と人との共生を目指す気仙

沼のために自ら行動できる児童を育むことにつながる学びの足跡がみえるフォーラムとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）教職員地域研修会の実施 

   気仙沼市では，初めて市内小・中学校に勤務する教職員を対象に，地域理解を深め指導に生か

すことを目的とした地域研修会を長きに渡り実施している。 

   本年度は，海洋教育の基本理念であり，気仙沼市の復興キャッチフレーズでもある「海と生き

る」をテーマに，令和２年７月９日（金）に開催した。市内の児童・生徒が海洋教育を通じて，

海と人の共生を体験的・探究的に学ぶことができるようにするためには，教員自身の価値観と構

想力，指導力などを磨き高めることが不可欠である。 

   本年度は新たに，気仙沼魚市場・水産情報等発信施設（水産振興センター），(株)みらい造船

（造船所），(株)ミヤカン（水産加工場）を訪問地に加え，「海と生きる」気仙沼として力強く

復興する市民の信念と努力，未来への展望と熱意などを見聞し肌で感じることができた。「復興

と創造」「協働と融合」「ローカルとグローバル」の３つを研修コンセプトに，参加者一人一人

が「問い」をもって臨み，震災後の気仙沼の復旧・復興の状況と地域・産業が抱える魅力と課題

等への理解を深め今後の指導に生かすための貴重な研修となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（６）気仙沼市教育研究員による海洋教育の実践研究 

昭和４６年（１９７１年）にスタートした気仙沼市教育研究員制度によって，これまでに多く

の実践研究が行われ，気仙沼市の教育を支える多くの人材を輩出してきた。 

海洋教育に関しては，平成２９年度から研究領域に加え，本市の特色ある教育の推進を目指し

て実践的な研究を進めている。 

令和２年度は，三浦大樹教諭（松岩小学校）が，海に関する学びを探究的な学習の核として位

置付け，思考ツール等の活用により思考の習慣化を図るとともに，教科・領域と海洋教育との往

還を重視した単元デザインや授業展開の工夫を通して研究を進めた。 

松岩小学校は，本年度からパイオニアスクールとして活動を始めた学校である。三浦教諭の研

究によって，地域素材を生かした体験活動や地域人材からの講話を取り入れた単元構想を実践

に移し，効果的な学習展開を探ることができた。実際に見聞きしたり体験したりすることで，児

童が身近な海について関心を持ち，環境・社会・経済の面

から覗き見ることができた。また，総合的な学習の時間「海

と生きる～ぼくらは気仙沼の海大使～」「森と海のつなが

りを考えよう」と国語科や社会科，理科などを関連付けた

学習カリキュラムをつくり，習得・活用・探究を通して学

習を広げたり深めたりできるようにした。海洋教育のカリ

キュラムづくりや具体的な授業の在り方の方向性を示す

研究となっている。 

    

５ 今後の気仙沼市における海洋教育の展開 

気仙沼市は，震災から１０年の時を経て，保護者の理解や地域の方々の協力，大学等の専門機関の

指導・助言を得ながら，水産業関係者や専門的立場の方々などと連携・協働し，多様な体験を土台と

した学びが行えるようになっている。その多様な体験を通して生まれた気付きや問いを原動力に，他

者と協働しながらより探究的に進める学びの質を高め，深めていくことが，海洋教育に求められる海

洋リテラシーを豊かに育み，学習指導要領で目指す資質・能力の育成につながると考える。 

今年度は，地域の海を学ぶことに留まらず，海に親しみながら，海の役割と恵み，海と地球環境，

海と自分などへの思考を促し，「海と人との共生」による持続可能な未来に向けて，海を守り，海を

上手に活用していくための在り方を深く考え，行動化につなげる学びを重視してきた。これらを踏ま

え，各パイオニアスクールには，子供たち自身が「海と生きるとはどういうことか」を探究し，深め

ていくためのカリキュラム改善と指導の在り方についてのさらなる研究が期待される。 

令和３年度からは，海洋教育に関する教育課程特例校が，鹿折小学校と唐桑小学校の２校となる。

それぞれの学校での「海と生きる探究活動」の実践を通して，子供たちが海洋リテラシーをいかに身

に付けて行くか，持続可能な社会の創り手として資質・能力をいかに育んでいくかが問われている。  

気仙沼市教育委員会の指導・助言のもと，成果を他校に波及させながら進めていくこととなる。 

また，本市の海洋教育で活用する副読本の編集も進んでおり，編集過程での協議・検討は，各校の

海洋教育を見つめ直し，改めて素材の意味と実践の意義を問い直す機会にもなっている。市全体で取

り組む海洋教育の価値を高め，気仙沼らしい教育の一つとして海洋教育を充実・発展させていきたい。 
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令和２年度～ 

 

 

令和３年度 ～ 

１ 唐桑小学校 
地域の豊かな体験学習と多様な交流を通じ，豊かな心

をもち，ふるさと唐桑を愛する子どもの育成 

～カキ養殖体験等を中心とした探究活動を通じて～ 

 

１ 鹿折小学校 
「問い」をもち，主体的に学び続ける児童の育成 

～海と生きる探究活動・生活科を中心とした横断的・

探究的なカリキュラムデザインを通して～ 

海洋教育２０２０ 

特別の教育課程編成による教育実践校 

（海洋教育に関する教育課程特例校） 

実践事例 



 

 

 

 

  

 
１ 海洋教育（特設領域「海と生きる探究活動」）指導計画  
（１）「海と生きる探究活動」の全体テーマ 

地域の人と触れ合い，自然・文化・産業にかかわりながら，ふるさと気仙沼への思いや
考えを深め，自分の考えを表現し，課題解決に向けて協働して活動することができる「持
続可能な社会の創り手」としての児童の育成を目指す。 

 
（２）指導計画 

①「海と生きる」気仙沼市を目指す教育大綱（第２期：令和元年度～４年度） 
   ○ 基本理念 
     第２期気仙沼市総合計画に掲げる将来像「世界とつながる 豊かなローカル」に向け

て，ふるさとを愛し，創造力に富み，持続可能な社会の創り手として人間性豊かで心身
ともに健康な市民の育成を目指し，生涯にわたる教育の充実に努める。 

    Ⅰ 人を思いやる心と高い倫理観，豊かな感性～幅広い人間性～ 
    Ⅱ 創造的に自律して生きていく力～未来への飛躍～ 
    Ⅲ 郷土に貢献し，世界で飛躍するためのグローバルな視点～社会の創り手～ 

○ 基本理念実現のために必要な力 
    Ｆ（Foresight）「先を見渡す力」 ・現状を正しくとらえ，先を見渡す力 
    Ｉ（Insight）「本質を見抜く力」 ・何が大切なのか適切に判断する力 
    Ｓ（Strategy）「道を切り開く力」・進むべき道筋を見出し，構想を立てて邁進する力 
    Ｈ（Harmony）「つなぐ力」    ・周囲と調和し，つながり，支え合い，高め合いな 

             がら社会の一員としての役割と責任を果たす力 
②「海と生きる探究活動」の目標 
○ 「海と生きる」気仙沼市の地域，環境，産業，文化に関心をもち，自分とのつながり
とかかわりに目を向けながら意欲的に課題を解決することができる児童を育成する。 

○ 自分の「問い」をもち，課題について学ぶ必要性と道筋を理解しながら他者と協働し
て学習を進め，自分の生活の在り方を深く考える児童を育てる。 

○ 学ぶ目的や内容に応じた探究の仕方やまとめ方，表現を工夫しながら分かりやすく説
明する力を高める。 

 
（３）「海と生きる探究活動」を通して身に付けさせたい力 
  ① 身に付けさせたい力のとらえ 
 
 
 
 
 

 
 
② 学習段階に沿った「身に付けさせたい力」 

 中  学  年 高   学   年 
実際に社会
や生活に生
きて働く知
識・技能 

○自然や伝統・文化，人など，身の
回りの事象に興味・関心・疑問を
もち，課題解決に必要な知識・技
能を身に付けることができる。 

○課題解決に必要な情報を収集する
ことができる。 

○他教科と関連付けたり，グローバルな
視点で考えたりしながら，課題解決を
するために必要な知識・技能を身に付
け，活用しようとすることができる。 

○課題解決に必要な情報を収集すること
ができ，自分が伝えたい考え・思いに
合わせて活用することができる。 

 

「問い」をもち，主体的に学び続ける児童の育成 
～海と生きる探究活動・生活科を中心とした横断的・探究的なカリキュラムデザインを通して～ 

気仙沼市立鹿折小学校 

未知の状況にも対応できる 
【思考力・判断力・表現力等】 

Ｉ（Insight）「本質を見抜く力」『判断する』 
Ｓ（Strategy）「道を切り開く力」『切り拓く』 

 

学んだことを人生や社会に生かそうとする 
【学びに向かう人間性等】 

Ｈ（Harmony）「つなぐ力」『つなぐ』 

実際の社会や生活で生きて働く 
【知識・技能】 

Ｆ（Foresight）「先を見渡す力」『とらえる』 



未知の状況
にも対応で
きる思考力
・判断力・
表現力等 

○体験的・探究的に情報を収集し，
課題解決に向けた自分の考えをも
つことができる。 

○考えたことを基に適切に表現する
ことができる。 

○学んだことを他教科で活用するこ
とができる。 

○課題解決に向けた見通しをもち，体験
的・探究的に収集した情報を精査しな
がら，自分の考えを深めることができ
る。 

○グローバルな視点から自分の考えをみ
つめ，多面的に考えを広げ深めること
ができる。 

○学んだ学習内容及び習得した知識・技
能を，教科・領域を横断しながら深め
ることができる。 

学んだこと
を人生や社
会に生かそ
うとする学
びに向かう
人間性等 

○自然や身の回りの生活に興味・関
心・疑問をもち，進んで活動しよ
うとする。 

○他者と進んでかかわり，共に考え
ようとすることができる。 

○調べたことを互いに交流しながら分か
りやすくまとめ活用・発信することが
できる。 

○他者と協働的・対話的にかかわり，考
えを深化させたり，新しい価値を創造
しようとしたりする。 

 
（４）各学年のテーマと学習内容 

学年・時間 海と生きる探究活動の学習内容 

３年生 
（５０時間） 

【鹿折の宝～人・自然・ものを見つけよう～】 
○わかめ養殖体験 ○白山小唄 ○波板虎舞 ○天旗  
○気仙沼みなとまつり 

４年生 
（５０時間） 

【山・川・海～命をつなぐ鹿折川～】 
○川の働き（治水・利水・環境） ○鹿折川環境調査 ○米づくり体験   
○鹿折川のゴミ調査 ○岩井崎探検（塩づくり・マイクロプラスチック） 

５年生 
（６０時間） 

 

【世界とつながるぼくらの海郷学】 
○魚市場・海の市見学 ○水産加工場見学 ○海流実験 ○造船所見学 
○地球温暖化の講話 ○舞根森里海研究所自然体験   
○海洋教育こどもサミット参加（開催予定地：洋野町） 
○全国海洋教育サミット ○海洋フォーラムin鹿折（５・６年合同） 

６年生 
（６１時間） 

【海で復興 未来へつなぐ「気仙沼の魅力」発信プロジェクト】 
○地域づくり協議会・震災復興企画課の出前授業  
○探究旅行（猪苗代・会津若松） 
○気仙沼市のまちづくり（産業・環境・国際・食・観光・防災） 
○海洋教育こどもサミット参加（開催予定地：洋野町） 
○外国人異文化交流会 
○全国海洋教育サミット ○海洋フォーラムin鹿折（５・６年合同） 

 
（５） 評価の方法 
   ① 評価の観点 
    ・評価の観点として３つを設定し，その観点に照らして評価する。 
     【知識・技能】 
     【思考力・判断力・表現力等】 
     【主体的に学習に取り組む態度】 
   ② 評価規準の明確化 
    ・評価の観点を基に，各学習や活動場面における評価規準を明確にし，教師の評価や児

童同士の相互評価，自己評価が適切にできるようにする。 
   ③ 評価の資料  
    ・一人一人に海と生きる探究活動の個人ファイルを持たせ，学習評価の資料とする。 
    ・児童の自己評価や児童同士の相互評価を行わせる。 
    ・一人一人の活動の様子や発言など，顕著な事項や特徴などを記録し評価に生かす。 
    ・外部講師の方や保護者などからも活動の様子や意見などを伺い，評価の資料とする。 
 

２ 「海と生きる探究活動」デザインシート（別紙） 

 

 

 

 



３ 今年度の海洋教育の成果と課題 

（１）「海と生きる探究活動」で目指す目標について 

○ 気仙沼の地域性，環境，文化に関心をもち，自分とのつながりに目を向けながら，主体

的に課題を解決しようとする姿を目指してきた。１・２年生では，大島の小田の浜や舞根

森里海研究所に行き, 様々な生き物に触れる体験をしたり，３年生では，気仙沼の伝統的

な祭りである天旗まつりについて学んだりすることができた。実際に自然の中で，多様な

生き物に触れる経験や，祭りなどの由来，海とのつながり，気仙沼の伝統を守る人の思い

について知ることで，上学年で学習する「海との共生」についての基礎を培うことができ

た。しかし，新型コロナウイルス感染症の影響から，計画どおりに校外学習を行えない活

動があったり，対面ではなくリモートでの調査・講話に変更したりするなど活動が制限さ

れた。そのため，課題を深掘りすることや，多面的な調査活動ができず，考えを深めるこ

とが難しく課題が残った。 

 

○ 自分の『問い』をもち，課題について学ぶ必要性と道筋を理解しながら他者と協働して

学習を進め，自己の生活の在り方を考える児童を育成するために指導を続けた結果，多く

の学年で変容が見られた。６年生では気仙沼で見

られた地球温暖化の影響の一つ「さんまの不漁」

を課題として探究活動を進める児童がいたり，人

口の減少が進む気仙沼市の問題を解決するため

に，スローフードに焦点を当てて，気仙沼市の魅

力を他地域に発信したりする児童が見られた。

（写真１）５年生では気仙沼の水産業の学習をし

てきたが，昨年には見られなかった，マグロの水

産資源を守る取組について調べ，まとめた児童も

いた。学校で学んだことを環境保護のために実践

したり，地域で生活している中で生じた疑問を学校での学びで解決しようとしたりする探

究的な姿は，今後につながる成果だと考える。個人毎に課題を設定し，他者と協働的に学

習する活動を系統立てて行ってきたことで，昨年度まで限定的だった課題を自分ごととし

て考える児童の姿が，各学年に広がってきた様子がうかがえる。 

 

○ 学ぶ目的や内容に応じた探究の仕方やまとめ方，表現を工夫しながら自分の考えを，筋

道を立てて分かりやすく説明する力を高めるために，思考ツールを活用した活動を行って

きたところ，課題の解決につながる筋道をイメージして協働的に学ぶ児童が増えた。具体

的には，付箋を活用しながら友達と協働的に課題の原因や背景，影響などのつながりにつ

いて考え，模造紙や発表スライド等に整理して他者に伝える姿が見られた。１１月に開か

れた「海洋教育こどもサミット in気仙沼」，２月に行われた「全国海洋こどもサミッ

ト」，「海洋フォーラム in鹿折（写真２）」等

で，他地域や保護者，協力していただいた企業や

大学，地域の方々に発信する活動を行うことで，

相手意識をもって伝えようとする意欲も高めるこ

とができた。各発表会ではタブレットを使いなが

ら，スライドで説明したり，動画を作成して映し

たりするなど，発表する内容に応じて，発信する

方法を工夫する様子も見られた。今回は発信する

方法としてタブレットを活用したが，コロナ禍で

は調査活動や友達と情報を練り合う活動でもＩＣ

Ｔ機器を活用することが求められる。今年度の成

果と併せて，来年度につなげていきたい。 

写真１ オリジナルレシピ作り 

写真２ 海洋フォーラム in 鹿折 



学校教育目標

海洋教育のねらい ※国連持続可能な海洋科学の 10年に向けて

本校の海洋教育「海と生きる探究活動」の目標

教科学習等と海洋教育との往還による 「思考の習慣化」「価値の行動化」

「海洋と人間の共生」（海とともに生きる）についての国民の理解を深めるとともに，海洋環境の保全

を図りつつ国際的な理解に立った平和的かつ持続可能な海洋の開発と利用を可能とする知識，技能，思

考力，判断力，表現力などの海洋教育リテラシーを有する人材の育成を目指す。この目的を達成するた

めに，海洋教育は，海に親しみ，海を知り，海を守り，海を利用する学習を推進する。

○「海と生きる」気仙沼の地域，環境，産業，文化に関心をもち，自分とのつながりとかかわりに目

を向けながら意欲的に課題を解決することができる児童を育てる。

○ 自分の「問い」をもち，課題について学ぶ必要性と道筋を理解しながら他者と協働して学習を進

め，自分の生活の在り方を深く考える児童を育てる。

○ 学ぶ目的や内容に応じた探究の仕方やまとめ方，表現の仕方を工夫しながら，自分の考えを豊か

に表現する力や筋道立てて分かりやすく説明する力を高める。

各学年の「海と生きる探究活動（思考と行動のドリル）」のねらい・概要

海と生きる地域 「鹿折・気仙沼に残したい宝～人・自然・もの～」

３年 鹿折・市の人々が守ってきた海にかかわる自然・伝統文化・養殖など参加・体験を生か

(50) した実感的な探究を通じて，それらの価値を考え，今自分たちにできることを実践する。

海と生きる環境 「生命をつなぎ，生命を支える鹿折川」

４年 鹿折川の水の恩恵を，多様な生命が育まれている「環境」の視点と，稲作・防災など「生

(50) 活」の視点から探究し，その豊かさを守るために自分たちに今できることを実践する。

海と生きる産業 「未来につながるぼくらの海郷学」

５年 震災で壊滅的な被害を受けた造船業，水産加工業を中心に，ふるさとの復興と創造に向

(60) けた地域の人々の熱い思いと水産業を通じて世界とつながる気仙沼の水産業の現状を探

究することで，「海と生きる」気仙沼とは何かを考え，自分たちにできることを実践する。

海と生きる自分，未来 「海と生きる気仙沼の魅力発信プロジェクト」

６年 復興と発展に向かう気仙沼の将来像について，水産業の魅力と課題の視点から探究する

(61) 学習を通して，自分たちと産業，地球環境，国際協調での関係性，互恵性を多面的・多

重的に捉え，自分たちにできることを個またはグループで提案し，実践行動につなげる。

『志高く，夢に向かって，たくましく未来を拓く児童』の育成

○ 夢や志をもち，進んで学ぶ子ども（かしこく） … 自分の考えをもつ力 ●自立・責任

○ 思いやりをもち，助け合う子ども（やさしく） … 人を大切にする力 ●調和・協働

○ 協力し合い，喜んで活動する子ども（なかよく）… 自らかかわる力 ● 志 ・創造

○ 心と体をきたえ，粘り強い子ども（たくましく）… チャレンジする力

地域リソースの教材化

○地域リソースの開発と効果的活用

・地域のひと・もの・ことに進んでか

かわりをもつため，学区周辺の自然

や人材，行事等の学習素材を調査し

整備する。

○教材化のコンセプト

・各教科や総合的な学習，特別活動と

の関連から地域のひと・もの・こと

へ児童の課題意識がつながるように

教材化する。

・人や自然，産業との出会いやふれ合

い，道徳科などで培った心情をさら

に深めるように教材化する。

・課題を解決する目的と必要性，自分

たちの生活とのつながりの自覚を促

し，学んだことの発信・実践へと広

げ深められるように教材化する。

プロジェクト型の課題探究プロセス

(1)「課題意識・課題設定」の段階
・教科学習の見方・考え方の発展として

・総合的な学習の時間の拡充・深化として

・行事等特別活動への主体的なかかわりから

・生活の中での気付きや疑問を生かして

・様々な体験や問題から

(2) 「計画・探究」段階
・なぜ調べるか（目的・意義）

・どこで，何について，どのような方法で調

べるか（対象・方略・プロセス）

・誰に，どのように伝えるか（相手意識）

・何に取り組み，どうするか（実践行動）

(3)「まとめ・表現・発信・行動」段階
・成果や感想，意見を自分の言葉でまとめる

・まとめたことをもとに交流する（共有）

・学んだことを生かして提言する（主張）

・自ら行動し，周囲に働きかける（変容）

指導方法・指導体制マネジメント

○教師の適切な指導

・児童の興味関心，課題意識，学習状況等

に応じた（生かした）適切な指導

○学びを深める単元づくり

・必然性（意義や価値）とつながり（系統

性と学びの文脈）のある探究単元の創造

○学習形態の工夫

・課題意識を生かした個人探究

・課題別グループによる協働での取組

・学年の枠を超えた異学年での取組

○指導体制の工夫

・地域の GTの積極的な活用
・大学や専門機関による指導・助言

・TTによる連携・指導
○学習環境の工夫

・ICT（タブレット）活用と整備
○評価の工夫 パフォーマンス・ルーブリック

○日本国憲法

○教育基本法

○学校教育法

○新学習指導要領

◆知識・技能

◆思考力・判断

力・表現力等

◆学びに向かう

力・人間性等

○国連持続可能な

開発目標(SDGs)

○海洋基本法

○国連持続可能な

海洋科学の 10年
○気仙沼教育大綱

○今日的課題

・社会で生きて働

く力の育成

・Society5.0社会
○児童の実態

・素直で活動的

・思考力、表現力

が十分ではない

○保護者の願い

・思いやりと向上

心を育みたい

・確かな学力を身

に付けてほしい

○教師の願い

・相手意識をもっ

て対応できる

・夢や志、目標に

向かって学び､、

努力する

教科領域との関連

〇各教科や道徳，

特別活動での学

習や体験を通し

て課題意識（問

い）を持ち，つ

なぎ，ふくらま

せる。

※国語…読解力と

表現力

※社会…社会的な

見方・考え方

※理科…科学的な

見方・考え方

〇総合的な学習の

時間での体験的

・探究的な学び

を生かす。

〇生活科での学習

の経験を生かす。

地域・関係機関と

の連携

〇人のつながり，

家庭・地域との

つながり，他地

域・大学等との

つながりを大切

にしたステーク

ホルダーの構築

と推進

※行政間，企業間，

市民間，校種間

〇地域素材の教材

化と学習環境の

積極的な活用

〇他の海洋教育パ

イオニアスクー

ルやユネスコス

クールとの交流

※学校間，地域間



３
年
『
海
と
生
き
る
探
究
活
動
』
年
間
指
導
計
画
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー
ト
）

 
 

学
 
期

 
１
学
期
（
４
～
７
月
）

 
２
学
期
（
８
～
１
２
月
）

 
３
学
期
（
１
～
３
月
）

 
探
究
過
程

 
課
題
設
定
（
問
題
・
理
由
）

 
課
題
探
究
（
体
験
・
見
学
・
観
察
・
実
験
・
調
査
・
情
報
収
集
・
分
析
・
根
拠
・
整
理
）

 
発
信
（
発
表
・
提
言
・
行
動
）

 

育
み
た
い

資
質
能
力

 
（
学
力
）

 

知
識
及
び
技
能

 
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

と
ら
え
る
【
Ｆ
】

 
～
情
報
の
読
解
力
～

 
判
断
す
る
【
Ｉ
】

 
～
科
学
的
に
思
考
・
吟
味
す
る
力
～

 
切
り
拓
く
【
Ｓ
】

 
～
能
動
的
に
学
ぶ
姿
勢
，
価
値
を
生
み
出
す
感
性
，
探
究
力
～

 

つ
な
ぐ
【
Ｈ
】

 
～
対
話
力
・
志
～

 
探
究
活
動

 

（
海

 
探
）

 

探
究
内
容

エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ズ

 

 【
生

 
命
】

 

生
 
態

 
系

 

多
 
様

 
性

 

水
産
資
源

 

食
 
文

 
化

 

健
 
 
  
康

 

歴
史
民
俗

 

国
際
協
調

 

 【
環

 
境
】

 

気
候
変
動

 

大
気
循
環

 

地
形
地
質

 

海
洋
資
源

 

海
洋
汚
染

 

観
光
居
住

 

 【
安

 
全
】

 

防
災
減
災

 

領
土
領
海

 

海
上
輸
送

 

法
規
条
約

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

単
元
名

 
鹿
折
の
宝
～
人
・
自
然
・
も
の
～
【
５
０
時
間
】

 
テ
ー
マ

 
歴
史
民
俗
，
水
産
資
源
，
食
文
化

 
関
連
教
科
等

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
，
国
語
，
社
会
，
理
科
，
学
校
行
事

 

総
括

 
目
標

 
鹿
折
地
区
の
人
が
守
り
続
け
て
き
た
自
然
・
伝
統
・
産
業
な
ど
を
体
験
的
に
学
び
，
自
分
た
ち
が
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
。
ま
た
，
活
動
を
通
し
て
自
然
や
伝
統
，
産
業
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
む
。

 
S

D
G

s
 

関
連

 

  

気
仙
沼
市

 
２
次
総
合

 
計
画
関
連

 

  

身
に
付
け

た
い
資
質

能
力

 

【
知
識
及
び
技
能
】・

・
・
・
・
・
・
気
仙
沼
市
や
鹿
折
地
区
に
，
昔
か
ら
あ
る
伝
統
文
化
や
自
然
産
業
を
知
り
，
そ
れ
ら
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
思
い
等
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
】・

体
験
的
・
探
究
的
に
情
報
を
収
集
し
，
課
題
解
決
に
向
け
た
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
自
分
や
グ
ル
ー
プ
で
設
定
し
た
探
究
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を
，
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
，
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
】・

自
然
や
身
の
周
り
の
生
活
に
興
味
・
関
心
・
疑
問
を
も
ち
，
進
ん
で
活
動
し
よ
う
と
す
る
。

 

課
題
探
究
【
第
１
次
】（

一
斉
・
グ
ル
ー
プ
）

 
 

課
題
設
定
（
個
）
【
第
１
次
】

 

鹿
折
・
気
仙
沼
の
宝
を
見
つ
け
よ
う
【
第
２
次
】

 

課
題
探
究
【
第
２
次
】（

探
究
課
題
別
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 
 

 

課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
）

 

課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
）

 

対
話
・
発
表
・
共
有

 

【
教
科
等
と
の
関
連
】

 
【
国
語
】
グ
ル
ー
プ
の
話
し
言
葉
を
決
め
よ
う
（
３
）

 
 

 
 

【
社
会
】
店
で
は
た
ら
く
人
（
２
）

 
工
場
の
仕
事
（
５
）

 
 

【
教
科
等
と
の
関
連
】

 
【
国
語
】
外
国
の
こ
と
を
し
ょ
う
か
い

し
よ
う
（
２
）

 

（
１
０
）
時
間

 

（
３
）
時
間

 

○
天
旗
学
習
【
５
月
】

 

 
・
天
旗
の
意
味
，
凧
に
込
め
ら
れ
た
思
い
，

凧
の
種
類
を
知
る
。

 

 
 
連
凧
制
作
（
気
仙
沼
凧
の
会
）

 

○
浪
板
虎
舞
【
５
，
６
月
】

 

 
・
虎
舞
の
意
味
，
込
め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い

て
知
る
。

 

 
・
虎
舞
の
体
験
。
（
講
師
：
小
野
寺
さ
ん
）

 

行
動
・
発
信
・
振
り
返
り
【
第
１
次
】

 

【
教
科
等
と
の
関
連
】

 
【
国
語
】
調
べ
て
書
こ
う
，
わ
た
し
の
レ
ポ
ー
ト
（
４
）

 

○
天
旗
と
浪
板
虎
舞
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

を
，
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
る
。

 

○
学
習
を
比
較
し
，
ど
ち
ら
も
海
（
安
全
祈
願
，

大
漁
祈
願
，
海
風
な
ど
）
と
つ
な
が
り
の
あ
る

文
化
に
気
付
か
せ
る
。

 

○
１
学
期
の
活
動
の
振
り
返
り
と
，
夏
季
休
業
中
の
み
な
と
ま
つ
り
に
つ
い

て
話
し
合
い
，
再
度
，
鹿
折
・
気
仙
沼
の
宝
は
何
か
を
考
え
る
。

 
 

行
動
・
発
信
・
振
り
返
り
（
グ
ル
ー

課
題
探
究
【
発
展
】
（
グ
ル
ー
プ
）

 

【
教
科
等
と
の
関
連
】

【
国
語
】
外
国
の
こ
と
を
し
ょ
う
か

い
し
よ
う
（
２
）

 

〇
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
よ
う

 
・
参
観
日
で
，
保
護
者
に
学
習

成
果
を
発
表
す
る
。

 
・
１
年
間
の
学
習
を
振
り
返

り
，
感
想
を
ま
と
め
た
り
，

新
た
な
課
題
を
見
付
け
た
り

す
る
。

 

○
伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
意
味

や
，
自
分
た
ち
が
自
然
の
恩
恵

を
受
け
て
生
活
し
て
い
る
こ
と

を
，
ど
う
伝
え
る
か
考
え
る
。

③
④
⑤

 

【
教
科
等
と
の
関
連
】

 
【
国
語
】
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞
こ
う
（
２
）

 

【
課
外
】
「
天
旗
ま
つ
り
」
参
加
は
任
意

 

学
習
の
見
通
し
を
も
と
う

 
（
１
）
時
間

 

・
１
年
間
の
学
習
の
流
れ

を
つ
か
む
。

 

○
伝
統
行
事
（
天
旗
，
虎
舞
）

 
・
他
地
域
の
天
旗
や
虎
舞
に
つ
い
て
調
べ
，

自
分
た
ち
の
地
域
の
も
の
と
比
較
す
る
。

 
・
活
動
の
違
い
を
整
理
し
，
気
仙
沼
天
旗
，

浪
板
虎
舞
な
ら
で
は
の
良
さ
な
ど
を
考
え

る
。

 

○
自
然
産
業
（
浦
島
地
区
の
ワ
カ
メ
養
殖
）

 
・
ワ
カ
メ
の
生
育
の
仕
方
や
特
徴
な
ど
を
調
べ

る
。

 
・
小
々
汐
漁
港
で
ワ
カ
メ
の
種
は
さ
み
体
験
を

す
る
。
（
講
師
：
熊
谷
さ
ん
，
尾
形
さ
ん
）

 
・
体
験
学
習
と
こ
れ
ま
で
の
調
べ
学
習
を
つ
な

げ
，
ワ
カ
メ
養
殖
を
，
そ
れ
に
携
わ
る
人
々

の
思
い
等
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

 

○
調
べ
た
こ
と
を
発

表
し
よ
う

 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
，
探
究
し
た
こ

と
を
，
写
真
な
ど

を
使
っ
て
模
造
紙

に
ま
と
め
る
。
自

分
た
ち
が
調
べ
た

り
体
験
し
た
り
し

て
学
ん
だ
こ
と

を
，
発
表
し
合

う
。

 

鹿
折
・
気
仙
沼
の
宝

は
と
は
何
だ
ろ
う
。

 

・
自
然

 
・
食
（
魚
，
米
，
ワ
カ
メ
）

 
・
伝
統
行
事
（
浪
板
虎

舞
，
み
な
と
ま
つ

り
，
天
旗
ま
つ
り
）

 
 ※
海
に
関
係
す
る
事
柄

に
つ
い
て
調
べ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
【
４
月
】

 

【
主
な
連
携
機
関
と
内
容
】

 
・
浪
板
虎
舞
（
虎
舞
保
存
会
）

 
・
魚
の
天
旗
（
気
仙
沼
凧
の
会
）

 
・
ワ
カ
メ
養
殖
（
小
々
汐
漁
港
）

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

○
小
々
汐
漁
港
で
ワ
カ
メ
の
刈
り

取
り
体
験
を
す
る
。
（
講
師
：
熊

谷
さ
ん
）

 

鹿
折
・
気
仙
沼
の
宝
を
見

つ
け
よ
う
①
（
２
）
時
間

A
）

 

鹿
折
・
気
仙
沼
の
伝
統
行
事
を
調

べ
よ
う
①

 

 鹿
折
・
気
仙
沼
の
伝
統
行
事
を
調
べ
よ
う
②
（
４
）
時
間

 
 

１
学
期
を
振
り
返
ろ
う
（
１
）
時
間

 

 

鹿
折
・
気
仙
沼
の
宝
を
見
つ
け
よ
う
（
２
２
）
時
間

 

 

２
学
期
を
振
り
返
ろ
う
（
７
）
時
間

 
 発
表
会
を
し
よ
う
（
３
）
時
間

 

 



４
年

 
『

海
と

生
き

る
探

究
活

動
』

年
間

指
導

計
画

デ
ザ

イ
ン

シ
ー

ト
（

プ
ロ

グ
ラ

ム
チ

ャ
ー

ト
）

 
 

学
 

期
 

１
学

期
（

４
～

７
月

）
 

２
学

期
（

８
～

１
２

月
）

 
３

学
期

（
１

～
３

月
）

 

探
究

過
程

 
課

題
設

定
（

問
題

・
理

由
）

 
課

題
探

究
（

体
験

・
見

学
・

観
察

・
実

験
・

調
査

・
情

報
収

集
・

分
析

・
根

拠
・

整
理

）
 

発
信

（
発

表
・

提
言

・
行

動
）

 

育
み

た
い

資

質
能

力
 

（
学

力
）

 

知
識

及
び

技
能

 
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
 

学
び

に
向

か
う

力
・

人
間

性
等

 

と
ら

え
る

【
Ｆ

】
 

～
情

報
の

読
解

力
～

 

判
断

す
る

【
Ｉ

】
 

～
科

学
的

に
思

考
・

吟
味

す
る

力
～

 

切
り

拓
く

【
Ｓ

】
 

～
能

動
的

に
学

ぶ
姿

勢
，

価
値

を
生

み
出

す
感

性
，

探
究

力
～

 

つ
な

ぐ
【

Ｈ
】

 

～
対

話
力

・
志

～
 

探
究

活
動

 

（
海

 探
）

 

探
究

内
容

エ

ッ
セ

ン
シ

ャ

ル
ズ

 

 【
生

 命
】

 

生
 態

 系
 

多
 様

 性
 

水
産

資
源

 

食
 文

 化
 

健
  

  
康

 

歴
史

民
俗

 

国
際

協
調

 

 【
環

 境
】

 

気
候

変
動

 

大
気

循
環

 

地
形

地
質

 

海
洋

資
源

 

海
洋

汚
染

 

観
光

居
住

 

 【
安

 全
】

 

防
災

減
災

 

領
土

領
海

 

海
上

輸
送

 

法
規

条
約

 

 

単
元

名
 

山
・

川
・

里
・

海
の

生
命

を
つ

な
ぐ

鹿
折

川
【

５
０

時
間

】
 

テ
ー

マ
 

生
態

系
，

大
気

循
環

，
海

洋
汚

染
 

関
連

教
科

等
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
，

国
語

，
社

会
，

理
科

，
業

前
活

動
 

総
 

括
 

目
 

標
 

鹿
折

川
流

域
に

住
む

人
々

の
生

活
の

仕
方

を
見

つ
め

，
鹿

折
川

の
水

の
恩

恵
を

受
け

て
人

を
含

む
多

く
の

生
き

物
の

い
の

ち
が

育
ま

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

水
辺

の
環

境
を

守
る

た
め

に
，

自
分

た
ち

で
で

き
る

こ
と

を
考

え
実

践
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
む

。
 

S
D

G
s
 

関
連

 

  

気
仙

沼
市

 
２

次
総

合
 

計
画

関
連

 

  

身
に

付
け

た
い

資
質

能
力

 

【
知

識
及

び
技

能
】
・

・
・

・
・

・
・

 
体

験
活

動
を

通
し

て
，

地
域

の
自

然
環

境
や

社
会

環
境

に
目

を
向

け
な

が
ら

，
川

の
水

が
地

域
の

田
や

工
場

と
関

わ
り

が
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

探
究

課
題

の
解

決
に

必
要

な
情

報
を

収
集

し
，

そ
れ

ら
を

整
理

・
分

析
す

る
技

能
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

 
 

 

【
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】
・

 
環

境
保

全
の

た
め

に
，

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
自

分
や

グ
ル

ー
プ

で
の

考
え

を
，

地
図

や
レ

ポ
ー

ト
に

表
現

し
て

，
分

か
り

や
す

く
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

【
学

び
に

向
か

う
人

間
性

等
】
・

・
・

 
探

究
課

題
解

決
の

た
め

に
，

友
達

と
協

力
し

合
い

な
が

ら
情

報
収

集
し

た
り

，
集

め
た

資
料

を
整

理
・

分
析

し
た

り
し

て
ま

と
め

よ
う

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

ん
だ

こ
と

を
進

ん
で

日
常

生
活

に
生

か
そ

う
と

す
る

。
 

 
 

 
月

 
４

月
 

５
月

 
６

月
 

７
月

 
８

月
 

９
月

 
１

０
月

 
１

１
月

 
１

２
月

 
１

月
 

２
月

 
３

月
 

 

 

 

一
年

間
の

見
通

し
を

も
と

う
（

２
）

時
間

 

・
鹿

折
川

が
海

に
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

を
知

り
，

鹿
折

川

に
つ

い
て

学
習

す
る

こ
と

に

意
欲

を
も

つ
。

 

・
学

習
の

見
通

し
を

も
つ

。
 

鹿
折

川
の

治
水

機
能

を
理

解
し

，
防

災
減

災
の

た
め

に
，

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
考

え
，

活
動

計
画

を
立

て

る
。

 

 

【
主

な
連

携
機

関
と

内
容

】
 

・
気

仙
沼

市
役

所
環

境
課

 
・

岩
井

崎
観

光
協

会
 

・
米

農
家

村
上

俊
一

さ
ん

・
鹿

折
公

民
館

館
長

 
・

気
仙

沼
自

然
塾

 
 

・
宮

城
教

育
大

学
棟

方
准

教
授

 
・

気
仙

沼
ク

リ
ー

ン
ヒ

ル
セ

ン
タ

ー
・

終
末

処
理

場
 

・
水

山
養

殖
場

畠
山

信
さ

ん
 

１
学

期
を

振
り

返
ろ

う
（

１
）

時
間

 
 

○
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
１

）
時

間
 

・
１

学
期

に
学

習
し

た
こ

と
を

振
り

返
り

，
自

分
が

探
究

課
題

と
し

て
設

定
し

た
テ

ー
マ

を
確

認
す

る
。

 

・
２

学
期

の
探

究
活

動
の

見
通

し
を

も
つ

。
 

  

鹿
折

川
か

ら
環

境
を

考
え

よ
う

③
（

８
・

５
）

時
間

 
・

終
末

処
理

場
を

見
学

し
，

海
を

汚
さ

な
い

よ
う

に
下

水
を

き
れ

い
に

す
る

 
仕

組
み

や
働

く
人

々
の

思
い

を
知

る
。

 
・
「

森
は

海
の

恋
人

」
運

動
に

つ
い

て
，

畠
山

重
篤

さ
ん

・
信

さ
ん

の
話

を
聞

く
。

水
山

養
殖

場
に

行
き

，
豊

か
な

海
と

は
ど

の
よ

う
な

海
か

知
る

。
 

・
鹿

折
川

下
流

（
鹿

折
地

区
）

の
生

物
・

水
質

，
水

辺
の

環
境

を
調

査
し

，
分

か
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
る

。
 

・
ク

リ
ー

ン
ヒ

ル
セ

ン
タ

ー
を

見
学

し
，

ご
み

処
理

の
仕

方
や

ゴ
ミ

の
種

類
を

知
り

，
減

ら
せ

る
ゴ

ミ
が

あ

る
こ

と
に

気
付

く
。

働
く

人
々

の
思

い
を

知
る

。
 

・
鹿

折
川

の
源

流
か

ら
河

口
ま

で
，

川
の

全
体

の
姿

を
捉

え
て

，
こ

れ
ま

で
 

の
調

査
や

見
学

か
ら

分
か

っ
た

こ
と

を
ま

と
め

る
。

 
 

第
一

次
行

動
・

発
信

・
振

り
返

り
 

 

 発
表

会
を

振
り

返
る

（
２

）
時

間
 

○
探

究
課

題
を

修
正

す
る

。
（

１
時

間
）

 

○
補

充
探

究
の

見
通

し
を

も
つ

。
（

１
時

間
）

 

・
環

境
に

配
慮

し
た

生
活

の
仕

方
を

知
り

各

自
家

庭
や

学
校

で
実

践
し

た
こ

と
を

振
り

返
り

，
ま

と
め

る
。

 

 調
べ

た
こ

と
を

発
信

し
よ

う
（

８
）

時
間

 
○

家
族

や
３

年
生

等
，

身
近

な
人

々
に

伝
え

る
。
（

７
時

間
）

 

○
一

年
間

の
学

習
を

振
り

返
り

，
感

想
を

ま
と

め
た

り
，

新
た

な
課

題
を

見
付

け
た

り
す

る
。
（

１
時

間
）

 
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

第
一

次
探

究
課

題
の

設
定

・
調

査
 

（
一

斉
・

グ
ル

ー
プ

）
 

第
二

次
課

題
探

究
（

探
究

課
題

別
グ

ル
ー

プ
）

 

 川
と

海
の

ゴ
ミ

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
 

 鹿
折

川
流

域
の

自
然

環
境

の
保

護
や

海
洋

汚
染

を
防

止
す

る
た

め
に

，

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

。
 

 山
と

海
を

つ
な

ぎ
，

海
に

豊
か

さ
を

も
た

ら
す

川
の

働
き

を
理

解

し
，

水
産

資
源

の
保

護
や

豊
か

な
海

づ
く

り
の

た
め

に
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
。

 

   発
表

会
を

し
よ

う
 

（
６

）
時

間
 

○
調

べ
た

こ
と

を
整

理
し

よ
う

（
４

時
間

）
 

・
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

，
探

究
し

た
こ

と
を

グ
ラ

フ

や
画

像
な

ど
を

使
っ

て
，

ポ
ス

タ
ー

や
地

図

に
ま

と
め

る
。

 

○
ポ

ス
タ

ー
に

ま
と

め
発

信
し

よ
う

（
２

時
間

）
 

・
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

，
活

動
計

画

を
立

て
て

，
参

観
日

に

保
護

者
や

地
域

の
方

に

発
表

す
る

。
 

ガ
イ

ダ
ン

ス
【

第
２

次
】
（

探
究

課
題

カ
テ

ゴ
リ

ー
の

吟
味

）
 

第
三

次
課

題
探

究
【

発
展

】
（

個
）

 

第
三

次
行

動
・

発
信

・
振

り
返

り

（
個

）
 

 川
の

環
境

悪
化

が
海

に
も

た
ら

す
影

響
を

調
査

す
る

。
 

B
 

水
質

汚
染

（
グ

ル
ー

プ
）

 

Ｃ
 

多
様

性
（

グ
ル

ー
プ

）
 

D
 

川
と

海
の

つ
な

が
り

（
グ

ル
ー

プ
）

 

第
二

次
 

 

対
話

・
発

表
・

共
有

 

探
究

課
題

を
見

直
そ

う
（

１
）

時
間

 

○
第

一
次

探
究

課
題

を
設

定
す

る
 

（
１

時
間

）
 

・
鹿

折
川

の
水

質
と

生
態

系
を

保
護

す

る
た

め
に

で
き

る
こ

と
を

調
べ

る
。

 

・
山

と
川

を
つ

な
ぎ

，
海

の
豊

か
さ

を

も
た

ら
す

川
の

働
き

を
理

解
し

，
水

産
資

源
の

保
護

や
豊

か
な

海
を

守
る

た
め

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

。
 

・
鹿

折
川

の
治

水
機

能
を

理
解

し
，

防

災
減

災
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
よ

う
。

 

 

   鹿
折

川
か

ら
環

境
を

考
え

よ
う

①
 

（
５

）
時

間
 

○
鹿

折
川

の
役

割
に

つ
い

て
知

る
。
（

３
時

間
）

 

・
市

役
所

環
境

課
の

方
の

講
話

 

・
鹿

折
川

の
水

質
，

生
物

環
境

，

川
の

役
割

，
流

域
の

土
地

利
用

等
，

各
自

課
題

を
設

定
す

る
。

 

○
鹿

折
川

の
水

を
利

用
す

る
農

家
を

調
べ

よ
う

①
（

２
時

間
）

 

・
稲

を
発

芽
さ

せ
，

苗
を

育
て

る
。

 

・
成

長
し

た
苗

の
観

察
を

行
う

。
 

鹿
折

川
か

ら
環

境
を

考
え

よ
う

②
 

（
７

時
間

）
 

○
鹿

折
川

の
環

境
調

査
を

行
う

。
 

・
鹿

折
川

上
流

（
白

山
地

区
）

の
生

物
・

水
質

の
調

査
を

行
う

。
 

・
宮

城
教

育
大

学
の

棟
方

先
生

を
招

き
生

物
調

査
を

行
う

。
 

○
分

か
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
よ

う
 

・
分

か
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
る

。
 

探
究

活
動

（
一

斉
）【

第
１

次
】

 

調
べ

た
こ

と
を

発
表

し
よ

う
 

（
４

）
時

間
 

○
第

一
次

探
究

課
題

に
つ

い
て

ま
と

め

る
（

３
時

間
）

 

・
テ

ー
マ

毎
に

調
べ

た
こ

と
を

ま
と

め

る
。

 

・
模

造
紙

に
資

料
な

ど
を

貼
り

，
発

表
原

稿
等

を
作

成
す

る
。

 

○
発

表
会

を
し

よ
う

（
１

時
間

）
 

・
学

級
の

中
で

ポ
ス

タ
ー

発
表

会
を

す
る

。
 

・
川

と
海

の
つ

な
が

り
が

分
か

り
，

川
の

環
境

を
守

る
こ

と
が

海
の

環

境
を

守
る

こ
と

に
も

な
る

こ
と

を

理
解

さ
せ

る
。

 

鹿
折

川
は

ど
ん

な
命

を
育

ん
で

い
る

の
だ

ろ
う

？
 

A
 

ゴ
ミ

問
題

（
グ

ル
ー

プ
）

 



５
年
『
海
と
生
き
る
探
究
活
動
』
年
間
指
導
計
画
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー
ト
）

 

単
元
名

 
世
界
に
つ
な
が
る
ぼ
く
ら
の
海
郷
学
【
６
０
時
間
】

 
テ
ー
マ

 
生
態
系
・
多
様
性
・
水
産
資
源
・
食
文
化
・
国
際
協
調

 

気
候
変
動
・
防
災
減
災
・
海
洋
汚
染

 
関
連
教
科
等

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
，
国
語
，
社
会
，
理
科
，
学
校
行
事

 

総
 
括

 
目

 
標

 

震
災
か
ら
９
年
が
経
過
し
，
以
前
の
よ
う
な
町
並
み
や
水
産
関
連
会
社
等
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
の
鹿
折
地
区
に
つ
い
て
，
故
郷
復
興
へ
向
け
た
地
域

の
人
々
の
熱
い
思
い
と
，
水
産
業
を
通
し
て
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
鹿
折
の
よ
さ
を
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
の
視
点
か
ら
み
つ
め
，「

海
と
生
き

る
」
ふ
る
さ
と
気
仙
沼
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
ち
行
動
で
き
る
児
童
を
育
む
。

 

S
D

G
s
 

関
連

 

  

気
仙
沼
市

 
２
次
総
合

 
計
画
関
連

 

  

身
に
付
け

た
い
資
質

能
力

 

【
知
識
及
び
技
能
】
・
・
・
・
・
・
・
・
気
仙
沼
市
や
鹿
折
地
区
が
抱
え
る
諸
課
題
が
，
身
の
回
り
の
地
域
の
み
な
ら
ず
，
地
球
規
模
で
の
自
然
・
社
会
環
境
の
変
化
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
探
究
課
題
の
解
決
に
必
要
な
情
報
を
体
験
的
に
収
集
し
，
そ
れ
ら
を
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
 

 

【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
】・

・
気
仙
沼
市
や
鹿
折
地
区
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を
，
学
ん
だ
こ
と
を
多
角
的
・
多
面
的
に
考
え
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
自
分
や
グ
ル
ー
プ
で
設
定
し
た
探
究
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を
，
学
校
内
外
の
人
々
に
広
く
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
】・

・
探
究
課
題
解
決
の
た
め
に
学
校
内
外
の
他
者
と
協
働
し
，
対
話
的
に
考
え
を
深
め
よ
う
と
す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
探
究
課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
み
，
学
ん
だ
こ
と
を
進
ん
で
日
常
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
。

 
学

 
期

 
１
学
期
（
４
～
７
月
）

 
２
学
期
（
８
～
１
２
月
）

 
３
学
期
（
１
～
３
月
）

 

探
究
過
程

 
課
題
設
定
（
問
題
・
理
由
）

 
課
題
探
究
（
体
験
・
見
学
・
観
察
・
実
験
・
調
査
・
情
報
収
集
・
分
析
・
根
拠
・
整
理
）

 
発
信
（
発
表
・
提
言
・
行
動
）

 

育
み
た
い
資
質

能
力

 
（
学
力
）

 

知
識
及
び
技
能

 
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

 
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

 

と
ら
え
る
【
Ｆ
】

 
～
情
報
の
読
解
力
～

 
判
断
す
る
【
Ｉ
】

 
～
科
学
的
に
思
考
・
吟
味
す
る
力
～

 
切
り
拓
く
【
Ｓ
】

 
～
能
動
的
に
学
ぶ
姿
勢
，
価
値
を
生
み
出
す
感
性
，
探
究
力
～

 
つ
な
ぐ
【
Ｈ
】

 
～
対
話
力
・
志
～

 

探
究
活
動

 

（
海
探
）

 

 探
究
内
容
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ズ

 

 【
生
命
】

 

生
 態

 系
 

多
 様

 性
 

水
産
資
源

 

食
 文

 化
 

健
  

  
康

 

歴
史
民
俗

 

国
際
協
調

 

 【
環

 境
】

 

気
候
変
動

 

大
気
循
環

 

地
形
地
質

 

海
洋
資
源

 

海
洋
汚
染

 

観
光
居
住

 

 【
安

 全
】

 

防
災
減
災

 

領
土
領
海

 

海
上
輸
送

 

法
規
条
約

 

 

 

   気
仙
沼
の
水
産
業
を
調
べ
よ
う
①
（

1
1
）
時

間
 

   ○
魚
市
場
を
見
学
し
よ
う
（
４
時
間
）

 

・
魚
市
場
見
学
を
通
し
て
，
気
仙
沼

市
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
種
，
漁

船
，
水
揚
げ
量
に
つ
い
て
知
る
。

 

・
海
の
市
で
販
売
さ
れ
る
魚
種
，
加

工
品
，
多
様
な
販
路
に
つ
い
て
知

る
。

 

○
水
産
加
工
場
を
見
学
し
よ
う
（
３
時
間
）

 

・
鹿
折
水
産
加
工
組
合
，
ほ
て
い
工

場
見
学
を
通
し
て
，
魚
（
サ
メ
・

カ
ツ
オ
）
の
加
工
方
法
，
魚
や
加

工
品
の
流
通
経
路
，
外
国
人
研
修

生
に
つ
い
て
知
る
。

 

○
漁
船
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
（
４
時
間
）

 

・
み
ら
い
造
船
所
見
学
を
通
し
て
，

船
の
建
造
工
程
等
を
理
解
す
る
。

 

・
マ
グ
ロ
延
縄
船
に
乗
船
し
て
船
の

造
り
と
マ
グ
ロ
漁
法
・
漁
場
に
つ

い
て
理
解
す
る
。

 

       

 探
究
課
題
を
設
定
し
よ
う
（
１
）
時
間

 

○
第
一
次
探
究
課
題
を
設
定
す
る
（
１
時
間
）

 

【
予
想
さ
れ
る
課
題
】

 

・
な
ぜ
，
気
仙
沼
に
カ
ツ
オ
な
ど
の
魚
が
多
く
水
揚
げ
さ
れ
る
の

か
。

 

・
漁
船
は
ど
の
よ
う
に
漁
を
す
る
の
か
。

 

・
漁
船
は
ど
の
よ
う
に
建
造
さ
れ
る
の
か
。

 

・
水
産
加
工
品
の
製
造
工
程
を
調
べ
よ
う
。

 

・
漁
船
に
は
な
ぜ
外
国
人
が
乗
船
し
て
い
る
の
か
。

 

・
気
仙
沼
の
海
は
な
ぜ
豊
か
な
の
か
調
べ
よ
う
。

 

・
気
仙
沼
の
海
が
豊
か
な
の
は
，
潮
目
が
近
く
に
あ
る
か
ら
。

 

・
漁
船
に
外
国
人
が
乗
船
し
て
い
る
の
は
外
国
か
ら
日
本
に
勉
強

を
し
に
き
て
い
る
か
ら
。

 

１
学
期
を
振
り
返
ろ
う
（
１
）
時
間

 
○
一
学
期
の
学
習
を
振
り
返
る
（
１
時
間
）

 
・
一
学
期
の
第
一
次
課
題
に
つ
い
て
振
り
返
り
，
第
二
次
課
題
を
設
定
す
る
。

 

   気
仙
沼
の
水
産
業
を
調
べ
よ
う
②
（
２
５
）
時
間

 
※
他
教
科
の
時
数
も
含
む
（
社
８
・
国
３
）

 

                                

  海
洋
サ
ミ
ッ
ト
を
振
り
返
っ
て
（
２
）
時
間

 

○
課
題
を
修
正
す
る
（
１
時
間
）

 

・
海
洋
サ
ミ
ッ
ト
で
他
地
域
，
他
校
の
発
表
を
聞
き
，

自
分
の
探
求
課
題
を
振
り
返
っ
て
修
正
・
発
展
・
補

充
を
行
う
。

 

○
海
と
つ
な
が
る
産
業
と
私
た
ち
の
生
活
（
１
時
間
）

 

・
海
と
つ
な
が
る
産
業
と
私
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て
考

え
る
。

 

・
京
都
議
定
書
に
基
づ
い
て
環
境
保
護
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
た
ち
の
活
動
か
ら
，
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
取
組
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

・
造
船
業
の
課
題
（
後
継
者
問
題
等
）
に
つ
い
て
考
え

る
。

 

・
多
文
化
理
解
と
私
た
ち
の
町
の
変
容
に
つ
い
て
考
え

る
。

 

・
こ
れ
か
ら
の
産
業
の
在
り
方
と
自
分
た
ち
の
生
活
に

つ
い
て
考
え
る
。

 

調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
よ
う
（
３
）
時
間

 
 

○
第
一
次
探
究
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
る
（
２
時
間
）

 

・
テ
ー
マ
を
も
と
に
調
べ
た
こ
と
を
，
構
成
を
考
え
な
が
え
ら
ま

と
め
る
。
資
料
や
写
真
な
ど
の
効
果
を
考
え
な
が
ら
ま
と
め

る
。

 

○
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
を
し
よ
う
（
１
時
間
）

 

・
学
級
の
中
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
を
す
る
。

 

【
期
待
す
る
効
果
】

 

・
体
験
・
見
学
し
な
が
ら
自
分
の
課
題
に
沿
っ
た
資
料
を
収
集
す

る
力
の
育
成
と
，
そ
れ
を
活
用
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
意
見

を
伝
え
る
力
の
向
上

 

 

海
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
鹿
折
（
６
）
時
間

 
○
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
（
４
時
間
）

 
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
準
備
を
す
る
。

 
・
ポ
ス
タ
ー
の
他
に

C
M
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
作
成
す
る
。

 
○
調
べ
た
こ
と
や
実
践
し
た
こ
と
を
ポ
ス
タ
ー

に
ま
と
め
発
信
す
る
（
２
時
間
）

 
・
個
人
探
究
課
題
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
発

表
す
る
。（

動
機
・
課
題
・
方
法
・
内
容
・

成
果
・
課
題
）

 
・
友
達
の
発
表
を
聞
き
，
意
見
交
換
を
行
う
。

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

 

 
 

一
年
間
の
見
通
し
を
も
と
う
（
１
）
時
間

 
・
４
年
生
で
の
学
習
を
振
り
返
る
。

 
・
学
び
方
の
確
認
を
す
る
。

 
・
意
見
と
理
由
を
区
別
し
て
，

正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
を
学

ぶ
。

 

（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

課
題
設
定
（
個
）【

第
１
次
】

 

 

課
題
探
究
【
第
１
次
】
（
一
斉
・
グ
ル
ー
プ
）

 

行
動
・
発
信
・
振
り
返
り
【
第
１
次
】

 

課
題
探
究
【
第
２
次
】
（
探
究
課
題
別
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 
 

 

  ・
舞
根
森
里
海
研
究
所
の
畠
山
重
篤
・
信
さ
ん
の
講
話

（
体
験
学
習
）

 
・
丹
羽
教
授
（
東
京
大
学
海
洋
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の
海
流

実
験

 
・
須
賀
教
授
（
東
北
大
学
）
の
講
話

 

  ・
マ
グ
ロ
延
縄
船
や
水
産
加
工
場
の
外
国
人
労
働
者

 
・
漁
船
の
航
路
等
，
気
仙
沼
と
の
地
理
的
な
つ
な
が
り

 
・

S
D

G
s
と
の
関
連
（
発
展
途
上
国
の
産
業
基
盤
形
成
に
向
け
た
気
仙

沼
企
業
の
取
り
組
み
）

 
・
外
国
人
交
流
会

 

  ・
マ
グ
ロ
延
縄
船
の
船
内
見
学
（
北
か
つ
菊
田
氏
）

 
・
み
ら
い
造
船
所
見
学

 
・
シ
ー
ラ
ス
号
乗
船
体
験

 
・
出
船
送
り

 
 

 
 
・
第
５
８
八
幡
丸
と
の
交
流

 

  
  ・
鹿
折
水
産
加
工
協
同
組
合
冷
凍
庫
見
学

 
・
水
産
加
工
場
見
学
（
気
仙
沼
ほ
て
い
・
ミ
ヤ
カ
ン
）

 
・
水
産
加
工
場
の
外
国
人
労
働
者
と
の
対
話

 
・
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
つ
い
て
調
べ
る

 

  

 海
洋
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
で
発

信
し
よ
う
（
１
０
）
時
間

 
○
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
よ

う
（
５
時
間
）

 
・
議
論
に
対
し
て
２
つ
の
立

場
に
別
れ
、
互
い
の
主
張

と
そ
の
理
由
を
明
確
に
し

な
が
ら
計
画
的
に
討
議
を

す
る
。

 
・
資
料
か
ら
情
報
を
読
み
取

り
，
読
み
取
っ
た
情
報
を

活
用
し
て
、
文
章
を
書
い

た
り
選
択
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 
○
調
べ
た
こ
と
や
実
践
し
た

こ
と
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と

め
発
信
し
よ
う
（
５
時

間
）

 
・
個
人
探
究
課
題
に
つ
い
て

調
べ
た
こ
と
を
発
表
す

る
。
（
動
機
・
課
題
・
方
法
・

内
容
・
成
果
・
課
題
）

 
・

 
発
表
し
た
こ
と
を
振
り

返
り
，
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
や
，
さ
ら
に
調
べ
た
い

こ
と
を
ま
と
め
る
。

 

ガ
イ
ダ
ン
ス
【
第
２
次
】
（
探
究
課
題
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
吟
味
）

 

課
題
探
究
【
発
展
】（

グ
ル
ー
プ
・
個
）

 

 

行
動
・
発
信
・
振
り
返
り
（
グ
ル
ー
プ
・

個
）

 

 

Ａ
環
境

 
課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 
対
話
・
発
表
・
共
有

 

気
仙
沼
と
海
は
ど
ん
な
つ
な

が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？

 

B
国
際

 
課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 

C
漁
業

 
課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 

D
食
・
加
工

 
課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 

  ・
み
ら
い
造
船
所
の
製
造
工
程
調
査

 
・
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
と
の
交
流
（
シ
ー
ラ
ス
号
乗
船
）

 
・
マ
グ
ロ
延
縄
船
の
乗
船
体
験

 
・
海
上
輸
送
（
国
土
交
通
省
）
に
つ
い
て
調
べ
る

 

D
船

 
課
題
探
究
（
グ
ル
ー
プ
・
個
）

 

【
主
な
連
携
機
関
と
内
容
】

 
・
東
京
大
学
海
洋
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
セ
ン
タ
ー
【
環
境
：
実
験
（
海
流
と
風
）】

 
・
東
北
大
学
【
環
境
：
講
話
（
風
・
地
球
温
暖
化
）】

 
・
宮
城
県
北
部
鰹
鮪
漁
業
組
合
【
船
・
漁
法
（
マ
グ
ロ
延
縄
船
見
学
）】

 
・
気
仙
沼
市
漁
業
組
合
，
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
【
魚
・
漁
法
・
観
光
】

 
・
鹿
折
水
産
加
工
組
合
【
食
・
魚
：（

大
型
冷
蔵
庫
見
学
）】

 
・（

株
）
ほ
て
い
・（

株
）
ミ
ヤ
カ
ン
【
食
・
魚
：（

加
工
工
場
見
学
）】

 
・
み
ら
い
造
船
所
木
戸
浦
工
場
【
船
：（

新
造
船
・
修
復
船
見
学
）】

 



調
べ

た
こ

と
を

発
表

し
よ

う
（

４
）

時
間

 

○
調

べ
た

こ
と

を
整

理
し

よ
う

 

・
第

一
次

探
究

課
題

に
つ

い
て

ま
と

め
る

 

○
発

表
会

の
練

習
を

す
る

 

・
テ

ー
マ

に
つ

い
て

調
べ

た
こ

と
を

グ
ル

ー

プ
毎

に
発

表
す

る
。

 

・
探

究
課

題
と

仮
説

，
取

り
組

む
活

動
と

の

つ
な

が
り

が
明

確
に

な
っ

て
い

る
か

，
探

究
課

題
が

ふ
さ

わ
し

い
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

を
，

テ
ー

マ
種

別
に

話
し

合
い

，
吟

味
す

る
。

 

○
発

表
会

を
行

い
，

活
動

を
振

り
返

る
。

 

気
仙

沼
市

の
魅

力
に

つ
い

て
 

調
べ

よ
う

（
６

）
時

間
 

   

○
震

災
復

興
・

企
画

課
の

方

の
話

を
聞

く
 

・
市

役
所

の
復

興
企

画
課

に

話
を

聞
く

。
 

・
「

ス
ロ

ー
フ

ー
ド

都
市

宣

言
」

を
行

っ
た

気
仙

沼
の

魅
力

に
つ

い
て

考
え

る
。

 

○
移

住
し

て
き

た
人

か
ら

魅

力
に

つ
い

て
聞

く
 

・
他

地
域

か
ら

見
た

気
仙

沼

の
魅

力
に

つ
い

て
知

る
。

 

・
魅

力
と

自
然

の
豊

か
さ

，

人
の

思
い

に
つ

い
て

考
え

る
。

 

○
調

べ
た

こ
と

を
整

理
し

，
学

習
の

見
通

し
を

も
つ

。
 

６
年

『
海

と
生

き
る

探
究

活
動

』
年

間
指

導
計

画
デ

ザ
イ

ン
シ

ー
ト

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

チ
ャ

ー
ト

）
 

単
元

名
 

海
で

復
興

「
気

仙
沼

の
魅

力
」

発
信

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
６

0
時

間
】

 
テ

ー
マ

 
生

態
系

・
多

様
性

・
食

文
化

・
気

候
変

動
・

海
洋

汚
染

・
防

災
減

災
 

関
連

教
科

等
 

国
語

，
社

会
，

理
科

，
音

楽
，

道
徳

，
学

級
活

動
，

学
校

行
事

 

総
括

 
目

標
 

震
災

で
大

き
な

被
害

を
受

け
た

気
仙

沼
市

及
び

鹿
折

地
区

の
復

興
と

魅
力

に
つ

い
て

調
べ

る
活

動
を

通
し

て
，

自
分

た
ち

と
自

然
環

境
，

海
と

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

，
鹿

折
・

気
仙

沼
の

ま
ち

を
よ

り
よ

く
し

て
い

く
た

め
に

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
進

ん
で

実
践

し
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

む
。

 

S
D

G
s
 

関
連

 

  

気
仙

沼
市

 
２

次
総

合
 

計
画

関
連

 

  

身
に

付
け

た
い

資
質

能
力

 

【
知

識
及

び
技

能
】
・

・
・

・
・

・
・

気
仙

沼
が

抱
え

る
問

題
を

知
り

，
よ

り
よ

い
気

仙
沼

（
鹿

折
）

に
す

る
た

め
に

，
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
必

要
か

，
実

践
を

通
し

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

【
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】
・

探
究

活
動

を
通

し
て

，
問

題
に

つ
な

が
る

解
決

策
を

，
適

切
な

方
法

で
情

報
収

集
や

整
理

・
分

析
を

行
い

な
が

ら
見

つ
け

た
り

，
分

か
り

や
す

く
ま

と
め

て
発

信
し

た
り

 

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
学

び
に

向
か

う
人

間
性

等
】
・

・
・

地
球

規
模

で
起

こ
る

課
題

を
気

仙
沼

・
鹿

折
に

当
て

は
め

な
が

ら
，

自
分

の
こ

と
と

し
て

と
ら

え
，

実
践

を
通

じ
て

よ
り

よ
い

気
仙

沼
（

鹿
折

）
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

学
 

期
 

１
学

期
（

４
～

７
月

）
 

２
学

期
（

８
～

１
２

月
）

 
３

学
期

（
１

～
３

月
）

 

探
究

過
程

 
課

題
設

定
（

問
題

・
理

由
）

 
課

題
探

究
（

体
験

・
見

学
・

観
察

・
実

験
・

調
査

・
情

報
収

集
・

分
析

・
根

拠
・

整
理

）
 

発
信

（
発

表
・

提
言

・
行

動
）

 

育
み

た
い

資

質
能

力
 

（
学

力
）

 

知
識

及
び

技
能

 
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
 

学
び

に
向

か
う

力
・

人
間

性
等

 

と
ら

え
る

【
Ｆ

】
 

～
情

報
の

読
解

力
～

 
判

断
す

る
【

Ｉ
】

 
～

科
学

的
に

思
考

・
吟

味
す

る
力

～
 

切
り

拓
く

【
Ｓ

】
 

～
能

動
的

に
学

ぶ
姿

勢
，

価
値

を
生

み
出

す
感

性
，

探
究

力
～

 
つ

な
ぐ

【
Ｈ

】
 

～
対

話
力

・
志

～
 

探
究

活
動

 

（
海

探
）

 

探
究

内
容

エ
ッ

セ
ン

シ
ャ

ル
ズ

 

 【
生

命
】

 

生
 
態

 系
 

多
 
様

 性
 

水
産

資
源

 

食
 
文

 化
 

健
 
 
 
 康

 

歴
史

民
俗

 

国
際

協
調

 

【
環

 
境

】
 

気
候

変
動

 

大
気

循
環

 

地
形

地
質

 

海
洋

資
源

 

海
洋

汚
染

 

観
光

居
住

 

【
安

 
全

】
 

防
災

減
災

 

領
土

領
海

 

海
上

輸
送

 

法
規

条
約

 

 

 2
学

期
の

学
習

の
見

通
し

を
も

と
う

（
１

）
時

間
 

・
こ

れ
ま

で
の

学
習

を
振

り
返

り
，

第
二

次
探

究
課

題
を

設
定

す
る

。
 

  

気
仙

沼
市

の
魅

力
に

つ
い

て
調

べ
よ

う
②

（
２

７
）

時
間

 

  発
表

会
を

振
り

返
っ

て
（

４
）

時
間

 

   ○
課

題
を

修
正

・
整

理
す

る
。

 

・
こ

れ
ま

で
の

学
習

を
踏

ま
え

て
，

海

と
の

共
生

に
つ

い
て

話
し

合
う

。
 

・
学

ん
だ

こ
と

を
個

人
で

レ
ポ

ー
ト

に

ま
と

め
，

卒
業

論
文

と
し

て
集

約
す

る
。

 

 

  探
究

課
題

を
設

定
し

よ
う

（
１

）
時

間
 

○
第

一
次

探
究

課
題

を
設

定
す

る
 

〈
予

想
さ

れ
る

探
究

課
題

〉
 

・「
ス

ロ
ー

フ
ー

ド
」

と
は

ど
の

よ
う

な
食

の

こ
と

だ
ろ

う
。

 

・
豊

か
な

自
然

に
育

ま
れ

た
新

鮮
な

食
材

や

そ
れ

を
生

か
し

た
料

理
を

調
べ

よ
う

。
 

・
海

の
ま

ち
「

気
仙

沼
」

と
山

間
部

の
ま

ち

を
比

較
し

て
違

い
を

考
え

よ
う

。
 

・
海

と
の

つ
な

が
り

を
生

か
し

て
，

水
産

業

を
営

む
人

に
つ

い
て

調
べ

よ
う

。
 

・
気

仙
沼

の
よ

さ
，

み
ん

な
に

伝
え

た
い

よ
さ

は
何

か
考

え
よ

う
。

 

海
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
in

鹿
折

（
６

）
時

間
 

「
海

と
の

つ
な

が
り

」
に

つ
い

て
考

え
る

 

○
調

べ
た

こ
と

を
ま

と
め

よ
う

 

・
ポ

ス
タ

ー
，

ス
ラ

イ
ド

の
修

正
を

す

る
。

 

・
発

表
の

形
態

を
工

夫
し

な
が

ら
資

料

を
作

成
す

る
。

 

○
実

践
し

た
こ

と
を

発
信

す
る

 

・
個

人
探

究
に

つ
い

て
調

べ
た

こ
と

を

発
表

す
る

。
 

・
発

表
を

聞
き

合
い

，
意

見
交

流
を

す

る
。

 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

課
題

設
定

（
個

）
【

第
１

次
】
 

課
題

探
究

【
第

１
次

】（
一

斉
・

グ
ル

ー
プ

）
 

行
動

・
発

信
・

振
り

返
り

【
第

１
次

】
 

課
題

探
究

【
第

２
次

】（
探

究
課

題
別

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

 

 地
域

や
他

地
域

に
向

け
て

発
信

し
よ

う
 

（
1

1
）

時
間

 

○
学

ん
だ

こ
と

を
整

理
し

よ
う

 

・
調

べ
て

分
か

っ
た

こ
と

や
，

実
際

に
自

分
が

活
動

し
て

み
分

か
っ

た
こ

と
を

ま

と
め

る
。

 

○
実

践
し

た
こ

と
を

発
信

し
よ

う
 

・
個

人
探

究
に

つ
い

て
調

べ
た

こ
と

を
発

表
す

る
（

サ
ミ

ッ
ト

・
参

観
日

等
）

 

・
発

表
し

た
こ

と
を

振
り

返
り

，
更

に
疑

問
に

思
っ

た
事

を
ま

と
め

る
。

 

  ○
気

仙
沼

の
魅

力
「

豊
か

な
食

」
を

支
え

る
人

に
つ

い
て

考
え

る
。

 

・
漁

業
（

北
部

鰹
鮪

漁
業

協
同

組
合

）
 

・
造

船
業

（
み

ら
い

造
船

）
 

・
加

工
業

（
ミ

ヤ
カ

ン
）

 

・
料

理
人

（
ま

ぐ
ろ

屋
・

ブ
ラ

ン
チ

）
 

○
気

仙
沼

の
食

を
守

る
た

め
に

 

・
地

球
温

暖
化

の
影

響
 

（
丹

羽
教

授
，

須
賀

教
授

の
講

話
）

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
つ

い
て

 

・
外

国
人

研
修

生
 

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人

・
ミ

ャ
ン

マ
ー

人
）

 

・
後

継
者

不
足

と
高

齢
化

問
題

 

 

ガ
イ

ダ
ン

ス
【

第
２

次
】
（

探
究

課
題

カ
テ

ゴ
リ

ー
の

吟
味

）
 

課
題

探
究

【
発

展
】
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

行
動

・
発

信
・

振
り

返
り

（
グ

ル
ー

プ
・

対
話

・
発

表
・

共
有

（
グ

ル
ー

プ
・

個
人

）
 

1
年

間
の

見
通

し
を

も
と

う
 

（
１

）
時

間
 

・
５

年
生

で
学

習
し

た
気

仙

沼
市

・
鹿

折
の

海
の

学
習

を
想

起
す

る
。

 

・
今

年
度

は
，

ま
ち

づ
く

り

が
テ

ー
マ

に
な

り
，

個
人

探
究

で
進

め
る

こ
と

を
知

る
。

 
 

○
気

仙
沼

の
食

材
を

使
用

し
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
レ

シ
ピ

を
考

え
る

。
 

・
気

仙
沼

市
の

海
の

幸
（

カ
ツ

オ
・

サ
ワ

ラ
・

ツ
ナ

缶
・

フ
カ

ヒ
レ

）
を

使
っ

た
レ

シ
 

ピ
を

家
庭

で
作

り
，

気
仙

沼
の

食
の

豊
か

さ
に

つ
い

て
考

え
る

。
 

○
リ

モ
ー

ト
発

表
会

 

・
会

津
若

松
市

で
食

育
に

携
わ

る
山

際
博

美
さ

ん
に

自
分

た
ち

が
考

え
た

オ
リ

ジ
ナ

ル

メ
ニ

ュ
ー

を
発

表
し

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
く

。
 

【
主

な
連

携
機

関
と

内
容

】
 

・
鹿

折
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

の
活

動
に

つ
い

て
話

を
聞

く
）

 
・

気
仙

沼
市

役
所

震
災

復
興

企
画

課
 

 
・

鹿
折

公
民

館
 

・
会

津
若

松
市

役
所

農
政

課
 

 
 

 
 

・
山

際
食

彩
工

房
（

山
際

博
美

さ
ん

）
 

・
猪

苗
代

町
立

翁
島

小
学

校
 

 
 

 
 

 

  

○
オ

リ
ジ

ナ
ル

弁
当

試
食

会
を

開
く

 

・
気

仙
沼

の
海

の
幸

と
会

津
若

松
の

山
の

幸
 

を
使

っ
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
弁

当
を

試
食

す
る

。

・
猪

苗
代

町
立

翁
島

小
学

校
の

６
年

生
と

交
 

流
会

を
開

く
。

 

調
査

・
分

析
・

行
動

 

 ○
気

仙
沼

の
食

を
守

る
た

め
に

自
分

た

ち
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
 

・
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

行

動
す

る
。

 

調
査

・
行

動
 

海
と

生
き

る
気

仙
沼

，
海

と
の

共
生

に
つ

い
て

考
え

を
整

理
す

る
。

 

「
海

と
生

き
る

ま
ち

」
と

は
ど

ん
な

ま
ち

な
の

だ
ろ

う
？

 

課
題

探
究

（
課

題
探

究
別

グ
ル

ー
プ

）
オ

リ
ジ

ナ
ル

レ
シ

ピ
を

作
り

 

探
究

旅
行

（
課

題
探

究
別

グ
ル

ー
プ

）
 



第１学年１組 海洋教育（生活科）学習指導案（略案） 

 

  

１ 単元名  みんなのこうえんであそぼう「おおしま・うみたんけん」 

２ 研究の視点 

（１）視点１ 教科・領域との関連を明確にした指導（横断的） 

ア グループごとの発表の際に，大島での活動の写真や貝殻の本物，貝殻と紙粘土で作った海の思

い出作品などを見せながら，楽しかったことを思い出せるようにする。 

（２）視点２ 探究サイクルの活用（探究的） 

  イ 海の匂いや波の音，砂の手触りなど，五感で得た気付きから海への理解を深め，海に親しみを

もたせることで，様々な事象と出会う期待感と学習意欲を高める。また，終末の振り返りでは，

友達の発表を聞いて，自分との違いや友達の良さを考えられるように，ワークシートを使用す

る。 

３ 本時の指導（５/５） 

（１）小単元名   楽しかったことを伝えよう 

（２）本時のねらい 海での活動を振り返り，気付いたことや楽しかったことを友達と交流する活動を 

通して，海の自然を生かして遊ぶ楽しさを想起し，海への親しみを深めることが 

できるようにする。 

（３）準備物    教師 大型テレビ，マイク，「うみ」CD，活動の画像，ホワイトボード 

児童 発表模造紙，貝殻，紙粘土作品 

（４）指導過程 

段

階 
主な学習内容 

教師の ○発問 □指示 

・予想される児童の活動 

・教師の働きかけ 

（※研究の視点に基づく手立て） 

評 価 

（方法） 

導

入 

５

分 

 

 

１ 大島・小田の浜で 

の活動を振り返る。 

 

 

 

○大島でどんなことをしました

か。 

・波の音を聞いた 

・貝殻を拾った 

・砂の造形遊びをした 

・「うみ」を歌った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３０ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを 

確認する。 

○大島で遊んで楽しかったこと

を発表しましょう。 

① きれいな海 A   

  ●児童４名 

  きれいな海 B 

  ●児童４名 

② 波の音 A 

 ●児童３名 

 波の音 B       

 ●児童３名 

③ 貝殻 A 

・貝殻と紙粘土で作っ

た海の思い出の作品や

貝殻の実物を見せ合わ

せ，貝の種類の多さや

貝の名前に興味をもた

せる。 視点１ ア 

 

・海の匂いや波の音，

砂の手触りなど，五感

で得た気付きから海へ

の理解を深め，海に親

海の特徴に気付

いて，発表する

ことができた

か。（発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め  おおしまのうみ

であそんで，たのし

かったことをはっぴ

ょうしよう。 

 

３ 楽しかったこと

を発表する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●児童３名 

   貝殻 B 

  ●児童３名 

   貝殻 C 

  ●児童４名 

④ 砂の造形 A 

  ●児童４名 

  砂の造形 B 

 ●児童３名 

しみをもつことで，次

の海での学習への期待

感と学習意欲を高め

る。 

視点２ イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

１０

分 

 

 

 

 

 

 

 

４ 発表会を振り返

り，思ったことをワ

ークシートに書く。 

 

 

 

５ 「うみ」の替え歌を

歌う。 

 

 

○発表したことを振り返って，

思ったことをワークシートに

書きましょう。 

□友達の発表については，発表

の技能ではなく，発表の内容や

気付きの良さに目を向けさせ

る。 

・大島での活動の画像を見な

がら，「うみ」の替え歌を歌い，

次の海での活動に期待をもた

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の海の様子

（音，匂い，手触

り等）に気付く

ことができた

か。 

自分との違いや友

達の良さに気付い

たか。 

（ワークシート） 

 

 

 

（５）板書計画 

 

 おおしま・うみたんけん           発表順 ①きれいなうみ ②なみのおと 

                                            ③かいがら  ④すなのぞうけい 

 たのしかったことをつたえよう  

 

 

 

 

    発表模造紙 

 

 

 

    発表模造紙 

 

 

 

  発表模造紙 

 

 

 

 



第４学年１組 海と生きる探究活動学習指導案（略案） 

 

  

１ 単元名 「山・川・里・海の生命をつなぐ鹿折川」 

２ 研究の視点 

（１）視点１ 教科・領域との関連を明確にした指導（横断的） 

ア 課題解決の必要感をもたせるために，鹿折川の写真や鹿折川上流と下流の水質の違いが分かる

具体物を比較して提示し，水質汚染の問題を自分事として考えられるようにする。 

（２）視点２ 探究サイクルの活用（探究的） 

  イ 鹿折川の水を守る具体的な改善策や取組につながる話合いを促すために，思考ツール（枝分か

れ型のステップチャート）を活用することで，考えを整理させ，児童相互の意見の交流や共有化

を図る。 

３ 本時の指導（１３/１３） 

（１）小単元名   鹿折川から環境を考えよう 

（２）本時のねらい 地域社会の一員として，鹿折川の環境を改善するために，自分にできることを考 

えることができる。 

（３）準備物    タブレット型パソコン   テレビモニター  模造紙（表と座標軸）  

付箋紙（２色） 川の水  写真 

 

（４）指導過程 

段
階 

・主な学習内容 形態 
教師の○発問 □指示 
・予想される児童の活動 

・教師の働きかけ 
※研究の視点に基づく手立て 

【評価】
（方法） 

導
入 
 
 
10
分 

１ 鹿折川の現状を知り，水質の
悪化が自分たちの生活へどのよ
うな影響を与えるか考える。 

 
・鹿折川上流と下流の水質データ
や，川の水を比較して，気付い
たことを発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の課題を確認する。 

 

一斉 ○水質調査では，鹿折川の
上流と下流は，全国の
2,470 本の川のうちそれ
ぞれ何位だと思います
か。 

○川の水を比較して気付い
たことはありますか。 

・下流の水は油が浮いてい
る。 

・上流の水はきれい。 
○このまま水質の悪化が続
くと，自分たちの生活に
どんな影響があると思い
ますか。 

・海の魚が食べられなくな
る。 

・きれいな川に棲む生き物
が見られなくなる。 

〇未来にきれいな鹿折川
を残すために，どのよう
なことが必要ですか。課
題を作りましょう。 

・鹿折川の水質データ
や川の水を提示し，
地域の環境に対す
る問題意識をもた
せる。 

【視点２-ア 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童の言葉から課題
につなげるようにす
る。 

 

○課  鹿折川の環境を守るた

めに，自分ができること

を考えよう。 



展
開 
 
30 
分 

３ 川が汚れる原因について，思考
ツールを用いて整理する。 

・川が汚れるという結果とその原
因を整理できるようにクラゲチ
ャートを使用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 川の水をきれいにするために，
自分ができる取組を付箋に書く。 
・取り組めることついて，各自の
考えを書き出す。 

 
 
 
５ 付箋を表に貼り，共有する。 
 ※黒板に４枚の表を貼っておき 

児童が一人ずつ移動して付箋
を貼るようにする。 

 
６ 考えた取組を，川をきれいにす
るのに効果的な順に貼り替える。 

７ それぞれの取組が環境の改善
につながるかどうか検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
８ 本時のまとめをする。 
 
 
 

個人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 

〇川が汚れる原因にはど
んなものがありました
か。 

・油を流すから 
・洗剤 
・食べ残し 
・ごみのポイ捨て 
・工場の排水 
 
 
 
 
 
 
○川の水をきれいにする
ために，できる取組を付
箋に書きましょう。 

・食べ残しを減らす。 
・環境にいい洗剤を使う 
・必要のないものは買わな
い。 

□考えた取組について，当
てはまる場所に貼りま
しょう。 

 
 
□川をきれいにするため
に，効果的だと思う順
に並び変えましょう。 

○この取組で十分でしょ
うか。よりよい方法を
考えて付け足しましょ
う。 

・調べ学習で，ゴミ拾い
では，ゴミは減らない
ということがあった。 

 
〇みなさんの取組が環境
を守ることにつながり
ます。行動につなげま
しょう。 

・クラゲチャートの
上段には川が汚れ
るといった結果，
中段には，その原
因，下段には，改
善の取組について
付箋紙に書いたも
のを貼る。 

 
 
 
 
 
 
・書く内容に困って
いる児童がいれ
ば，これまで学習
したことや収集し
た資料を見返しな
がら参考にさせ
る。 

※ 模造紙の表を活
用して，考えた取
組について，意見
の交流・共有化を
図る。 

【視点１-イ 】 
・考えた取組について
座標軸を使って，川
をきれいにするため
に効果的な順番に並
べさせる。【視点１-
イ 】 

 
 
 
 
・自分が考えた取組
をまとめとしてワ
ークシートに記入
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【観察】 
（発言） 
（ワーク
シート） 

 

終
末 
５ 
分 

９ 次時の学習内容を知る。 
 

一斉 ○次の学習では，今日考え
たことを取り組んでい
くための計画を立てま
す。 

・実際に計画を立て
ることを知らせ，意
欲を高める。 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人の毎日の取組によっ

て鹿折川を守ることができる。 

川がよごれる 

油 洗剤 食べ残し ポイすて 

新聞

紙 

でふ

く 

残さない よびかけ環境に 

いい 

洗剤 

１０／１５ 
           

○課鹿折川の環境を守るため

に，自分にできることは？ 

鹿折川の上

流と下流の

写真 

水質調査の

データ 

○感  

油   洗剤   食べ残し ポイすて 

 
川がよごれる 

油 洗剤 食べ残し ポイすて 

新聞紙 

でふく 

残さない よびかけ環境に 

いい 

洗剤 



第６学年１組 海と生きる探究活動学習指導案（略案） 

 

  

１ 単元名 「気仙沼市の魅力について考えよう」 

２ 研究の視点 

（１）視点１ 教科・領域との関連を明確にした指導（横断的） 

ア 収集した情報を整理させるために，付箋を用いて様々な事象とのつながりを考えさせる。 

（２）視点２ 探究サイクルの活用（探究的） 

  ア 震災復興企画課職員の講話，第２次気仙沼市総合計画，新聞等の資料を活用して気仙沼市のま

ちづくりの課題を考えさせることで，探究的な活動に必要感をもたせ，情報を整理する意欲を高

めさせる。 

３ 本時の指導（５/１０） 

（１）小単元名   気仙沼市の魅力について考えよう① 

（２）本時のねらい 震災復興企画課職員の話から，気仙沼市のまちづくりの特徴と課題を 

整理し，気仙沼市の魅力について考えることができる。 

（３）準備物    ＰＣ，モニター，タブレット，付箋（黄・青） 

（４）指導過程 

段階 主な学習活動・予想される児童の活動 教師の支援 備考 

導 

入 

５ 

分 

１ 前時の講話を振り返る。 

 

 

２ 本時の課題を確認する 

３ 本時の学習の見通しをもたせる。 

◎ 震災復興企画課の佐藤

さんの写真を提示し，講話

を想起させる。 

 

◎ 学習プリントを配付し，

本時の見通しをもたせ

る。 

 

 

 

 

 

展 

開 

37 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 気仙沼市の特徴について考える。 

 ・自然を生かした産業（水産業）が盛

ん。 

 ・豊かな自然がある。 

 ・被災した建物が観光資源になる。 

 ・カツオ等のおいしい食べ物がある。 

 

５ 気仙沼市の課題について考える。 

 ・少子高齢化が進んでいる。 

 ・造船業等の後継者不足が進んでい

る。 

６ 課題を解決する方策を考えさせる。 

 ・ポスターで魅力を伝える。 

◎ 震災復興企画課職員佐

藤さんの話を想起し，気仙

沼市のまちづくりの特徴

をプリントに整理する。ノ

ートを見返しながら，気仙

沼市のまちづくりの特徴

と課題を整理する。 

◎ 気仙沼市の課題につい 

てそれぞれ考えさせ，青い

付箋に書かせる。黒板で分

類する。 

◎ 青い付箋の分類した課

題をもとに，黄色い付箋に

 

 

 

 

 

 

 

青い付箋 

タブレット 

モニター 

 

黄色い付

箋 

○課 気仙沼市のまちづくりの特徴と課

題を整理し，気仙沼市の魅力につい

て考えよう。 



 

（５）板書計画 

 7/29 

  気仙沼市のまちつくりについて考えよう 

 

 

 

 ◎気仙沼市の特徴 

・自然を生かした産業（水産業）が盛ん。 

 ・豊かな自然がある。 

 ・被災した建物が観光資源になる。 

 ・カツオ等のおいしい食べ物がある。 

  →スローフード 

 

 

展 

開 

37 

分 

 ・ＣＭを作成し，ホームページに載せ

てもらう。 

７ 課題解決につながる気仙沼市の魅

力について考える。 

 ・人口減少が進む。 

  →食や自然を通じて観光客や移住

者を増やすことはできないか。 

 ・漁業や造船業の後継者不足が進む。 

  →魅力を「パンフレット」で発信す

れば，漁業に関心をもつ人が増え

るのではないか。  

  →帆布を使ってマイバッグをつく

り，気仙沼の魅力を発信すれば，

水産業のＰＲにつながるのでは

ないか。 

 ・地球温暖化が進む。 

→おいしい食材を残さず食べれば

ゴミが減り，温暖化を防げるので

はないか。 

解決策を考えさせる。 

 

◎ 学習プリントに，課題解

決につながる仮説を考え

させる。 

 

◎ 数名に考えを発表させ，

全体で共有する。 

 

 

ま 

と 

め 

３ 

分 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

◎ 本時のまとめを確認す

る。 

 

少子高齢化 

 

海洋汚染 海洋プラスチック 
○課 気仙沼市のまちづくりの特徴と課題を整

理し，気仙沼市の魅力について考えよう。 

 

食の魅力を

ＰＲする 

マイバッグ運動をする 

○考 ○○を解決するために， 

 

すればよいのではないか。 



 

 

地域の豊かな体験学習と多様な交流を通し，豊かな心をもち，
ふるさと唐桑を愛する子どもの育成 
～カキ養殖体験等を中心とした探究活動を通して～ 

気仙沼市立唐桑小学校 

 

◎ 海洋教育の位置付け 

本校では，持続可能な社会に生きる児童を育てるために，従来の 7 つの力を意識しながら，本地域の

特色である海をフィールドとして，海洋教育を総合的な学習の時間の柱をして推進している。海洋教育

のねらいとする，「海に親しむ」ことから始まり，「海を知る」ことで海への関心を高め，さらに海と人

との共生のために「海を利用」しながら「海を守る」ことの大切さを学ぶものである。        

  

◎ 目標 

A 海の豊かな自然や身近な地域社会の中での様々な体験活動を通して，海に対する。豊かな感受

性や海に対する興味関心等を培い，海の自然に親しみ，海に進んで関わろうとする児童を育て

る。 

B 海の自然や資源，人との深い関わりについて関心を持ち，進んで調べようとする児童を育てる。 

C 海の環境について調べる活動やその保全活動などの体験を通して，海の環境保全に主体的に 

関わろうとする児童を育成する。 

D 水産物や資源，船舶を用いた人や物の輸送，また，海を通した世界の人々との結び付きについ

て理解し，それらを持続的に利用することの大切さを理解できる児童を育成する。 

◎ 海洋教育 年間計画 

 



◎ デザインシート（６年生分） 

 

 令和２年度 海洋教育活動実施計画 

   月 学年 活動名 計画立案担当 

４月始め １・２年 サケの赤ちゃんを海に放そう                ふるさと学習会 

５月 ４～６年 カキ養殖体験オリエンテーション            海洋教育担当 

６月第１日曜 ５・６年 唐桑の海を豊かにする活動(植樹祭参加)      ふるさと学習会 

６月中～下旬 ４～６年 カキ養殖体験                              学校支援委員会 

６月中旬 

 

３年 

 

わたしたちの産業と文化                    

 リアスアーク美術館と笹かま工場の見学 

 ふるさと学習会 

 

６月下旬  

 

５年 

 

海辺の自然と生物の調査 

   ～森・川・海の関わりを学ぶ～    

ふるさと学習会 

 

９月下旬 ４年 カキ温湯処理作業                          学校支援委員会 

10 月中旬 ６年 唐桑の漁業 ～定置網起こし体験乗船～       ふるさと学習会 

１月上旬 ６年 カキ水揚げ体験・カキむき体験 学校支援委員会 

１月下旬 全学年 リアスサミット in 唐桑 海洋教育担当 

２月 ３年 ワカメの芯抜き作業体験 海洋教育担当 

 

 

 



◎ 今年度の活動の概要 

 

６年生 

○海洋教育の最終段階として，様々な場面で体験や探究学習を通した学びを発信する。 
○地域の人々が自然を大切にしながら自然を活用するために培ってきた知識や技を学び，自分たちの地域
をより深く理解する。 

○唐桑のよさをどのような方法で発信するかを自分たちの課題としてとらえ，唐桑の自然の豊かさや人と
の関わりを深め，地域の人々の思いを理解し，自身の学び方やものの考え方に生かす。 

【主な体験学習】 
６月   カキ砕き体験・耳つり体験・種はさみ体験サポート 
７月   海のビジターセンターの方を招いての授業，月立小学校との交流（オンライン） 
８月   舞根川の調査（５年生と合同で実施） 

１１月   「海洋教育こどもサミット in 気仙沼」でのオンライン発表 
１２月   大牟田市立上内小学校との交流 
１月   カキ剥き体験，カキ水揚げ体験，「リアスサミット in唐桑」での会の運営・発表 
２月   唐桑オリジナルポスター制作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
５年生 
 
○カキが育つ唐桑の海のすばらしさを実感する。 
○カキのエサとなるプランクトンについて，森川海の結び付きとその環境について考える。 
○海の豊かさは山の豊かさと結び付いていることを理解し，唐桑の海が栄養豊富な理由について気付く。 
○サケの採卵体験，飼育観察 

【主な体験学習】 

６月  耳つり体験  

７月  海辺の自然と生物調査（森里海研究所訪問） 

８月  舞根川の生き物調査（６年生と合同で実施） 

ゴーグルを付けて

カキ砕き体験 

畠山信さんを講師に舞

根川護岸工事の見学 

月立小学校との交流 

ビジターセンターの方を招

いての海の環境の授業 

宮教大棟方先生を招いての

舞根川の生き物調査 

カキ剥き体験を通してカキの成長

を実感 



１１月  サケの採卵体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 
○カキ養殖について理解を深め，カキの種はさみ（カキ養殖体験１年目）体験を通してカキ養殖の工程
を知り，海洋教育の支援者と交流を図る。 

○カキの解剖を行い，カキの体の仕組みを観察し成長のひみつを調べる。 
○カキ養殖業に携わっている地域の方からカキ養殖に必要なカキ筏の仕組み等を学んだり，乗船した際
に，カキ筏の周辺の生物を観察したりする。 

○カキ養殖業に誇りをもって取り組む地域の方々の工夫や努力，思いに触れ，自身の学び方やものの考
え方に生かしていく。 

 
【主な体験学習】 

６月  カキ養殖オリエンテーション，種はさみ体験，海の生きもの調べ(カキ筏周辺)  
  ７月  カキの解剖 

８月  唐桑の海を知ろう（探究コーディネーター・支援委員会・海友会の方と語ろう）
９月  温湯処理見学 

 

 
３年生 

○海洋教育の初段階として，ワカメを題材とした学習を進める。 

○ワカメの生態についての調べ学習や，唐桑のワカメの養殖業者へのインタビューを通して，課題       

○ワカメ以外にも唐桑の宝について探究することで，唐桑には特産物がたくさんあることに気付き

地元の産業や環境に興味を持つきっかけとする。 

舞根川の生き物調査 サケ採卵体験 

学校支援委員の方々を招いて

オリエンテーション 
水産試験場の方を講師にカキ

の解剖 

唐桑の海を知ろう  

森里海研究所訪問 



  
【主な体験学習】 

６月  ワカメについての専門家に話を聞く学習 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

２年生 
 

○１年生や唐桑幼稚園の園児と合同で行う馬場の浜での体験活動で，２年生がリーダーとして活動
することによって，自分自身の成長に気付き，自信と意欲を持って生活できるようにする。

○サケを卵から飼育して放流する活動を通して，サケの育つ場所や成長の様子を知る。 
○サケは自分たちと同じように生命を持っていることに気付き，生き物に対して親しみを持って大
切に世話を続けることができるようにする。 

   
【主な体験学習】  

７月  １年生や唐桑幼稚園児と一緒の海に親しむ活動 

１１月  サケの卵・採卵の様子の観察，稚魚の飼育・観察 

 

 
 

 
１年生 

○ ２年生や唐桑幼稚園の園児らと馬場の浜での磯遊びを通し，「海に親しむ」体験をする。 

○ 様々な形や色の石・流木・海藻を拾い集め，それを材料にした作品を制作する。 

【主な体験学習】 

７月 １年生や唐桑幼稚園児と一緒の海に親しむ活動 

 

 

 

 

 

 

馬場の浜で磯あそび 
サケの採卵の様子見学 

周りが白くなった卵は成長しない 

リアスアーク美術館の方によ

るワカメの生態の授業 

ワカメ養殖の漁師さんに話を

聞く会 

作
成
し
た
ワ
カ
メ
養
殖
カ
レ
ン
ダ
ー 

シーグラス集め 

専門家に話を聞く学習

園
児
の
み
ん
な
と
生
き
物
さ
が
し 



◎ 今年度の成果と課題 

成果 

今年度，本校の「海と生きる探究活動」のデザインシートを作成するために，総合的な学習の時

間と国語科や社会科，理科などの他教科を海洋教育という柱で横断的に進められるよう計画を練る

ことができた。これまでの体験重視の海洋教育を，児童の学びを高める探究学習となるように見直

し，学年によっては，その内容を今年度から取り入れ，自ら進んで行動する児童が増えた。特に６

年生は，学んだことから視野を広げ，実際に自分にできることを各自が実行する姿が見られた。様々

な体験から総合的に考える力が育ったと感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題  

今年度，これまで体験中心となっていたこれまでの海洋教育を見直し，児童の学びを高める探究的

な学習「海に生きる探究活動」の作成を行ってきた。正式な実施は来年度からであるが，今年度から

その学びのスタイルを生かして取り組んできた。その中で，これまでの体験活動をどのように精選し，

さらに探究的課題を設定させていく模索しながらの実践となった。今後は，児童が課題を設定し，探

究した成果についてフィードバックをしながら児童に次のステージに進ませることを考慮し，今後も

作成した計画を継続的に改善しながら実施していく必要がある。また，インターネットや文献で調べ

るだけの学習に偏らず，自分で動いて観察したり見学したりするなど，行動することで新たな疑問が

生まれるという探究型学習の手順を踏んでいるかどうか，検討しながら学び方をコーディネートする

支援の在り方について，指導者の共通理解が必要である。 

「マイクロプラスチック」をテーマに調べた

児童は，登校時にゴミを拾いながら登校する

など，行動面でも変化が見られた。 
集めたゴミを友達に手伝ってもらいなが

ら分別している様子 ら分別している様子

「第４回リアスサミット in 唐桑」の運

営。地域の支援者から感想をもらった。 

閉会の言葉で，「サミット」を締めくく

る言葉を当日の様子を振り返りながら

話す６年生。 
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力
 

【
知

識
及

び
理

解
】
・
・

・
唐
桑

の
宝
を

，
有

形
の

よ
さ

（
自

然
や
住

居
な

ど
）

の
み

で
な

く
，
無

形
の

よ
さ

（
伝

統
や

継
承
な

ど
）

を
も

理
解

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
 

【
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】・

・
・

課
題

解
決

の
方
法

や
手
順

を
考

え
，

必
要

な
情

報
を
収

集
・

整
理

す
る

こ
と

が
で
き

る
。
 

【
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
】・

・
・

目
標

を
設

定
し
，

課
題
解

決
に

向
け

て
行

動
し

よ
う
と

す
る

心
情

を
育

む
。

 

 

時
 期

 
４

月
  

  
  

  
 

 ５
月

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月

  
  

  
  

  
  

  
  

 ８
・

９
月

  
  

  
 

 
１

０
月

 
 

 
 

 
 

１
１

月
 

 
 

 
 

 
１

２
月

  
  

  
  

  
 １

月
  

  
  

  
 

 
２

月
  

  
  

  
  

 ３
月

 

学 習 活 動     教 科 ・ 領 域 と の 関 連  

 

         
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 一
年

間
の

見
通

し
を

も
と

う
 

（
２

時
間

）
 

①
一

年
間

の
学

習
の

流
れ

を
つ

か
む

。
 

②
唐

桑
の

伝
統

や
自

然
な

ど
，

地
域

の
こ

と
に

つ
い

て
話

を
聞

く
。

 
（

講
師

：
海

友
会

会
員

，
児

童
の

祖
父

母
）
 

課
題

設
定

【
第

一
次

】
(個

人
) 

 探
究

課
題

を
設

定
し

よ
う
（

４
時

間
） 

 ○
唐

桑
の

宝
を

調
べ

よ
う

①
 

 ①
唐

桑
の

良
さ

に
つ

い
て
，
知

っ
て

い
る

こ
と

を
出

し
合

う
。
 

②
家

族
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

。
 

 

唐
桑

の
宝

は
何

だ
ろ

う
。
 

 ・
自

然
（

巨
釜

半
造

，
大
理
石

海
岸

な
ど

）
 

・
食

（
ワ

カ
メ

，
カ

キ
，

魚
な

ど
）
 

・
伝

統
文

化
（
ﾍ
ﾝ
ﾖ
ｰｲ
，
早
馬
神

社
神

幸
祭

，
え

び
す

講
な

ど
）
 

・
伝

統
的

な
家

屋
（

唐
桑
御
殿

，
御

崎
神

社
な

ど
）
 

・
人
 

・
「

結
」

の
文

化
 

    

課
題

探
究

【
第

一
次

】（
個

人
）
（

７
時

間
）

 
 探

究
課

題
を

考
え

よ
う

（
１

時
間

）
 

 ◯
第

一
次

探
究

課
題

を
設

定
す

る
。
 

 
設

定
し

た
課

題
を

探
究

す
る

方
法
を

考
え

る
。
 

 探
究

し
よ

う
（

６
時

間
）

 
 ○

計
画
に

沿
っ

て
調

べ
学

習
を

進
め
る

。
 

 
・

早
馬

神
社

 
・

唐
桑

御
殿

 
・
公

民
館
 

・
御

崎
神

社
 

・
打

ち
囃

子
保

存
会
 

・
海

友
会
 

・
唐

桑
漁

協
 

・
探

究
学

習
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
 

   行
動

・
発

信
・

振
り

返
り

【
第

一
次

】
 

 調
べ

た
こ

と
を

発
表

し
よ

う
（

５
時

間
）

 
 ○

第
１
次

探
究

課
題

に
つ

い
て

ま
と
め

る
。（

３
時
間

） 
・
テ
ー

マ
を

も
と

に
調

べ
た
こ

と
を
，
新
聞

や
リ

ー
フ
 

レ
ッ

ト
な

ど
に

ま
と

め
る

。
 

 ○
中

間
発

表
会

を
す

る
。
（
２
）

 
・
発
表

を
聞

き
合

い
，
質

問
を

す
る
こ

と
で

，
新
た

な
課

題
を
見

つ
け

る
。
 

・
友

達
の

発
表

か
ら

，
唐

桑
の

宝
は
海

（
安

全
祈

願
，

大
漁

祈
願

，
海

へ
の

敬
意

）
と
つ

な
が
り

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
。
 

課
題

探
究

【
第

二
次

】（
探

究
課

題
別

グ
ル

ー
プ

）
 

 １
学

期
を

振
り

返
ろ

う
（

２
時

間
）
 

・
課

題
探

究
（

第
一

次
）

を
振

り
返
り

，
二

次
課

題
を

設
定

す
る
。
 

・
唐

桑
の

宝
に

つ
い

て
，

も
っ

と
詳
し

く
調

べ
る

計
画

を
立

て
る
。
 

   A
 

行
事

 
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 
 ○
海

と
関

係
の

あ
る

年
中

行
事

に
つ
い

て
調

べ
る

。
 

・
神
社

の
お

祭
り

，
地

区
や

家
庭

で
行
わ

れ
て

い
る

行
事

を
知

り
，
そ

の
行

事
の

由
来

や
込

め
ら
れ

た
思

い
を

聞
く

。
（
早

馬
神

社
）
 

・
宿

地
区

と
大

沢
地

区
の

小
正

月
の
行

事
を

比
較

す
る
。
 

・
神

社
の

祭
り

に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

・
地

区
の

打
囃

子
保

存
会

の
方

に
話

を
聞

い
た

り
体

験
し

た
り
す

る
。
 

B
 

住
居

 
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 

◯
唐

桑
御

殿
に

つ
い

て
調

べ
る

。
 

・
唐
桑

御
殿

の
歴

史
に

つ
い
て

知
る
。（

鈴
木
實

夫
さ

ん
，

吉
田

惠
吉

さ
ん

）
 

・
唐

桑
御

殿
の

見
学

。（
石
浜
地

区
小
野

寺
さ

ん
）
 

・
様
々

な
唐

桑
御

殿
を

比
較
し

，
共

通
点

と
相

違
点

を
調

べ
る

。
 

C
 

食
生

活
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 

◯
唐

桑
で

育
て

て
い

る
も

の
に

つ
い
て

調
べ

る
。
 

・
唐

桑
の

地
形

や
「

や
ま

せ
」

に
つ
い

て
調

べ
る

。
 

・
「

か
ら

く
わ

夕
市

」
に

ど
ん
な

物
が

出
品

さ
れ

て
い
る

か
調

べ
た

り
，

話
を

聞
い

た
り

す
る
。
 

・
唐

桑
の

名
産

品
の

PR
方
法
を

考
え
る

。
 

 D
 

自
然

（
環

境
）

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

○
唐

桑
の

自
然

に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

・
大
理

石
海

岸
や

巨
釜

半
造
，
折

石
な
ど

，
唐
桑

の
地

形
の

特
徴
を

調
べ

る
。
 

・
観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

か
ら
話

を
聞
き
，
思
い

や
願

い
を

聞
く

。
 

  

対
話

・
発

表
・

共
有

 
【

第
二

次
】

 
 リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
発

表
し

よ
う

（
１

２
時

間
）

 

 ①
調

べ
て

分
か

っ
た

こ
と

を
整

理
す
る

。（
１
）
 

②
発

表
の

計
画

を
立

て
る

。
 

 
 

 
 

 
 
（
１

）
 
 

③
ま

と
め

る
。
（
４

）
 

④
練

習
す

る
。
（
３

）
 

⑤
リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

（
２

）
 

⑥
リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

の
振

り
返

り
（
１

）
 

                

課
題

探
究

【
発

展
】（

グ
ル

ー
プ

・
個

） 
 ２

学
期
を

振
り

返
ろ

う
（

２
時

間
）
 

 ・
伝
統

文
化

を
大

切
に

す
る
意

味
や
，

豊
か

な
自

然
，

地
域

の
方

た
ち

の
温

か
さ

や
共

に
生

活
し

て
い

る
こ

と
な

ど
を

，
ど

う
伝

え
る

か
考

え
る

。
 

   唐
桑

の
宝

に
つ

い
て

伝
え

よ
う

 
（

３
時

間
）

 
 

○
調

べ
た

こ
と

を
発

表
す

る
。

 
 ・

２
年

生
な

ど
の

身
近

な
人
々

に
伝

え
る

。（
２
）
 

 ・
１

年
間

の
学

習
を

振
り

返
り

，
感

想
を

ま
と

め
た

り
新

た
な

課
題

を
見

付
け
た

り
す

る
。
（
１

）
 

【
主
な
関
連
機
関
（
内
容
）】

 
・
早
馬
神
社
 
・
唐
桑
御
殿
 
・
唐

桑
公
民
館
 

・
賀
茂
・
御
崎
神
社
 
・
打
囃
子
保
存
会
 
・
海
友
会
・
か
ら
く
わ
夕
市
 

 

総
合

４
 

 
 

総
合

４
 

社
２

：
市

の
様

子
 

国
６
：
調

べ
て

書
こ

う
 

わ
た

し
の
レ

ポ
ー

ト
 

国
４

：
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て
調

べ
よ

う
 

総
合

４
 

国
４

：
自

分
の

考
え

を
 

伝
え

よ
う
 

国
４
：
外

国
の

こ
と

を
 

し
ょ

う
か

い
し

よ
う
 

総
合

４
 

総
合
２
 

総
合

３
 

総
合

２
 

総
合

２
 

 ８  時  間  ︶  



 
 

 
 

４
年

 
『

海
と

生
き

る
探

究
活

動
』

年
間

指
導

計
画

デ
ザ

イ
ン

シ
ー

ト
 

単
元

名
 

  
唐
桑
の
海
の
豊
か
さ
を
探
ろ
う
 

テ
ー

マ
 

自
然

（
環

境
）
，
多

様
性

，
産
業

，
食
文

化
 

指
導

時
数

 
４
５
時
間
 

（
総

合
２

５
時

間
，

教
科

２
０

時
間
）

 
関

連
教

科
等

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

，
国

語
，

社
会

 

総
括

目
標

 
・
唐
桑

湾
で

カ
キ

養
殖

が
盛
ん

な
わ
け

を
調

べ
る

こ
と

を
通

し
て
，
自
分

た
ち

と
自

然
環

境
，
社

会
と

の
つ

な
が

り
に

つ
い
て

理
解

し
，
森
・
川
・
海

が
つ

な
が

る
唐

桑
の

町
や

気
仙

沼
の
環

境
を

よ
り

よ
く

し
て

い
く
た

め
に

自
分

た
ち

が
で

き
る
こ

と
を

考
え

，
実

践
し

て
い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

む
。
 

SD
G

s関
連

 
 

身
に

付
け

た
い

 

資
質

・
能

力
 

【
知

識
及

び
理

解
】
・
・

・
唐
桑

の
海
で

の
体

験
活

動
を

通
し

，
森
と

の
つ

な
が

り
や

海
の

豊
か
さ

を
知

る
と

と
も

に
，

課
題
と

な
る

事
象

に
つ

い
て

理
解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
【

思
考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】・

・
・

唐
桑

の
海

の
よ
い

点
の
み

で
な

く
，

課
題

と
な

る
点
に

も
目

を
向

け
て

多
面

的
に
探

究
し

，
自

分
た

ち
の

生
活
と

関
連

付
け

て
考

え
る

こ
と
が

で
き

る
。
 

【
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
】・

・
・

探
究

課
題

の
解
決

の
た
め

に
，

情
報

収
集

し
た

り
，
集

め
た

資
料

を
整

理
・

分
析
し

た
り

し
，

自
分

の
考

え
を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

時
 期

 
４

月
  

  
  

  
 

 ５
月

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月

  
  

  
  

  
  

  
  

 ８
・

９
月

  
  

  
 

 
１

０
月

 
 

 
 

 
 

１
１

月
 

 
 

 
 

 
１

２
月

  
  

  
  

  
 １

月
  

  
  

  
 

 
２

月
  

  
  

  
  

 ３
月

 

学 習 活 動       教 科 ・ 領 域 と の 関 連  

 

         
 

 
 

 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

一
年

間
の

見
通

し
を

も
と

う
 

（
２

時
間

）
 

○
唐

桑
の

よ
さ

に
つ

い
て

知
っ

て
い

る
こ

と
を

整
理

す
る

。
 

・
K

J法
，
ウ

ェ
ビ

ン
グ

マ
ッ
プ

等
 

 〇
唐

桑
の

よ
さ

が
海

と
関

連
の

あ
る

 
こ

と
か
ら
，
唐
桑

の
海

の
豊
か

さ
や

 
地

域
の

人
と

海
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

学
習

す
る

と
い

う
課

題
を

捉
え

，
一

年
間

の
学

習
の

見
通
し

を
も

つ
。

 
  課

題
設

定
【

第
一

次
】

(個
人

) 
 探

究
課

題
を

設
定

し
よ

う
（

３
時

間
） 

 ○
カ

キ
養

殖
に

関
わ

り
の

深
い

人
た
 

ち
か

ら
話

を
聞

き
，
唐

桑
の

海
の

豊
 

か
さ

や
地

域
の

人
た

ち
が

ど
ん

な
関

わ
り
を

し
て

い
る

の
か

を
知

る
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
（

２
）

 
・

昔
か
ら

の
唐

桑
に

つ
い

て
詳

し
い
 

方
（
海
友

会
会

長
）
 

・
海

の
資

源
の

管
理

を
行

う
人

 
（

漁
協
）
 

・
漁

業
に

携
わ

る
方
 

・
探

究
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

 
○

地
域
の

方
の

話
を

振
り

返
り

，
唐

桑
の

海
に

関
す

る
探

究
課

題
を

考
え

る
。
 

 
 

課
題

探
究

【
第

一
次

】（
個

）
 

（
６

時
間

）
 

 探
究

方
法

を
考

え
よ

う
（

１
）

 
○

個
人
課

題
を

も
と

に
グ

ル
ー

プ
を
作

り
，
共
通

の
探
 

究
課

題
と

探
究

方
法

に
つ

い
て

話
し
合

う
。

 
 

 
 

 探
究

し
よ

う
（

５
）

 
○
森

川
海

の
つ

な
が

り
を

調
べ

る
。
 

【
予

想
さ

れ
る

課
題

】
 

・
な

ぜ
唐

桑
で

は
カ

キ
の

養
殖

が
さ
か

ん
な

の
か

。
 

・
な
ぜ

カ
キ

の
成

長
に

川
や
森
（

山
）
が

関
係

し
て

い
 

る
の

だ
ろ

う
か

。
 

・
カ

キ
筏

周
辺

に
は

ど
ん

な
生

き
も
の

が
い

る
の

だ
ろ

う
。
 

・
植

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
と

森
川

の
関
係

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

。
 

  行
動

・
発

信
・

振
り

返
り

【
第

一
次

】
 

 調
べ

た
こ

と
を

発
表

し
よ

う
（

５
時

間
）

 
○
唐

桑
（

気
仙

沼
）
の

海
の

豊
か

さ
に
つ

い
て

分
か

っ
 

た
こ

と
を

ま
と

め
る

。（
３
）
 

・
唐

桑
は

リ
ア

ス
海

岸
で

海
に

面
し
て

お
り

，
自

然
 

が
豊

か
で

あ
る

。
 

・
唐
桑

の
人

た
ち

は
，
昔
か

ら
海

に
関
わ

る
い

ろ
い

ろ
 

な
仕

事
を

し
て

い
る

人
が

多
い

。
 

・
苦
労

し
な

が
ら

も
，
工
夫

し
て

海
の
仕

事
を

続
け

て
 

い
る

。
 

・
植

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
と

海
の

栄
養
と

の
関

わ
り

を
 

ま
と

め
る

。
 

 ○
中

間
発

表
会

を
す

る
。
（
２
）

 
・
互
い

の
発

表
を

聞
き

合
い
質

問
を
す

る
こ

と
で

，
新
 

た
な

課
題

に
気

付
く

。
 

  

課
題

探
究

【
第

二
次

】（
探

究
課

題
別

グ
ル

ー
プ

・
個

人
）

 
 １

学
期

を
振

り
返

ろ
う

（
２

時
間

）
 

・
課

題
探

究
（

第
一

次
）

を
振

り
返
り

，
二

次
課

題
を

設
定

す
る
。
 

・
唐

桑
の

海
の

豊
か

さ
や

す
ば

ら
し
さ

に
つ

い
て

，
今

ま
で

の
活
動

を
通

し
て

も
っ

と
詳

し
く

 
調

べ
る
計

画
を

立
て

る
。

 
  A

 
自

然
（

環
境

）
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 
 ○
唐

桑
の

海
に

は
ど

ん
な

特
徴

が
あ
る

の
か

調
べ

る
。
 

・
内

湾
と

外
洋

で
は

ど
ん

な
こ

と
が
違

う
の

か
，
磯
焼

け
や

貝
毒

の
問

題
，

原
因

に
つ

い
て
調

べ
る

。
 

・
リ

ア
ス

海
岸

に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

・
植

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
と

カ
キ

と
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

B
 

産
業

 
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 

○
カ

キ
養

殖
な

ど
に

携
わ

る
人

た
ち

の
思

い
に

つ
い

て
調

べ
る

。
 

・
漁

業
に

携
わ

る
方

は
ど

ん
な

思
い

を
も

っ
て

仕
事

を
し

て
い

る
の

か
，
誇

り
や
喜

び
，
苦
労

に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

・
課

題
（

海
の

厳
し

さ
，
後
継
者

問
題
等
）
に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

C
 

食
文

化
 

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

○
カ

キ
や

カ
キ

の
加

工
品

（
オ

イ
ス

タ
ー

ソ
ー

ス
な

ど
）

を
使

っ
た

料
理

に
つ

い
て

調
べ
る

。
 

・
地

域
の

方
や

家
族

に
，
ど
ん

な
料
理

が
あ

る
か

，
教

え
て

も
ら

う
。
 

・
実

際
に

調
理

し
，

試
食

し
て

み
る
。
 

・
カ

キ
の

栄
養
，
調

理
方

法
，
旬

，
注

意
点

な
ど

に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

D
 

流
通

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

 ○
カ

キ
が

生
産

さ
れ

て
か

ら
売

ら
れ
る

ま
で

の
，
カ
キ

の
行

方
を

調
べ

る
。
 

・
カ

キ
や

カ
キ

の
加

工
品

な
ど

を
売

っ
て

い
る

店
を

調
べ

る
。
 

・
ど

ん
な

商
品

が
，
ど

こ
に

，
ど

の
よ
う

に
売

ら
れ

て
い

る
の
か
，
ど
ん

な
人

が
買
う

の
か
な

ど
，
流

通
の

経
路

を
調

べ
る

。
 

    

対
話

・
発

表
・

共
有

 
【

第
二

次
】

 
 リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
発

表
し

よ
う

（
１

０
時

間
）

 
 ○
探

究
し

て
分

か
っ

た
こ
 

と
を

ま
と

め
，
保
護

者
や
 

地
域

の
人

に
発

表
す

る
。
 

・
分

か
っ

た
こ

と
を

整
理
 

し
，
発
表

の
計

画
を

立
て

 
る

。
 
 

 
（

１
）

 
・
ポ
ス

タ
ー

，
写

真
，
実
物

，
模

型
な
ど

に
ま

と
め

る
。
 

（
５

）
 

・
発
表

練
習

を
し

，
 他

の
グ

 
ル

ー
プ

の
発

表
を

聞
き

合
う

。
 

 
（

３
）

 
・

リ
ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

（
２

）
 

・
リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

の
振

り
 

返
り

を
す

る
。

（
１

）
 

       
 

課
題

探
究

【
発

展
】（

グ
ル

ー
プ

・
個

） 
 学

習
の

成
果

と
課

題
を

ま
と

め
よ

う
 

（
２

時
間

）
 

○
こ

れ
ま

で
の

活
動

を
通

し
て

分
か

っ
た

こ
と

を
整

理
し

，
唐

桑
の

海
の

豊
か

さ
や

，
課

題
と

な
る

こ
と

を
ま

と
め

る
。
（
２

）
 

・
唐

桑
の

海
の

周
り

に
は
，
様
々

な
生

き
も

の
が

生
息

し
て

い
る

。
 

・
漁

業
に

関
係

す
る

仕
事

を
し

て
い

る
人

が
多

く
，

海
と

深
く

関
わ

り
な

が
ら
生

活
し

て
い

る
。
 

・
海

産
物

を
使

っ
た

お
い

し
い

料
理

が
た

く
さ

ん
あ

る
。
 

・
海

で
囲

ま
れ

た
す

ば
ら

し
い

景
観

が
あ

り
，

森
川

海
の

つ
な

が
り

が
あ

る
。
 

・
漁

業
を

継
続

す
る

に
は
，
様
々

な
課

題
が

あ
り

，
解

決
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

   探
究

活
動

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
 

（
３

時
間

）
 

 
○

学
ん
だ

唐
桑

の
海

の
豊

か
さ

や
魅
 

力
に

つ
い

て
ま

と
め

，
身

近
な

人
に

発
信
す

る
。
 

 
・
計

画
を

立
て

る
。
 

・
ポ

ス
タ
ー

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
，
リ

ー
フ

レ
ッ
ト

な
ど

に
ま

と
め

る
。

 
・

学
校

支
援

委
員

会
や

海
友

会
な

ど
の

お
世

話
に

な
っ

た
と

こ
ろ

に
届

け
る

。
 

     

【
主

な
関

連
機

関
（

内
容

）】
 

 
・

漁
協

 
・

学
校

支
援

委
員

会
 

・
海

友
会

 
・

森
里

海
研

究
所

 
・

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

 
・

か
ら

く
わ

フ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
 

・
石

渡
商

店
 

・
お

魚
市

場
 

総
合

２
 

国
４
：
聞

い
て

ほ
し

い
な

心
に

残
っ
て

い
る

出
来

事
 

国
６

：「
ふ
る

さ
と

の
食

」
を
伝

え
よ
う
 

総
合
２
 

社
７

：
残

し
た

い
も

の
 

伝
え

た
い

も
の
 

総
合

３
 

総
合
２
 

総
合

３
 

総
合

６
 

国
３

：
学

校
に

つ
い

て
し

ょ
う

か
い
す

る
こ

と
を
 

考
え

よ
う
 

総
合

２
 

総
合

２
 

︵  １ ２  時  間   

総
合

３
 



 
 

 
 

 
５

年
 

『
海

と
生

き
る

探
究

活
動

』
年

間
指

導
計

画
デ

ザ
イ

ン
シ

ー
ト

 

単
元

名
 

  
世

界
に

つ
な

が
る

海
の

「
今

」
を

探
ろ

う
 

テ
ー

マ
 

循
環

（
自

然
環

境
）
 

指
導

時
数

 
５

５
時

間
 

（
総

合
２

５
時

間
，

教
科

３
０

時
間

）
 

関
連

教
科

等
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
，

国
語

，
社

会
，

理
科

 

総
括

目
標

 
・

唐
桑

（
気

仙
沼

）
と

世
界

の
海

の
現

状
を

探
究

し
，

自
分

た
ち

と
自

然
環

境
，

社
会

と
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
，

唐
桑

（
気

仙
沼

）
と

つ
な

が
る

環
境

を
よ

り
よ

く
し

て
い

く
た

め
に

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
進

ん
で

実
践

し
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

む
。

 

SD
G

s
関

連
 

 
身

に
付

け
た

い
 

資
質

・
能

力
 

【
知

識
及

び
理

解
】
・

・
・

唐
桑

や
気

仙
沼

が
抱

え
る

諸
課

題
が

，
身

の
回

り
の

地
域

の
み

な
ら

ず
，

地
球

規
模

で
の

自
然

・
社

会
環

境
か

ら
起

因
し

て
い

る
こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】・

・
・

地
域

（
気

仙
沼

）
が

抱
え

る
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

何
が

必
要

か
を

，
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
，

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
】・

・
・

探
究

課
題

解
決

に
主

体
的

に
取

り
組

み
，

学
ん

だ
こ

と
を

生
活

に
生

か
そ

う
と

す
る

心
情

を
育

む
。

 

 

時
 期

 
４

月
  

  
  

  
 

 ５
月

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月

  
  

  
  

  
  

  
  

 ８
・

９
月

  
  

  
 

 
１

０
月

 
 

 
 

 
 

１
１

月
 

 
 

 
 

 
１

２
月

  
  

  
  

  
 １

月
  

  
  

  
 

 
２

月
  

  
  

  
  

 ３
月

 

学 習 活 動     教 科 ・ 領 域 と の 関 連  

 

        
 

 
 

 
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 一
年

間
の

見
通

し
を

も
と

う
。

 
（

１
時

間
）

 
・

４
年
生

ま
で

の
学

習
を

振
り

返
 

る
。

（
カ

キ
の

養
殖

体
験

）
 

・
海

を
取

り
巻

く
環

境
に

関
し

て
，

自
分

が
知

り
た

い
こ

と
や

さ
ら

に
追

究
し

て
み

た
い

こ
と

を
課

題
に

設
定

す
る

。
 

課
題

設
定

【
第

一
次

】
(個

人
) 

 探
究

課
題

を
設

定
し

よ
う
（

４
時

間
） 

 ○
自

分
の

興
味

・
関

心
か
ら
課

題
を

絞
る

。
（

１
）
 

〇
課

題
吟

味
し
，
設

定
す

る
。
（
３

） 

 
・

そ
れ

を
知

る
こ

と
に
は
ど

ん
な

意
味

が
あ

り
，

具
体

的
な

行
動

に
つ

な
が

る
課

題
か

。
 

【
予

想
さ

れ
る

課
題

】
 

・
山

と
海

に
は

ど
の

よ
う
な
関

係
が

あ
る

の
か

。
 

・
カ

キ
の

成
長

に
欠

か
せ
な
い

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

と
は

ど
の

よ
う

な
生

物
な

の
か
。
 

・
海

を
汚

す
ゴ

ミ
は

海
洋
生
物

に
ど

の
よ

う
な

問
題

を
引

き
起

こ
す

の
だ

ろ
う
か

。
 

・
地

球
の

温
暖

化
が

進
む
と
ど

の
よ

う
な

問
題

が
発

生
す

る
の

か
。

 
   

課
題

探
究

【
第

一
次

】（
一

斉
・

グ
ル

ー
プ

）
 

（
８

時
間

）
 

 探
究

方
法

を
考

え
よ

う
（

２
時

間
）

 

○
個

人
課

題
を

整
理

し
て

グ
ル

ー
プ
を

作
り

，
グ

ル
ー
 

プ
の

共
通

課
題

を
決

定
す

る
。

 
○

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
を

追
究

で
き

る
よ

う
な

計
画

，
見

通
し

を
立

て
る

。
 

 
・
課
外

活
動

や
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ
ャ

ー
の

活
用

な
ど
 

課
題

探
究

に
必

要
な

活
動

に
つ

い
て
話

し
合

う
。
 

 探
究

し
よ

う
（

６
時

間
）

→
グ

ル
ー

プ
毎

 
＜
計

画
に

沿
っ

て
調

べ
学

習
を

進
め
る

。
＞
 

○
山

と
川

，
海

の
関

係
を

調
べ

，
豊

か
な

海
の

定
義

を
ま

と
め
る

。
 

○
水

生
生

物
で

あ
る

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
種

類
を

調
べ

る
。

 
 

○
地

球
温

暖
化

が
及

ぼ
す

影
響

の
事
例

を
調

べ
る

。
 

○
海

洋
汚

染
の

現
状

と
そ

の
原

因
を
調

べ
る

。
 

 行
動

・
発

信
・

振
り

返
り

【
第

一
次

】
 

 調
べ

た
こ

と
を

発
表

し
よ

う
（

５
時

間
）

 
〇
中

間
発

表
を

し
よ

う
。
 

 
・
テ

ー
マ

に
つ

い
て

調
べ

た
こ

と
を
グ

ル
ー

プ
毎

に
発

表
し
，

聞
き

合
う

。
 

 
（

テ
ー

マ
に

つ
い

て
の

思
い

，
予
想

，
探

究
方

法
，

集
め

た
情

報
，
そ

こ
か

ら
見

え
て

き
た
こ

と
な

ど
を

発
表
す

る
。

）
 

○
意

見
交

換
を

し
よ

う
。
 

 
・
意
見

交
換

を
行

い
，
そ

れ
ぞ

れ
の
グ

ル
ー

プ
の

さ

ら
な

る
探

究
活

動
を

促
す

。
出

さ
れ

た
意

見
を

基

に
，

さ
ら

な
る

探
究

課
題

を
明

確
に
す

る
。
 

 

課
題

探
究

【
第

二
次

】（
探

究
課

題
別

グ
ル

ー
プ

・
個

人
）

 

課
題

へ
の

追
究

を
深

め
よ

う
（

２
時

間
）
 

〇
課

題
探

究
（

第
一

次
）

を
振

り
返

り
，

二
次

課
題

を
設

定
す

る
。

（
２

）
 

 
・

課
題

の
確

認
と

解
決

方
法

を
改

め
て

見
直

す
。

 

A
 

山
川

海
の

関
係

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

 ○
山

，
川
と

豊
か
な

海
の
関
係

に
つ

い
て

，
よ
り

深
く

調
べ

る
。
 

・
サ

ケ
な

ど
が

回
遊

し
て

く
る

豊
か
な

海
を

探
る

。
 

・
唐

桑
湾

の
水

質
と

生
態

系
を

保
護
す

る
た

め
に

，
自
 

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

，
活
動

計
画

を
立

て
 

る
。
 

 

B
 

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

○
豊

か
な
海

に
関
係

す
る
海
の

生
物

プ
ラ

ン
ク
ト

ン
に

つ
い

て
，

よ
り

深
く

調
べ

る
。

 
・

川
が

山
の

養
分
を

運
び
，
海

が
豊

か
に

な
る
事

や
養

殖
業

に
携

わ
る

人
々

の
思

い
を

知
る
。
 

・
豊

か
な
海

づ
く
り

の
た
め
に

自
分

た
ち

が
で
き

る
こ

と
を

考
え

，
活

動
計

画
を

立
て

る
。
 

 C
 

気
候

変
動

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

○
地

球
温

暖
化

の
影

響
を

，
よ

り
深
く

調
べ

る
。
 

・
海

と
大
気

と
の
つ

な
が
り
を

考
え

，
人

間
の
生

活
が

地
球

環
境

へ
影

響
し

て
い

る
こ

と
を
探

る
。
 

・
地

球
温
暖

化
を
防

ぐ
た
め
に

，
自

分
た

ち
が
で

き
る

こ
と

を
考

え
，

活
動

計
画

を
立

て
る
。
 

 D
 

海
洋

汚
染

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

 ○
海

洋
汚

染
に

つ
い

て
，

よ
り

深
く
調

べ
る

。
 

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ゴ

ミ
な

ど
の

種
類
を

調
べ

る
。
 

・
自

然
環

境
の

保
護

や
海

洋
汚

染
を

防
止

す
る

た
め

に
，

自
分
た

ち
が
で

き
る
こ
と

を
考

え
，

活
動
計

画
を

立
て
る

。
 

 

対
話

・
発

表
・

共
有

 
【

第
二

次
】

 
 リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
発

表
し

よ
う

（
１

０
時

間
）

 
 〇

探
究

し
て

分
か

っ
た

こ
と

を
ま
と

め
，

発
表

す
る

。
 

・
調

べ
た

動
機
・
課
題
・
方

法
・
内
容
・
成

果
と

課
題

を
ま

と
め

る
。
 

・
発

表
の

計
画

を
立

て
る

。
 

・
発

表
資

料
を

準
備

す
る

。
 

 
（

模
造

紙
，

イ
ラ

ス
ト

，

写
真

，
具

体
物

等
）
 

・
発

表
原

稿
を

準
備

す
る

。
 

 
（

制
限

時
間

に
収

ま
る

よ

う
に

考
え

る
。
）
 

・
発

表
の

練
習

を
す

る
。
 

・
模

擬
発

表
会

を
す

る
。
 

・
リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
発

表

す
る

。
 

 
国

：
 

課
題

探
究

【
発

展
】（

グ
ル

ー
プ

・
個

） 
 学

習
の

成
果

と
課

題
を

ま
と

め
よ

う
 

（
３

時
間

）
 

 〇
個

人
で

課
題

を
振

り
返

る
。
（

１
） 

・
リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
い

た
だ

い
た
 

意
見

等
を

参
考

に
し

，
自

分
の

探
究

課
題

を
振

り
返

り
，

修
正

・
発

展
・

補
充

を
行

う
。
 

〇
グ

ル
ー

プ
で

テ
ー

マ
を

検
討

す
る

（
２

）
 

・
個

人
の

成
果

と
課

題
を

持
ち

寄
り

グ
ル

ー
プ

で
設

定
し

た
テ

ー
マ

の
成

果
と
課

題
に

つ
い

て
考

え
る

。
 

・
環

境
に

配
慮

し
た

生
活

の
仕

方
を
 

考
え

，
各

自
家

庭
や

学
校

で
実

践
し

た
い
こ

と
に

取
り

組
む

。
 

   探
究

活
動

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
（

５
時

間
）
 

 〇
学

ん
だ

こ
と

や
実

践
し

た
こ

と
を
 

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
ま

と
め

る
。

（
３

）
 

 〇
保

護
者

や
身

近
な

人
々

に
伝

え
る

。
（
１

）
 

 〇
一

年
間

の
学

習
を

振
り

返
り

，
自
 

分
た

ち
の

生
活

で
取

り
組

ん
だ

こ
と

を
ま

と
め

，
新

た
な

課
題
意

識
を

持
つ

。
６

年
生

で
追

究
し
た

い
課

題
に
付

い
て

も
考

え
る

。（
１

）
 

     

【
主

な
関

連
機

関
（

内
容

）】
・

森
里

海
研

究
所

 
・

唐
桑

公
民

館
 

 
・

学
校

支
援

委
員

会
 

・
唐

桑
漁

協
 

 
・

宮
城

教
育

大
学

 

総
合

４
 

国
５
：
環

境
問

題
に

つ
い

て
報

告
し
よ

う
 

 

国
３

：
資

料
を

見
て

考
 

え
た

こ
と

を
話

そ
う
 

総
合

７
 

総
合

１
 

国
２

：
知

り
た

い
こ

と
を

聞
き

出
そ
う
 

総
合

６
 

総
合

２
 

国
５

：
和

の
文

化
に

つ
い

て
調

べ
よ
う
 

国
３

：
伝

え
た

い
，

心
に

残
る

こ
と
ば
 

社
５

：
水

産
業

の
さ

か
ん

な
地

域
 

理
４

：
流

れ
る

水
の

は
た

ら
き

 

 １  ７  時  間   

総
合

３
 

社
３
：
環
境

を
守

る
わ

た
し

た
ち
 

総
合

２
 



 
 

 
 

 
６

年
 

『
海

と
生

き
る

探
究

活
動

』
年

間
指

導
計

画
デ

ザ
イ

ン
シ

ー
ト

 

単
元

名
 

  
自

分
た

ち
の

未
来

を
考

え
よ

う
 

テ
ー

マ
 

産
業

，
環

境
，

生
命

，
伝

統
 

指
導

時
数

 
５

５
時

間
 

（
総

合
２

５
時

間
，

教
科

３
０

時
間

）
 

関
連

教
科

等
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
，

国
語

，
社

会
，

理
科

 

総
括

目
標

 
・

唐
桑

と
海

の
環

境
を

見
つ

め
直

し
豊

か
で

恵
ま

れ
て

い
る

こ
と

や
問

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
調

べ
る

こ
と

を
通

し
て

，
自

分
た

ち
と

自
然

環
境

と
の

関
連

性
に

気
付

き
，

自
分

の
住

む
唐

桑
の

よ
り

よ
い

未
来

は
も

ち
ろ

ん
，

世
界

に
目

を
向

け
て

自
分

の
で

き
る

こ
と

や
や

る
べ

き
こ

と
を

提
案

し
，

発
信

し
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

む
。

 
SD

G
s関

連
 

 

身
に

付
け

た
い

 

資
質

・
能

力
 

【
知

識
及

び
理

解
】・

・
・

唐
桑

(気
仙

沼
)や

世
界

の
課

題
を

知
り

，
よ

り
よ

い
ま

ち
に

す
る

た
め

に
，

ど
ん

な
こ

と
が

必
要

な
の

か
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】・

・
・

解
決

に
向

け
て

情
報

収
集

，
整

理
・

分
析

し
て

探
究

し
た

こ
と

を
分

か
り

や
す

く
ま

と
め

，
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
【

学
び

に
向

か
う

力
・

人
間

性
等

】・
・

・
課

題
を

自
分

事
と

し
て

捉
え

，
主

体
的

に
探

究
活

動
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ・
・

・
よ

り
よ

い
唐

桑
（

気
仙

沼
）

に
す

る
た

め
，

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
考

え
，

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

時
 期

 
４

月
  

  
  

  
 

 ５
月

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月

  
  

  
  

  
  

  
  

 ８
・

９
月

  
  

  
 

 
１

０
月

 
 

 
 

 
 

１
１

月
 

 
 

 
 

 
１

２
月

  
  

  
  

  
 １

月
  

  
  

  
 

 
２

月
  

  
  

  
  

 ３
月

 

学 習 活 動             教 科 ・ 領 域 と の 関 連  

 

         
 

 
 

 
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 一
年

間
の

見
通

し
を

も
と

う
 

（
１

時
間

）
 

 ・
５

年
時

に
学

習
し

た
こ

と
を

中
心

に
，

こ
れ

ま
で

の
学

習
内

容
を

振
り

返
る

。
 

・
自

分
が

知
り

た
い

こ
と

や
更

に
追

究
し

て
み

た
い

こ
と

を
課

題
に

設
定

す
る

こ
と

を
知

る
。

 
・

探
究

学
習

を
通

し
て

「
唐

桑
の

未
来

」
に

つ
い

て
考

え
て

い
く

こ
と

を
知

る
。

 

課
題

設
定

【
第

一
次

】
(
個

人
)
 

 探
究

課
題

を
設

定
し

よ
う
（

３
時

間
） 

 ○
自

分
の

興
味

・
関

心
に

つ
い

て
マ

ッ
プ

で
整

理
す

る
。（

１
）

 
○

課
題

の
吟

味
を

す
る

。（
２

）
 

 
・

何
に

興
味

が
あ

る
か

。
 

 
・

そ
れ

を
知

る
こ

と
に

は
ど

ん
な

意
味

が
あ

る
か

 
 

・
具

体
的

な
行

動
に

つ
な

が
る

テ
ー

マ
か

。
 

 
・

調
べ

て
い

く
方

法
は

自
分

で
体

験
で

き
る

こ
と

か
。

な
ど

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

予
想

さ
れ

る
課

題
】

 
・

唐
桑

や
世

界
の

漁
業

は
現

在
ど

ん
 

な
問

題
を

抱
え

て
い

る
か

。
 

・
唐

桑
が

誇
る

自
然

を
も

っ
と

大
切

 
に

し
て

い
く

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

 
い

か
。

 
・

海
洋

ゴ
ミ

に
つ

い
て

唐
桑

や
気

仙
 

沼
は

ど
う

取
り

組
ん

で
い

る
か

。
 

・
唐

桑
の

文
化

を
も

っ
と

広
く

発
信

 
す

る
に

は
ど

ん
な

こ
と

が
で

き
る

 
か

。
 

 
 

 
 

 
な

ど
 

課
題

探
究

【
第

一
次

】
(一

斉
・

グ
ル

ー
プ

）
 

(１
１

時
間

) 
 探

究
方

法
を

考
え

よ
う

（
２

）
 

○
個

人
課

題
の

整
理

と
グ

ル
ー

プ
作
り

を
行

い
，
グ
ル

ー
プ

の
共

通
の

テ
ー

マ
を

決
定

す
る
。
 

○
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

を
追

究
で

き
る
よ

う
な

計
画

，
見

通
し

を
立

て
る

。
 

 
・

課
題

に
関

す
る

基
本

的
知

識
に
つ

い
て

調
べ

る
。
 

・
校
外

活
動
，
ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ
ー

の
活

用
な

ど
 

ど
ん

な
活

動
が

必
要

か
話

し
合

う
。
 

 探
究

し
よ

う
（

６
）

 
○

課
題
に

対
し

て
予

想
仮

説
を

持
つ
。
 

○
計

画
に

沿
っ

て
調

べ
学

習
を

進
め
る

。
 

 
産

業
，

生
態

系
，

環
境

，
生

活
・
文

化
 

等
 

 
・

森
里

海
研

究
所

 
・

気
仙

沼
市
役

所
水

産
課
 

 
・

唐
桑

漁
協

 
・

探
究

学
習

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

 
・

唐
桑

公
民

館
 

 
・

リ
ア

ス
ア
ー

ク
美

術
館
 

 
・

南
三

陸
・

海
の

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン
タ

ー
 

 
・

水
産

試
験

場
 

 
・

宮
城

教
育
大

学
 

 
・

学
校

支
援

委
員

会
 

 情
報

を
整

理
し

よ
う

（
３

）
 

○
集

め
た

情
報

を
テ

ー
マ

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

整
理

す
る

。
 

 
・

分
類

す
る

。
 

・
関

連
づ

け
る
。
 

 
・

比
較

す
る

。
 

 
・

不
足

し
て

い
る

情
報

を
確

認
す
る

。
 

○
探

究
す

る
内

容
や

方
法

の
見

直
し

を
行

う
。

 

行
動

・
発

信
・

振
り

返
り

【
第

一
次

】
 

 調
べ

た
こ

と
を

発
表

し
よ

う
（

３
時

間
）

 
○

中
間

発
表

を
し

よ
う

。
 

 
・

テ
ー

マ
に

つ
い

て
調

べ
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
毎

に
発

表
し

，
聞

き
合

う
。

 
 

（
テ

ー
マ

に
つ

い
て

の
思

い
，

予
想

，
探

究
方

法
 

 
 

集
め

た
情

報
，そ

こ
か

ら
見

え
て

き
た

こ
と

な
ど

を
視

点
に

し
て

話
す

。）
 

 
・

意
見

交
換

を
行

い
，

そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
ー

プ
の

活
動

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
う

。
 

課
題

探
究

【
第

二
次

】（
探

究
課

題
別

グ
ル

ー
プ

・
個

人
）

 
 課

題
を
深

め
よ

う
（

２
時

間
）

 
○
課

題
探

究
（

第
一

次
）

を
振

り
返
り

，
二

次
課

題
を

再
設

定
す
る

。
 

 
・
中

間
発

表
で

明
ら

か
に
な

っ
た
こ

と
を

確
認

し
，
課
題

の
確
認

と
解

決
す

る
た

め
の

方
法
を

改
め

て
見

直
す

。
 

  A
 

産
業

（
生

産
，

加
工

，
流

通
）

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

・
磯

焼
け

，
貝

毒
 

・
後

継
者

問
題

 
・

唐
桑

独
自

の
工

夫
と

努
力

（
養

殖
の

方
法

・
流

通
） 

・
漁

業
者

（
学

校
支

援
委

員
会

）
の

思
い

 
 B

 
生

態
系

（
循

環
，

生
命

）
 

 
 

 
課

題
探

究
（

グ
ル

ー
プ

・
個

）
 

・
森

や
川

と
海

の
関

係
（

日
本

，
世

界
の

川
の

比
較

） 
・

舞
根

川
の

自
然

環
境

 
・

サ
ケ

の
回

遊
と

栄
養

の
循

環
 

 C
 

環
境

（
汚

染
，

資
源

，
温

暖
化

）
 

 
 

 
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 
・

海
洋

ゴ
ミ

の
現

状
と

対
策

（
唐

桑
・

気
仙

沼
・

日
本

） 
・

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

と
海

洋
と

の
関

係
 

・
海

を
取

り
巻

く
環

境
 

 
・

自
然

保
護

に
向

け
て

の
提

案
 

 D
 

生
活

・
文

化
（

継
承

）
 

課
題

探
究

（
グ

ル
ー

プ
・

個
）

 

・
伝

え
て

い
き

た
い

文
化

，
伝

統
，

歴
史

 
・

唐
桑

の
自

然
 

・
食

文
化

 
・

地
域

の
特

性
を

生
か

し
た

町
づ

く
り

 
 

対
話

・
発

表
・

共
有

 
【

第
二

次
】

 
 リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
発

表
し

よ
う

（
１

０
時

間
）

 
〇

探
究

学
習

を
通

し
て

得
た

思
い

を
発

信
す

る
。

 
 

・
唐

桑
の

自
然

，
産

業
，

人
，

文
化

と
自

分
と

の
関

係
を

と
ら

え
，

自
分

自
身

に
何

が
で

き
る

か
を

考
え

，
共

に
生

き
る

方
法

を
提

案
す

る
。

 
 

（
効

果
的

な
ポ

ス
タ

ー
制

作
，

対
話

を
重

視
し

た
発

表
方

法
）

 
〇

発
表

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
を

ま
と

め
る

。
 

 
・

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

得
た

手
応

え
や

新
た

に
出

さ
れ

た
疑

問
や

課
題

を
ま

と
め

る
。

 
  

課
題

探
究

【
発

展
】（

グ
ル

ー
プ

・
個

） 
 学

習
の
成

果
と

課
題

を
ま

と
め

よ
う
 

（
２
時
間

）
 

〇
リ

ア
ス

サ
ミ

ッ
ト

で
明

ら
か

に
な

っ
た

成
果

と
課

題
を

振
り

返
り

，
課

題
を

ま
と

め
る

。
 

・
成

果
の

検
証

を
行

う
。

 
・

新
た

な
課

題
に

対
し

，今
後

ど
の

 
よ

う
な

探
究

が
で

き
る

の
か

を
 

考
え

る
。

 
 探

究
活

動
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

 
（

５
時

間
）

 
〇

「
海

と
生

き
る

探
究

活
動

」
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

を
論

文
に

書
く

。
 

・
グ

ル
ー

プ
の

課
題

の
ま

と
め

を
も

と
に

個
人

の
課

題
を

振
り

返
る

。
 

・
小

学
校

生
活

の
中

で
，

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
海

洋
に

関
す

る
活

動
や

探
究

学
習

に
つ

い
て

振
り

返
る

。
 

 
・

自
分

の
学

習
と

海
と

の
共

生
，

自
分

た
ち

の
未

来
を

関
連

付
け

て
考

え
る

。
 

 国
５

：
世

界
に

目
を

向
け

て
意

見
文

を
書

こ
う
 

 

【
主

な
関

連
機

関
と

内
容

】・
森

里
海

研
究

所
 

・
気

仙
沼

市
役

所
水

産
課

 
・

唐
桑

漁
協

 
 

・
探

究
学

習
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

・
唐

桑
公

民
館

 
・

南
三

陸
・

海
の

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

 
 

・
水

産
試

験
場

・
学

校
支

援
委

員
会

 
 

 

国
５
：
町

の
未

来
を

え
が

こ
う

 
社

４
：
日

本
と

つ
な

が
り

が
深

い
国
々
 

理
４

：
地

球
に

生
き

る
 

総
合

５
 

  時 間  18
 

総
合
１
 

総
合

１
１
 

社
２

：
震

災
復

興
の

願
い

を
実

現
す
る

政
治
 

総
合

１
 

総
合
３
 

総
合

２
 

国
５

：
防

災
ポ

ス
タ

ー
を

作
ろ

う
 

国
３

：
聞

い
て

ほ
し

い
こ

の
思

い
 

国
２

：
さ

ま
ざ

ま
な

生
き

 
方

に
つ

い
て

考
え

 
よ

う
 

総
合
２
 



                                    

１ 唐桑幼稚園 
まだまだ知らない海の秘密！ 

海の魅力を見つけよう！ 

２ 小泉幼稚園 
わくわく うみのたんけんたい 

～地域素材に 見て 触れて 感じて ～ 

３ 大谷幼稚園 
おおやっこ 海のお宝大作戦！ 

～地域素材を生かした体験と， 

幼児の気づきから広がる遊びを通して～  

４ 気仙沼小学校 主体的・対話的に深く学び合う児童の育成 
～探究的な見方，考え方を育む海洋教育の授業を通して～ 

５ 松岩小学校 
持続可能な海洋社会の実現に向けた新たなスキルの

習得と価値観，姿勢の育成を目指して 

６ 階上小学校 「豊かな海,気仙沼」見つめよう,考えよう,気仙沼の水産業 

－学校・地域教材の特性を生かした海洋教育の実践－ 

７ 大島小学校 
緑の真珠プロジェクト 

～見つめよう大島 考えようわたしたちの海～ 

８ 面瀬小学校 
自分の考えをもち，行動する児童の育成 

～地域素材の教材化と単元構成の工夫を通して～ 

９ 中井小学校 
ふるさとの豊かな海を未来へ 

～地域との関わりを通じて～ 

１０ 小泉小学校 
人と海の関わり 

～地域の海から世界の海へ～ 

１１ 大谷小学校 ～海とともにマナンボウ～ 

１２ 階上中学校 
津波防災・減災について考える 

～地域との連携を通して～ 

１３ 大島中学校 
「30 年後の大島に伝えよう」 

～大島の良さを未来に伝えるために， 

今の自分にできることを考えよう～ 

１４ 面瀬中学校 
「海と生きる」気仙沼 

～未来のために私たちにできること～ 

１５ 唐桑中学校 
｢海のまち｣唐桑の未来を考える 

～まちを知り，どのようなまちを目指し， 

そのためにどうしていけばいいのか～ 

１６ 大谷中学校 
海と生きる大谷地区が元気になるプロジェクトを提

案し行動しなさい 

海洋教育 2020 実践事例 



気仙沼市立唐桑幼稚園 

まだまだ知らない海の秘密！ 

海の魅力を見つけよう！ 
 

◎はじめに 

 今年度はこれまで行ってきた唐桑の海での活動を通して，海遊びを楽しんだり，色々な生き物に触れ

たりするとともに，滝浜散策や親子クルージングなど視野を広げ海に親しむ活動を取り入れることで，

まだまだ知らない海の秘密・魅力を見つけ，幼児の興味や関心を広げていきたいと考えた。 

 

◎年間計画 

・ねらい 

様々な視点から海に親しみ海の魅力に気付いたり，海の秘密を発見したりする活動を工夫していくこ

とで，幼児の興味や関心を広げ，好奇心を育てる。 

めざす幼児像は以下の二点である。 

・色々なことに興味や関心をもち、自分なりに試したり，考えたり，調べたりする幼児 

・体験したことを生かしながら遊びを存分に楽しむ幼児 

 

 活動名 内容 

5月～ 

 

○馬場の浜遊び 

 

○生き物観察・飼育 

○海の宝物制作 

○貝殻やシーグラス探し，生き物との触れ合い，水遊びなど海なら 

での遊びを楽しむ。 

○海で拾った物を使い制作を楽しんだり，海で見つけた生き物を観 

察したり飼育したりする。 

８月 ○イカの解体ショー 

○シーフードカレーパーティー 

○海の生き物を調理する過程を見たり，海の幸を味わったりする。 

９月 小泉幼稚園との馬場の浜交流 ○小泉幼稚園の友達と交流を楽しみ，馬場の浜の魅力を教える。 

10月 ○松圃幼稚園と滝浜交流会 

○気仙沼湾親子クルージング 

○馬場の浜とは違う唐桑の海の魅力を感じる。 

○親子で船に乗り海の探検を楽しむ。 

11月 ○サンマのつみれ汁クッキング 

○クルージングごっこ 

（幼稚園ウィーク） 

○クッキングを楽しんだり秋の旬のサンマを味わったりする。 

○親子クルージングの体験を遊びに繋げる。 

１月 ○漁協見学 

○赤皿貝スープ試食 

○海の仕事について学んだり，生き物との触れ合いを楽しんだりす 

る。 

２月 ○海の幸恵方巻パーティー ○海の食材を使った恵方巻を味わう。 

 

◎活動内容 

（１）松圃幼稚園との滝浜交流 

 今年度は馬場の浜遊びに加え，初めて滝浜にも行き海での遊びを存分に楽しんだ。岩場登りをしたり

海の宝物探しをしたり，松圃幼稚園の友達と交流を楽しみながら散策を行うことができた。 

馬場の浜とは違う海の魅力を感じ，改めて唐桑の海の豊かさに気付き“海が大好き”という気持ちを

高めることに繋がった。 



 

 

 

 

 

 

 

（２）気仙沼湾親子クルージング 

 気仙沼湾親子クルージングでの，大きな船に乗ったり，広い気仙沼の海を眺めたり，カモメにエサを

あげたりする体験は幼児の心をワクワクさせる貴重な体験となった。クルージング体験を通し，船に興

味をもったり，カモメとウミネコの違いを学んだりと海への興味や関心が更に広がった。その後の遊び

にも取り入れ，自分たちで船やカモメを作り，幼稚園ウィークでは保護者や地域の方と一緒にクルージ

ングごっこを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

（３）海の幸を味わおう 

 シーフードカレーや赤皿貝のスープなど海の物を食す機会を多く取り入れた。幼児は海の生き物を調

理する過程を見たり，海の食材を使い自分たちで実際にクッキングをしたりしたことで，「どんな味が

するんだろう？」「食べてみたい！」と食への意欲が高まった。また，海や漁協で見たワカメや赤皿貝，

その時期旬のサンマなどを取り入れたことで，自分たちの食事には海の恵みが日常的に取り入れられて

いることを改めて感じることできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎成果と課題 

（１）成果 

・海での生き物との触れ合いを通して，海以外の生き物への関心も高まった。図鑑や虫カゴ，飼育する 

スペースなどを用意したことで，幼児が海や園庭で見つけた生き物について調べ，観察し自分なりに 

飼育環境を整えたり，大切に育てたりする姿が見られた。 

・滝浜散策や親子クルージングなど幼児がワクワクするような新たな体験活動を取り入れたことで，生

き物以外にも船など、違う視点から海に関心をもったり，その後の遊びに繋げたりする姿が見られた。 

（２）課題 

今年度は，新型コロナウィルスの影響で園外での活動が思うようにできないこともあり，当初の計画

を改善したり変更したりしながらの実施となったが，今後も地域環境を生かした活動を継続していくと

ともに，幼児の興味が沸く体験活動を職員間で話し合い、工夫していくことが大切だと感じた。そして，

海を通して学びを深めていくために、教師自身が海での経験や海への知識を深めていくことが必要だと

感じた。 

海の宝物探し 岩場登り 

海を眺める様子 船に興味をもつ様子 クルージングごっこ 

イカを捌く様子 自分たちで作ったつみれ汁を食べる様子 サンマのつみれ汁を作る様子 



 

～～ 

 

 
 
 
 
◎はじめに 
 本園は気仙沼市小泉地区の高台にあり，川・山・海に囲まれた自然豊かな環境にある。東日本大震災
以降，小泉海岸での海水浴の再開や小泉橋の完成等，徐々に復興が進み震災前に戻りつつあるが，海岸
沿いには護岸工事のための規制も多い。 
海に行ったことのない幼児，家庭での経験から海への関心が高い幼児等海との関わりに差が見られた

ため，昨年度は海へ出向き，見たり，聞いたり，触れたり，嗅いだり，食べたり等の五感を働かせた体
験活動を通して，海に親しみを持てるような活動を取り組んできた。今年度は新型コロナウイルスの影
響により，活動内容が精選される中，幼児にとってより身近な地域の海に目を向けながら地域の海の良
さに気付いたり，地域の海で働く人に親しみを持ったりすることができるような実践を積み重ねてきた。 
 
◎ねらい 
 地域の海に関わる体験活動を通し，見たり，聞いたり，触れたりするなど五感を働かせながら存分に
遊びを楽しみ，様々な発見や気付きを日々の遊びに生かすことで地域の海の良さに気付く幼児を育成す
る。また海で働く人との関わりや海の幸を食する機会を通し，地域の海や働く人への親しみの気持ちを
持つ幼児を育成する。 

 

◎海洋教育 年間指導計画 
○今年度の実践計画 
日時  活動名 ねらい 内容 
6 月 
下旬 

 
 
 

７月 
中旬 

「小泉の海で思いきり 
遊ぼう！」 （全園児） 

･小泉海岸（砂浜）で遊ぼう！ 
･石割浜（岩場）で遊ぼう！ 
 

･五感を活用しながら夢中になって
遊ぶ楽しさを味わう。 
･地域の海や海の生き物に触れ，様々
な気付きや発見を楽しみながら海
への親しみの気持ちをもつ。 
･砂浜と岩場の海の違いに気付く。 

「小泉海岸の砂浜遊びをしよう！」 
･砂浜の感触を楽しもう。 
･砂浜を散策してみよう。 
･見つけたこと，不思議に思ったことを調
べてみよう。 

「岩場の磯遊びをしよう！」 
 ･岩場を散策してみよう。 
･岩場の生き物との触れ合いを楽しもう。 

９月 
上旬 

「作業場（蔵内之芽組） 
を見に行こう！」 

        （全園児） 

･海の生き物との触れ合いを楽しむ。 
･地域の海で働く人の話を聞き，親し
みの気持ちをもつ。 

･海で働く人や仕事について興味や
関心をもつ。 

「海の仕事（蔵内之芽組）を見学しよう！」 
･海の生き物とふれあいを楽しもう。 
･海の先生に「小泉の海では，何が育って
いるの？どんなお仕事があるの？」聞い
てみよう。 

･海のお仕事を見てみよう。 
９月 
上旬 

 
 

 

「唐桑の海に 
行ってみよう！」 

        （年長児） 

･様々な海の生き物や海藻などの発
見を楽しむ。 

･唐桑幼稚園児との関わりを楽しむ。 
･小泉の海との違いに気付く。 

「馬場の浜で遊ぼう！」 
 ･馬場の浜を散策してみよう。 
 ･唐桑幼稚園のお友達に教えてもらおう。 
 ･岩場の生き物との触れ合いを楽しもう。 
 ･シーグラスや貝殻を見つけよう。 

10 月 
上旬 

「気仙沼海の市に 
行こう！」 

       （全園児） 

･海に関わる仕事について，興味や関
心をもつ。 

･地域の海で採れる食べ物のおいし
さを感じ，感謝の気持ちをもつ。 

「海で採れたものを売るお店を見てみよ
う！」 
･海で採れたものがどのように変身するの
かお店の人に教えてもらおう。 
･海の食べ物を味わおう。 

12 月 
上旬 

 

「小泉川のサケを 
     見に行こう！」 

･地域の川でとれる生き物について
関心をもつ。 

･川で働く人や仕事について，興味や
関心をもつ。 

「小泉川・サケの孵化場を見に行こう！」 
 ･小泉川のお仕事見てみよう！ 
 ･サケがどこに行くのか見てみよう！ 
 ･川の先生に「サケはどこに行くの？どうな
るの？」教えてもらおう！ 

 

 
 
 
◎主な保育実践 
【海ってたのしいね】（海に出向く体験活動） 
 地域の海水浴場である小泉海岸では，砂浜や波の感触を全身びしょ濡れになりながら思い切り楽しむ
様子が見られた。石割浜では潮溜まりにいる海の生き物を夢中になって探していた。“海の先生”との
出会いもあり，積極的に知りたいことを海の先生に尋ねる姿も見られた。 
６月 小泉海岸で遊ぼう！（全園児・砂浜遊び，浜辺散策） 
７月 石割浜散策（全園児・浜辺散策，生き物探し） 
９月 馬場の浜遊び（年長児・唐桑幼稚園との交流，） 

気仙沼市立小泉幼稚園 

～ 

体験活動後は，体験を思い出しながら「ごっこ遊び」を展開し，学びを深める。 

「小泉海岸ごっこ」「石割浜ごっこ」「蔵内之芽組ごっこ」「馬場の浜ごっこ」「海の市ごっこ」など 

 

気仙沼市立小泉幼稚園

わくわくうみのたんけんたい 
～地域素材に 見て 触れて 感じて～ 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【海のおしごとみてみよう！】（海や川の仕事に触れる体験活動） 
 地域の漁協である蔵内之芽組を見学し，海の仕事や生き物について海の先生に教えてもらったことを
きっかけに，「ここでとれたものはどくにいくんだろう？」という疑問が幼児の中で生まれた。そこで，
海の市での体験活動を設定し，幼児と話し合いながら幼児の興味の所在に合わせて，各クラスごとにね
らいを立てて海の市を見学した。 
９月 蔵内之芽組見学（全園児） 

１０月 海の市見学（全園児・秋の遠足） 
１２月 サケ捕獲所見学（全園児） 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
【わくわく海の市をつくろう！】（体験活動を生かしたごっこ遊びや活動） 
 海の市での体験活動からサメや漁師になりきって海ごっこが始まった。その後，それぞれの年齢が興
味を持った遊びへと広がっていき，「シャークナゲット屋さん」「お魚・お土産屋さん」「シャークミュ
ージアム」など“海の市ごっこ”へと展開した。 
９月 わくわく運動会～うみのたんけんたい～ 

１０月 海ごっこ（サメごっこ，海の生き物に変身，海賊），わくわく海の市をつくろう！ 
１１月 わくわく海の市オープン！ 
（年少：シャークナゲット屋さん，年中：お魚屋さん・お土産屋さん，年長：シャークミュージアム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎成果と課題 
（１）成果 
 ・昨年度は小泉海岸に何度も出向き，海を知ることができたが，今年度は石割浜の磯の違いを見つけ

たり，地域の海で出会う生き物や地域で働く人の身近なモデルである海の先生との出会いを通して，
「蔵内之芽組ごっこ」が始まり，「海の先生みたいだね！」「かっこいいね！」「いいなあ」などと
呟きながら遊びを広げる幼児の姿が見られた。新しい海での経験から，さらに海への興味が深まり，
幼児の「知りたい！」「やってみたい！」を引き出す活動を展開することができた。また，自分の
住んでいる地域に対する愛着が湧き，地域が素晴らしいと感じ誇りに思える「こいずみっ子」の育
成につながっていくものと思われる。 

 ・昨年の経験が生きる体験活動の工夫や，幼児の興味を教師側が丁寧に見取り，子どもたちの呟きか
ら幼児目線でねらいを一緒に考えたことで，各学年に合ったねらいで活動を進めていくことができ
た。そのことが教師間でのねらいの共有にもつながり，幼児もねらいが明確化されたことで活動の
視点やイメージが共有でき，主体的に遊びを進めていく姿が見られた。 

 
（２）課題 
 ・２年間の体験活動から地域とつながる土台作りができた。来年度は地域とのつながりをさらに深め

ながら地域環境の良さを生かせるような体験活動の工夫をしていきたい。また，教師側も地域を知
ろうとする，地域とつながろうとする意識を持ちながら今後の活動を展開していきたい。

 ・各学年にあったねらいや年齢に合わせた活動が大切であると感じた。各学年に合った活動の吟味を
していきたい。また，同じ活動の中でも，幼児の変容を丁寧に見取りながら，今年度の活動とのつ
ながりを持たせた体験活動を精査していきたい。 

波との追いかけっこを楽しむ様子 石割浜を散策している幼児 海の先生の説明を 
興味深く聞く様子 

美味しそうにかまぼこ
を食べる年長児 

「これはどこからきたんですか？」 
お店の人に質問する年長児 

サケの卵を触っている年少児 

海の市で見た太刀魚などを 
制作し，販売する年中児 

海の市で見たサメのオブジェを 
再現しようとする幼児 

シャークナゲット屋さん 
ごっこを楽しむ年少児 

「プラスとマイナスがある！」 
ホヤを観察している様子 



 

 

 

 

 

◎はじめに 

  大谷地区は海や山に囲まれ，自然が豊かな地域である。幼児の生活圏には沼尻海岸や大谷海岸，

日門漁港等があり，海がとても身近な環境であると言える。本園では，豊かな地域素材を生かし

た体験活動を土台としながら，海洋教育を推進している。今年度はそこで幼児が感じた「気付き」

から広がる遊びを支えることで，幼児の学びを促したいと考え指導を積み重ねてきた。 

◎海洋教育 年間指導計画 

●ねらい ・進んで海に関わろうとし，海に対する親しみの気持ちをもつ。 

・海での体験から得た気付きを遊びに生かし，好奇心や探究心を高める。 

●育てたい 

幼児の姿 

・地域の海を愛し，進んで関わろうとする幼児 

・海での体験から得た気付きを表現しながら，遊びを発展させていこうとする幼児 

「うみだ～いすき」なおおやっこ 海のお宝大作戦！ 

【海に親しむ】【海を知る】【海を生かす】 

 

 

月 活動名 ねらい 内容 

5月 「お魚を観察しよう」 海に対する興味や関心をもつ。 地元で獲れる魚を見たり触れたりす

る。 

6月 「海のようちえん」 

～日門漁港見学～ 

  

地域の人への親しみや憧れの気持ちをもつ。

また，地域の海への興味・関心を高める。 

地元の日門漁港で突きん棒船と日門

網船の見学から，地元で獲れる豊かな

魚について知る。 

6月 「沼尻海岸散策」 

～年長親子行事～ 

海への興味や関心をさらに高め，家庭での啓

発に生かす。 

親子で地元の沼尻海岸での自然物採

集や生き物探しを行う。 

6月 「幼稚園こどもサミッ

トＩＮ馬場の浜」 

 

地域以外の海に興味や関心をもち，他園の友

達との交流を楽しむ。 

馬場の浜散策と思いの交流（見つけた

ものを見せ合ったり意見交換をした

りする） 

6 月

～ 

年間 

※ごっこ遊び 
（年長：突きん棒ごっこ 

年中：海のお宝探し 

年少：お魚になろう） 

「きらきら海のお宝夏祭り」 

「きらきら海のお宝運動会」 

体験活動で気付いたことを自分なりに工夫し

ながら表現したり，友達と思いを伝え合った

り協力したりする中で，さらに思いや考えを

深める。 

 

体験活動で気付いたことを自分なり

に工夫しながら表現する。 

※「ごっこ遊び」→「夏祭り」→「運

動会」の流れは，幼児の気付きを大切

に見取って設定する。 

7月 「寒天ゼリー」実験 海の食材が，様々な形に変わる不思議さや面

白さに気付く。 

寒天の匂いを嗅いだり，水に溶ける様

子を楽しんだりしながら調理を行う。 

10月 「大島遠足」 気仙沼地域の海への興味・関心を高める。 小田の浜散策・亀山散策を行う。 

気仙沼で捕れた食材を使った料理の

試食（シャークナゲット・鱈ちゃんコ

ロッケ） 

10月 「沼尻海岸散策」 

～全園児での散策～ 

自然物採集や生き物観察を通して，地元の海

への興味や関心を高めると共に，地域への親

しみの気持ちをもつ。 

沼尻海岸での自然物採集や生き物探

しを行う。 

11月 「道の駅 大谷海岸 

見学」 

地域で捕れた海産物が，様々な工夫で売られ

ていることを知る。 

道の駅大谷海岸を訪れ，自分たちが使

う鮭の買い出しを行う。 

11月 「つみれ汁づくり」 

 

自分たちがいつも食べているものが，海のも

のであることを知り，関連性に気付いたり，

大切に食べたりする。 

鮭の解体の見学やつみれ作りを行う。 

1月 「向洋高校見学」 近隣地域の水産業に関する学校の見学を通し

て，海への様々なかかわり方に興味や関心を

もつ。 

向洋高校の施設見学と思い出缶作り

を行う。 

1月 「かまぼこ作り」 自分たちで海のものを調理することで，関連

性に気付いたり大切に食べたりする。 

かまぼこ作り体験を行う。 

気仙沼市立大谷幼稚園 

 おおやっこ 海のお宝大作戦！ 

～地域素材を生かした体験と，幼児の気付きから広がる遊びを通して～ 

 

「うみだいすき！」 

大谷・地域のお宝を見つけよう  

 

「うみのことであそぼう！」 

自分たちだけの海を作ろう  

 

「うみのものをたべよう」 

宝物を変身させて食べよう  

 



◎主な保育実践 

（１）【うみだいすき！～大谷・地域のお宝を見つけよう～】   

・沼尻海岸散策（6月・10月） 

 今年度は沼尻海岸での散策活動を取り入れた。沼尻海岸では  

ウミウシやカニ，ヒトデ，ウニ，ヤドカリ等，豊富な生き物との 

出会いがあった。石をどかすと幼児でも簡単に生き物を見つける 

ことができ，どの幼児も夢中になって生き物採集をおこなった。 

「お宝探しみたいだね」「おもしろい」とつぶやく幼児の姿が見られた。 

・日門漁港見学（6月） 

 「日門網」と突きん棒「第八宝洋丸」の皆さんにご協力いただき 

獲れた魚と船上見学をさせていただいた。当日は大きなマンボウ 

が獲れ，目の前でさばいてもらい，園に帰ってから試食を行った。 

命のつながりを感じ，大事そうに食べる姿が印象的だった。 

 

（２）【うみのことであそぼう！～自分たちだけの海を作ろう～】 

・日門ごっこ（突きん棒ごっこと日門網ごっこ）（6月～） 

 日門漁港見学から帰ってきた幼児は，すぐに「突きん棒つくりたい」 

とつぶやいた。幼児の思いをくみ取りながら材料を準備すると，自分 

たちで話し合って制作を進める姿が見られた。進める中で「メカジキ 

の本当の大きさってどのくらいなの」「本物くらいのおおきなものを 

作りたい」などと話す姿が見られたため，図鑑やメジャーも準備した。 

そのことを知った保護者からの協力もあり，本物のメカジキの「フン」 

も園内で観察し，制作とごっこ遊びに役立てることができた。 

 

（３）【うみのものをたべよう！～宝物を変身させて食べよう～】 

・つみれ汁づくり（11月） 

 前日に自分たちで道の駅大谷海岸を訪れ鮭の注文を行った。その鮭を園内で 

目の前でさばいてもらうと「すごい」「ここが赤いと新鮮な証拠」などと興味 

津々で見ていた。その後はつみれを自分たちで作って食べた。とても大事そ 

うに食べる姿が印象的だった。 

 

◎成果と課題 

（１）成果 

・今年度も大谷地区の環境を生かしながら活動を行うことができた。幼児は地域の海で見つけた自然物

を「宝物」と呼び，そのイメージは，１年を通して大切にしながら活動を展開することができた。日

門漁港で出会った漁師さんになりきる幼児の姿や，「沼尻には宝物がいっぱいなんだよ」などとつぶ

やく幼児の姿から，この気持ちが土台となって，自分の住む地域を愛する気持ちにつながっていくも

のと考える。 

・体験活動については新型コロナウイルスの影響により，全園児での活動が難しい場面もあった。その

ことから，年長のみで取り組んだものも，写真などを活用して全園児で共有し，「伝え合う」活動を

大切にした。そのことが海に対するイメージを膨らませたり，自分たちなりの遊びに発展させたりし

て，「もっと知りたい」「もっと遊びたい」という好奇心や探求心を高めたりするきっかけになってい

った。幼児の気付きを丁寧に広げていくことで，学びや活動が大きく広がっていくことを感じた。 

・「海と食」というつながりでは，日門で捕れたマンボウを目の前でさばいてもらい，食べる体験をし

たり，自分たちが大切に作った梅ジュースを組み合わせた梅寒天作りをしたり，シャークナゲットや

鱈ちゃんコロッケの試食等を通して「海のものっておいしいね」「だいすきだね」「大事に食べたいね」

などという気持ちが育まれていったことが感じられた。 

 

（２）課題 

・来年度も継続して大谷の地域を生かした活動を行うために，活動の意味づけを考慮した上での地域素

材の生かし方や，新たな地域の魅力について，教員同士でさらに練っていきたい。 

マンボウを見つめる姿 大事そうに食べる姿 

本物と背比べをして大きさを実感する姿 

ウミウシを嬉しそうに 

触る幼児の姿 

箱メガネで真剣に探す 

自分たちで作った大きなメカジキを釣り上げる瞬間 

つみれを嬉しそうに食べる姿 



気仙沼市立気仙沼小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的に深く学び合う児童の育成 

～探究的な見方，考え方を育む海洋教育の授業を通して～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各学年の学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１年生 国語科 

「いろいろなふね」 

気仙沼港で見られる漁船を教材として，

サンマ船やカツオ船，サンマ船の写真や説

明文から，構造や役割などを読み取り，カ

ードにまとめた。 

２年生 生活科 

「つたわる広がるわたしの生活」 

町探検を行い，魚屋や乾物屋などの仕

事内容や商品に対する思いなどを調べ，

分かったことをポスターにまとめた。 

３年生 総合的な学習の時間 

「海を生かした地域の産業」 

気仙沼の水産業を支える魚の一つである

サメを教材として，海の市やサメ専門店な

どに見学に行き，サメの生態や漁の仕方，

加工品について調べた。 

参観日で，その魅力について発表した。 

４年生 総合的な学習の時間 

「防災マップをつくろう」 

自主防災組織の会長や自治会長などと

一緒に学区内を歩き，土砂崩れが発生し

そうな場所や津波がきそうな場所などを

確認した。 

調べたことを基に，危険箇所や安全な

場所などを書き込んだ防災マップを作成

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

・ 身近な地域の自然環境を題材として学習を展開することにより，地域への興味・関心を高

める児童が増えた。主体的に取り組む児童が増えているので，次年度にも引き継いでいき

たい。 

・ 自然環境についての問題を自分事として捉え，その解決策を自然と人との共生という観点

から探究的に学習しようとする姿が見られた。 

・ 調べたことをポスターや新聞などにまとめたことで，情報を活用する力が身に付いてきた。 

・ 地域の歴史や文化，自然に触れたことで地域の魅力に気付き，郷土への愛着が深まった。 

 

【課題】 

・ 総合的な学習の時間だけではなく，他教科や領域と関連付けて指導ができるように年間指

導計画の改善を図る必要がある。 

・ 質の高い課題を設定させるために，体験活動や見学を充実させるとともに，探究的な学び

に合わせて課題を変えていくなど，工夫する必要がある。 

・ 児童の学習を更に充実させるために，新たな講師やゲストティーチャーなどの人材発掘を

する必要がある。 

５年生 総合的な学習の時間 

「海と人との共生について考えよう」 

水産業に関する職場見学や体験などの

校外学習を通して，海の豊かさや恵みな

どを知り，それらを守るために自分たち

ができることを考えた。 

海洋ごみを減らす取組や気仙沼の豊か

な海などを紹介するために，ＩＣＴ機器

を活用してポスターや新聞を作成した。 

６年生 総合的な学習の時間 

「気仙沼復興プロジェクト」 

 「海と生きる」を復興のスローガンに

掲げる気仙沼において，自分たちができ

ることを考えて発信する活動に取り組ん

だ。 

地元の食材を使ったお弁当作りや内湾

地区のお店の魅力を伝えるポスター作り

などを行った。 

「海洋子どもサミット」や「全国海洋

教育サミット」に参加し，他校と学習し

たことを交流した。 



気仙沼市立気仙沼小学校 １年１組 国語科 学習指導略案

単元(題材)の目標 のりもののことを調べよう「いろいろなふね」

単元(題材)の目標 ・事柄の順序を考えながら，内容の大体を捉え，文章の中の重要な話や文を考えて選

び出すことができる。

本 本時の指導 ・漁船「マグロ船」「カツオ船」「サンマ船」の内容を読み取り，カードにまとめるこ

時 とができる。

の 研究の視点に沿 ・気仙沼の漁船の写真を提示し，特徴に気付かせることによって，視覚的なイメージ

指 った指導の手立 を持って「やく目」「つくり」「できること」を読み取ることができるようにする。

導 て ・「やく目」「つくり」「できること」を表す大事な言葉を確認し，色分けをしながら，

情報を整理することができるようにする。

・学びを確かなものにするために，学習したことを対話形式で確認するとともに，学

習感想をノートに記述させる。

・全文掲示を活用することで，自分の考えを分かりやすく説明させる。

評価規準

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 努力を要する子供への手立て

・漁船の内容を読み取り，正 ・漁船の内容を読み取り，カードにま ・「やく目」「つくり」「できること」

確にカードにまとめること とめることができる。 を表す大事な語に注目させ，線

ができる。 を引かせたりカードにまとめさ

せたりする。

本時の指導過程 （本時 １４／１４）

段階 主な学習活動 ☆ 留意点 対話の目的

(分) ○ 発問 □指示 ※ 個への配慮

・ 予想される児童生徒の活動

つ １ 前時までの振り返りを行う。 ☆前時までの学習が本時の学習にも

か ○「いろいろなふね」では，これまでどん つながることを確認する。

む な学習をしてきましたか。

・ ・教科書や本を読んで，乗り物のことにつ

見 いてカードにまとめました。

通

す ２ 本時の学習内容について確認する。 ☆気仙沼の漁船「マグロ船」「カツオ

５ □今日は気仙沼にある漁船について，もっ 船」「サンマ船」の３つの写真を提

分 と学習します。 示する。

めあて ☆写真を見て，以前学習した「巻網漁

けんせんぬまにある「ぎょせん」 船」との違いに気付かせることで，

について，カードにまとめよう。 本時への意欲を高めることができ

るようにする。

解 ３ 「マグロ船」「カツオ船」「サンマ船」につ ☆児童にとってなじみのない言葉に

決 いて書かれた文章を音読する。 ついては，写真を活用して説明する

す □自分がカードにまとめたい漁船を一つ選 ことで，イメージを持たせることが

る びましょう。 できるようにする。

32 □「やく目」「つくり」「できること」を探し ☆初めて読む文章であるため，丁寧に

分 ながら読みましょう。 音読するように声掛けをする。



４ 文章を読み取り，「やく目」「つくり」「で ☆全文掲示を活用し，文章に線を引か 比較

きること」に分けて線を引く。 せる。

□自分が選んだ漁船について，「やく目」「つ ※線を引くことが難しい児童に対し

くり」「できること」が書かれている文を探 ては，「やく目」「つくり」「できるこ

して，線を引き ましょう。 と」を表す大事な語に注目させ，一

緒に線を引くようにする。

５ 読み取ったことをカードにまとめる。 ☆カードにまとめる時は，文章をその

□線を引いた「やく目」「つくり」「できるこ まま写すのではなく，省略してもよ

と」をカードにまとめましょう。 い言葉があることを確認する。

□まとめたカードを友達と見せ合いましょ ☆児童同士で，文字の誤りや分かりに

う。 くいところはないか，確認し合うよ

うにさせる。

６ 本時の学習のまとめをする。 ☆「マグロ船」「カツオ船」「サンマ船」

□カードにまとめたことを発表しましょう。 の３つについて，カードにまとめた

ことを発表させ，共有する。

確 ７ カードを読み返して，本時の学習を振り ☆グループごとにペアを作らせ，「やく

か 返る。 目」「つくり」「できること」を対話

め □グループごとに，「やく目」「つく り」「で 形式で確認させる。

る きること」を確認しましょう。

７

分 ８ 振り返りをする。 ☆本時のめあてについて，「色分けをし

てカードにまとめることができた

か」を３段階評価で振り返らせる。

☆「やく目」「つくり」「できること」

という言葉を使って，ノートに学習

感想を記述させる。

☆その他の漁船クイズをする。



気仙沼市立気仙沼小学校 ３年１組 総合的な学習の時間 学習指導略案

単元名（題材）名 『海を生かした地域の産業』

～スペシャルフィッシュのひみつを追え～

単元(題材)の目標 ・サメの生態，漁の仕方，サメを使った加工品等について調べる活動を通して，地

域の産業への興味・関心を持つ。

・フカヒレ以外の商品の開発に至った経緯を地域の方の思いに触れながら調べ，ス

ペシャルフィッシュと呼ばれる理由について自分なりの考えを持ち，発信できる

ようにする。

本 本時の目標 ・気仙沼の地理的な特徴や地域の特産品等に着目して，気仙沼市と人と海とのつな

時 がりについて考えることができる。

の 研究の視点に沿 ・自分たちが住んでいる地域に焦点を当て，地理的な面や特産品等から気仙沼を見

指 った指導の手立 直させ，その特徴について自分なりの考えを持たせる。

導 て ・自分の考えと友達の気付きや考えを伝え合わせることで見方，考え方を広めさせ

る。

・本単元では気仙沼港に多く水揚げされるサメについて学習していくことを確認す

る。

評価規準

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 努力を要する子供への手立て

・気仙沼の地理的特徴に気付い ・気仙沼の地理的特徴に気付いたり，・写真のどこに注目すればいい

たり，知っている特産物等に 知っている特産物等について考え のか，特産物とはどのような

ついて考えを書き出し，仲間 を書き出したりすることができ 物を指すのかヒントを与え

分けしたりすることができ る。 ながら取り組ませる。

る。

本時の指導過程 （本時 ２／１３ ）

段階 主な学習活動 ☆ 留意点 対話の

(分) ○ 発問 □指示 ※ 個への配慮 目的

・ 予想される児童生徒の活動

つ １．前時の振り返りを行う。

か ○ どんな活動を行ったか覚えていま ☆ 確認程度にする。

む すか。

・ ・サメの話

見

通 ２．本時の学習内容について確認する。 ☆ この場では，まだ発表しないことを指

す □ 今日は自分の住んでいる気仙沼の 導する。

３ ことをどれくらい知っているか確か

分 めたり，考えや気付きを発表したり

します。

・ 家の周りのことなら知っています。

解 ３．気仙沼の航空写真を見て気付いたこ

決 とを書き出す。

す □ 今から写真を見せます。どんなこと ☆ 口に出さないことを指導する。

る でもいいので，分かったことや気付 ※ どこに注目すればよいかを指導する。

37 いたことをノートに書いてくださ

分 い。



・何個でもいいですか。

４．分かったことや気付いたことを発表 ☆ 児童が発表したことは似た内容のもの

する。 を集めて板書する。

□ 気付いたことを発表してください。

５．気仙沼のイメージを書き出す。 ※ イメージしにくい児童には，「気仙沼で

めあて 有名なもの」「気仙沼にある建物」「気仙沼

気仙沼といえば，どのようなものを思い でやっていること」「気仙沼にたくさんあ

出しますか。ふせんに書きましょう。 るもの」「気仙沼で作っているもの」「気仙

・いっぱい書いていいですか。 沼でじまんできるもの」「気仙沼でよく見

・思いつかない。 かけるもの」「気仙沼でよくとれるもの」

などのヒントを与える。

６．にているものを集めて仲間分けする。☆ パワーポイントで仲間分けの仕方を説 比較

□ にているものを集めて仲間分けを 明する。

しよう。 ※ 仲間分けが難しいときには，まとめに

移り，みんなで黒板で考える。

７．本時の学習のまとめをする。 ☆ 児童が発表したことは似た内容のもの 比較

□ 考えを発表してください。 を集めて板書する。

・海のことが多い。

・サメが有名。

・魚がたくさんとれる。

・海が近い。

・魚が多い。

□ みんなで見出しを考えよう。 ※ 児童の気付きから導くようにする。

気仙沼は，海とのつながりが深い。

確 ８．次時の学習を知る。 ☆ 単元名を発表する。

か

め ９．振り返りをする。 ☆ 気付いたことや次時への意欲をワーク

る シートに書かせる。

５

分



田中浜でマイクロプラスチック調査 

東京海洋大学院 内田准教授による講話 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

総
合
的
な
学
習
の
時
間

松岩小　４学年　単元全体構想（プログラムチャート）

教
科
等
と
の
関
連

課題設定 １

海洋ゴミを調べよう

○講話を聞き，海の

環境に関心をもつ。

〇海浜調査を行い，

海洋ゴミについて，

調べたいことを話合

い，課題設定する。

１ 守ろう！私たちの海（海洋環境）

３２時間

２ 守ろう！私たちの命（防災）

２０時間

３ 伝えよう！命を守るためにで

きること（海洋環境・防災）

１８時間

課題追求

海洋ゴミから海を守ろう

〇現地ダイバー,地域の婦人部,

市役所の方から,海の環境やご

みを減らす取り組みについて

の話を聞く。

○インターネットや図書を活用

し,課題解決のための情報収集

を行う。

課題設定 ２

災害や防災について調べよう

〇地震や津波などの災害につい

て関心をもつ。

〇３．１１東日本大震災の避難所

の講話や非常食体験を通して，

防災について調べたいことを話合

い，課題設定をする。

行動・発信

環境を守るためにで

きることに取り組もう

○集めた情報の中か

ら,自分たちが伝えた

いことを整理し，相手

意識をもったポスター

を作成し，掲示しても

らう。

課題追求

自分や友達，家族を守る防災

を伝えよう

〇防災士の方や身近な大人

に，経験した災害や実践して

いる備えなどをインタビューす

る。

〇図書やインターネットを活用

し，防災について調べる。

〇防災新聞を作成する。

行動・発信・振り返り

守ろう！

海の命 自分の命

カルタを作ろう

〇これまで学習してきたことを基

に海の環境保全や防災に関係

したカルタを作成する。

【国語】グループにま

とめて整理しよう

〇カードに書き出し

たことをつながりの

ある物事のグループ

にまとめる。

◇思考スキル

「分類する」

【国語】たしかめながら話を聞こう

〇聞きたいことの中心を考えて聞き，

必要なことをよく知るために質問をし

て自分の考えをもつことができる。

【国語】表し方のちがいを考えよう

〇同じ商品の二つの広告を読みくら

べて，表現の工夫や効果の違いを

読み取ることができる。

【社会】ごみのしょりと利用

〇学習したことを基に，ごみの減量

のために自分たちが協力できること

を考えようとする。

【社会】地震からくらしを守る

〇学習したことを基にして地域

で起こり得る災害を想定し，日

頃から必要な備えをするなど，

自分にできることを考えようと

する。

【国語】みんなで新聞を作ろう

〇知らせたいことが明確に伝

わるように記事を書き，見出し

や割り付けを考えて，読み手

の興味をひく新聞を作ることが

できる。

【国語】聞いてほしいな，心に

残っている出来事

〇自分が感じたことが聞き手

に伝わる様に，言葉の抑揚や

強弱，間の取り方などを工夫

して話すことができる。

【国語】百人一首の世界

〇短歌を音読して言葉の響き

やリズムを感じ取ったり，かる

た遊びをしながら，伝統的な文

化を楽しむ。

第４学年で身に付ける力

①自分の生活を振り返り，海の環境を保全することや防災についての理解すると共に，探究的技能を身に付ける。【知識・理解】

②災害を含めた海の環境と自分達との関わりをインタビューや調査を通して考えたり表現できる。【思考力・判断力・表現力】

③海の環境保全の意識や防災意識を広げるために，自分ができることを実践しようとする。【学びに向かう力・人間性等】

育む気仙沼ESDコンピテンシー

海洋環境や防災に関する情報の読解力，科学的思考力に裏付けられた表現力

協働して環境を保全したり防災の知識を広げようとしたりする感性と志

海洋教育の視点

【環境】 海洋ゴミなどの生活との関連性の理解とその保全意識 ＜海洋リテラシー６ 海と人間は密接につながっている＞

【安全】 命を守るための知見と防災意識の醸成

１ 今年度の海洋教育全体計画について 

 新学習指導要領の実施が開始された本年度より，本校では，ESDの内容を海洋教育の視点で整理を行い，

地域と世界，過去と未来を行き来し，海洋リテラシーの習得と探究的かつ柔軟に思考する児童の育成を目

指し学習を推進してきた。４月時点に作成した海洋教育全体計画（資料１）を記載する。 

 

２ 単元計画について 

 上記の海洋教育全体計画のもと，４，５年生を中心としたプログラムを構築し，単元構想表（資料２，

３）を作成，更に必要に応じてステークホルダーの拡充を行い学習の展開を図った。 

 

３ 指導の実際（例 ４学年「守ろう！私達の海」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＜本単元で身に付いた力＞ 

⑴  海洋リテラシーの習得 

原則５「海洋が豊かな生物多様性と生態系を支えている」原則６「海洋と人間は密接に結びつい

気仙沼市立松岩小学校 

持続可能な海洋社会の実現に向けた新たなスキルの

習得と価値観，姿勢の育成を目指して 
～SDGｓ14「海の豊かさを守ろう」のための提言における認知学習目標を見据え， 

児童の探究心を高める学習プログラムの構築～ 

 

 

４年生単元構想   （コロナ禍のため，６月～１２月実践） 

マイクロプラスチックの実物 



ている」という点について，児童はフィールド調査の実施や各種専門家との講話や対話を通して， 

学年レベルに応じた知識を取得した。 

⑵  価値観の育成 

 ３年生までの学習で海に対する親和性を醸成していた児童が，４年生となり世界的規模で問題視

されているマイクロプラスチック問題という海洋の喫緊の課題に体験的かつ専門的に触れる学習

であった。この学習を通して，児童は，環境に対する意識，生態系への関心，自分の生活の見直し，

また震災後の海の環境の変化を自分事として捉えることができ，「海を守る」意識への価値観の高

まりが見られた。 

⑶  姿勢の育成（行動化） 

 学習のまとめとして，児童自身から自分達の学びを学区の人々にも

伝えたいという要望が上がった。受動的な児童の多い本校児童が，自

ら動き出したのは，初めての事である。児童は，国語科で学習した「効

果的なポスターの作り方」を想起し，みんなが買い物をする大型店舗，

学区の幼稚園・中学校・支援学校，公民館等に，相手に応じたポスター

を準備し，掲示をお願いした。 

 

４ 今年度の海洋教育の成果と課題 

 

  成 果 

⑴ 学習プログラムの構築 

４年生において「海洋環境」（SDGｓ14「海の豊かさを守ろう」のための提言における認知学習

目標４），５年生において「海洋生態系」「海洋環境システム（森と海のつながり）」「海洋と人・

産業」（SDGｓ14「海の豊かさを守ろう」のための提言における認知学習目標１，２，４，５）に

ついて学ぶプログラムを作成し，計画に準拠しながら学習を展開した。コロナ禍ではあったもの

の，体験や講話を充分取り入れながら，単元のねらいに迫る学習を進めることができた。この１

年間の，４，５年生におけるプログラムの構築は，本校の海洋教育の足場となり，大いなる成果

となった。 

 

⑵ 多様なステークホルダーの確保と「学び」の多様性の担保 

昨年末より，大学との連携を始め，諸専門家とのアクセスを図り，児童の学習に必要とされ

ると考えるステークホルダーを準備していた。また，今年度実際の授業を進めていくと，更なる

人材が必要となったが，これまでに培った地域コミュニティや諸専門家と相談を重ね，学習内容

に対応した人材を開拓することができた。今年度，海洋教育で本校との連携を行った団体・個人

は，20 以上となり，児童の学びを本質的な学びへの転換するための重要なファクターとして，

次年度以降も連携を図る予定である。 

更に，関わっていただいた方々とは，一度の講話や体験ばかりではなく，オンライン等を通

して，児童と対話的な学習を進めていくことに快諾していただいている。児童の学習に質の向上

に応じて，対話を通した多様な学びができる体制作りを行った。 

 

店舗に掲示するポスターを準備したグループ 



⑶ 探究型学習の推進 

本年度より実施となった新学習指導要領に掲げられている「主体的・探究的学び」の在り方

を，児童・指導者が，海洋教育の実践を通して，身に付けることができた。問い直しを重ねる中

で 

探究の面白さや喜びに触れる姿が見られた。そうした探究型学習を通して，自己肯定感や自己有

用感の高まりが見られたことは，児童の大きな変容であった。前述した４年生は，全校児童に向

けても，ゴミ削減についてのポスターを校内にも掲示したり，校内放送を活用したＣＭを流した

りと，全校児童に対して環境意識の向上を促す行動も行う姿が見られた。 

 

次年度の改善点 

⑴ 理論に裏打ちされた実践の必要性 

本年度，海洋教育元年であった本校は，「まずやってみる」から始めた。そのため，海洋リテ

ラシーや SDGｓ14「海の豊かさを守ろう」のための提言における認知学習目標といった根底の目

標は，実践を通しながら理解を図ることとなった。次年度は，1学期早々に全職員で理論の共有

を図り，その上で，授業者が本来のねらいを確実に理解しながら学習展開できるようにしていく。 

 

⑵ 全学年を通した海洋教育プログラムの策定 

本年度に行った４，５年生の海洋教育をベースとし，その他の学年での海洋教育について，新

規プログラムの検討を重ねている。特に，本校では，SDGｓ14「海の豊かさを守ろう」のための

提言における認知学習目標３「気候変動と海洋」については，プログラム策定がなされていない。

この目標に対して，児童の実態に即した具体的な授業プログラムを構想中である。 

 

⑶ 児童評価の在り方 

本年度は，「探究的学習の学び方」に主眼を置き，ルーブリックを作成した。次年度は，本年度

の評価方法について良い点を生かしながらも，「海洋教育における探究内容」や「学びへ向かう

力」も見取りの観点として加え，児童の探究心を更に向上させると共に学びの質を高めるための

評価の在り方について，指導との一体化を図りながら検討を重ねていく。 
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資料１ 令和２年度 気仙沼市立松岩小学校 海洋教育全体計画

学校教育目標
〇日本国憲法 志をもち，かしこく，やさしく，たくましく生きる児童を育成する。 〇今日的課題
〇教育基本法 〇かしこい子 ・多様に変化する社会
〇学校教育法 ・課題を見付ける ・深く考える で生きて働く力
〇学習指導要領 ・進んで自分の考えを自分の言葉で発表する ・Society5.0 社会
●知識・技能 〇やさしい子 〇児童の実態
●思考力・判断力 ・思いやりの気持ちをもつ ・自然に親しみ，命を大切にする ・素直で明朗
表現力等 ・進んで挨拶をする ・知識や体験が充分で

●学びに向かう力 〇たくましい子 はなく，自己の意見
人間性等 ・自分の健康課題を知る ・進んで鍛える ・健康を意識した生活をする がもてない。

〇 SDG ｓ 〇保護者の願い
〇海洋基本法 海洋教育のねらい（持続可能な開発のための海洋科学の１０年より） ・思いやりをもち，心
〇第３期海洋基本計 身共にたくましく育
画 「海と人との共生」についての国民の理解を深めるとともに，海洋環境の保全 ってほしい。

〇国連持続可能な海 を図りつつ国際的な理解に立った平和的かつ持続可能な海洋の開発と利用を可能 ・確かな学力を身に付
洋科学の１０年 とする，知識，技能，思考力，判断力，表現力等の海洋リテラシーを有する人材 けてほしい。

〇気仙沼市教育大綱 の育成することを目標とする。そのために，海に親しみ，海を知り，海を守り， 〇教師の願い
海を利用する学習を展開する。 ・身近な人や自然との

関わりを通して，志
や探究心をもち生活

本校の海洋教育の目標 してほしい。
〇 海を中心とした自然の在り方や人の営みに関心をもち，自分とのつながりや ・自己の意見をもち，
かかわりに対して課題を主体的に捉えて追究する児童を育成する。 相手と対話ができる

〇 自分の問いをもち他者との対話を繰り返しながら問いを更新することで，正 ようになってほしい。
しい知見をもつと共に自分の生き方について深く考える児童を育成する。

〇 豊富な体験活動や地域の大人との触れ合いを通して，探究の仕方や表現の仕
方，より良い生き方について学ぶ機会をつくる。

各学年の生活科・総合的な学習の時間における活動
〇海と親しもう （親しむ）

１・２年 ・八幡神社で遊ぼう 広い海を見に行こう
・ゴーゴー大島遠足 砂浜で遊ぼう

〇松岩ともっとなかよくなろう （知る）
３年 ・松岩の名人や名勝を知ろう

（２３） 海博士や環境博士，植林名人の話を聞こう
〇守ろう！海の命 （守る）
・マイクロプラスチック調査をしよう

４年 ・気仙沼市海洋プラスチックごみゼロ運動を知ろう
（７０） ・自分達ができることを考え，行動しよう

〇守ろう！自分の命 （守る）
・東日本大震災について知ろう
・震災などの災害時の身の守り方を調べよう
・家族や身の回りの人に伝えよう

〇森と海のつながりを考えよう （守る）
５年 ・気仙沼の地理的な特徴を理解しよう

（７０） ・森と海のつながりを舞根森里海研究所に行き調査しよう
・徳仙丈に木を植えよう
・自然環境の保全について考えをまとめよう

〇海と生きる （利用）
・松岩のワカメ養殖を体験しよう
・気仙沼市の水産業について見学調査をしよう
・終末処理場の仕事を理解しよう
・水産業が抱える課題について考え，意見をまとめよう

〇気仙沼の味を知ろう 伝えよう （利用する）
６年 ・気仙沼の特産物に触れ，その歴史や地理的背景，流通の仕組み

（５０） などを理解し，他者に伝えよう
〇未来の松岩を描こう！ 紹介しよう！ （守る 利用する）
・自然を相手にしている先人達と対話をし，志を立てよう
・海洋を中心とした未来の松岩や気仙沼の在り方を考え，自分の
考えを発信しよう

地域・関係機関等との連携 統合的なアプローチによる単元づくり 探究型学習の構成要素

〇地域リソースの開発と効果的活用 〇生活科・総合的な学習の時間を通して， 〇生きて働く知識及び技能の習得
・地域のひと・もの・ことのかかわり ストーリー性のある単元を構成する。 ・思考ツールや思考スキルを活用し，
の中から，児童課題に即する地域教 ＜単元構成におけるコンセプト＞ 思考を習慣化する授業を展開する。
材を発掘・整理する。 ・育成すべき資質・能力・態度を明確 〇探究のスパイラルを構成する授業プ

にする。 ロセス
〇幅広いステークホルダー（専門性を要 ・気仙沼 ESD コンピテンシーを生か ・自分自身の問いをもつ
する関係施設）の活用 し，学習の価値を明確にする。 ・課題を設定する
・地域課題ともいえる児童課題の解決 ・体験を重視しながら課題解決的で協 ・課題に沿う情報を収集する
過程にあたり，調査・観察・実験・ 働的な探究の学びのストーリーをデ ・情報の整理と分析を行う
対話等を通して，確かな学びを援助 ザインする。 ・課題に対する意見をまとめ，表現
する。 ・単元間や学年間で系統的・発展的に すると共に，発信や行動を行う。

（例）・ACCU つながる単元配置とする。 ・振り返りと考えの更新を行う
・東京大学 ・学習の目的や段階に応じた科学的・ ・新しい問いに向かう
・東京海洋大学 専門的知識・情報の支援，交流支援， 〇実感を伴った道徳性の育成
・気仙沼水産試験場 発信・行動化支援を効果的に位置付 ・先人のたゆまぬ努力，夢や志，自然
・松岩愛林公益会 ける。 環境との関わりなど，探究学習を通
・舞根森里海研究所 〇教科との横断的な関連を図る。（以下例示） して人間としての生き方に触れさせ
・松岩浅海漁業研究会 ＜国語＞ る。
・松岩公民館 ・各学年で育成目標とされる言語能力 〇探究型学習の評価
・市立図書館 宮城県立図書館 を身に付け，自分の意見を根拠を用 ルーブリックを活用し，学び方の評
・防災センター いて相手に表現する力を養う。 価を行う。
・気仙沼市役所 ＜算数＞ 〇探究学習コーディネーターの活用の検討
・臼福本店 等 ・社会事象をデータから知る力を養う。 ・学習した内容に一層の深みや広がり

＜社会・理科・家庭＞ を求め，気仙沼市探究学習コーディ
〇他校種連携・他地域学校連携 ・地域や社会事象や自然環境について ネーターの活用も必要に応じて視野
・小中連携や他地域の小学校との連携 歴史的・地理的・科学的観点から理 に入れ，常に新しい出会いや考えを
を図り，多角的で多様性な考えに気 解する力を養う。 模索する。
付く機会を設ける。 ＜図工・音楽＞ 〇 ICT 機器の活用

〇パイオニアスクールにおける連携 ・海洋を通して感性を育む。 ・オンラインのメリットを生かし ICT
を活用できるよう職員研修を行う。



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
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資料２　　松岩小　４学年　単元全体構想（プログラムチャート）

教
科
等
と
の
関
連

課題設定 １

海洋ゴミを調べよ

う

○講話を聞き，海

の環境に関心をも

つ。

〇海浜調査を行

い，海洋ゴミにつ

いて，調べたいこ

とを話合い，課題

設定する。

１ 守ろう！私たちの海（海洋環境）

３２時間

２ 守ろう！私たちの命（防災）

２０時間

３ 伝えよう！命を守るため

にできること（海洋環境・防

災）

１８時間

課題追求

海洋ゴミから海を守ろう

〇現地ダイバー,地域の婦

人部,市役所の方から,海の

環境やごみを減らす取り組

みについての話を聞く。

○インターネットや図書を活

用し,課題解決のための情

報収集を行う。

課題設定 ２

災害や防災について調べよう

〇地震や津波などの災害につ

いて関心をもつ。

〇３．１１東日本大震災の避難

所の講話や非常食体験を通し

て，防災について調べたいこと

を話合い，課題設定をする。

行動・発信

環境を守るために

できることに取り組

もう

○集めた情報の中

から,自分たちが伝

えたいことを整理し，

相手意識をもったポ

スターを作成し，掲

示してもらう。

課題追求

自分や友達，家族を守る防

災を伝えよう

〇防災士の方や身近な大

人に，経験した災害や実践

している備えなどをインタ

ビューする。

〇図書やインターネットを活

用し，防災について調べる。

〇防災新聞を作成する。

行動・発信・振り返り

守ろう！

海の命 自分の命

カルタを作ろう

〇これまで学習してきたこと

を基に海の環境保全や防災

に関係したカルタを作成する。

【国語】グループに

まとめて整理しよう

〇カードに書き出し

たことをつながりの

ある物事のグルー

プにまとめる。

◇思考スキル

「分類する」

【国語】たしかめながら話を聞こう

〇聞きたいことの中心を考えて聞

き，必要なことをよく知るために質

問をして自分の考えをもつことが

できる。

【国語】表し方のちがいを考えよう

〇同じ商品の二つの広告を読み

くらべて，表現の工夫や効果の違

いを読み取ることができる。

【社会】ごみのしょりと利用

〇学習したことを基に，ごみの減

量のために自分たちが協力でき

ることを考えようとする。

【社会】地震からくらしを守

る

〇学習したことを基にして

地域で起こり得る災害を想

定し，日頃から必要な備え

をするなど，自分にできるこ

とを考えようとする。

【国語】みんなで新聞を作ろ

う

〇知らせたいことが明確に

伝わるように記事を書き，

見出しや割り付けを考えて，

読み手の興味をひく新聞を

作ることができる。

【国語】聞いてほしいな，心

に残っている出来事

〇自分が感じたことが聞き

手に伝わる様に，言葉の抑

揚や強弱，間の取り方など

を工夫して話すことができる。

【国語】百人一首の世界

〇短歌を音読して言葉の響

きやリズムを感じ取ったり，

かるた遊びをしながら，伝統

的な文化を楽しむ。

第４学年で身に付ける力

①自分の生活を振り返り，海の環境を保全することや防災についての理解すると共に，探究的技能を身に付ける。【知識・

理解】

②災害を含めた海の環境と自分達との関わりをインタビューや調査を通して考えたり表現できる。【思考力・判断力・表現力】

③海の環境保全の意識や防災意識を広げるために，自分ができることを実践しようとする。【学びに向かう力・人間性等】

育む気仙沼ESDコンピテンシー

海洋環境や防災に関する情報の読解力，科学的思考力に裏付けられた表現力

協働して環境を保全したり防災の知識を広げようとしたりする感性と志

海洋教育の視点

【環境】 海洋ゴミなどの生活との関連性の理解とその保全意識 ＜海洋リテラシー６ 海と人間は密接につながっている＞

【安全】 命を守るための知見と防災意識の醸成



 

第４学年２組 総合的な学習の時間学習指導案（略案） 

 

 

１ 単元名 守ろう！海の命 

２ 単元の目標 

（１）SDGｓ14に関連し，海の環境問題と自分たちの生活との関わりに気付き，自分の生活を見つめ直す

ことができるようにする。 

（２）活動を通して分かったことや自分たちが環境に対してできることを地域の方や校内の人に分かり

やすく工夫して伝える行動ができる。 

３ 本時の指導 

（１）単元名 守ろう！海の命 

（２）本時のねらい 

・相手に伝わりやすいポスターを作るためのレイアウトを発表し合い，アドバイスしながらより良

いものにする。 

（３）学習過程 

段階 主な学習活動 指導上の留意点 評価・準備物 

導 

入 

 

５ 

分 

１ 前時の学習内容を想起する。 
 
２ 本時の学習課題をつかむ。 
 

 

・これまでの活動で考えたことを発表
し合い，さらにより良いものにできる
よう積極的にアドバイスすることを
助言する。 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

35 

分 

３ 活動計画の発表会の進め方を確

認する。 
 
 
 

４ 各グループの発表を聞き，話し

合う。 

①4 班の発表 
・お店に来る人にエコバッグと再

利用について伝えたい。 

②7 班の発表 

・中学校の先輩にエコバッグと再
利用について伝えたい。 

◇２つのグループの発表を聞き，「よ

さ」，「さらに良くするためにできるこ
と」について話し合うことを確認す
る。 
 

・２グループの相手の違い（来店客用，

中学生用）を意識しながら，ポスター

に取り上げる内容の発表を聞かせ，ア
ドバイスを考えさせる。 

・全体での共有の場では，ピラミッド

チャートを活用し，「伝えたい相手」

を頂点とし，「キャッチコピー」「伝え
たい事」「伝えたい内容」と裾野を広

げるように児童の意見をまとめる。 
 

※ワークシート 

※ピラミッドチャ

ート 

 

・収集した情報を

もとに，海の環

境と自分たちの

関わりを表現す

ることができて

いるか。科 

終 

末 

５分 

４ 本時の活動を振り返る。 

 

・ワークシートに自己評価や感想を書

かせ，本時の活動を振り返らせる。 

 

（４）評価 

・相手に伝わりやすいポスターを工夫して作るために，アドバイスしながらより良いものにするこ

とができたか。（発表・ワークシート・ルーブリック） 

相手に伝わりやすいポスターを作るためにアドバイスし合おう。 
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資料３　松岩小５学年　単元全体構想（プログラムチャート）

課題設定 １

森と海のつながり

を調べよう

〇植樹体験やプラ

ンクトン採集活動

を通して課題設定

する。

１ 森と海のつながりを考えよう

（２２時間）

２ 海と生きる（２９時間）

～ぼくらは気仙沼の海大使～
３ 気仙沼の魅力を伝えよう（１９時間）

課題追求

森と海の関係を調べよう

〇インターネットや図書を活

用し，課題解決のための情

報収集を行う。

〇大学や各種関係施設にイ

ンタビューやFAX，メールでの

連絡を取り，課題を追求し新

聞にまとめる。

●予想される児童課題

・生態系，植林事業，養殖

と 生態系，海の環境保

全活動等

課題設定 ２

気仙沼市のアピールポイントを

考えよう

〇「海に生きる気仙沼」を知り，気仙沼のア

ピールポイントについて話合う。

課題追求

〇海の豊かさや気仙沼の立地を，魚市場や

工場見学を通して理解する。

〇わかめ養殖を体験し，養殖業への理解や

その苦労を知る。

〇気仙沼の産業・自然環境を持続させるた

めの課題とその対策について調べる。

行動・発信・振り返り

ぼくらは海大使

気仙沼の魅力を発信！

〇自然環境，地域産業と自分達

の生活との関わりや産業や生活

を支えている環境の保全につい

て学んだことをリーフレットやプレ

ゼンテーションにまとめ，発信す

る。

【４年社会】水はど

こから

〇水の循環の経路

について理解する。

【国語】事実と考え

を区別しよう

〇事実と考えを区

別しながら文章を

書く。

【国語】知りたいことを聞きだそう

〇自分が聞こうとする意図に応じ

て，話の内容を捉え，質問をして

必要な情報を聞き出す。

【国語】環境問題について報告し

よう

〇テーマに沿って集めた資料から

情報を読み取り，分かったことや

考えたことを，集めた資料を活用

しながら報告する文章にまとめる。

【社会】わたしたちの生活と森林

（２月教材）

〇森林資源が果たす役割につい

て理解する。

【理科】魚のたんじょう

〇卵の誕生から飼育までを経験し，その環境

の大切さを理解する。

【社会】水産業のさかんな地域

〇水産業の仕事の工夫や努力とその土地の自

然条件や需要を関連付けて水産業に関わる

人々のの働きを考える。

【国語】問題を解決するために

話し合おう

〇思考ツールを使いながら，多くの意見を集め

て考えを広げたり，比べてまとめたりする。

【国語】反対の立場を考えて意見文を書こう

〇自分の意見とその理由，反対意見への対応

を明確にして，文章全体の構成や展開を考え，

筋道の通った文章を書くことができる。

【家庭科】食べて元気に

〇わかめを利用した栄養を考え

た食品の組み合わせを考える。

【社会】情報を生かす産業

〇情報通信技術の活用が，水

産業も発展させることを理解す

る。

【国語】資料を見て考えたことを

話そう

〇自分の考えが明確に伝わる

ように，構成を考え，必要に応じ

て資料を関係付けながら話すこ

とができる。

第５学年で身に付ける力

①森と海のつながりがあり豊かな海が育まれていること，そうした環境から気仙沼地域の産業が発展していることを理解すると共に探究的技能

を身に付ける。【知識・理解】

②教科等の知識に基づいて，気仙沼の産業の課題や問題を捉え，１０年後も持続可能な産業の在り方について考えることができる。 【思考

力・判断力・表現力】

③活動を通して分かったことや考えたことをまとめ，相手に分かりやすく工夫して伝えることができる。【学びに向かう力・人間性等】

海洋教育の視点

【生命】持続可能な水産資源の活用のための生態系保全 ＜海洋リテラシー５ 海は，豊かな生命の多様性や生態系を支える＞

【環境】地域の山・川・海の環境と産業 ＜海洋リテラシー６ 海と人間は，密接につながっている＞

通年課題設定

〇気仙沼市の地

形や風土などの特

徴と産業について

講話を聞き，知り

たいことを話合う。



 

第５学年１組 総合的な学習の時間学習指導案（略案） 

                    

 

１ 単元名 海と生きる ～ぼくらは気仙沼の海大使～  

２ 単元の目標 

（１）  地域の産業と自然環境や自分たちとの関わりに気付き，海と共に生きていく気仙  

沼の在り方について多角的に考えることができる。  

（２）  地域の産業，自然環境，そこに生きる人々の現状について捉えた上で，地域に誇り

をもち，自分たちができることを行う。  

３ 本時の指導 

（１）  単元名「海と生きる」～ぼくらは気仙沼の海大使～  

（２）  本時のねらい  

・これまでに学習した事柄を，環境・産業・人とのつながりから整理し，海と生きる

気仙沼の特徴を見つめることができる。  

（３）学習過程  

段階  主な学習活動  指導上の留意点  評価・準備物 

導入 

６分 

 

 

 

 

１前時までの学習を振り

返る。 

２本時の課題をつかむ。 

  

・学習してきたことをスライ

ドショーの写真で振り返る。

森や海の学習，産業について

学習を想起させる。  

※テレビ  

※パソコン  

展開 

36

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  気仙沼の海について

気付いたことをグルー

プで考えさせる。  

・前時に気仙沼の海の学習か

ら気付いた強み（よさや工夫

していること）と弱み（困っ

ていること）を整理させる。 

・教師は環境，産業，人とのつ

ながりの３視点をもち，座席

表を使い，グループの考えを

捉え全体共有につなげる。  

※４つ切画用紙，ペン 

※強み（ピンク）と弱み

（青）を記入した付箋紙 

 

 

 

 

 

４  全体で意見を共有す

る。 

 

○意図的指名をして発表させ

る。教師は，３つの視点に応

じて，マトリクス表に児童の

意見を整理する。  

・よさや工夫した点をじっく

り情報共有した後，現在の問

題点について取り上げる。  

※マトリクス表  

・見学での観察や資料等の

情報から，気仙沼の自然

環境と産業，そこに生き

る人々について，問いを

もつことができる。読  

 

終末

３分 

５ 次時の予告をする。 

 

 ※ルーブリック  

（４）評価 

  ・これまでの学習した事柄を，環境・産業・人とのつながりから整理し，海と生きる

気仙沼の特徴を見つめることができたか。（発言・発表・ルーブリック）  

○課  海大使として，海に生きる気仙沼の今を見つめよう。  



気仙沼市立階上小学校

｢豊かな海,気仙沼｣見つめよう,考えよう,気仙沼の水産業
－学校・地域教材の特性を生かした海洋教育の実践－

１．はじめに

本校の海洋教育では，低学年の生活科において地域の自然に触れることで，そのよさに気付くこ

とを土台として，中・高学年において，郷土の豊かな自然環境や生活を営む人々に関わり合うこと

で，「郷土の環境や食文化・人とのかかわりを見つめ，自分のあり方を考え」，「持続可能な郷土の

担い手を育む」ことを，教科横断的な学習を通して理解を深めながら取り組んでいる。

そこで，地域の主たる産業である水産業と自分たちの暮らしが，豊かな自然環境を生かしながら，

人々の工夫や努力によって支えられていることに気付き，海と共に生き，ふるさと気仙沼・階上が

持続可能な地域となるために，様々な今日的課題を創造的に考え，探究し，発信しようとする児童

の育成が必要であると考えた。

２． ねらい

○豊かな自然環境（海）と海洋生物や水産業との関係に気付き，・地域の水産業と自分たちの暮ら

しが，豊かな自然環境を生かした人々の工夫や努力によって支えられていることについて考えを

深めさせる。

○豊かな海の恩恵に気付き，海の環境を守る工夫や努力と食文化とのつながりを考えさせながら，

「海と共に生きる」ふるさと気仙沼・階上が持続可能な地域となるために，様々な課題を総合的

に考え，発信していく態度を育てる。

○探究活動の中で，互いの考えや意見を伝え合い，自分なりの考えを工夫して表現させる。

これらを，海洋教育の４つの視点（海に親しむ，海を知る，海を守る，海を利用する）とＥＳＤ

を通して身に付けさせたい具体的な力と関連させ，海洋教育のねらいとして育んでいく。

３．学習活動の概要

【海洋教育に関する主な内容】

生活科や総合的な学習の時間を主として，教科指導と関連させながら教科横断的に学習を進める。

【「海に親しむ」活動】

○岩井崎の秘密を探る

気仙沼水産試験場の方を講師にお招きし，学区内にある岩井崎の

潮だまりで生物調査を行った。今年度は９月に行ったため，昨年と

比較することは難しかったが，タコや小魚など，多くの生物がいる

ことを知ることで，地域のよさに気付くことができた。

一方で，海水温が高いことを実感したり，海岸に打ち寄せられて 〔岩井崎のごみ拾い調査〕

学年 海に親しむ 海を知る 海を守る 海を利用する

１・２ 生活科における「地域探検」や「サケの飼育活動」等を通しての土台づくり

３ 岩井崎の秘密を探る 階上の水産業と養殖
（磯の生き物観察） （アワビ・ウニとり名人に学ぶ）

４ 防災学習
（防災マップづくり・伝承館見学）

５ 岩井崎生物環境調査 階上の水産業と養殖 岩井崎の清掃活動 ワカメの養殖体験
（磯の生き物観察） （森と海のつながりによる養殖業） （海洋ごみ調べ）

気仙沼の水産業 海の環境講座
（魚市場見学・漁獲量・海流等） （親子行事）

６ 防災学習 海産物を活用した
（図上訓練・伝承館見学） スローフード学習

岩井崎塩作り体験



いる海洋ごみを目の当たりにし，「地球温暖化」や「海洋ごみ問題」について考えるきっかけとなり，

探究学習へとつながった。

【「海を知る」活動】

○「豊かな海」は「豊かな森」から

海の豊かさの秘密を探るために，ＮＰＯ法人「森は海の恋人」副理事長の畠山信氏から，養殖の牡

蠣やホタテが育つためには，エサとなるプランクトンにとって必要な「栄養塩類」が必要であること

を教えていただいた。その栄養は，海から遠く離れた森の腐葉土の

中で作られることを知った。

さらに，「豊かな海」につながる「豊かな森」を知るために，野

外宿泊学習で訪れた一関市のブナの原生林を散策し，森の中の腐葉

土の感触を確かめた。また，腐葉土を作り出す土壌生物について，

校庭の土と比較しながら調査したことにより，「豊かな森」から栄

養分を含んだ水が川となって流れて「豊かな海」に注ぎ，気仙沼・

階上の養殖業に大きな恩恵を与えていることへの理解を深めた。

〔豊かな森の「土」調べ〕

○未来の階上を考える～震災遺構・伝承館の見学～

これからも「海と生きる」ために，震災遺構である伝承館を見学

した。館長さんや語り部の方から，当時の様子について話を聞き，

津波被害のことや避難の状況について知る機会となった。有事の時

には，状況に応じて判断することや次世代に伝えていくことの大切

さについて考えることができた。

〔語り部から話を聞く児童〕

【「海を守る」活動】

○親子で学ぶ「海の環境」講座の開催

社会的にも問題になっており，岩井崎の生物調査でも実際に体験してきた「海洋ごみ」について考

えるために，岩手大学の梶原昌五准教授を講師にお招きし，「マイクロプラスチックごみ」について

親子で考えた。気仙沼の特産品でもある「ホヤ」について環境の視点から教えていただいた。さらに，

プランクトンとイワシ，イワシとカツオ，カツオと人間という食物連鎖についてワークショップを行

いながら「人間が捨てたものが，再び人間に戻ってくる」ことを理解した。

【「海を利用する」活動】

○ワカメの養殖体験

階上地区漁協青年部千尋会の御協力により，年間を通したワカメの

養殖体験活動を行っている。この活動を通して，地元の特産品である

ワカメの養殖業に携わる人々の思いに直接触れることができる。

ワカメの「種付け」「種ばさみ」「刈り取り」等の作業を体験するこ

とで地域を知り，また，海水温の上昇や自然災害などの環境が生育に

大きな影響を及ぼすことを知る機会にもなった。それに対応するため

の工夫についても直接聞くことができた。

〔ワカメの種ばさみ体験〕

４．今年度の海洋教育の成果と課題

（１）成果

・ 地域の水産業に携わる方々や大学等の専門機関の方々から直接話を伺い，体験したことで，児

童はふるさとの海への親しみや理解を深め，自然環境全体を意識して考えることにつながった。

・ 課題解決に向けて自分たちの生活や行動を振り返り，「自分たちにできること」を考え，自ら進

んで行動しようとする児童の姿が見られるようになった。

（２）課題

・ 各学年や校種間の学習を意識しながら系統立てて指導できるように，内容や活動を精選するとと

もに，教科横断的な探究学習を展開できるようにする。



令和２年度 総合的な学習の時間全体計画
道徳教育 学校教育目標 児童の実態

○ 自分でやらなければ 豊かな人間性と創造性をもち，心身ともに健康で，たくま ○ 与えられた課題に対して真面

ならないことを最後ま しく生きる児童を育成する。 目に取り組む児童が多い。

で粘り強く行う児童を ○かしこく ：楽しく学び合い考える子 ○ 自分たちで調べ，まとめ，発

育成する。 ○やさしく ：思いやりと正しい心をもつ子 表し合う学習や実際に体験する

○ 相手の立場になって ○たくましく：たくましい心と体でがんばる子 活動を好み，自分の興味・関心

物事を考え，互いに信 のあるものについては意欲的に

頼し，助け合える児童 取り組む。

を育成する。 本校の総合的な学習の時間の目標 ○ 自ら設定した課題を見通しを

○ 社会のきまりや友達 児童の「伝え合う力」をはぐくむ総合的な学習の時間と教科横断的な指導を行いながら，以下 持って探究する学び方がまだ不

との約束を守り，自然 に掲げる目標を達成する。 十分であり，表現の仕方にも指

や公共物を大切にする 【問題を解決する力】 導が必要である。

児童を育成する。 気仙沼（階上）の自然環境や食文化，それを支える人々の工夫，努力，願いについて，自

○ 美しさや心の痛みを ら課題を設定し，追究内容や方法に見通しを持ちながら進んで情報を収集し，調べ，体験し，

感じられる児童を育成 考えることができる。 志教育
する。 【主体的・創造的な学び方，考え方，態度】 ○ 課題解決学習を進める中で，

気仙沼（階上）の自然環境や食文化，それを支える人々の工夫，努力，願いについて，生産， 地域の情報分析や評価・考察を

文化，他地域との結びつき等の各視点から，地域人材や統計資料，情報機器を積極的に活用し 通し，発表の力を高めながら，

特別活動 た体験活動や調査活動などで追究し，その成果を目的に応じた自分なりの方法で表現するとと よりよく課題を解決でき，自己

○ 諸活動を通して心身 もに，他の課題の発表と自分の追究課題・内容とを相互に関連づけながら総合的に考えること の生き方や考え方を高めること

の調和のとれた発達と ができる。 ができるようにする。

個性の伸長を図る。 【自己の生き方を考える力】

○ 集団の一員としての 気仙沼（階上）の自然の豊かさを，環境や食文化，それを支える人々の工夫，努力などの点

自覚を高め，互いに協 から総合的に考え，将来の気仙沼（階上）のあり方について自分なりの意見を持ったり，行動 地域の実態
力して活力ある生活を したりすることができる。 ○ 震災により居住区の４割が被

築いていこうとする自 【防災力】 災している。浸水域の復旧復興

主的，実践的な態度を 災害時に自らの命を守るための方法を知り，最善の行動ができる。 工事が継続中である。

育む。 ○ 地域の基幹産業である水産業

○ 言語によるかかわり が大きなダメージを受けたが，

合いを積極的に取り入 本校の生活科・総合的な学習の時間の柱及び目指す児童像 ８割方戻りつつある。後継者不

れ，活動の活性化につ 児童像１：豊かな自然や人，食に対する興味・関心 足が大きな問題となっている。

なげる。 →地域の自然や人，食に興味関心を持ち，進んで触れ合おうとする子ども ○ 保護者や地域の人々は学校教

育に対し，大変協力的であり，

児童像２：自然保護と郷土の食文化継承・発展の意識 関心も高い。

→地域の自然や食文化のよさに気づき，大切にする子ども

生徒指導
○ 児童相互，児童と教 児童像３：考えを伝え合い，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度 教科との関連
師の心の交流を図り， →自分の考えをはっきり表現し，相手の立場や考えを尊重する子ども 国語－言語での表現力（ 意見文，

望ましい生活習慣を身 説明文）

に付けた児童を育成す 社会－農業（米作り），豊かな三

る。 生活科・総合的な学習の時間を計画・実践するための本校の視点 陸 の水産業

○ 児童の心情面に働き 自然とふれ合い，食文化を見つめたり，様々な災害から身を守る方法を探るために，多様な人 算数－統計資料の読み取り，作成

かける指導の手だてを 々とかかわり合う活動を基盤とした生活科・総合的な学習の時間「さざなみタイム」の指導を， 生活－草花遊び，季節と自然の様

工夫する 次の６つの視点から計画し実践する。 子等社会－地域探検，資源

○ 児童が意欲を持って の確保と再利用食料生産，

取り組むことができる 視点１ 視点２ 視点３ 視点４ 視点５ 視点６ 環境を守る努力等

実践目標を設定する。 育てたい力 言語活動を学 教科横断的・ 体験的・問題 自己評価活 地域人材の 理科－動植物の成長，食物連鎖と

○ 震災から７年が経過 に沿った効 習のねらいの 総合的な題材 解決的な学習 動や相互評 活用・関係 自然界の循環，地球環境

しているが，心のケア 果的な体験 達成に生かす 構成の工夫 過程の導入 価活動の工 諸団体との 家庭－健康によい食事よりよい食

に留意し，生徒指導と 活動の位置 工夫 夫 連携 生活

の関連を図る。 付け 音図－郷土芸能等

低学年(生活科) 中学年 高学年
ね 触れる 知る・探る 深める

ら 身近な自然や人々と喜んでふれ合い，そのす 地域の自然や食材，人々に関心を持ち，意欲的に調べよ 郷土の環境や食文化・人とのかかわりを見つめ，自分の

い ばらしさを感じ取る子どもの育成 うとする子どもの育成 あり方を考える子どもの育成

目 柱①：豊かな自然や人,食に対する興味・関心 ①地域の自然のよさに気づ ①地域の自然の豊かさに気 ①豊かな自然環境（海）と海 ①豊かな自然環境や食文

指 身の回りの自然や人に興味を持ち，なかよ き，人との出会いを学びに づき，人との出会いを学び 洋生物や水産業の関係に 化・人との関わりに関心を

す くする子ども 生かそうとする子ども に生かそうとする子ども 気付き，関心を高める子ど 持ち，進んで課題を追究

児 も する子ども

童 柱②：自然保護と食文化継承・発展の意識 ②地域の自然や食文化(生 ②地域の自然の豊かさや食 ②豊かな海の恩恵に気づ ②地域の豊かな自然環境

像 五感を働かせて，自然のよさに気づく子ど 産)のよさに気付き，人に伝 文化(生産）の大切さに気付 き，海の環境を守る工夫や と食文化の関わりに気付

も えたり，よりよいものにしよう き，人に伝えたり，よりよい 努力と食文化とのつながり き，守り，発展させようとす

とする子ども ものにしようとする子ども について考える子ども る子ども

柱③：考えを伝え合い,積極的にコミュニケー ③調べたことや考えたことを ③調べたことや考えたことを ③探究活動の中で，互いの ③探究活動の中で，互い

ションを図ろうとする態度 分かりやすく伝えようとする 分かりやすく伝えようとする 考えや意見を伝え合い，自 の考えや意見を伝え合い,

自分の思いや気づきを，自分なりに表現す 子ども 子ども 分なりの考えを工夫して表 分かったことや考えたこと

る子ども 現する子ども を工夫して表現し,深めよう

とする子ども

災害時に教師や大人の指示を確実に聞き、 災害時には、教師や大人の指示に従うとともに、状 災害時には、危険を予知しながら、状況に応じて冷

適切な行動ができる子ども 況に応じて自らも適切に行動できる子ども 静に判断し、主体的に行動できる子ども

題 ◆１年『生きものとなかよし～私のあさがお ◆３年『自然大好き！ぼくらの階上』（６～１０月 ） ◆５年『豊かな海，気仙沼～見つめよう，考えよう，

材 ものがたり～』『あきとあそぼう』 ◆３年『名人発見！ぼくらの階上』 （８～２月） 気仙沼の水産業～』（魚市場見学） （５～２月）

名 ◆２年『生き物と友だち』， 『階上たんけん』 ◆４年『一粒の米を追って』 （５～１２月） ◆６年『スローフードを巡る旅』 （５～２月）

内 ◆１年『地震の時はダンゴムシ』 ◆３年『災害の種類や仕組みを知ろう』 ◆５年『こんな時どうする？Ⅰ』～図上演習～

容 『防災カルタで遊ぼう』 『避難経路を確認しよう。』 『家族防災会議を開こう』

の ◆２年『校舎内の避難場所を知ろう』 ◆４年『防災マップを作ろう』タウンウォッチング ◆６年『こんな時どうする？Ⅱ』～図上演習～

例 『地震の後には津波」 『津波の特徴について知ろう』（伝承館見学） 『未来の町を考えよう』

評 ◇問題を解決する力 ・児童の製作物（学習ファイル，模造紙，作文，絵，模型，取材写真等）

◇主体的・創造的な学び方，考え方，態度 ・児童の自己評価，相互評価，及び教師の評価

価 ◇自己の生き方を考える力 ・長期的，継続的，累積的な評価 ・発表や話し合いの様子と内容



５
年

 
海

洋
教

育
年

間
指

導
計

画
（

海
洋

６
０

時
間

・
防

災
１

０
時

間
【

全
7

0
】）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

題
材

名
 

『
豊

か
な

海
，

気
仙

沼
』

～
見

つ
め

よ
う

，
考

え
よ

う
，

気
仙

沼
の

水
産

業
～

 
関

連
教

科
等
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
，

国
語

，
社

会
，

理
科

，
家

庭
科

，
学

校
行

事
 

総
括

 
目

標
 

◎
地

域
の

水
産

業
と

自
分

た
ち

の
暮

ら
し

が
，

豊
か

な
自

然
環

境
を

生
か

し
た

人
々

の
工

夫
や

努
力

に
よ

っ
て

支
え

ら
れ

て
い

る
こ

と
に

気
付

く
。

ま
た

海
と

共
生

し
た

ふ
る

さ
と

気
仙

沼
・

階
上

が
持

続
可

能
な

 

地
域

と
な

る
た

め
に

，
様

々
な

課
題

を
総

合
的

に
考

え
，

課
題

解
決

的
に

向
け

て
発

信
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
。

活
動

を
進

め
る

に
当

た
っ

て
は

，
地

域
の

海
や

水
産

業
を

素
材

に
し

，
次

の
視

点
か

ら
 

ら
，

自
ら

課
題

を
設

定
し

，
追

究
を

行
う

。
 

①
豊

か
な

海
を

支
え

る
自

然
環

境
 

②
地

域
の

豊
か

な
水

産
資

源
と

働
く

人
々

の
生

活
 

③
地

域
に

生
き

る
人

々
の

海
に

対
す

る
思

い
や

考
え

 
④

震
災

後
の

人
々

の
取

組
み

⑤
防

災
・

減
災

と
持

続
可

能
な

社
会

 

S
D

G
s
 

関
連

 

  
気

仙
沼

市

２
次

総
合

計
画

関
連

 

  

身
に

付
け

た
い

資
質

能
力

 

【
知

識
及

び
理

解
】
・

・
・

・
・

・
・

気
仙

沼
の

水
産

業
に

関
心

を
も

ち
，

自
然

環
境

と
の

つ
な

が
り

や
他

地
域

と
の

結
び

付
き

，
人

々
の

工
夫

や
努

力
、

願
い

な
ど

に
つ

い
て

自
ら

課
題

を
設

定
し

，
課

題
解

決
の

見
通

し
を

も
ち

 
 

 

学
習

計
画

を
立

て
，

進
ん

で
情

報
を

収
集

し
，

整
理

し
，

課
題

に
対

す
る

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

【
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
】
・

気
仙

沼
の

水
産

業
に

つ
い

て
，

生
産

，
食

，
自

然
環

境
と

の
つ

な
が

り
や

他
地

域
と

の
結

び
付

き
な

ど
の

視
点

か
ら

，
体

験
活

動
や

調
査

活
動

な
ど

を
通

し
て

進
ん

で
追

究
し

，
そ

の
成

果
を

 

目
的

に
応

じ
た

方
法

で
表

現
し

た
り

，
他

の
課

題
の

発
表

内
容

と
相

互
に

関
連

付
け

た
り

し
な

が
ら

，
総

合
的

に
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
学

び
に

向
か

う
人

間
性

等
】
・

・
・

気
仙

沼
の

水
産

業
の

発
展

の
背

景
を

，
海

洋
の

地
形

や
海

流
，

食
物

連
鎖

を
基

盤
と

し
た

海
の

生
態

な
ど

自
然

環
境

と
の

関
連

，
生

産
や

流
通

な
ど

の
人

々
の

願
い

や
努

力
な

ど
の

視
点

か
ら

 

総
合

的
に

考
え

，
「

豊
か

な
海

」
の

本
質

を
捉

え
る

と
と

も
に

，
将

来
の

気
仙

沼
の

水
産

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
，

自
分

な
り

の
考

え
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

。
 

月
 

４
月

 
５

月
 

６
月

 
７

月
 

８
月

 
９

月
 

１
０

月
 

１
１

月
 

１
２

月
 

１
月

 
２

月
 

３
月

 

学 習 活 動
 

 

教 科 等 と の 関 連  

 

 

「
豊

か
な

海
に

つ
い

て
調

べ
よ

う
」

4
8

時
間

（
４

～
1

2
月

）
 

 

【
主

な
連

携
機

関
と

内
容

】
 

・
N

P
O

法
人

「
森

は
海

の
恋

人
」
【

環
境

・
豊

か
さ

】
 

・
東

京
大

学
海

洋
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
セ

ン
タ

ー
【

環
境

：
実

験
（

海
流

と
風

）
】 

・
南

三
陸

 
海

の
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
【

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

】
 

・
臼

福
本

店
，

唐
桑

 
海

友
会

【
船

・
漁

法
（

マ
グ

ロ
延

縄
船

）】
 

・
気

仙
沼

市
漁

業
組

合
，

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
協

会
【

魚
・

漁
法

・
観

光
】 

・
千

尋
会

【
わ

か
め

養
殖

】
 

・
リ

ア
ス

・
ア

ー
ク

美
術

館
【

わ
か

め
の

生
態

】
 

・
鹿

折
公

民
館

【
岩

井
崎

・
化

石
】

 
・
（

株
）

カ
ワ

ム
ラ

・
（

株
）

ミ
ヤ

カ
ン

【
食

・
魚

：
（

加
工

工
場

見
学

）
】

 

「
階

上
の

未
来

」
1

2
時

間
（

１
～

３
月

）
 

 

階
上

地
区

総
合

防
災

訓
練

【
1

1
月

】（
行

事
）
 

・
地

区
毎

に
防

災
訓

練
に

参
加

し
，

地
域

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

も
つ

。
 

「
豊

か
な

海
の

秘
密

を
探

ろ
う

」
７

時
間

 

◯
豊

か
な

海
を

感
じ

よ
う

（
１

学
期

）
 

①
海

に
親

し
む

体
験

活
動

「
岩

井
崎

の
生

物
調

査
」

(3
) 

②
講

話
「

森
は

海
の

恋
人

」
（

講
師

:畠
山

信
氏

）
(2

) 

③
「

豊
か

な
海

」
の

イ
メ

ー
ジ

を
基

に
，

気
仙

沼
や

階
上

の
海

に
つ

い
て

調
 

べ
た

い
こ

と
を

話
合

い
，

課
題

を
決

め
る

。
(2

) 

「
豊

か
な

海
に

つ
い

て
調

べ
よ

う
・

考
え

よ
う

」
３

５
時

間
 

            

「
海

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

こ
う

」
1

2
時

間
 

①
自

分
の

提
言

を
ま

と
め

る
。

(2
) 

 
・

海
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

提
言

す
る

こ
と

を
ま

と
め

る
。

 

②
海

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
計

画
を

立
て

る
。

(2
) 

 
・

い
つ

，
ご

こ
で

，
参

加
者

，
進

行
な

ど
 

③
海

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
準

備
を

す
る

。
(5

) 

④
海

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
す

る
。

(2
) 

 
・
「

未
来

の
気

仙
沼

，
階

上
」

に
つ

い
て

，
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

，
討

論
を

す
る

。
 

⑤
海

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
振

返
る

。
(1

) 

 
※

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

発
信

）
 

 
※

地
域

の
方

，
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

，
講

師
を

招
待

す
る

。
 

 
※

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

遠
し

て
（

学
び

を
深

め
合

い
，

学
び

直
し

を

行
い

）
，

E
S

D
と

し
て

の
考

え
を

深
め

る
。

 

「
豊

か
な

海
と

し
て

の
気

仙
沼

，
階

上
能

美
に

つ
い

て
ま

と
め

よ
う

」
６

時
間

 
（

２
学

期
）

 

①
調

べ
た

こ
と

を
整

理
し

，
分

か
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
る

。
(3

) 

②
発

表
の

準
備

を
し

，
中

間
発

表
会

を
す

る
。

(1
) 

③
中

間
発

表
会

を
経

て
，

見
つ

か
っ

た
課

題
を

解
決

す
る

。
(2

) 

◯
階

上
の

水
産

業
を

調
べ

て
み

よ
う

 
1

1
時

間
 

（
１

学
期

）
 

 
①

家
族

，
海

の
仕

事
を

し
て

い
る

人
，

商
店

，
加

工
工

場
で

働
い

て
い

る
人

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
，

レ
ポ

ー
ト

に
ま

と
め

る
。

(2
) 

 
②

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

資
料

を
用

い
て

，
三

陸
の

海
の

豊
か

さ
や

世
界

的
な

課
題

に
つ

い
て

調
べ

る
、

(5
) 

 
③

夏
休

み
を

利
用

し
た

，
調

べ
学

習
（

個
人

レ
ポ

ー
ト

）
の

課
題

（
テ

ー
マ

）
を

決
定

す
る

。
(2

) 

 
④

講
義

「
気

仙
沼

の
定

置
網

漁
」

(1
)と

「
対

流
実

験
」

(1
) 

 
⑤

社
会

科
「

水
産

業
」

と
関

連
さ

せ
，

豊
か

な
三

陸
の

海
に

つ
い

て
ま

と
め

る
。

 

◯
持

続
可

能
な

水
産

業
を

調
べ

よ
う

 
３

時
間

 
（

２
学

期
）

 

 
①

講
義

「
海

洋
汚

染
と

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
(1

) 

 
②

家
庭

の
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

ご
み

か
ら

考
え

る
(1

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
③

マ
グ

ロ
，

サ
ン

マ
，

カ
ツ

オ
漁

の
漁

獲
規

制
に

つ
い

て
考

え
る

。
(1

) 

野
外

活
動

【
６

月
】
（

行
事

）
 

・
一

関
け

ん
こ

う
の

森
で

自
然

体
験

，
ブ

ナ
林

散
策

を
す

る
。 

・
環

境
に

配
慮

し
た

，
エ

コ
カ

レ
ー

作
り

を
す

る
。

 

 

植
物

の
発

芽
と

成
長

【
５

月
】
（

理
科

）
 

・
植

物
の

発
芽

に
必

要
な

条
件

に
つ

い
て

考
え

，
温

度
，

水
，

空
気

の
条

件
に

つ
い

て
実

験
し

，
発

芽
に

は
適

当

な
温

度
，

水
，

空
気

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。  

世
界

の
中

の
国

土
【

４
月

】
（

社
会

）
 

・
世

界
の

主
な

大
陸

と
海

洋
，

主
な

国
の

名
称

と
位

置
，

我
が

国
の

位
置

と
領

土
を

理
解

し
て

い
る

。
 

水
産

業
の

さ
か

ん
な

地
域

【
９

月
】
（

社
会

）
 

・
日

本
や

地
域

の
水

産
業

に
関

心
を

も
ち

，
水

産
業

が
自

然
環

境
を

生
か

し
て

営
ま

れ
国

民
の

食
生

活
を

支
え

て
い

る
こ

と
を

知
る

。
 

・
気

仙
沼

市
の

水
産

業
や

関
連

施
設

，
漁

船
を

見
学

し
，

調
べ

た
こ

と
を

地
図

な
ど

に
ま

と
め

る
。

 

わ
た

し
た

ち
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

【
1

1
月

】（
道

徳
）
 

・
社

会
に

奉
仕

す
る

喜
び

を
知

り
，

公
共

の
た

め
に

役
に

立
と

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。
 

個
人

レ
ポ

ー
ト

【
夏

季
休

暇
】
（

理
科

・
社

会
な

ど
）

 

・
個

人
の

課
題

（
テ

ー
マ

）
に

基
づ

い
た

，
調

べ
学

習

を
行

う
。
（

実
作

業
は

課
外

）
 

自
動

車
を

つ
く

る
工

業
【

１
１

月
】
（

社
会

）
 

・
自

動
車

を
つ

く
る

工
業

を
通

し
て

，
我

が
国

の
工

業
生

産
に

つ
い

て
調

べ
，

自
動

車
を

つ
く

る
人

々
の

苦
労

や
工

夫
や

努
力

を
理

解
す

る
。

 

・
気

仙
沼

市
の

工
業

生
産

に
つ

い
て

考
え

，
気

仙
沼

の
食

生
活

を
さ

さ
え

る
水

産
業

で
働

く
人

々
の

思
い

に
つ

い
て

考
え

る
。

 

物
の

と
け

方
【

１
１

・
１

２
月

】
（

理
科

）
 

・
水

溶
液

を
熱

し
て

水
を

蒸
発

さ
せ

る
と

溶
け

て
い

た
物

を
取

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
海

水
で

実
験

を
行

う
。

 

環
境

を
守

る
わ

た
し

た
ち

【
３

月
】
（

社
会

）
 

・
環

境
汚

染
は

産
業

の
発

展
や

都
市

化
に

と
も

な
っ

て
生

じ
た

こ
と

や
，
そ

れ
ら

か
ら

健
康

や
生

活
環

境
を

守
る

た
め

の
取

り
組

み
や

わ

た
し

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

協
力

の
重

要
性

に
つ

い
て

考
え

る
。

 

イ
ル

カ
の

海
を

守
ろ

う
【

３
月

】
（

道
徳

）
 

・
自

然
の

素
晴

ら
し

さ
を

知
り

，
自

然
や

動
植

物
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。
 

◯
持

続
可

能
な

水
産

業
に

つ
い

て
ま

と
め

よ
う

 
５

時
間

 
（

２
学

期
）

 

 
①

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

 

 
②

エ
コ

新
聞

，
エ

コ
標

語
な

ど
 

◯
豊

か
な

海
に

関
わ

る
環

境
に

つ
い

て
考

え
よ

う
 

５
時

間
 

（
１

学
期

）
 

 
①

森
・

川
・

海
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

考
え

る
。

(2
) 

 
②

講
義

「
豊

か
な

森
を

調
べ

よ
う

」
･
･
･
宿

泊
学

習
「

ブ
ナ

の
森

散
策

」
(1

) 

 
③

土
壌

生
物

調
査

(1
) 

 
④

豊
か

な
森

と
海

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
ま

と
め

る
。

(1
) 

魚
の

た
ん

じ
ょ

う
【

６
月

】
（

理
科

）
 

・
顕

微
鏡

で
メ

ダ
カ

の
観

察
と

併
せ

て
，

海
水

中
の

植
物

・

動
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

を
観

察
す

る
。

 

・
メ

ダ
カ

を
観

察
し

，
魚

の
卵

の
中

の
変

化
を

ま
と

め
る

。
 

体
験

活
動

「
わ

か
め

を
養

殖
し

よ
う

」
１

１
時

間
 

（
１

～
３

学
期

）
 

①
わ

か
め

に
つ

い
て

調
べ

る
。

(3
) 

②
種

付
け

(2
) 

③
種

は
さ

み
(2

) 
④

刈
取

り
(2

) 
⑤

塩
蔵

(1
) 

⑥
漁

業
関

係
者

の
講

話
(1

) 
⑦

販
売

活
動

，
交

流
校

へ
の

わ
か

め
の

紹
介

と
発

送
 

 

 
※

わ
か

め
の

生
育

状
況

な
ど

に
つ

い
て

，
千

尋
会

の
方

に
情

報
を

提
供

し
て

も
ら

い
，

海
の

環
境

保
全

，
温

暖
化

な
ど

の
課

題
と

関
連

さ
せ

る
。

 

台
風

と
天

気
の

変
化

【
９

月
】
（

理
科

）
 

・
台

風
に

よ
る

強
風

や
大

雨
と

，
台

風
が

も
た

ら
す

災
害

に
つ

い
て

理
解

し
，
災

害
に

対
す

る
備

え
や

情
報

活
用

の
重

要
性

に
気

づ
き

，
自

ら
行

動
す

る
態

度
を

養
う

。
 

こ
れ

か
ら

の
工

業
生

産
と

わ
た

し
た

ち
【

１
２

月
】
（

社
会

）
 

・
工

業
生

産
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

 

・
我

が
国

の
工

業
生

産
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
や

，
持

続
可

能
な

社
会

を
目

指
す

た

め
の

取
り

組
み

か
ら

，
様

々
な

課
題

の
解

決
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。 

か
た

づ
け

よ
う

身
の

回
り

の
物

【
６

月
】
（

家
庭

）
 

・
身

の
回

り
を

整
理

・
整

と
ん

す
る

計
画

を
立

て
，

ご
み

を
減

ら
し

，
物

を
生

か
し

て
使

う
工

夫
を

考



 
 
 
 
  
 

１ 海洋教育の位置付け 

  本校では，地域資源である自然，養殖業，それらをつなぐ人材を生かした活動を充実させなが

ら，ふるさと大島の自然や環境を見つめ，自らかかわり，調べ，気付き，大島のよさを発信しよ

うとする児童の育成を目指している。１・２年生は生活科との関連，３年生以上は主に総合的な

学習の時間との関連により海洋教育を推進している。また，各教科の中にも，海洋教育の理念を

進んで取り入れ，積極的に実践している。 

 

２ ねらい 

○ 児童が海とかかわり，海を見つめ直す意識と態度 

を育む。 

○ 自分たちの住んでいる郷土を知り，誇りと愛着を 

育む。 

○ 海の環境や資源，海を取り巻く人や社会との深い 

つながりについて関心を高め，持続可能な海とのか 

かわり方について進んで考え，行動することのでき 

る児童を育む。 

 

３ 海洋教育学習の主な内容 

(１)全体計画 

海に親しむ 海を知る 海を守る 海を利用する学年

砂浜での貝殻集め・１年
作品作り

島内探検２年
（町探検を兼ねて）

３年

４年

５年

６年

海
に
親
し
む
つ
ど
い
＊
砂
の
造
形
・
遊
泳
・
遠
泳

若木浜散策 生き物調べを基にした
（生き物調べ） ポスターづくり

〔ワカメ養殖体験〕若木浜散策 生き物調べを基にした 十八鳴浜清掃
（生き物調べ） 壁新聞づくり 海の環境調べ 種ばさみ・刈取り・発送・発信

駒場小との相互交流 カキいかだ・養殖場見学 講話 カキむき体験〔カキ養殖体験〕
ワカメの発信・砂の造形活動 カキ養殖顕彰碑から（歴史等） プランクトンの採取と観察

（ ）〔 〕ホタテ養殖体験 水産試験場講話 養殖と海との関係 人・環境・つながり
中学校の学習へ採苗器づくり 観察 稚貝の分散作業 →

大島を支える養殖業の体験から
＊令和２年度 学年テーマ
４年生「大島の海の豊かさを感じて」

～ワカメの学習を通して～
５年生「大島の海を見つめて」

～カキの学習を通して～
６年生「大島の海と生きる」

～ホタテの学習を通して～

体 験 応 用 探 究

 

 

緑の真珠プロジェクト 
～見つめよう大島 考えようわたしたちの海～ 

気仙沼市立大島小学校 

講話・サミット参加
※養殖体験

環境調査・生物調査
※養殖体験

貝殻集め・若木浜散策・島内探検

砂の造形活動・遠泳大会

大島の海が育てる

深い学び

親しむ

知 る

守 る

利用する 大
島
漁
協
青
年
部

水
産
試
験
場
・
振
興
事
務
所

地

域

 



＜５年カキいかだ見学の様子＞ 

＜６年ホタテ養殖体験の様子＞ 

＜海洋教育発表会の様子・６年＞ 

＜４年ワカメ種ばさみ体験の様子＞ 

＜海洋教育発表会の様子・４年＞ ＜海洋教育発表会の様子・５年＞ 

４ 今年度の海洋教育の成果と課題 

 (１) 主な活動から 

  ①「海を知る」活動 

   ４～６年生は，それぞれワカメ，カキ，ホタテの養殖体験 

  を行っている。大島漁協青年部の方々の協力を得て，取組に 

ついての講話や体験する作業工程についてお話を聞いた。 

また，養殖を行っていく中での問題や，それをなんとか解 

決しながら養殖を行おうとする仕事への工夫や苦労について 

も，講話の中で学ぶことができた。 

今年度の６年生の取組としては，ホタテの養殖を行ってい 

く上で，養殖を行っている方がこれまではあまり見かけるこ 

とがなかった，カブトクラゲやブリなどの南の海の生き物が 

大島でも見られるようになったということから，海の変化に 

目を向け海水温の上昇や，日本や世界全体の海にも変化が起 

きていることについて考えてきた。そのために，地域の海で 

フィールドワークを行っている東京海洋大学の山川先生をお 

招きし，話を聞いた。地域の課題となっている藻場の減少の 

問題についても話を聞くことができた。児童は，体験や講話 

から分かったことをもとに，それぞれ自分で課題を設定し， 

探究活動を行った。６年生においては，調べたことをプレゼ 

ンテーションにまとめ，お互いに見せ合い感想を伝え合った。 

年間を通して調べて分かったことや児童が抱いた海への思 

いなどについては，自校で毎年開催している海洋教育発表会 

で発表したり，学校間で交流のある学校とお互いの取組につ 

いて情報交換を行ったりし，自分たちの住む大島やそれを取 

り巻く海の環境への思いを発信するようにした。 

このように，「海を知る」段階においては，各学年で養殖体 

験から視点を立て，地域の実態や課題に即したカリキュラム 

を構成できるようにすることができた。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  



＜学級での発表の様子＞ 

 

②「海を利用する」活動 

   ６年生の国語科における単元「町の未来をえがこう」では， 

自分たちの地元大島の課題と感じるところや将来像について考 

え，これからを担う自分たちがどのような町にしていきたいか 

について発表した。その際，他の市町村の特徴的な取組につい 

て調べ，大島に取り入れるとしたらどのような形が良いかを考 

えた。多くの児童が町の魅力として，自然が豊かであることや 

海が身近に感じられることを認識しており，地域の良さをいか 

したまちづくりについて発表する児童がほとんどだった。例え 

ば，「海を生かしてマリンスポーツを行える施設を整える」， 

「海や自然を直接感じることが出来るので，グランピング等をできるようにする」等，他の地

域で行っているもので自分の地域に取り入れられそうなものを調べ提案することが出来た。一

方で，何かを作ったり開発を進めたりすることで，本来の良さである自然や海が汚れてしまう

可能性があることにも目を向け，他の地域を真似するだけでなく，地域の人たちも納得して町

づくりをしていけるような協働の姿勢が大切であることも，児童の意見として出された。 

小学校段階における町づくりの展望は実現性が低いものも多くあったが，学校で学習してい

ることが実生活に結びついており，今後自分たちが地域を作っていくための一員であることを

自覚することができた。そして，地域の良さをあらためて確認することが出来た。 

    

（２）成果と課題 

○成果 

  ・ 児童は，観察や体験，調べる活動を通し，大島の海や自然の豊かさ，素晴しさ，海で働く

方々の様子を学ぶことができた。また，自分たちの住む地域にはとても素晴らしい環境が整

っていること，海を生かしてより良いものを育てるために多くの人が日々苦労と努力を重ね

ていること等に気付くことが出来た。 

  ・ 児童の追究したい内容に沿って，これまでになかった専門機関とつながり，専門的な話を

聞くことができた。それを生かして，児童それぞれの課題解決につなげることができた。 

  ・ 海洋の学習に取り組んでいる４～６年生が一堂に介してお互いの発表を聞き合う「海洋教

育発表会」を開催することで，これまで取り組んできたことを振り返り，さらなる探究テー

マや次学年の学びへの意欲を高めたり，学年間のつながりに気付いたりする機会とすること

が出来た。 

 

○課題 

  ・ 探究活動において，児童が探究したいテーマと地域の方の思いをバランスよくつなぐ役割

を教師が担うことになる。児童の興味関心を膨らませたり，そこから問いをもたせたりする

ことができるよう教師のはたらきかけや，アプローチの仕方などの指導力，学校全体として

の情報共有，協力体制も担保していく必要がある。 

  ・ 児童の学習の広がりを保障できるような，地域人材や体験の場などの学習基盤となる面を

継続して保障していく。 

 



 

 

 

 
海に親しむ 

月 
海を知る 

月 
海を守る 

月 
海を利用する 

月 

教

科 

国

語 

    【町の未来をえがこう】 

大島の未来について，新聞や

インターネットで調べたこ

とをもとに，プレゼンテーシ

ョンを行う。 

10 

・ 

11 

【話し合って考えを深めよ

う】 

大島の直面する課題（海の仕事

の後継者，人口流出，観光客の

減少）を解決するために，学級

で協議する。 

９ 

理

科 

  【生き物のくらしと環境】 

生き物には「食べる」「食べ

られる」という関係がある

ことを身近な海の魚介類

を通して学ぶ。 

【大地のつくり】 

若木浜で化石が見つかる

という事実を根拠にして，

大島の大地のつくりを推

論する。 

６ 

・ 

７ 

 

 

９ 

・ 

10 

【水溶液の性質とはたらき】 

水溶液には，気体が溶けてい

るものがあることを学び，海

の酸性化による影響や海の

酸性化がどのようにして起

こるかを推論する。 

１ 

・

２ 

【地球と私たちのくらし】 

人を含めたいろいろな生き物

が地球（海をテーマにした場

合）からどのような恩恵を受け

て生きているか，私たちの暮ら

しが地球にどのように影響す

るかを考える。 

 

４ 

社

会 

【震災復興の願いを

実現する政治】 

復興に向けた県や市

の取組，特に大島の

ウェルカムターミナ

ルや防潮堤の構造に

着目して話し合う。

その中で，大島小と

しての願いにも触れ

る。 

５ 

・ 

６ 

    【日本とつながりの深い国々】 

外国から海を介して届くもの

には，どのようなものがあるか

を調べる。 

【世界の未来と日本の役割】 

環境問題について調べ，持続可

能な海の開発について自分の

考えをもつ。 

２ 

・ 

３ 

教

科

外 

総

合 

  【森と海との関係】 

森，川，海の関係を調べる。 

10  ７ 【ホタテ養殖】 

・採苗ネット作り 

・洋上での筏見学 

・稚貝の生長観察 

・ホタテの分散作業 

 

６ 

10 

２ 

学

活 

  【防災マップを作ろう】 

マップ作りの一環として，

津波の浸水区域を知る。 

     

行

事 

【海に親しむ集い】 

砂の造形や遠泳を行

い，ふるさとの海を

五感で感じ取る。 

８ 【地震・津波避難訓練】 

津波のメカニズムを想起

し，安全な避難の仕方を身

に付ける。 

６ 【海洋教育発表会】 

これまでの海洋についての

取組についてまとめ，自分た

ちが考えたことについて，保

護者や地域の方に発信する。 

１ 【海洋教育サミット】 

自校での海洋についての取組

を発表したり，他校の取組につ

いて聞いたりすることで，多様

な海への思いについて知り，こ

れからの海について考える。 

11 

（２）単元計画（第６学年）  ※月は，指導時期の目安 



気仙沼市立面瀬小学校

１．はじめに

本校では，中学年で面瀬川をフィールドとした生き物調査や指標生物を用いた水質検査によっ

て多様な生物がすむ豊かな環境が身近にあることを学んでいる。また，水の循環や森と海を結ぶ

川の役割などに気付き，環境保護の意識や郷土愛を高めている。５学年では，社会科の水産業の

学習を通して，水産業を基幹産業とするふるさと気仙沼の暮らしの特徴やよさにも目を向け，６

学年では，広く地域全体の自然環境について学び，海洋の保全や浜の再生について考えている。

これまでの実践では，課題別の探究学習によって海に関わる様々な側面について学びを深め，

学校内外での交流や発表による成果の報告の機会を設けてきた。実践や行動に結びつけるまでに

はなかなか至らないこともあるので，知識理解の向上や道徳的心情の涵養にとどめず，何らかの

アクションや生活習慣の改善につなげていくような「行動」を伴う学びを目標に実践している。

２．実践

第５学年 総合的な学習の時間「学ぼう ふるさと気仙沼の海」

（１）単元の目標

海や水産業について探究する活動を通して，自分たちの生活と環境との関わりに気付き，自分

ができることを考え，実践する。実社会や生活の中から導き出した課題を調べ，整理・分析し，

表現する力を育む。

（２）指導計画（概要）

海にふれる・思いをもつ → 課題設定，情報収集・分析，まとめ → 実践・提案

自分の考えをもち，行動する児童の育成
地域素材の教材化と単元構成の工夫を通して

共通体験(20)

➀ 磯の生き物調査(10)

（三陸復興国立公園岩井崎）

➁ カキ養殖場見学(５)

（水山養殖場，

NPO 法人 森は海の恋人）

➂ 遠洋マグロ船見学(５)

（宮城県北部鰹鮪漁業組合）

課題探究(25)

「プラごみの危機から海を守ろうプロジェクト」

➀ エコバッグ利用を促進しよう

➁ 飲料メーカーに呼び掛けよう

➂ 自動販売器の使い方を改めよう

➃ 布マスク利用を促進しよう

➄ ごみを出さない生活を心掛けよう

➅ 気仙沼の皆さんに知ってもらおう

＜図１＞布マスクのデザイン ＜図２＞啓発ステッカーと

ホヤぼーや回収ボックス

提案報告会，実践(20)

・市役所への提案

・企業への提案

・保護者への報告

・地域への働き掛け

＜図３＞ラジオ収録

他地域・他校との

成果交流・情報交換(10)



（３）学習の実際

① 体験的な学習による実感的な理解

「行動」を伴う学びに転換していくために重要なことは，体験的な学習による実感的な理

解を得ること，そして，そこで感じた課題意識を次の学びとしてつなげることである。「海に

ふれる，思いをもつ」段階における３つの学習（「磯の生き物調査」＜図４＞，「水山養殖場

見学」＜図５＞，「遠洋マグロ延縄船見学」＜図６＞）を通し，川と海のつながりやふるさと

気仙沼の海の豊かさ，海の環境と気仙沼市の基幹産業である漁業との関わりに気付かせた。

＜図４＞磯の生き物調査 ＜図５＞水山養殖場見学 ＜図６＞遠洋マグロ延縄船見学

② 興味関心に応じたグループ設定による探究的学習の実現

探究活動において，まず大きなテーマである海洋プラスチックごみについて理解を深めるた

めに専門家から講話をいただいた。また，地域の大人の方々の意識を調べるためアンケート

調査を行い，その結果から分かったことを基に関心別に６つのグループを編成した。関心別

に探究を進めたことにより，学年内における中間報告会でも学び合う姿が見られるなど，実

感的な理解を促進したり，知識を深めたりすることができた。

③ 子どもの行動意欲を促す「提案報告会」などの実践機会の確保

課題別探究学習のゴールとして，提案報告会の機会を設定し

た。保護者に向けて提案するだけでなく，提案にあった企業や

市役所の方々に向けて考えを発信した。専門家に向けて提案を

伝える機会を設けたことで，目的意識が明確になり提案に具体

性が表れるようになった。また，より具体的な評価や感想をいた

だくことができ，より行動に向けての意欲を高めることができ

た。また，海洋教育全国サミットや海外との交流学習の機会も

活用し，他者に伝え，発表・交流していくことでさらに行動に

向けての意欲が高まった。

３．成果と課題

世界的な課題である海洋プラスチックごみ問題を題材に，子供

ならではの考えを生かしながら学習を進めることができた。行政

担当者や企業経営者に発表したり，提案したりするなど具体的な ＜図７＞市役所への提案報告会

行動に結びつけることができた。今後は，海外を含めた他地域との

交流学習を進め，自分たちの考えや思いをさらに発信できるように

していきたい。

連携した外部機関・企業
（一社）JEAN
気仙沼市役所 循環型社会推進課
GANBAARE株式会社

ギャラリー「縁」
サントリーホールディングス
面瀬地区公民館
ラヂオ気仙沼



 

 

 

 

 

 

◎本校の海洋教育の目標 

  ・「海に親しみ」「海を知り」「海を守り」「海を利用する」という海洋教育の４つの視点を踏

まえ，地域と連携・協働した学習を行うことを通して，ふるさとの豊かな海を未来へ残そう

とする児童を育成する。 

 ・豊かな漁場となっているふるさとの海を守っていくために，地域のよさに目を向けさせ，自

分たちができることを考え，行動させる。 

 

◎本校の海洋教育の位置付け 

 ①総合的な学習の時間を中心としながら，各教科等においても海洋教育の４つの視点を意識し

て実践を進める。また，地域の方々と連携しながら，地域のよさに目を向けさせるような活

動を取り入れ，知識と実体験に根差した海洋教育を推進する。 

 ②本校では，特に５年生の総合的な学習の時間を中心として海洋教育の活動を進めている。

１・２年生では，「海に親しむ」活動を，３・４年生では，「海を知る」活動を，５年生で

は，それらを踏まえ４つの視点を意識した学習活動を展開している。また６年生の学習で

は，町づくりについて考える際に，海と町との関係を取り入れ考えを進めている。 

  ※全体計画は別紙「令和２年度『なかいタイム』学習プログラム一覧」参照 

 

◎ 第５学年の実践 

月 
小単元名【時数】  

○主な学習活動 海洋教育の観点 

※学びに火をつける工夫 ・指導上の留意点  

●考えるための技法 ◆活用できる他教科の単元 

◇活用人材・団体 

☆主な評価方法 

★志教育の視点 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 海辺（滝浜）を散策する。  

海に親しむ 

・自然環境，生き物，漂流ごみ など 

・調査の記録 

○学習全体の課題を設定する。 

・海の環境，海の生き物，漂流ごみ など 

 

 

 

 

 

 

 

 

※きれいな海と汚い海の写真や映像，

海洋汚染の新聞記事などを提示し，

問題意識を持たせた。 

・図書室にある本を活用した。 

 

●KWL チャートの活用（多面的・多角

的に見る） 

 

 

 

 

 

 

 

☆学習活動の観

察【主体性】 

 

☆調査活動の記

録【思・判・表】 

 

 

 

 

 

 

 

気仙沼市立中井小学校 

ふるさとの豊かな海を未来へ 
～地域との関わりを通して～ 

 

① 海の環境を調べよう【５】 

 

気仙沼の海は豊かだと言うが

「海の豊かさ」ってどういう

ことか考えていこう。 



 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題を追究する。 海を知る 

・本，GT の招聘，インターネット，インタ

ビュー など 

 

 

 

 

 

 

【小野佑介さんのお話】 

 

 

 

○ふるさと学習会「海辺の生物観察」に参

加する。 

海に親しむ 海を知る 海を守る 

・海辺の生物やプランクトンの観察，牡蠣

養殖の見学，森は海の恋人運動に関する

講話など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題について，①②の学習と関連付けな

がらレポートなどにまとめる。 

○まとめたことを 

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

※地元の方を講師に呼び，唐桑の海の

現状を教えてもらった。 

◇小野佑介さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇中井公民館 

◇ＮＰＯ法人「森は海の恋人」（畠山重篤

さん） 

・唐桑小学校と合同で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆海と森のつながりに関する新聞記事

や本を読み，学びを深めた。国語科

「書き手の意図を考えよう」との関

連が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆学習活動の観

察 【主体性】 

★『もとめる』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆レポート・発

表 

【知識及び技能】 

【思・判・表】 

 

 

 

 

 

③ 海の環境や海と森のつながりをまとめよう【５】 

 

② 海と森のつながりを考えよう【７】 

 

【畠山重篤さんの講義】 【カキ筏での説明】 

森と海は深い

関係なんだ

な･･･ 



９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○唐桑地区でどのような漁業が行われてい

るか知る。海を知る 

・社会科教科書・資料集，インターネッ

ト，本，「気仙沼の水産白書」，GT の招聘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ふるさと学習会「網起こし体験」に参加

する。海に親しむ 海を利用 

・早朝の網起こしで，鮭，鯖，イナダ，イ

シモチ，イワシ（鰹の餌用）が獲れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習会の記録と感想 

 

 

 

 

 

  

 

※地元の漁師や団体に直接インタビュ

ーする機会を設けられるとよい。 

◇小野寺庄一さん 

（突きん棒講話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆社会「水産業のさかんな地域」と関

連させながら指導を行うと学びが深

まった。 

 

 

◇中井公民館 

◇株式会社大沢網（定置網の網元） 

・中井公民館が株式会社「大沢網」と連

絡調整し，実施日を決定する。事前の

打ち合わせを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昨年度，時化で体験できなかった６

年生も参加した。 

 

・ふるさと学習会の感想をまとめた。 

 

 

 

☆学習活動の観

察 

【主体性】 

★『もとめる』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆学習活動の観

察，感想 

【主体性】 

【知識及び技能】 

【思・判・表】 

★『もとめる』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 漁を体験しよう【７】 

 

こんなに重く

て大きい道具

（銛）を使っ

ているのか。

漁って大変だ

な。 

【突きん棒漁についての講話】 

【定置網起こし体験】 

 

④ ふるさとの漁業をしらべよう【５】 

 

メカジキ，マカジキ，マ

ンボウなどを獲ります。

１シーズンで２０００万

円の漁になることもある

夢のある仕事です。 

今日は全くダメだ。

いつもならとっくに鮭

網に変えているが，今

年は鮭が来ない。 

南の海の魚が入るよ

うになっている。 

大漁だ。やっぱり

気仙沼の海は豊か

なんだなぁ。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「鮭の調理教室」に参加する。 

海を利用 

・石狩鍋，ムニエルを調理して試食した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学んだことや今後に生かしたいことをポ

スターにまとめる。 

・リモートで「海洋教育子どもサミット」

に参加し，岩手，福島の学校と交流し

た。 

 

 

○個人の課題を決め，調べ学習を進める。 

海に親しむ 海を守る 

・児童が設定した課題 

「海のごみを減らすには」 

「気仙沼市の海水温の変化」 

「海と唐桑の文化との関わり」 

「サメのひみつを探る」 

     など… 

 

 

 

 

・講師及び保護者に協力を依頼する。

鮭は大沢網に依頼し，配達は公民館

に依頼する。 

◇三浦孝光さん（寿司まるさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇気仙沼市役所水産課 粕谷さん 

・「海洋教育こどもサミット」への参加

を考えて，１学期からの取組も含め

てポスターなどにまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※過去の活動の振り返りを行い，調べ

たい課題を決めさせた。 

・探究する力を身に付けさせるために

は１学期に体験活動や GT を招聘し

ての講話などを行い，課題意識の醸

成を図る。その上で個人の課題を設

定し，夏休みに調べ学習を行う。２学

期は中間発表会を行い，調べ直しを

行い研究を深めさせる。次年度はこ

のようなカリキュラムの見直しをし

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆プレゼンテー

ション・発表 

【知識及び技能】 

【思・判・表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 水産物を活用する方法を考えよう【４】 

 

⑦ 学んだことをまとめよう【６】 

 

⑧ 個人の課題を決め，追究しよう【８】【課外】 

 

【サケの調理教室】 

食べることは命をいただくこと，海の恵みに感謝

しよう。ここ，三陸の魚の質は日本一のレベル。故

郷を離れた時にそれを実感するだろう。三陸の魚の

味をしっかり覚えさせてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これまで学んだことや自分で調べたこと

をまとめる。 

・ポスター，パンフレット，動画など 

○まとめたことを発表する。 

○お世話になった人や自分の家の人に学び

の成果を発信する。 

・地域の方々にインタビューをしに行

ったり，学校に呼んだりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ipad を活用してプレゼンテーション

を作ることができた。◇まるオフィ

スなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今年度の海洋教育の成果と課題 

 〈成果〉 

  ・地域の方々と連携を取り，調べ学習を行うことによって児童は課題を深めることができた。特に

５年生では，１・２学期で共通の活動を行い，それを踏まえ，個人の探究課題を決め，それぞれ

が，本やインターネットでの調べ活動や地域の方へのインタビューなど実施することができた。                

    ある児童は，定置網起こし体験や本での調べ学習から，サメの加工について興味をもち，気仙

沼市内にある水産加工会社へインタビューを行った。また，別の児童は４年生で学習した「神止

七福神舞」をより調べたいと考え，地元に住む方に聞きに行うなど，自分から課題を探究するこ

とができるようになった。 

  ・全校で実施した，「海に親しむ会」の取組により，子どもたちは「海って楽しい」，「海にはごみが

たくさんある」などといった感想もつことができた。このような低学年からの気付きを広げ，高

学年の学習につなげていくことができると考える。 

   また，海に親しむ会をきっかけに新しく地域の方々と協力して教育活動を行うことができた。こ

れをきっかけに新しい指導過程を考えることができると感じた。 

  〈課題〉 

  ・総合的な学習の時間だけではなく，各教科における海洋教育の実践に努めていきたい。 

  ・各単元の目標が海洋教育の４つの視点のどの考え方に近いのかを一層意識する必要がある。生活

科などでも視点を取り入れ系統的に海洋教育の考えを意識し，指導を進めていく必要があった。

５年生の活動が中心となっているが，海洋教育の４つの視点を踏まえ，各学年のつながりを考え

て指導過程の見直しが必要だと感じた。 

⑨ 調べたことをまとめ，発表しよう【１２】 

 

【サメ加工：福寿水産での聞き取り】 【伝統芸能と海の関係について取材】 

七福神舞も

お母さんたち

が，漁の安全

や大漁の願い

が込められて

いるのよ。 



別紙：令和２年度「なかいタイム」学習プログラム一覧 
学年 ３年 ４年 ５年 ６年 

ＥＳ

Ｄテ

ーマ 

「ふるさとを見つめながら，未来に生きる子どもを育てる」 

知りたいな 

ふるさとの自然 

守ろう！ 

ふるさとのまち・伝統 
見つめよう！ふるさとの海 

～私たちを取りまく世界～ 
共に歩もう！未来に向けて 

～地域と未来への貢献～ 

目標 

 ふるさとの名所や遊歩道などの自然

を見学したり，地域で栽培している

「大唐桑」について調べたりすること

を通して，ふるさとのよさを再発見

し，ふるさとの自然を大切にしたいと

いう思いをもつ。 

 さらに，発見した唐桑のよさを残し

ていくためにどうすればよいかを考え

て発信する。 

 ふるさとで起きた災害について調べた

り，ふるさとの伝統芸能を体験したりす

る活動を通して，災害から地域を守ろう

とする人や伝統芸能を伝承している人の

思いを知り，まちや伝統を守ろうとする

思いをもつ。 

 さらに，過去に起きた災害や伝統芸能

を未来に伝えるためにどうすればよいか

を考えて発信する。 

 海に関する体験活動や調べ学習を

通して，地域の海が豊かであること

を実感するとともに，身近な海を保

護・育成するには海だけでなく河川

や森林の環境が大きく関わっている

ことを捉える。 

 さらに，地域や世界の海（環境）

を守るために自分たちができること

を考えて発信する。 

 他地域と比較しながらふるさとの

歴史を学んだり，地域の福祉施設を

訪問したりすることを通して，ふる

さとの良さや問題点を見いだす。 

 さらに，見いだした良さを生かし

問題点を解決するために，５年生ま

でに学んだことも生かしながら，ふ

るさとの未来や，そのために自分た

ちができることを考えて発信する。 

学習 

内容 

１ ふるさとの名所に行ってみよう 

【20時間】 

① 観光客になって見てみよう【７】 

・大理石海岸,巨釜半造,九九鳴

浜 

＊ふるさと学習会（４）  

② ふるさとの自然のみ力を考えよう【３】 

③ ふるさとの自然のみ力をＰＲする

方法を考えよう【５】 

④ ふるさとの自然のみ力やＰＲする

方法をまとめよう【５】 

Ｂ 海にかかわる余暇利用 

１ ふるさとで起きた災害を知ろう 

【20時間】 

① かつての地震や津波の被害を調べよ

う【５】 

② ふるさとの危険個所を調べよう【10】 

  ・通学路の危険個所 

  ・地域の危険個所 

  ・遊歩道の危険個所 など 

③ 防災マップを作ろう【５】 

 

Ａ 暮らしと海のかかわり 

１ ふるさとの海に親しみ，海を知ろう 

  【22時間】 

①海の環境を調べよう【10】 

・海辺の調査 

・設定した課題の調べ学習 

②海と森のつながりを考えよう【７】 

・舞根湾の生物観察＊ふる学(4) 

・植樹活動，プランクトン 

③海の環境や海と森のつながりをま

とめよう【５】 

Ｇ 海に生きる生物 

Ｈ 海の循環や物質の循環システム  

１ ふるさとの歴史を調べよう 

【25時間】 

① 唐桑の歴史に触れよう【10】 

・御崎神社，鯨塚＊ふる学(4) 

② 会津若松の歴史を探索しよう【10】 

・自主研修計画（３） 

＊修学旅行（４） 

・まとめ（３） 

③ 唐桑と会津若松を比べ，唐桑の良

さと課題をまとめよう【5】 

Ｄ 海に関わる歴史 

２ 「大唐桑」のひみつを探ろう 

  【25時間】 

① 大唐桑を調べよう【10】 

・「大唐桑」の見学 

・「唐桑」の由来 

・「大唐桑」を使った製品と効能 

② 大唐桑入りの食べ物を作ろう【10】 

  ・大唐桑茶 

  ・大唐桑入りホットケーキ など 

③ 大唐桑のひみつをまとめよう【５】 

２ ふるさとの伝統芸能を体験しよう 

 【25時間】 

① どんな伝統があるのかな【５】 

・松圃虎舞， 

・崎浜大漁唄い込み 

・小鯖神止まり七福神舞 

② 伝統芸能を体験しよう【15】 

・体験 

・保存会の方へのインタビュー 

③ ふるさとの伝統芸能について分かっ

たことや体験して感じたことをまと

めよう【５】 

Ｃ 海を題材や舞台にした文化や芸術  

２ ふるさとの海を利用する方法を考えよう       

【22時間】 

①ふるさとの漁業を調べよう【３】 

②漁を体験しよう【７】 

 ・網起こし体験＊ふる学(６) 

③水産物を活用する方法を考えよう【７】 

 ・鮭の調理教室（２） 

 ・ふるさとの特産物を使った料理 

④学んだことまとめよう【５】 

 

＊海洋教育こどもサミットへの参加  

 

Ｊ 海を利用した経済活動  

２ ふるさとの施設を訪問しよう 

【20時間】 

① わたしたちができる身近なボ

ランティアをやってみよう

【５】 

・アルミ缶回収 ・浜清掃な

ど 

② 地域にある福祉施設や障害に

ついて知ろう【５】 

③ 福祉施設の利用者の方と触れ

合おう【５】＊ふる学(4) 

④ ふるさとの施設と現状につい

て学んだことをまとめよう

【５】 

３ ふるさとの自然の魅力を考えて発

信しよう 

      【19時間】 

① ふるさとの自然のみ力を発信する

方法を考えよう【５】 

  ・ふるさとの自然の魅力（大理石海

岸，巨釜半造，九九鳴浜，遊

歩道 など） 

・大唐桑のひみつ 

② 自分たちが考えたふるさとの自然

のみ力を伝えよう【14】 

  ・カルタ，ポスター など 

Ｂ 海にかかわる余暇利用 

３ ふるさとを災害から守り，伝統を受け継

いでいく方法を考えて発信しよう        

【19時間】 

① ふるさとを災害から守る方法を考え

よう【５】 

  ・防災カルタ など 

② 伝統芸能を受け継いでいく方法を考

えよう【５】 

  ・伝統芸能カルタ など 

③ それぞれ自分たちが考えた方法を伝

えよう【９】 

  ・防災マップ，カルタ，壁新聞 

Ａ 暮らしと海のかかわり 

Ｃ 海を題材や舞台にした文化や芸術 

３ 個人の課題を決め，探究しよう 

     【20時間】 

①個人課題の設定と調べ学習 

【８＋課外】 

・海洋ゴミの減量 

 ・マイクロプラスチック 

 ・海水温の上昇 など 

 ・海洋文化（伝統芸能と海の関

係） 

③調べたことをまとめ，発表しよう

【１２】 

 ・iPadを活用したプレゼンテーシ

ョンの作成 

Ｋ 海の持続的な開発のために必要な管理 

３ ふるさとの未来を考えて発信し

よう 

       【19時間】 

① これまでの学習を振り返ろう【２】 

・ふるさとの良さ 

  ・ふるさとの課題 など 

② ふるさとの課題を解決する方法

を考えよう【８】 

  ・自然や観光資源，伝統芸能 

水産資源を生かした町づくり 

  ・ふるさとの魅力をＰＲ 

③ ふるさとの良さや課題を解決す

る方法を伝えよう【６】 

  ・プレゼンテーション など 

④ 自分がふるさとにどのように貢

献できるか考えよう【３】 

＊唐桑まちづくり発表会への参加 

海洋

教育 

の 

フィール

ド 

Ｂ 海にかかわる余暇利用 Ａ 暮らしと海のかかわり 

Ｃ 海を題材や舞台にした文化や芸術 

Ｇ 海に生きる生物 

Ｈ 海の循環や物質の循環システム 

Ｊ 海を利用した経済活動 

Ｋ 海の持続的な開発のために必要な管理 

Ｄ 海に関わる歴史 

（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｋ） 

ＳＤ

Ｇｓ 

との

関連 

４ 質の高い教育をみんなに（４.7） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

共通 

オリエンテーション（４月）【１時間】 

中井の遊歩道を歩く会（時期は学年部ごとに設定）【３時間】 

中井タイム発表会（２月授業参観）【１時間】 

振り返り（３月）【１時間】 

 
 



 

 
 
 

 

１ はじめに 

本校では，豊かな自然環境を生かして津谷川や海とのつながりを題材とした環境学習を行って

いる外，地元水産業であるワカメやサケの養殖を題材にした海洋と産業の関わりについて学習を

行っている。また，学校行事「海に親しむつどい」や全校遠足の機会を通して，地域の海に目を

向けさせ，そこからつながる世界の海について考えを広げられるよう海洋教育に係る諸活動に取

り組んできた。 

しかし，今年度はコロナウイルス感染症の流行により，思うように学習を展開することができ

ない状況が続いた。そんな中，試行錯誤しながら昨年度の課題であった学年間の系統性を重視し，

制約のある中でも体験活動を行えるようカリキュラムを吟味した。 

 

２ ねらい 

   地域の海に関心をもち，主体的に関わる活動を通して，海との共生の在り方を考える。 

 

３ 学習活動の概要 

（１）本校の海洋教育に関わる学習活動 

   海洋教育と生活科や総合的な学習の時間の単元とを関連付けた学習活動計画は下の表の

とおりである。各学年の指導のねらいと海洋教育の四つの観点が有機的に関わるようにして

いる。 

 

 （２）主な活動から 

①「海を知る」「海を守る」活動 

    ◇「ヒメシロチョウを守ろう」（３，４年：７月～） 

絶滅危惧種であるヒメシロチョウの食草であるツルフジバカマの 

     栽培を行った。今年度はツルフジバカマを植えることだけではなく， 

ヒメシロチョウのことを地域の人に発信する活動を行った。ヒメシ 

ロチョウを絶滅から救うためには，食草を増やすことや生息してい 

る環境を維持するなど，植栽活動と自然環境の保全が必須となって 

くる。生息地となる小泉地域の環境を整えることがツルフジバカマ 

やヒメシロチョウなどの生物を守ることにつながることについて理 

解を深めることができた。 

 

 地域の海に関心をもち，主体的に関わる活動を通して，海との共生の在り方を考える。 

 【 海に親しむ○ 】  【 海を知る● 】 【 海を利用する◎ 】 【 海を守る★ 】 

１年 ○●身近な生き物を観察しよう 

２年 ○●町探検                    ◎★サケのひみつ 

３年 

 

                   ●★田んぼの探検～生き物・水の流れ 

                    ●★ヒメシロチョウを守ろう（飼育） 

４年 

 

         ● 地域の川を調べよう～水質や生き物・海との違い   

     ●★ 川の役割 ～ 山から川，海へ  ★ヒメシロチョウを守ろう（発信） 

５年 

 

     ●災害から地域を守ろう    ◎★小泉の水産業を調べよう   

○●◎★海洋教育こどもサミット参加 

６年 

 

● 小泉の魅力を調べよう  ◎★いのちのつながりを調べよう  

○●◎★未来の小泉を考えよう（１～５生までの活動を振り返りながら） 

全校児童の活動 「○海に親しむつどい」「●★ハマナデシコを育てよう」「○●◎全校遠足」 

 気仙沼市立小泉小学校  

人と海との関わり～地域の海から世界の海へ～ 
 

【ツルフジバカマの観察とポスター発表】 



   ②「海を知る」「海を利用する」活動  

◇「全校遠足」（全校：１０月） 

  全校遠足で，陸前高田市の津波伝承館と気仙沼市内にある岡本製氷， 

藤田製函店，氷の水族館を見学した。伝承館では，津波の歴史と津波 

が起きるメカニズムや減災・防災の取組を学習したことで，今後起こ 

りうる大地震や津波に対して自分たちに何ができるかや，どう行動す 

ればよいかを学ぶことができた。岡本製氷や藤田製函店，氷の水族館 

では，それぞれが気仙沼市の水産業に深く関わっていることや，水産 

業を支える上ではなくてはならない仕事だということを学んだ。魚を 

捕ったり，売ったりしている仕事だけが水産業ではないことを知り， 

子供たちは海の仕事について新たな視点をもつことができた。 

 

③「海を利用する」「海を守る」活動 

◇「小泉の水産業」（５年：１１月，２月） 

  小泉地域の特産品であるワカメについて，養殖業を営む「蔵内之芽 

組」で種ばさみ体験と刈り取り体験をした。子供たちは，海水温が低 

くないとワカメが育たないことや，山からの雪解け水が栄養を運び， 

ワカメの生育を支えているということを学ぶことができた。２月の刈 

り取りの際には，１１月よりも大きく育ったことを目の当たりにし， 

海水温とワカメの生育の関係を実感することができた。温暖化が進む 

中で，養殖業に携わる漁師の方々の努力，工夫などを知るきっかけと 

なり，水産業が海の環境と密接に関係していることを体験を通して学 

ぶことができた。 

 

   ④「海を守る」活動 

    ◇「海洋プラスチックごみ問題」（４～６年生：２月） 

      三陸サテライトの協力の下，東京海洋大学の内田圭一准教授のオン 

     ライン授業を行った。世界のプラスチックごみの取組と考え方を比べ 

たり，海洋プラスチックが年間どのくらい流されているかを学んだり 

したことで，子供たちは環境問題が世界規模で広がっていることや， 

小泉地域も例外ではないことを知ることができた。また，海洋プラス 

チックは私たちの食生活に紛れているという事実に驚き，プラスチッ 

ク製品の利用の仕方に目を向けたり，学校行事「海に親しむつどい」 

の際に例年行っている海浜清掃とつなげて考えたりするなど，自分事 

としてこの問題を考えることができた。 

 

成果と課題 

（１）成果 

児童は発達の段階に応じて，学習を通して小泉の地域の環境問題に対して自分事として捉え，

海をどのように守ればよいか具体的な方策を考えさせることができた。また，海と人とのつな

がりを産業や環境問題を通して知ることができた。 

 

（２）課題 

   海洋問題や環境問題に関して，学習課題をもって主体的に活動に取り組むことはできたが，単元 

のまとめ方やその後の活動のつなげ方に課題が残った。その単元の学習では，どのようにまとめる 

と児童にとってより自分事として捉えられるかということや，学んだことが他教科でも生かされる 

ようにどうつなげればよいかということを考えながら，カリキュラム編成をしていく必要がある。 

【ワカメ刈り取り体験】 

【オンライン授業の様子】 

【伝承館と藤田製函店】 



 

 

  

 

 

１．はじめに 

大谷地区のシンボルは大谷海岸である。大谷海岸は「日本の水浴場８８選」に選ばれるなど，県内有

数のとてもすばらしい海岸だったが，震災の津波で砂浜が流され，現在は遊泳禁止になっている（令和

３年度に復興工事完了の予定）。そのため本校の児童は小さい頃からこの大谷海岸で遊んできた経験が

ほとんどなく，大谷海岸への思い入れも強くなかった。そこで，震災前まで取り組んでいた大谷海岸を

中心とした地域の海での活動を再開させ，児童が積極的に海と関わり，海のすばらしさを感じることで

大谷の海に愛着を持ち，海を守り，発展させていこうとする児童を育んでいきたいと考え，平成２９年

度より，海洋教育の実践に取り組んできた。 

 

２．ねらい 

 地域のシンボルである大谷の海と関わる活動に取り組ませ，海のすばらしさを感じさせることで，大

谷の海への愛着を持たせ，海を守り，発展させていこうとする子どもを育てる。 

 

３．全体計画 

 

４．単元（活動）計画・実践記録写真 

１・２学年 【おおやのうみであそぼう・生きものなかよし大作せん】（生活科） 

ねらい  

内容 

単元名 学年 教科 

1. なつがやってきた（おおやのうみであそぼう） １年 生活科 

2. どきどきわくわくまちたんけん・生きものなかよし大作せん（海の生きもの） ２年 生活科 

3. 大谷のいいところ つたえよう ２年 生活科 

4. 地域の名人に学ぼう（ワカメ名人） ３年 総合 

5. エコプロジェクト～大谷の海の環境を守るために～ ４年 総合 

6. 大谷の環境について調べよう ５年 総合 

7. 海に親しむ活動 ６年 総合 

8. 探ろうふるさと 考えよう未来の大谷 ６年 総合 

9. 砂浜の花を未来に ５・６年 委員会 

○大谷の海に関心をもち，安全な行動について考えながら楽しく遊ぶことができる（１年）。 

○安全に気を付けて海で生き物探しをすることを通して大谷の海に親しみ愛着をもつことができる（２

年）。 

①海での安全について確認する。 

②どんな生き物がいるか予想する。 

 

～海とともにマナンボウ～ 

気仙沼市立大谷小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜沼尻海岸で生き物探し＞   ＜たくさんの生き物発見＞   ＜発見した多様な生き物たち＞

 

３学年 【地域の名人に学ぼう（ワカメ名人）】（総合的な学習の時間） 

ねらい  

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ワカメの種付け体験＞     ＜リモートによる収穫体験＞   ＜収穫したワカメの観察＞

 

４学年 【エコプロジェクト～大谷の海の環境を守るために～】（総合的な学習の時間） 

ねらい  

③沼尻海岸で生き物探しをする。 

④見つけた生き物について表現する。 

⑤気付いたことをカードにまとめ，発表する。(１年生は学習参観で発表)                                    

○特産物であるワカメについて調べたり，ワカメの養殖に携わる人々と関わったりする活動を通して，

大谷の海のよさや面白さに気付き，大谷の海に愛着を持ち，海を守っていこうという気持ちを持つ。 

○ワカメの養殖や海藻について調べたり，体験したりしながら，分かったことなどを工夫してまとめ，

発表することができる。 

①オリエンテーション（ワカメについての講話） 

②ワカメの種付け見学と体験（前浜漁港）  

③海藻の生態や成分等，疑問に思ったことについて情報を集める。 

④ワカメの収穫見学（前浜漁港）→漁港と教室をつないでリモートにおける収穫体験の実施。 

⑤収穫したワカメを各家庭に持ち帰り，調理・試食。 

⑥活動のまとめ（プレゼンテーション） 

○身近な地域の環境問題を知り，その解決や環境保全の大切さについて理解し，調査やまとめ，環境保全

のための活動をすることができる。 

○よりよい環境づくりを目指した活動を考え，実践したことを伝えることができる。 

○大谷海岸のごみについて興味をもって追究する活動を通して，より広い視野で環境問題をとらえ，人と

自然との共生について考えることができる。 



内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大谷海岸の清掃活動＞    ＜クリーンヒルセンター見学＞  ＜みつろうエコラップ作り＞

 

５学年 【大谷の環境について調べよう】（総合的な学習の時間） 

ねらい  

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜滝根川の水生生物調査＞   ＜ふゆみず田んぼで稲刈り体験＞ ＜日門漁港で漁業についての講話＞ 

 

 

 

①クリーンヒルセンターの見学や大谷海岸での清掃を通して，地域の自然環境に興味・関心を持つ。 

②大谷海岸のごみについて追究する。                                   

③毎日の暮らしの中で，実践可能な環境保全対策について考え，実践する。（みつろうエコラップ作り） 

④海の自然や環境問題に関心を持って調べ，保全について自分の考えや意見をもつ。   

⑤分かったことをリーフレットにまとめ，学習参観日に保護者に発表する。 

 

○大谷の環境を守るための取組について見つめ，体験し調べ，発表する活動を通して，郷土ヘの愛着を深

め，よりよい郷土にしていこうとする意欲をもつことができる。 

○ふるさとのよさを再確認するとともに，さらに魅力あるふるさとにするための提案をし，その目標に向

けて自分たちができることを考え，実践することができる。 

①環境をよりよくする取組について関心をもつ。 

②滝根川の水生生物調査をする。 

③ふゆみず田んぼでの稲刈り体験をする。 

④地元の日門漁港の漁業者から大谷の海の環境や漁業についての話を聞く。 

⑤大谷の漁業の特徴や漁業者の仕事内容，環境をよりよくする取組について調べたことをグループごと  

にまとめて発表する。（学習参観日） 

 



６学年 【探ろうふるさと 考えよう未来の大谷】（総合的な学習の時間） 

ねらい  

内容 

①これまでの学習や「海に親しむ活動（九多丸海岸での清掃活動や砂の造形活動）」から，大谷の海やまちにつ

いて考えをもつ。 

②大谷地区の復興に携わる方から話を聞き，地域の方々の思いや願いに気付く。 

③他地域のまちづくりについて調べる。 

④未来の大谷について考え，まちづくりについて提案する。（学習参観日とこどもサミット in 東北で発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜海に親しむ活動（九多丸海岸）＞  ＜復興に携わる方からの講話＞   ＜まちづくりについて提案＞ 

 

５．成果と課題 

【成果】 

感染症対策をとりながら，全学年で学年に応じた海辺の活動をすることができた。そのことで海の活

動の楽しさを感じ取ったり，自分たちの地域の海を守ろうとする気持ちを持ったりする児童が昨年度に

も増して多くなってきた。低学年では，前年度から地域の磯（沼尻海岸）における磯遊びを実施するこ

とができ，「海に親しむ」と共に，「海には多種多様な生き物がいること」に気付く姿が見られた。特に

２年生においては，昨年と同じ場所での実施により，「○○には，こんな生き物がいるのではないか」

と予想を立てながら活動を実施する児童が多く見られ，生息場所とのつながりに気付きが見られた。中

学年においては，「NPO法人浜わらす」との連携を十分に図り，協力を得ながら活動を進めることができ

た。特に４年生では，海洋ごみについての講話，海岸の清掃活動，海洋プラスチックごみについての講

話，みつろうエコラップづくり等，単元全体にわたって関わりを持ち，学びを深めることができた。６

年生における「こどもサミット in 東北」は，リモート実施のために学級の児童全員が参加でき，学び

を広げたり深めたりする姿が見られている。 

【課題】 

感染症対策として外部の方々との活動を一部実施することができなくなった点についてである。これ

まで積極的に地域の方々とつながりを持ち，その思いや願いを受け取ることにより児童が変容する姿が

多く見られてきたが，本年度は外部の方とつながる回数が減少した学年が見られた。今後，感染症対策

を十分にとりながらも，改めて多くの方々とつながりをもてるような活動内容を構築する必要がある。 

 

○自分たちのふるさとの自然や産業，文化について様々な視点から見つめ調べる活動を通して，郷士を愛

する気持ちを高め，自分たちのふるさとをよりよくしていこうとする意欲をもつことができる。 

○「ふるさと大谷」のよさを再認識するとともに，さらに魅力あるふるさとにしていくために提案し，そ

れに向けて自分たちにできることを考え，実践していこうという意欲をもつことができる。 

 



 
 
 
 
  
◎ 海洋教育全体計画 
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津波防災・減災について考える 

～地域との連携を通して～ 



◎ 単元計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時 ○：指導上の留意点　　△：教科等との関連　　◇：評価

総合
（２）

ガ
イ
ダ
ン
ス

・学習のねらいやこれまでの取組，今
 年度の計画・進め方を理解し，見通
 しを持つ。

○　防災学習アドバイザーから，昨年度の学習成果や今年度の
　重点，探究活動の視点についてアドバイスいただく。
○　今年度の学習に対する意識調査を生徒に行い，学習への興
　味・関心度を把握する。
◇　学習のねらいやこれまでの取組，今年度計画を理解してい
　る。【知識・技能】

総合
（20）
社会

（２）
国語

（４）

探
究
学
習
　
　
　
防
災
・
減
災
を
考
え
よ
う

(1) 課題（テーマ）を決めよう
・学年縦割りのグループで活動する。
・聞き取り調査をする。
・聞き取り調査から地域の実態を考
　え，課題（テーマ）を決定する。

(2) 課題解決を追究しよう
・グループ毎に情報収集し，比較，分
　類，関連付け等，整理・分析する。
　その結果から「自助・共助」や「伝承」
　についてまとめ，考えを深める。

(3) 中間発表会
・グループ毎に探究した結果について中
　間発表をし，相互評価を行う。
・防災学習アドバイザーから中間発表
　に関する指導助言をいただき，考察
  やまとめ方について再検討する。

○　異年齢集団で探究活動を進めるため，学年縦割りグループ
　を編成する。
○　前時の学習意識調査結果を自己分析させながら，探究テー
　マを検討させる。
◇　課題（テーマ）を見付け，表現している。
　【思考・判断・表現】
〇　「共助」の観点から，地域への提言等も加えるように促す。
○　発表内容を参観者に分かりやすく発表するための手立てについ
　てアドバイスする。
△　社会科「過去からの継承と未来に向けた社会づくり」
△　国語科「根拠を明確にして書こう」，「案内や報告の文章を書
　こう」，「調べて考えたことを伝えよう」
◇　伝える内容や提案を明確にし，「自助・共助」，「伝承」を意
　識した資料を作成している。【思考・判断・表現】
○　発表物の作成過程であるので，「良いところ探し（自グループ
　にも取り入れるべきことがある）」の観点で，相互に評価させる。
○　指導助言いただいたことをグループ内で共通理解する。「防災
　発表会」に向けて不足している部分を確認し，今後の見通しを
　持たせる。
◇　他グループの良さやアドバイザーの助言を生かし，改善点につ
　いて話し合っている。【思考・判断・表現】
◇　地域との関わりを意識した「自助・共助」，「伝承」への取組や
　提案について伝えようとしている。
　【主体的に学習に取り組む態度】

〈第１学年〉
「地震・津波を知ろう」
・専門家の講話を聞き，地震・津波の
　メカニズムを知る。

〈第２学年〉
「心肺蘇生法を知ろう」
・救急救命士から，応急手当の方法
　や救急救命講習を受講する。
〈第３学年〉
「防災啓発と意見交流をしよう」
・関係団体と防災・減災について意見
　交流をする。

総合
（６）

体
験
活
動
　
総
合
防
災
訓
練

(1) 自治会ごと防災訓練
・午前に行われる各自治会の防災訓
　練に参加する。
・各自治会の行動マニュアルに従いな
　がら，中学生ができることを考え，
　積極的に行動する。
(2) 避難所初期設営訓練
・生徒会各種委員会でグループを編成
　し，避難所初期設営で果たす役割
　を考え，活動する。

○　地区住民の一員としての自覚を高めるため，必要に応じて自
　治会の会合に生徒の参加を促す。
○　地域住民の一員として，自発的に活動するよう促す。
△　英語科「Cooking with the Sun」

〇　生徒達が学校にいる時間帯に災害が発生したという想定で訓
　練を実施する。
○　小学生，高校生も役割を果たすことができるようにする。
○　避難後の小学生の世話についても考えるよう，事前に指示す
　る。
◇　避難訓練及び避難所開設の初期対応に必要な事柄や役割
　等について理解している。【知識・技能】
◇　防災訓練等を通して，地域住民の一員として自分ができるこ
　とや果たすべき役割等を，主体的に実践しようとしている。
　　【主体的に学習に取り組む態度】

総合
（12）

防
災
学
習
発
表
会

(1) 防災学習発表会に向けて
・グループ毎の探究テーマに基づいた
　「自助・共助」や「伝承」の在り方につ
　いて，グループ独自の発表形式
　（ポスター，プレゼンテーション等）
　でまとめる。
(2) 防災学習発表会
・グループ内で役割分担をし，発表す
　る。

(3) 振り返り
・今年度の防災学習を振り返り，自己
　評価する。

○　教員は，各グループが十分に発表できる場を確保する。
○　参観者からの質問で分からないことについては，再度調査して
　回答するようにさせる。
△　国語科「具体例を挙げて伝えよう」，「説得力のある提案をし
　よう」，「場面に応じて話そう」

◇　探究をもとにまとめた内容や提案を表現している。
　【思考・判断・表現】
◇　「自助・共助」や「伝承」についての考えを深め，地域の一員と
　しての自覚を高めるとともに，自分が地域にどのように関わっていく
　か考え，実践しようとする意欲を高めようとしている。
　【主体的に学習に取り組む態度】
○　次年度の防災学習に向けた振り返りともなるようにする。
○　防災ガイダンス時に行った意識調査を再度実施し，個々の行
　動変容を見取る。

学習活動・主な学習

総合
（４）
理科

（２）
保体

（４）
英語

（２）

体
験
学
習
　
学
年
毎
防
災
学
習

○　各学年で，活動のねらいや活動内容を生徒が理解し，教科
　との関連に気付きながら，災害の知識や災害発生後の対応の
　仕方について体験できるようにする。

△　理科「火山と地震」，「自然の恵みと災害」
△　保健体育科「自然災害による危険」
△　英語科「To Our Future Generations」

◇　災害の知識や災害発生後の対応の仕方について理解してい
　る。　【知識・技能】
◇　学習したことを実践しようとする意欲を高めようとしている。
　【主体的に学習に取り組む態度】



◎ 今年度の実践の成果と課題 

【実践例】 
（１）地域住民から東日本大震災についての聞き取り（図１）

を行い，教訓や当時の課題，人とのつながりなどを視点

に班ごとに探究課題を設定した。次に，聞き取り調査や

アンケート集計，現地調査，文献研究等で情報を収集し，

比較，分類，関連付けなど整理・分析した。そして，相

手や目的，意図に応じて表現の工夫をし，自分たちの考

えや提案などをまとめ，学習の成果を発信する場として

防災学習発表会を実施した。 
（２）アクサユネスコ協会減災教育プログラムの教員研修に

オンラインで参加した。東日本大震災の教訓から学んだ

ことと次世代への継承，地域が災害を乗り越えた道のり，

地域連携や地域づくりを強化するためのネットワーク構

築等について，中学生が自身の言葉で自身の考えを述べ，

全国の教員と対話・共有（図２）した。 
（３）様々な学習や活動を通して地域の防災の重要性を自分事

と捉え，「震災を知る最後の世代」として「震災の風化」を

防ぐため，更には，地域全体の防災意識を高めるため，気

仙沼市東日本大震災遺構・伝承館における語り部活動へボ

ランティアとして参加するようになった生徒もいる。「気仙

沼東日本大震災伝承ネットワーク」の指導を受けながら，微

かな自分の記憶や体験を交えたり，身近な人から聞いた実体

験やそこから得た自分の考え等を加え伝えたりして，館内ガ

イド（図３）を務めた。 
（４）本市の総合防災訓練が毎年１１月中の休日に開催され

るため，学校は授業日に振り替えて，全校を挙げて参加

している。午前中は家族と共に地区毎の一時避難場所へ

避難し，避難所リストの作成や小学生のお世話など，中

学生としての役割を果たしている。ただし，今年度はコ

ロナ禍であったので，実施した地区は少なかった。午後

は本校体育館で小・中・高校生による避難所設営訓練を

実施する。小学６年生と中・高校生は設営側として，そ

れ以外の小学生は避難者として参加する。地区防災教育

推進委員にはその様子を見学していただき，助言をお願

いしている。今年度は，小学６年生と中学生を３つのグ

ループに編成し，①ワンタッチテント設営，②段ボール

パーティション制作，③避難所受付対応（図４），の訓練

を実施した。近隣高校生は，段ボールパーティション制

作アドバイザーとして参加した。 

図１ 地区住民への聞き取り 

図４ 避難所受付対応 

図３ 伝承館での館内ガイド 

図２ オンラインでの対話・交流 



（５）今年度の１２月には，市危機管理課職員の立会のもと，

新型コロナウィルス感染症への対応を考慮した避難所初

期設営訓練を試みた。これまで体験したことのないパー

ティションの設営（図５）などの実践を通して，地区割，

受付，救護等において更なる改訂が必要であることが明

らかになった。今後，地区防災教育推進委員会の助言を

いただきながら，生徒会委員会毎に見直しを図り，令和

２年度版の避難所マニュアルを完成させたいと考えてい

る。 
 
【成果】 
（１）中学生も地域住民の一員として，防災訓練の一部を担い，周囲の大人から褒められたり認め

られたりすることを通して，自己有用感を高め，主体的に取り組む態度が身に付いた。 
（２）探究的な学習を通して，地域の防災の重要性を自分事として捉え，「震災の風化」という課

題に向け，仲間と協力し合って追究・解決しようとする意欲を高めた。 

（３）地域全体の防災意識を向上させるために，地域住民のあるべき姿について自分なりの意見を

持ち，自分の思いや考えを進んで表現し，行動する力も育成されつつある。その一つの例とし

て，気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館の語り部にボランティアとして参加する生徒が出始め，

活動を継続するとともに，挑戦しようとする生徒が増えるなど，生徒の行動に変容が見られる

ようになった。 

 

【課題】 

（１）今後の課題は，ホールスクールアプローチやグローカルの視点で，海洋教育・ＥＳＤを軸とした

カリキュラムを整理することである。また，生徒の変容を見るために，自己評価のみならず，ルー

ブリックの活用など教師側の評価の工夫が必要となる。 
（２）防災学習を軸としながらも，そこから海洋教育や環境教育，国際理解教育へと波及していかない

か模索していきたいとも考えている。 
 

図５ パーティション設営 



 

 

 

 

 

  

 

１ はじめに 

 気仙沼湾に浮かぶ故郷「気仙沼大島」は古来，海と関わり，海からの恩恵を受け，海とともに生き

てきた。 

平成３１年４月７日に念願の「気仙沼大島大橋」が開通した。この開通に伴い，生活が大きく変化

した。交通の利便性が上がる一方で，交通安全や生活安全の面での心配も懸念されている。 

 このよう中，本校では地域に根ざし，地域の教育素材と人材を生かした海洋教育に取り組んでいる。

体験活動や調査活動等を計画的に展開し，課題の発見とその解決を実践している。また，気付いたこ

とや提案したいことをまとめ，各方面に発信していくための方法を身に付けさせたいと考えている。 

２ ねらい 

（１） 海を活用した体験活動を充実させ，地域の魅力を知り，課題の発見とその解決を図るとともに

人との関わりや将来の生き方を考えさせる。 

（２） 活動を通して知ったこと身に付けたことを発信するとともに，効果的に伝えるたの手段を身に

付けさせる。 

 

３ 学習活動の概要 

（１） 学校活動内での 

   海洋教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 海洋教育の主な学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気仙沼市立大島中学校 

「30年後の大島に伝えよう」 
～大島の良さを未来に伝えるために，今の自分にできることを考えよう～ 

 



（３） 総合的な学習の時間全体計画 

３０年後の大島に伝えよう 

～大島の良さを未来に伝えるために，今の自分にできることを考えよう～ 

  

表現活動 交流活動 海洋活動 生き方活動（志教育） 

『大島ソーラン』 

運動会，交流活動等での

披露 

演劇 

文化祭での発表 

合唱 

文化祭，公民館まつりな

どでの発表 

 

東山中学校との交流 

東山中学校の 1年生が

大島中学校を訪れ島

中ソーランを通して

交流を行う。 

さくらサミット，海洋

サミット等への参

加・交流 

大島の現状や日頃の

活動内容について報

告をするなどの交流

を行う。 

海洋講話 

漁業や海洋生物たずさわる方か

らのお話を聞く。 

ホタテ養殖体験 

学年ごとにホタテの養殖体験を

行う。 

漂着物調査・海浜清掃 

海上保安署の協力を得て，小田の

浜の調査，清掃を行う。 

櫂練り体験（１年生） 

職場体験学習（２年生） 

将来の職業希望を踏まえた各

事業所で 2日間の体験学習を行

う。 

福祉体験（２年生） 

市内介護サービス事業所連携

事業としてハーティーケアセ

ンターの職員を招いての体験

活動を行う。 

修学旅行，進路探究学習 

（３年生） 

島ゼミ（個人課題探究活動） 

大島に関する課題を個々に設定し，探究活動を行う。 

  

活動の目標 

表現活動 交流活動 海洋活動 生き方活動（志教育） 

大島ソーラン 

大島中の伝統を受け継

ぎ，母校を思う気持ちを

高める。 

演劇 

大島の未来のために今

自分ができることを考

え，演劇を通して表現

し，伝える。 

合唱 

郷土の詩人が作った歌

を歌い，歌詞に込められ

た思いを考え，後世に伝

える。 

・大島や地域経済発展

などへの継続した

支援等をしていた

だいている方々に

感謝の気持ちを伝

える。 

・大島の現状や日頃の

活動内容について

報告をするなどの

交流を行う。 

１年 

ホタテ養殖体験及び，櫂ねり等，

海や大島の産業に関する体験学

習を通して，自然や環境，産業に

ついて考える。 

２年 

大島の特色や魅力を調査し，多く

の人に伝えていくためには何が

必要かを考える。 

３年 

海岸清掃。海岸調査の活動を通し

て，大島の環境を守るとともに，

多くの人に繰り返し大島に来て

もらうために必要なことを考え

る。 

１年 

大島での養殖体験や調理体験

を通して，人とのかかわりの大

切さを身に付ける。 

２年 

大島や気仙沼市内での職場体

験学習を通して，将来社会人と

して必要な基本的な知識を身

に付ける。 

３年 

修学旅行や進路探究学習を通

して，様々な視点から自己を見

つめ，自主的な進路選択や自己

の生き方を考える。 

島ゼミ（個人課題探究活動） 

大島について様々な視点から個々に探究課題を見つけ，その解決

方法を考え，計画的に活動する力を高める。また活動を通して知っ

たこと，身につけたことを発信するとともに，効果的に伝えるため

の手段を身につけさせる。 

  

志教育との関連 

１年：地元の産業との触れ合い，身近な人とのかかわりから自分の中学校生活について考える。 

２年：職場体験学習を通して，気仙沼の産業について考えるとともに，自己の将来について考える。 

３年：修学旅行，進路探究の活動を通して，自己実現のために必要なことを具体的な実践に結び付ける。 

  

教科との関連 

国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保体 技術 家庭 

調べ学習

やまとめ

方につい

て の 基

礎・基本の

学習 

地理・産

業・歴史の

学習，資料

収集と活

用の方法 

調査した

ことを統

計的に考

察する学

習 

自然 (海 )

の生物と

環境(水質

調査等)の

学習 

文や言葉

を活用し

た国際交

流と異文

化学習 

音楽の基

本的な理

論と故郷

の詩の歌

唱の実践 

ユニバー

サルデザ

インを加

味した作

品の制作 

ダ ン スや

水泳，野外

活 動 の理

論 と 実技

学習 

目 的 に応

じた，工具

や コ ンピ

ュ ー タ等

の 理 論と

活用 

地 場 産品

を の 特色

を 生 かし

た 調 理と

日 常 生活

への活用 



４ 海洋教育の中心となる主な活動の内容 

海洋教育に関する 4つの視点「海に親しむ」「海を知る」「海を守る」「海を利用する」を柱に，小・

中９か年の教科・領域を合わせた指導で横断的・継続的に学習に取り組んだ。 

 

（１）海洋講話 

  ①ねらい  ・海洋に関する講話を聞くことにより，海に

対する関心を高め，海洋教育に取り組む態

度を育成する。 

・海を介して大島と世界がつながっているこ

とを理解し，志を高く持ち将来に向けて希

望を持って努力する態度を育成する。 

  ②学習内容 実際に漁業に従事され，生計を立てておられ

る方々からのお話を聞き，今年度の総合的な

学習の時間の探究活動の参考にする。       ６月１２日実施 

（２）ホタテ養殖体験学習 

  ①ねらい  大島ならではの地域資源を活用し，故郷の良さを知り，体験活動で身に付けた知識や

技術を生活に生かす力を育成する。 

  ②方 法  ・海に設置した「いかだ」で実際にホタテの養殖を行う。 

        ・小学６年生で体験した学習を継続，中学校においても１，２年生で体験学習を行う。 

  ③学習内容 １学年：背ばたき（異物除去），耳吊り ２学年：背ばたき（異物除去），水揚げ  

３学年：創作料理 

④その他  体験学習実施に当たっては，大島漁協青年研究会の助言のもと，安全に留意して実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1学年：背ばたき，耳吊り     ２学年：背ばたき，水揚げ     ３学年：創作料理 

７月１７日実施          ６月２５日実施          １１月２５日実施 

 

（３）漂着物調査・海浜清掃 

  ①ねらい  ・海上保安署で実施する「海洋環境保全推進活動」の一
環として行う漂着物調査に協力することにより，海洋
環境保全思想の普及・啓発を図る。 

・自分たちの住んでいる地域の浜を清掃することにより，
地域の美しい自然を大切にする心を育てる。 

・協力して清掃することにより，協力することの大切さ
に気付かせる。                                                         

７月１日実施 

  ②方 法  気仙沼海上保安署の方々のご指導のもと，漂着物を集めその種類などの調査を行う。 

 



（４）櫂練り体験 

  ①ねらい  ・櫂練り活動を通して，地域の伝統文化に触れ，ふ   

るさとの良さを見つめ直す。また，その良さを教  

えてくれる地域の人々とのふれあいを通して，地  

域との関わりを深める。 

  ②方 法  地域の方々を講師とし，船を用意していただいて櫂

練り体験を行う。                    ９月３０日実施                     

  ③学習内容 ・３艇ほどの船に生徒が分乗し，１人ずつ櫂練り体験を行う。 

（５）島ゼミ個人探究活動 

  ①ねらい   大島について様々な視点から個々に探究課題を見つけ，その解決方法を考え，計画

的に活動する力を高める。また活動を通して知ったこと，身に付けたことを発信する

とともに，効果的に伝えるための手段を身に付けさせる。 

  ②方 法  ・課題設定のためのウェビングや講話などを計画する。 

        ・見学，体験活動等の計画を行う。・発表の準備を行う。 

③学習内容 ・これまでの経験や学習を基に大島に関する探究課題を設定する。 

        ・探究活動を行い。その活動を通して知ったこと，身に付けたことなどを発表する。 

 

 

 

 

 

（６）表現活動 演劇【全学年】 

「漂着物調査」「島ゼミ個人課題」での活動で学んだ内容を踏ま

え，海洋ゴミをテーマにした「演劇」に取り組んだ。生徒が協力し

て台本を作成し，文化祭（１０／２４）で披露した。 

５ 成果と課題   

（１）成果 

・島ゼミ探究活動における課題の設定の段階で，昨年以上に様々な視

点を持つことができ，海産物，環境問題，観光，レジャー，地域の

特産物，災害等の多分野にわたる課題を設定することができた。大島（自分たちの住む地域）とい

う視点に立って課題設定を行ったが，グローバルな視点へと広がるきっかけとなっていた。 

・様々な活動を通して，地域のみならず地球の将来のためにはどのような行動が必要なのかというこ

とを考え，未来ことを考えた行動しようとする態度を育てることにつながったと言える。 

（２）課題 

・調理体験や探究活動の計画を作成する段階で，教員や講師からの助言を指示と受け取り，自らの考

えを深めることなく探究活動を行ってしまう生徒が多い。 

・多くの生徒が，「今後の取り組み」や「更に調べたいこと」をレポートとしてまとめている。限ら

れた学習時間の中で，これらを今後どのように実行に移し，継続した取り組みとしていくのかを模

索する必要がある。 

課題設定 

・個々に探究課題を設定 

・活動計画を立案 

まとめ・発表（各学年） 

・学年ごとに全員が中間発表,最終

発表を行った。 

探究活動（全学年一斉） 

・実験  ・実施踏査（浜） 

・インタビュー  ・アンケート 



気仙沼市立面瀬中学校 

「海と生きる」気仙沼 
～未来のために私たちにできること～ 

 

【総合的な学習の時間の計画】 

１ 全体目標 

探究的な見方・考え方を働かせ，海洋に関わる総合的な学習を通して，目的や根拠を明らかにし

ながら課題を解決し，自己の生き方を考えることができるようにするために，以下の資質・能力を

育成する。 

(1) 海洋に関わる探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けると

ともに，地域の特徴や良さに気付き，それらが人々の努力や工夫によって支えられていることに

気付く。 

(2) 海洋に関わることの中から問いを見いだし，その解決に向けて仮説を立てたり，調査して得た

情報を基に考えたりする力を身に付けるとともに，考えたことを，根拠を明らかにしてまとめ・

表現する力を身に付ける。 

(3) 海洋に関わる探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いの良さを生かしなが

ら，持続可能な社会を実現するための行動の仕方を考え，自ら社会に参画しようとする態度を育

てる。 

 

２ 学習内容 

 (1) テーマ 

 ＜海洋教育＞ 「海と生きる」気仙沼 ～未来のために私たちにできること～ 

(2) 概要 

気仙沼市の未来を考えることを通して，気候変動への対策や海の豊かさを守ること等が，自分た

ちの暮らしを守ることにつながっていることを再認識させ，具体的な行動変容を目指す。 

 (3) ねらい（期待する生徒の姿） 

探究的な活動を通し，課題意識の向上を図るとともに，課題解決の方法を多面的・多角的に考え

る力を一層養う。また，考えたことを多様な方法で表現し，外部へ発信することで表現力に磨きを

かける。具体的な行動変容が見られるところまでを期待したい。 

(4) 探究課題 

  ①第１学年 「食・環境」 ＜ミッション型＞ 

         食文化を切り口に，震災後の地形や海・漁港の変化，防災・減災の取組等，様々な

視点から気仙沼市を取り巻く環境について改めて見直すことで，現状・課題を把握す

る。「食・環境」の面において，未来の気仙沼のために自分たちにできる具体策を考え

ていく。 

  ②第２学年 「地域・産業」 ＜選択型 ※ミッション型 or自己決定型＞ 

気仙沼市の地域・産業の特色や魅力について，地域の方々との関わりや職業体験等

を通して学びを深めさせる。「地域・産業」の面において，気仙沼市がさらに発展を遂

げるために，自分たちにできる具体策を考えていく。 

  ③第３学年 「未来の気仙沼」 ＜自己決定型＞ 

「食・環境」「地域・産業」を通して考えたことを基に，気仙沼市が掲げる「海と生

きる」まちづくり・人づくりのために，自分たちにできる具体策を考え，発信する。 



３ 海洋教育で目指すもの 

(1) 海洋教育のねらい 

  地域との結びつきを大切にし，人と関わりながら気仙沼の未来を考えることを通して，自分の考

えを持ち，行動する生徒の育成を目指す。 

 (2) 重視する視点 

   ① 協働的・・・人と関わり，協力して実践する 

   ② 主体的・・・課題を自分事としてとらえ，思いや考えを表現する 

   ③ 意欲的・・・挑戦し，粘り強く取り組む 

 (3) 海洋教育で育てたい資質・能力 

学年 

海洋教育で育てたい資質・能力  ◎…重点的に育てたい力 ○…育てたい力                       
１ ２ ３ 

①人と関わる力・協力して実践する力 課題解決のために交流したり，話し合ったりする力／多様な価値を認め，相手の立場に立って考え，行動しようとする態度 ◎ ○ ○ 

②自分事としてとらえる力・自分の考えを持つ力 他者の意見や情報を基に，自分なりに，より良い解決策を見出す力 ○ ◎ ○ 

③思いや考えを表現する力 収集した情報や調べた結果を関連付けて整理・分析し，自分の思いや考えを伝える力 ○ ○ ◎ 

④挑戦する力 自分たちの生活や暮らしの在り方を見直し，行動する態度／失敗しても粘り強く取り組む力 ◎ ◎ ◎ 

 

４ 評価 

 (1) 観点と評価規準 

評価の観点 
評 価 規 準 

１年生 ２年生 ３年生 

知識及び技能 

・地域の食・環境についての
現状や特徴を理解してい
る。 

・地域の食・環境と海洋及び
自分との関わりを理解し
ている。 

・各教科等で学んだ知識や
技能を生かしている。 

・情報を比較，分類，関連付
けて考えるなど，探究の過
程に応じた基礎的な技能
を身に付けている。 

・地域や産業についての現
状や特徴を理解している。 

・地域や産業と海洋及び自
分との関わりを理解して
いる。 

・各教科等で学んだ知識や
技能を生かしている。 

・情報を多面的・多角的に見
る，具体化するなど，探究
の過程に応じた技能を身
に付けている。 

・まちづくりと海洋及び自
分との関わりを理解して
いる。 

・まちづくりや地域活性化
の取組に関わる人々の思
いや願いを理解している。 

・各教科等で学んだ知識や
技能を生かしている。 

・情報を構造化する，抽象化
するなど，探究の過程に応
じた技能を身に付けてい
る。 

思考力 

・ 

判断力 

・ 

表現力等 

・自己の課題を決定し，見通
しを持って計画を立てて
いる。 

・必要な情報を収集し，整理
している。 

・調べたことを相手や目的
に応じてまとめている。 

・学習活動を振り返り，次の
活動に生かしている。 

・自己の課題を見いだし，見
通しを持って計画を立て
ている。 

・必要な情報を収集し，多面
的・多角的な視点で分析し
ている。 

・調べたことを相手や目的，
意図に応じてまとめてい
る。 

・学習活動を振り返り，次の
活動に生かしている。 

・自己の課題を見いだし，見
通しを持って計画を立て
ている。 

・必要な情報を収集し，視点
を定めて分析している。 

・調べたことを相手や目的，
意図に応じて論理的に表
現している。 

・学習活動を振り返り，次の
活動・生活に生かしてい
る。 

学びに向かう力 

・ 

人間性等 

・主体的に，課題の解決に向
けた探究活動に取り組も
うとしている。 

・協力して探究活動に取り
組もうとしている。 

・海洋と自分との関わりを
見直し，自己理解に努めて
いる。 

・他者の考えを受け入れ，尊
重しようとしている。 

・主体的に，課題の解決に向
けた探究活動に取り組も
うとしている。 

・協力して探究活動に取り
組もうとしている。 

・海洋と自分との関わりを
見直し，自己理解に努めて
いる。 

・異なる意見や他者の考え
を受け入れ，尊重しようと
している。 

・主体的に，課題の解決に向
けた探究活動に取り組も
うとしている。 

・自他の良さを生かしなが
ら，協力して探究活動に取
り組もうとしている。 

・海洋と自分との関わりを
見直し，自己理解に努めて
いる。 

・多様な考えを受け入れ，尊
重しようとしている。 

・積極的に地域の活動に参
加しようとしている。 



 (2) 評価の場面（方法） 

  ①学習計画表の作成（計画表の点検） 

  ②課題への取組（観察，自己評価，相互評価） 

  ③学習計画表や自己評価の記録，収集した資料・情報等（ポートフォリオによる評価） 

  ④学習のまとめ・成果物等（観察，パフォーマンス評価，自己評価，相互評価） 

  ⑥文化祭での発表（観察，自己評価，相互評価，他者評価） 

 

【総合的な学習の時間年間予定表（学年毎の活動計画）】 

 行事等 １年生 「食・環境」 ２年生 「地域・産業」 ３年生 「気仙沼の未来」 

４月     

５月 始業式    

６月 入学式 ○ガイダンス① ○ガイダンス① ○ガイダンス① 

７月 
前期中間テスト 

保護者面談 

○G.T.（事業者）講話② 

 

○G.T.（事業者）講話② ○G.T.（事業者）講話② 

 

８月 

 ○課題設定① 

○グループ編制①（２～４人）

○課題探究 

（夏休み課題） 

○課題設定① 

○グループ編制①（２～４人）

○課題探究 

（夏休み課題） 

○課題設定① 

○グループ編制①（２～４人）○

課題探究 

（夏休み課題） 

９月 

運動会 

前期期末テスト 

修学旅行 

新人大会 

〇課題設定② 

○課題探究⑬ 

（フィールドワーク含む） 

○まとめ作業のための 

技術講習② 

 

〇課題設定② 

○課題探究⑱ 

（フィールドワーク含む） 

○まとめ作業のための 

技術講習② 

 

〇課題設定② 

○課題探究㉓ 

（フィールドワーク含む） 

○まとめ作業のための 

技術講習② 

○修学旅行④（豊洲見学） 

１０月 

前期終業式 

職場体験 

文化祭 

宿泊学習 

○まとめ作業⑧ 

○発表準備② 

○文化祭発表④ 

（食・環境について） 

○宿泊学習④ 

（海洋に関する体験） 

 

○職場体験⑫ 

○まとめ作業⑧ 

○発表準備④ 

○文化祭発表④ 

（地域・産業について） 

○まとめ作業⑫ 

○発表準備④ 

○文化祭発表④ 

（気仙沼の未来について） 

１１月 

教育相談 

総合防災訓練 

後期中間テスト 

海洋教育こども 

サミット in気仙沼 

○総合防災訓練⑥ 

○防災教育① 

○総合防災訓練⑥ 

○防災教育① 

○立志式に向けて⑤ 

（これまでの学びと 

将来を結び付けて） 

○総合防災訓練⑥ 

○防災教育① 

１２月 

立志式 ○次年度に向けて① 

（さらに追究したいこと） 

○立志式発表② 

○次年度に向けて① 

（さらに追究したいこと） 

○自分にできること① 

（これまでの学びのまとめ） 

１月    ○卒業に向けて② 

２月 後期期末テスト   ○卒業に向けて④ 

３月 

入試 

卒業式 

○職業講話② 

（次年度の職場体験に 

つながるもの） 

  

合計時数 ５０ ７０ ７０ 

 

 

 

※発表の場の企画：パイオニアスクールとの交流等 



【今年度の海洋教育の成果と課題】 

＜成果＞ 

・ 生徒自身が設定した課題であるため，主体的に活動する姿が見られた。 

  ・ 学年発表後の保護者向け発表という流れにしたことで，他者により良く伝えるための工夫がな 

   され，表現力の向上につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 ・ 生徒の課題設定時の教師の支援の在り方 

  ・ 地域人材の活用の工夫 

・ 地元企業とのより良い連携の在り方 

 

 

 

海と生きる気仙沼の未来を考

えるために，地元のフカヒレ工

場を訪問し，取材 

地域の学習支援組織の協力を得

ながら，自分たちの考える未来の

気仙沼についてプレゼンテーショ

ン 

気仙沼の産業を盛り上げようと

考案した商品のデザイン 

左上：さメモ，右上：コースタ

ー，右下：かもメモ 



気仙沼市立唐桑中学校

「海のまち」唐桑の未来を考える
～まちを知り，どのようなまちを目指し，そのためにどうしていけばいいのか～

１. 海洋教育にかかる計画（総合的な学習の時間全体構想図－抜粋）

「総合的な学習の時間」全体構想図

学校教育目標 心から人間と社会を愛し，創造力と実践力に富む生徒の育成をはかる

目指す生徒像

Ａ 学ぶ意欲と確かな学力のある生徒（知） Ｂ 心豊かで前向きな生徒徳） Ｃ 健康で気力・体力のある生徒（体） Ｄ 生き方を求めて実現する生徒（志）

総合的な学習の時間の指導方針

(1)生徒の興味・関心を高める「探究的な学習」を指導する
（思考力・判断力・表現力を伸ばす，課題発見と課題解決の能力を育てる）
(2) 学校教育目標｢心から自然と社会を愛し，創造力と実践力に富む生徒｣に迫る指導をする
(3) 海洋教育の一環として指導する（持続可能な社会づくりの担い手の育成）
(4) 多様な素材や人材を活用し，学年ごとにテーマを設定し，学習の段階性を持たせて指導する
(5) 学習の過程で生き方の自覚を促し，３年間を通した志教育としても指導する
(6) 地域の素材や人材を活用するため，公民館や地域支援コーディネーターとの連携を図りながら指導する

①探究学習を理解する力 ②適切に表現する力 ③主体的に解決する態度
総合で目指す 地域の特徴やよさを発見し，それ 考えたことを根拠を明らかにし 持続可能な社会を実現するため
能力や態度らが人 の々努力や工夫によって支え てまとめ，自分なりに表現するこの行動の仕方を考え，自ら社会に

られていることに気付くことができとができる。 参画しようとする実践力を身に付
る。 けることができる。

海洋教育で重 ❶批判的に考える力 ❷未来を予想して計画を立てる力 ❸多面的，総合的に考える力
視する能力や ❹コミュニケーションを行う力 ❺他者と協力する態度 ❻つながりを尊重する態度
態度との関連 ❼進んで参加する態度

志教育の視点 もとめる もとめる もとめる かかわる
との関連 かかわる かかわる はたす

テーマ「まちを知り，どのようなまちを目指し，そのためにどうしていけばいいのか？」

学習テーマ（問い） 主な学習活動 現代の課題等

探究的な学習「防災」１ 全体導入，問題紹介，ノート指導 自然破壊,自然災害，
１ ２ 単元①「災害に備える－海抜表示」（集団学習） 食糧問題,温暖化,少子高齢化
「防災のまち」として，３ 夏休み自主活動 第一次産業衰退，ＴＰＰ
年どのようなまちを目指４ 単元②「自然に感謝する」（集団学習） 震災，仮設住宅
し，そのためにどうし５ 文化祭発表
ていけばいいのか ６ 個人ノート，レポートづくり

探究的な学習「福祉」１ 全体導入，問題紹介，ノート指導 いじめ，不登校，少子高齢化
２ 単元③「福祉と共生を学ぶ」（集団学習） ニート，引きこもり

２「福祉のまち」として，３ 夏休み自主活動 挨拶や言葉，男女，宗教
どのようなまちを目指４ 単元②「仲間と共に歩む」（集団学習） コミュニケーション

年し，そのためにどうし５ 文化祭発表 震災復興，家族の問題
ていけばいいのか ６ 個人ノート，レポートづくり 障がい者との共生
職場体験学習 希望する職場での体験学習から職業生活の実際を学ぶ

探究的な学習「海」 １ 全体導入，問題紹介，ノート指導 地域づくり，国際紛争
海のまち」として，ど２ 単元①「人々を元気にする作戦を考える」（集団学習） 男女や幼老の問題，人権問題

３のようなまちを目指３ 夏休み自主活動 虐待や暴力，格差社会
し，そのためにどうし４ 単元②「私の考えた大切なこと」（集団学習） 自然破壊

年ていけばいいのか ５ 文化祭発表
６ 個人ノート，レポートづくり

進路探究学習 修学旅行で企業等を訪問して自己の進路の探究に役立てる



３．ねらい

（１） 海洋に関する調査活動や体験活動を通して，海洋と人間，そして古里の関係について

の理解を深める。

（２） 探究活動を通して，地域の魅力を知るとともに，課題の発見と課題解決方法を探りな

がら，将来の生き方について考える。

４．学習活動の概要

総合的な学習の時間を活用して｢まちづくり｣をテーマに学年ごとに取り組んだ。１学年では

｢防災のまち｣，２学年では｢福祉のまち｣，３学年では｢海のまち｣をテーマに学習した。

（１）１学年｢防災のまち唐桑｣

① 今年度は，地震の影響による津波のみならず

地域に発生する災害について調査し，人々の暮

らしを守るために自分たちにできることを探る

防災・減災の学習に力を入れて取り組んだ。

「気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館」を訪

問し，震災当時の様子を知ったり，当時の様子

を想起したりしながら，震災が人々に与えた影

響など，今後も起こり得る災害と絡めて調査し

た。震災時に幼少期だった生徒達は，当時の記 【気仙沼市震災遺構・伝承館訪問の様子】

憶があまりない現状にある。震災の恐怖や自然の猛威について，改めて知ることができ，

自分事として捉えるための深い学びとなった。

② 防災新聞作成では，洪水，土砂崩れ，高潮等，津波のほかにも全国各地で頻発する災

害について調べ，身の守り方，避難の方法などを調査したものをまとめ発表した。防災

カルタの作成も行い，当初，地域の幼稚園児たちを前に学習した内容を披露する予定だ

ったがコロナ禍のため，校外では行わず発表形態を変更して校内発表のみにとどめた。

また，震災を後世に伝える方法についても考えながら活動した。

（２）２学年「福祉のまち唐桑」

地域在住の若手の社会人を講師に招き，職業

講話「ミライブラリー」を実施した。漁師や市

役所職員など５名の講師を招き，対話形式でロ

ーテーションしながらグループ毎に講話を聞く

方法で行った。仕事のやりがいや働く理由など，

生徒達が今後の自分の生き方と照らし合わせな

がら考える様子が見られた。将来，漁師を目指

す生徒が中にいることから，地元の漁師の方か

ら直接いろいろなお話を聞くことができ，充実し

た講話となった。 【職業講話「ミライブラリー」の様子】



（３）３学年「海のまち唐桑」

３学年は，「海のまち唐桑の未来を考える」というテーマのもと，現在の唐桑から未来の

唐桑にどのようにつなげていけばよいかを考えるため，地元の浜を訪問したり，地域の方

を講師に招き講話を通じて感じたりして見えた課題についてグループ毎に調査活動に取り

組んだ。

① 地元の浜を訪問

地域にある浜を訪問し，沿岸の環境調査を行った。砂浜ではなく石浜であること，どの

ようなゴミが漂着しているか，海洋に浮かぶゴミの種類等を確認しながら清掃活動を行っ

た。途中，見慣れない文字の印刷された漂着物や家庭ゴミにはないゴミが交じっていたり

と新たな気付きが沢山あった。持ち帰ったゴミの分別を行いながら，なぜゴミが沿岸に流

れつくのか，どこからくるのか，人間を含む生態系への影響など，見えた課題からグルー

プ毎に小テーマを設定し，課題解決学習に取り組んだ。

② ゴミ削減に向けた取組

漂着するゴミの中のプラスチックゴミに着目し，

身近なところに溢れているプラスチックを減らす

にはどのようにしたらよいかを研究した。実際に

ゴミを収集する装置を試作し，プール上で試した

り，ゴミを減らすために人々へ訴える広報ポスタ

ー作成に取り組んだりした。自分たちの身近なと

ころで出来ることを考え，環境をよくするために

実践に移す積極的な姿勢が見られた。

【３年：浜でゴミを拾う様子】

５．成果と課題

（１）成果

① コロナ禍の中での実践のため，活動制限があったりしたが可能な限り地域の公民館や

地域協働教育支援員の方々の協力を得て充実した活動を実践することができた。生徒

たちは，海洋教育の探究活動を通して，古里・唐桑のよさや魅力を再発見するととも

に，地域について課題があることについても知ることができた。

② 海洋教育を通して，古里のためにこれからの自分たちにできることとして，将来への

生き方につなげようという思いを持つことができた。

（２）課題

① 全校テーマを基に，各学年で生徒が自ら課題解決に向けて探究的に取り組むカリキュ

ラムになるよう工夫・改善を図っていかなければならない。

② 仲間の発言や教師の提案に頷き認めるだけにとどまらず，批判的な意見や考え方を深

めさせ，思考力の向上につなげたい。

③ 充実した探究活動が展開できるようにするために教員の知識・技術のスキルアップ研

修会を実施する。

④ 地域の人々とのつながりを大切にしながら，地域とともに生徒達を育てていく体制を

今後も継承できるよう，家庭を含む地域との連携を深めていきたい。



月 時数 １学年 月 時数 ２学年 月 時数 ３学年

1 ガイダンス「防災のまちとして」 1 ガイダンス「福祉のまちとして」 1 ガイダンス「海のまち唐桑を知る」

2 　・テーマの確認　 2 テーマⅡ「福祉と共生」課題設定① 2 ・海を知る，感じる①（中の浜）

7 3 　・課題設定 3 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  ② 3 【　課題設定　】

4 唐桑で起こり得る災害について考える 4  　                             　　③ 4 ・SDGｓを知り，課題設定につなげる。

5 　・外部講師招聘による講話 5 　キャップハンディ計画① 5 ・グループ毎の課題設定

6 　・大震災の状況 6 　キャップハンディ計画② 6

7 　・地震，津波，洪水，土砂災害等について 7 　キャップハンディ計画③ 7 ・学習計画を立てる。

8 8 津波伝承館見学 8 　キャップハンディ体験① 8

9 　・施設見学 9 　キャップハンディ体験② 9 ・地元を知る①（巨釜）

10 　・大震災，津波等の被害について 10 　キャップハンディ体験③ 10

11 　・語り部からの震災の聴講 11 　キャップハンディ体験④ 11 ・海を知る・感じる②（中の浜）

12 伝承館訪問の振り返り 12 　福祉講話① 12

13 故郷の地形を調査しよう 13 　福祉講話② 13 ・地元の方へのインタビュー活動

14 　・フィールドワーク① 14 　福祉講話③ 14 　（漁業に携わる方、環境問題に

15 　地形調査　等 15 　福祉講話のまとめ①　 15 取り組む方など）　

16 16 　福祉講話のまとめ② 16

9 17 フィールドワーク①振り返り 17 　福祉講話のまとめ③ 17 ・地元を知る②（半造）

18 故郷の地形を調査しよう 18 テーマⅠ「人はなぜ働くのか」課題設定① 18

19 　・フィールドワーク② 19 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 課題設定② 19 ・地元を知る③（笹浜漁港）

20 　地形調査　等 20                                      課題設定③ 20

21 21 　職業講話Ⅰ① 21 修学旅行準備①

22 フィールドワーク②振り返り 22 　職業講話Ⅰ② 22 修学旅行準備②

23 防災の啓発活動 23 　職業講話Ⅰ③ 23 修学旅行準備③

24 　・防災新聞作成 24 　職業講話Ⅰのまとめ① 24 修学旅行準備④

25 　・防災標語作成 25 　職業講話Ⅰのまとめ② 25 修学旅行準備⑤

26 　・防災カルタ作成　　等 26 　職業講話Ⅰのまとめ③ 26 修学旅行準備⑥

27 27 27 ビデオ会議に向けての準備

28 28 28 高校生とのビデオ会議

10 29 29 　・発表のためのガイダンス 29 ・海を知る・感じる③（中の浜）

30 30 　・発表内容・発表方法の検討 30

31 31 　・担当者・担当グループ決め 31 ・海を知る・感じる③（外洋）

32 32 　・発表方法の調整・準備　等 32

33 33 33

34 34 34

35 35 35 修学旅行準備⑦

36 　・発表のためのガイダンス 36 36 修学旅行準備⑧

11 37 　・発表内容・発表方法の検討 37 37 修学旅行準備⑨

38 　・担当者・担当グループ決め 38 38 修学旅行準備⑩

39 　・発表方法の調整・準備　等 39 39 修学旅行①

40 40 40 修学旅行②

12 41 41 41 修学旅行③

42 42 　職業講話Ⅱ（ブース）準備① 42 修学旅行④

43 災害時にできること 43 　職業講話Ⅱ（ブース）準備② 43 修学旅行まとめ①

1 44 　・サバ飯作り体験　 44 　職業講話Ⅱ（ブース）準備③ 44 修学旅行まとめ②

・ 45 　・災害時に必要な物について 45 　職業講話Ⅱ（ブース）発表① 45 修学旅行まとめ③

2 46 　　　　　　　　　　　　　等 46 　職業講話Ⅱ（ブース）発表② 46 修学旅行まとめ④

47 47 　職業講話Ⅱ（ブース）発表③ 47 修学旅行まとめ⑤

48 48 　職業講話Ⅱ（ブース）発表④ 48 修学旅行まとめ⑥

3 49 １年間の活動の振り返り 49 　職業講話Ⅱ（ブース）発表⑤ 49 学習のまとめ

50 50 　職業講話Ⅱ（ブース）発表⑥ 50 ・プレゼン資料作成の学習

51 　職業講話Ⅱ（ブース）まとめ① 51 ・プレゼン資料作成

52 　職業講話Ⅱ（ブース）まとめ② 52 ・役割分担

53 　職業講話Ⅱ（ブース）まとめ③ 53

54 　職業講話Ⅱ（ブース）まとめ④ 54

55 テーマⅢ「友達との関わり」ガイダンス 55

56 　いじめについての話し合い等 56

57 57

58 テーマⅢ 58

59 　いじめについて話し合ったことのまとめ 59 学年学習発表会①

60 　グループ発表　 60 学年学習発表会②

61 　人権教室　　等 61 　進路探究学習①

62 62 　進路探究学習②

63 テーマⅤ「進路探求学習」 63 　進路探究学習③

64 　修学旅行について 64 　進路探究学習④

65 　班決め　（自主研修） 65 　進路探究学習⑤

66 　役割決め　テーマ決め 66 　進路探究学習⑥

67 　修学旅行　自主研修ルート作成 2 67 　進路探究学習⑦

68 68 　進路探究学習⑧

69 3 69 　進路探究学習⑨

70 70 　進路探究学習⑩

５０時間 ７０時間 ７０時間
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２．総合的な学習の時間学年別計画一覧表
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テーマⅣ「これまで学習したことを文化祭で
発表しよう」
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気仙沼市立 
 
本校の海洋教育の位置づけ 

地域，自然を活用した様々な活動を通して，大谷の海と山の関係から地域のよさを知り，「海と生き

る大谷地区が元気になるため」のプロジェクトを提案し，行動する実践力を育む。そのために，地域企

業の方や研究者の方々に講師になっていただき，山と海の関係についての学習活動の他に，海藻養殖，

礒焼け，ウニの畜養の実態，大谷の各漁協（魚市場）に水揚げされる魚種調査，大谷道の駅での養殖し

たウニの販売などの調査・体験活動を踏まえた探究的な学習を行う。それらの活動・学習を通し，自分

たちの生きる地域の魅力について知り，地域に対する愛着を深める。 

○時数 ４月から３月 （総合的な学習の時間５０，理科，社会科，技術家庭科，国語）※他教科 

は次年度以降に関連項目で実施する。 

○関連 理科，社会科，技術・家庭科 

○目標  

（１）与えられた課題を解決するためにどのような方法を用いて課題解決に迫るか自ら検討し，調べ学

習や体験学習にとどまらない活動を実施する。 

（２）「海」を視点とし，様々な問題状況の中から，小課題を発見・設定する。 

（３）各教科で身に付けた専門知識や情報を比較したり関連付けたりして問題解決に向けて考えさせる。 

（４）地域の一員としての自覚を持ち，郷土を愛する心を培い，現在そして将来，生まれ育った地域や

自分の住む場所の未来を考えさせる。 

全体計画 

本校で実践した探究的（協働的・往還的）な活動の具体事例 

 １．海洋教育の中で，地域を元気に活性化するためにはどうするかを子供達に考えさせ，調査や 

探究活動を実施しながら，「私たちにできること」を考えて行動させる活動を実施した。 

・プラスチックストローを紙ストローに    ・ウニ味のソフトクリームの開発プロジェクト 
 ・ウニの殻を使って作ったウニランプ     ・海藻養殖を通した磯焼けの撲滅 
 ・海藻を使用したお菓子作りで地域の特産品に ・貝毒を撲滅するためのプロジェクト 
 ・道の駅に水族館プロジェクト        ・新聞バックでプラスチック削減プロジェクト 

気仙沼市立大谷中学校 

「海と生きる大谷地区が元気になるプロジェクトを提案し行動しなさい」 



 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

以上のような取り組みを実践した。地球温暖化を撲滅するために私たちにできることという視点で 
は，給食のストローを紙ストローに変えることができないかという提案を実施した。普段の生活の中 
で削減できるプラスチックの他に，給食で毎日使用されているプラスチックストローの膨大な量に気 
付き，紙ストローを使用したときの費用や使用感などを調べたり検証したりした。 
また，地域の厄介者となっているウニを活用することで，地域おこしができるのではないかと考え 

 たグループでは，ウニ味のソフトクリームを販売すればインパクトがあり，地域に多くの人を呼び 
寄せることができるのではないかと考え、試作品を作り，道の駅の駅長さんに提案した。その他，ウ

ニの殻を用いたランプを作成して道の駅に置き，イルミネーションとして活用できるのではないかと

考えウニランプを作成し，道の駅の駅長さんに提案した。 
 
２．ウニの生殖の実験から継続観察の実施，厄介者になっているウニがどのように誕生するのか 

を中学校３年生の理科の生物単元で実施した。※略案は別紙参照 

 
今年度改善した取組の概要（改善の視点や意図，改善の方向や計画，改善した内容など） 

１．調べ学習に重きを置いていた学習活動からプロジェクト型の探究活動に切り替えたこと。 

地域との関わりや課題の中から，中学生である「私たちに」できることは何かを考え，提案 

することで，自分達が住んでいる地域を元気にするためにはどうするかを考え行動できる生徒 

を育めるような活動計画を立て，実践した。 



 
 

 

  

２．デザインシートを用いた誰もが実施できる活動計画の作成  

  ESD 教育や海洋教育を研究者が行うような難しい学習と捉えている教員が多く，実施にあたっては 
ハードルが高い。そのため，関係機関先をまとめ，どのような道筋で探究活動を進めていくかを一目 
見れば分かるデザインシートを作成した。 

  

３．外部連携先のリスト化 

担当者以外でも，子供達の探究的な学習を深めるために研究者，研究施設，漁業者，道の駅，NPO 

団体などをリスト化して，教職員全員が様々な関係機関とつながることができるようにした。 

科学的な探究活動，社会学的な探究活動の両面で活動を支援いただける連携機関とあらかじめ繋が 

りをつくり，子供の探究を深める環境を構築した。 

主 な 連 携 機 関 内     容 

大谷道の駅 地域企業の事業と山と海の関係の学習，養殖 

大谷漁協，三島漁協，赤牛漁

協 

大谷の各漁協（魚市場）に水揚げされる魚種調査や復興に関するインタビューなど，海

藻養殖，磯焼け対策 

東京海洋大学 磯焼け対策の実際と具体的な手立てに関する講義 

お茶の水女子大学湾岸研究

センター 

ウニの発生，ウニはどのように大きくなるか 

※教材の提供 

北日本水産 アワビの稚貝，アワビの養殖 

気仙沼市立大谷小学校 授業参観，拡大校内研修会 

本吉共同調理場 
大谷の物産を生かした新メニューの開発，給食での提供， 

大谷地区コミュニティ協議

会 
海岸清掃，地域貢献活動 

大谷まちづくり委員会 地域活性化のイベント（観光客を呼び寄せるにはどうするか） 

はまわらす 地域の NPO 法人で磯焼けやウニなど幅広く活動 

水産試験場 貝毒研究，貝毒調査，なまこの飼育 

地域の漁師さん２名 海藻養殖の作業体験，カジメ・アラメの遊走子の観察 

地域の農家さん１名 海藻を肥料とした大谷芋の飼育 



 
 
改善による（改善に向けた）成果と課題 

 教科などにおける往還的な取り組みは，様々な教科の中で検討していく必要があり，校内研修を利用 
した取り組みを実施していきたい。 
 海洋教育を通して，海との関わりだけではない SDG’s の目標を達成できるように，地域の人，研究者， 
商品開発や販売の方々との関わりの中で，地元を元気にする取り組みを考えて行動する事を通して，海 
洋教育で目指したい資質能力を身に付けることにつながったと考える。 

地元をどうすれば活性化することができるかという視点で，様々なアイディアを出し，地地域の道の

駅の駅長さんに提案することができた。また「地域の一員として地域を愛し，生まれ育った住む場所の

未来を考えて行動できたか」というアンケートの項目では，「地域に貢献しようとする気持ちが高まっ

た」，「もっと大谷地区を元気にしたい」，「自分たちにできることは何かという視点で地域の事を考

えることができた」などの記述から，地域社会に貢献しようとする態度の高まりが見られた。 
 課題としては，提案することはできたが具体的な行動に移すことができなかったことである。具

体的な行動とは，「メッセージ性のある発表活動（地域・行政への発表・提案活動）やアピール活

動」，「商品化を目指した関係機関先との連携活動」などである。次年度は地域活性化を目指した具

体的な行動に踏み込んでいける探究学習の環境を整えることを目標として活動していきたい。 

別紙資料１：３年理科「ウニを活用した授業実践（有性生殖）」 

過程 学 習 内 容 と 活 動  形態 指導上の留意点(○),評価(◇),活用の場(◎) 

2 分 

 

 

 

 

3 分 

 

 

 

 

 

3 分 

 

26分 

 

 

 

8 分 

 

 

8 分 

1.既存の知識を確認する。 

○有性生殖について確認する。 

○受精とは何か。 

2.本時の課題を把握する。 

 

3.予想を立てる。 

○「受精すると受精卵にはどのような変化が起

こるか」考える。 

4.予想を全体で共有する。 

・「膜を張る」 

・「他の精子を寄せ付けない成分を出す」 

5.観察の方法を理解する。 

・実験器具についての使い方を習得する。 

6.観察を行う 

・卵の入ったプレパラートに精子を入れて,そ

の様子を観察する。 

・受精した際の受精卵の変化をスケッチする。 

7.観察結果から分かったことをまとめ発表の

準備をする。 

○「受精卵に起こった変化は何か」考える。 

8.観察結果を共有し,本時のまとめを行う。 

一斉 

 

 

一斉 

 

個人 

 

 

一斉 

 

 

一斉 

 

個人 

 

 

 

グル

ープ 

 

一斉 

○課題につながるように,ついて視覚的に写

真や絵で示す。(卵に精子がつく様子) 

○ワークシートを配り,課題を書かかせる。 

 

 

◎予想をいくつかあげて,全体で共有させる

(考える場)。 

 

○予め,ワークシートや板書に注意事項や流

れを示しておく。 

 

○精子と卵は排出させておき,すぐ観察でき

るようにしておく。 

◇◎受精膜を観察することができる(活用の

場)。 

○観察の終わった生徒から観察器具を片付け

させる。 

◎グループで,分かったことについてまとめ,

発表させる(活用の場) 

◇根拠をもとに課題を解決しようとしている

か。 

受精すると卵にはどのような変化が起こるか。 



 

 

第７回 海洋教育こどもサミット in 気仙沼（オンライン大会） 開催要項 

 

 

 

 

1 目 的 

「海洋教育」は，海と人との共生を実現させるために，海に親しみ，海を知り，海を守り，海を利用す

る学習を推進します。「第７回海洋教育こどもサミット」では，東北各地で行われている実践や研究を児

童生徒が紹介し合い，意見交換や交流をすることで，地域理解や相互理解を深め，海洋教育への意欲と

学びの質の向上につながる海洋リテラシーを育むために開催します。 

 

2 期 日  令和２年 11 月 27 日（金） 13：10～16：55 

 

3 会 場  各校 ※参加校は全てオンラインによる参加 

 

4 主 催  宮城県気仙沼市教育委員会 東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター  

公益財団法人日本財団 

 

5 共 催  岩手県洋野町教育委員会 福島県只見町教育委員会 気仙沼ＥＳＤ／ＲＣＥ推進委員会 

 

6 後 援  文部科学省 

 

7 協 力  東京海洋大学三陸サテライト 

 

8 参加校  ・気仙沼市： (唐桑幼稚園)，(大谷幼稚園)，(小泉幼稚園) 

鹿折小学校，階上小学校，面瀬小学校，唐桑小学校，中井小学校， 

小泉小学校，気仙沼小学校，大谷小学校，大島小学校，（松岩小学校）， 

唐桑中学校，大谷中学校，大島中学校，面瀬中学校，階上中学校 

・洋野町：  大野小学校，林郷小学校，向田小学校，角浜小学校，宿戸小学校， 

       帯島小学校，中野小学校，種市小学校 

       種市中学校，中野中学校，（大野中学校） 

・只見町：  朝日小学校，（只見小学校） 

       只見中学校 

・高等学校： 宮城県気仙沼高校，宮城県気仙沼向洋高校，山形県加茂水産高校， 

                ※（ ）校は視聴のみ。 ※発表代表（各校４名程度） 

 

９ オンライン使用アプリ  web会議ツール（発表用：Zoom 視聴用：YouTube）  

 

10 日 程  

【開会行事】13:10～13:20（10’）※全ての参加校をジョイント 

 

 

 

 

 

 

【共通の学び（本日の学びの導入）】13:20～13:40（20’）※全ての参加校をジョイント 

  実践事例発表 気仙沼市立鹿折小学校（10’：千田康太教諭），気仙沼市立大谷中学校（10’：工藤孝幸教諭） 

 

海に学び，海と生きる 

～海と自分たちとのつながりを考える～ 

① 開会宣言            進行（宮城県気仙沼高校 生徒） 

② 児童生徒代表あいさつ      宮城県気仙沼市立唐桑小学校 児童 

③ 教育長あいさつ         気仙沼市教育委員会教育長 

④ 日程及び課題の共有       進行（宮城県気仙沼高校 生徒） 



 

【実践発表・学びの交流】13:45～15：25（100’） ※４～５校 1 グループとなり，グループ内でオンライン交流 

 ◆ オンライン発表①（Ａ校が発表，Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ校は質問・意見・感想など）  13:45～14:00（15’） 

 ◆ オンライン発表②（Ｂ校が発表，Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅ校は質問・意見・感想など）  14:05～14:20（15’） 

               ～ 休憩及び時間調整（10’） 

 ◆ オンライン発表③（Ｃ校が発表，Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｅ校は質問・意見・感想など）  14:30～14:45（15’） 

 ◆ オンライン発表④（Ｄ校が発表，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ校は質問・意見・感想など）  14:50～15:05（15’） 

               ～ 休憩及び時間調整（5’）～ 

 ◆ オンライン発表⑤（Ｅ校が発表，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ校は質問・意見・感想など）  15:10～15:25（15’） 

    ※どのグループも，発表 10 分＋質疑 5 分（計 15 分）とする。発表 10 分間の使い方は自由とする。 

    ※３校及び４校グループは，発表⑤の時間１５分間を含め，弾力的な時間運用ができるようにする。 

 

《オンライングループ編成（４または５校で 1webグループ）》 ※発表順は異なります。 

 ○小学校  ◆ 小学校第 1 グループ ５校  鹿折小，朝日小，中井小，中野小，大野小 

       ◆ 小学校第 2 グループ ５校  階上小，角浜小，小泉小，大島小 種市小， 

       ◆ 小学校第 3 グループ ４校  面瀬小，向田小，気仙沼小，宿戸小 

       ◆ 小学校第 4 グループ ４校  唐桑小，林郷小，大谷小，帯島小 

          ※（松岩小・只見小）→ 予め児童の関心ある発表テーマのグループに分かれて視聴 

 ○中学校  ◆ 中学校第１グループ ４校  唐桑中，種市中，面瀬中，階上中， 

       ◆ 中学校第２グループ ４校  大谷中，只見中，大島中，中野中 

          ※（大野中）→ 予め生徒の関心ある発表テーマのグループに分かれて視聴 

 ○高 校  ◆ 高 校 グ ル ー プ 3 校  気仙沼高校，気仙沼向洋高校，加茂水産高校 

   ※ オンラインによるグループ運営は，気仙沼市の発表校の海洋教育担当教員が行う。 

   ※ オンライン発表①～⑤及び交流の司会進行は，児童生徒がグループ内輪番で担当する。     

※ 発表者以外の児童生徒の視聴のみも可とする。（人数に応じて，発表者と同室・別室のいずれでも可。

視聴のみの児童生徒は途中での退出も可。） 

 

  【学びの深め合い・交流】15:35～16:35（60’） ※４～５校 1 グループとなり，グループ内でオンライン交流 

 ① 全体説明（ファシリテーター教員が，流れと方法，ルールを説明）（2’） 

 ② オンライングループ（４～５校）で学びの振り返り（感想・主張など）（8’） 

 ③ テーマ「海と自分とのつながり」について，ア，イの視点から意見を出し合い，学びを深める（30’） 

  ア 「海はどのような役割を担っているか。それらの役割は，今どのような状況になっているか」 

  イ 「自分たちとはどのようなつながりがあるのか。自分（たち）は何をするのか（できるのか）。」 

 ④ 学びの整理・価値の共有（各グループ代表：全７名による全体へのオンライン報告・共有）（20’）  

※全ての参加校をジョイント 

 

【振り返りのことば】16:40～16:45（5’）※全ての参加校をジョイント 

  東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター長 田中 智志 氏 

 

【閉会行事】16:45～16:55（10’） ※全ての参加校をジョイント） 

 

 

 

 

 

① 閉会宣言          進行（宮城県気仙沼向洋高校 生徒） 

② 児童生徒代表あいさつ    岩手県洋野町立中野中学校 生徒 

③ 閉会のことば        宮城県気仙沼市立面瀬中学校 生徒 

④ 閉会宣言          進行（宮城県気仙沼向洋高校 生徒） 



小学校第１グループ　発表要旨一覧
第７回海洋教育こどもサミット in 気仙沼（オンライン大会）

気仙沼市⽴⿅折⼩学校
発表者氏名 ⻄條 璃⼦、岸 明⾐⼦、菅原 創、吉⽥ 慧⾂

タイトル 海と⽣きる気仙沼の魅⼒発信プロジェクト

発表の概要

気仙沼市は地形や潮⽬等の特⾊を⽣かした漁業の盛んな町である。⿂市場の近くには，カツオやフカヒレを加⼯する
⼯場に加え，造船所が⽴ち並ぶなど，世界に誇る⽔産都市の町といえる。児童は２年間の探究活動を通して「海と⽣
きる町・気仙沼」を「国際・環境・産業・⽂化」の視点から学びより良いまちづくりについて考え⾏動に移してい
る。地域の課題とグローバルな課題をつなぎ，広い視野で「海との共⽣」を⽬指す。

発表の仕方 パワーポイントとポスターを併せた発表

只⾒町⽴朝⽇⼩学校
発表者⽒名 五⼗嵐 蓮、渡部 仁奈、⾺場 由⿇

タイトル 只⾒町の未来に向けて⾃分たちができることを提案しよう

発表の概要

朝⽇⼩学校では，「災害対策」をテーマに，只⾒町の良さや課題について，町役場に取材する活動を進めました。そ
して南相⾺市にも取材をし，共通点・相異点をまとめました。まとめる中で「昔に⽐べて⾬量が多くなり，川が氾濫
してしまった。どうして⾬量が増えているのかな。」という問いが⼦供から⽣まれ，追究活動を進めました。これま
で取材・追究したことをふまえ，持続可能な只⾒町の発展のために，⼦供たちが提案をします。

発表の仕⽅ パワーポイント

気仙沼市⽴中井⼩学校
発表者⽒名 千葉 蒼已、鈴⽊ 友惺

タイトル 海から学んだこと

発表の概要
⾝近にある海を学習の切り⼝にして，森と海のつながりや豊かな海について考える。また，海と⽣きる⼈々の努⼒や
思い，そこに根付く⽂化等について分かったこと等を発表する。

発表の仕⽅ パワーポイントによる資料の提⽰，発表

洋野町⽴中野⼩学校
発表者⽒名 岩脇 瑠菜、加藤 琥⽩、桜庭 真奈、中村 ⼼響、畑⽥ 晃汰

タイトル 洋野のウニが危ない 〜洋野の宝と恵を守るためにできること〜

発表の概要

中野⼩学校では，１・２年⽣の「⽣活科」で海に親しむ活動を⾏い，３〜６年⽣の「海洋科」でさらに海に親しみ，
海を知る活動を⾏い，海を守るためにどうすればよいのか考える学習を⾏います。また，⾼学年は，夏休みと冬休み
に，海に関わることをテーマとし，海洋科⾃由研究を⾏い，１年中海に関する学習を⾏っています。中野⼩学校の６
年⽣は，５年⽣時に，洋野町のウニのすごさについて学び，本州⼀のウニの漁獲量であることや洋野町の特産品とし
て知られるウニに誇りと愛情をもっています。そんなウニですが実は抱える問題が・・・。その問題を解決するため
にできることをみなさんへ提案します。

発表の仕⽅ パワーポイントを使い，⼦どもたちが発表する。

岩⼿県洋野町⽴⼤野⼩学校
発表者⽒名 5年⽣児童 未定

タイトル 一人一芸の里に生まれて

発表の概要

『「⼀⼈⼀芸の⾥」って何？』⼤野の町にある看板を⾒て疑問に思った。「⼀⼈⼀芸の⾥」を調べていくと、⼤野と
やませには深いかかわりがあることに気づいた。⼤野はやませの冷害による被害を受けている。そのため、作物が育
たず、出稼ぎに⾏ってしまう⼈が増えた。また、１９８０年代は⼤冷害と⾔われる⼤野の危機が訪れた。それを乗り
越えるために、やませに負けない作物を作り育てたり、農業以外の仕事を⾒つけたりと⾃分たちにできることを探し
た。海とともに⽣きていくために、⼀⼈⼀⼈の知恵と努⼒で乗り越えてきたのが⼤野の「⼀⼈⼀芸の⾥」だ。

発表の仕⽅ プレゼンテーションでの発表の予定



小学校第２グループ　発表要旨一覧
第７回海洋教育こどもサミット in 気仙沼（オンライン大会）

気仙沼市⽴階上⼩学校
発表者氏名 村上 ⽃真（むらかみとうま）、芳賀 世剛（はがせいご）、⼤友 歩夢（おおともあむ）、⾓野 紗也（かどのさや）

タイトル 豊かな海・気仙沼 〜⾒つめよう，考えよう，気仙沼の⽔産業〜

発表の概要
豊かな海・気仙沼を，⽔産資源や働く⼈々，⾃然環境等について，体験したことや教えてもらったこと，調べて分
かったことを発表する。また，海の豊かさを未来へつなげるために，今の⾃分たちにできることを考え，実践してい
ることについて報告する。

発表の仕方 プレゼンテーションによる発表（フリップ，実物等提⽰⽤資料も含む）

洋野町⽴⾓浜⼩学校
発表者⽒名 川⼝美空、⼭下美⽣、鶴嶋桜我、髙﨑裕⽣

タイトル 海のごみの⾏⽅ 〜⾓浜から世界へ〜

発表の概要

①⾓浜の海岸及び海中のごみについて ②海洋全体のごみについて
③プラスチックごみについて ④ごみを⾷べた⿂を⼈間が⾷べた際の害について
地元の海である⾓浜のごみの調査を⾏うことで、海全体に⽬を向け、世界の海のごみの調査、プラスチックごみにつ
いて、海のごみが⼈間に及ぼす影響について調べる。

発表の仕⽅ 模造紙

気仙沼市⽴⼩泉⼩学校
発表者⽒名 ⼩野寺美空（５年）、及川来瑠未（５年）、及川 桜弥（５年）、廣藤 悠⽃（５年）

タイトル 小泉の海から

発表の概要

近くに暮らしていながらもしっかりと向き合う機会が少なかった「海」。５年⽣児童が地域で⾏われているワカメ養
殖体験に参加することをきっかけに，その「海」について学んだことや改めて考えたことを発表する。学校⾏事「海
に親しむつどい」や全校遠⾜などの経験を振り返りながら，海の恵みや⾃然の雄⼤さ，現在直⾯している様々な問題
へ⽬を向け，未来に向けて⾃分たちにできることなどを広く発信していきたい。

発表の仕⽅ パワーポイント

気仙沼市⽴⼤島⼩学校
発表者⽒名 菊⽥ 颯太、菊⽥ 結⾐、⼩松 乃彩、千葉 ⽇和

タイトル ⼤島の海と⽣きる

発表の概要

本校では総合的な学習の時間を中⼼に，４年⽣はワカメ，５年⽣はカキ，６年⽣はホタテの養殖体験を⾏い，それを
もとに各学年で課題を設定して探究活動を⾏っている。本校の６年⽣は，ホタテの養殖体験を通して，感じたことや
興味をもったことから課題を設定し，近年の海の変化や，ホタテの養殖の持続可能性について，調べ考えたことを中
⼼に発表を⾏う。

発表の仕⽅ パワーポイントでの電⼦データをもとにした発表

洋野町⽴種市⼩学校
発表者⽒名 ⼩林 海、⼩橋 瑛太、澤⼝ ⼼那、藏⾕ 葵

タイトル 種市の未来の町づくり

発表の概要
⾃分たちの町の課題だと思うこと、現在町づくりに尽⼒している⽅から学んだことなどをもとに、未来の町のイメー
ジ(どんな町にしたいか)を考え、「海を守り、海を⽣かしながら⼈々がつながることができる町づくり」について提
案します。

発表の仕⽅ パワーポイント
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気仙沼市⽴⾯瀬⼩学校
発表者氏名 吉⽥ 美華、菅沼 来希、畠⼭ 悠⽣、齋藤 ⼼美

タイトル ふるさと気仙沼の海 ―ごみの危機から海を守ろう―

発表の概要

⾯瀬⼩学校では，３・４学年で⾯瀬川の⽣き物や環境について学び，森⾥海に囲まれた豊かな環境であることや，そ
の物質的なつながりについて学習してきました。また，５学年では体験学習を通して気仙沼の海の豊かさを実感する
とともに，漂着したプラスチックごみが散乱している現状にも気付きました。これからも豊かな気仙沼の海であり続
けるために児童が考えたプラスチックごみ削減の⽅策について発表します。

発表の仕方 パワーポイントを使⽤する。

洋野町⽴向⽥⼩学校
発表者⽒名 太内⽥ 佳乃、柏⽊ 凉昊、太内⽥ 颯汰、三本⽊ 結愛、太内⽥ ⿓空、萬⾕ 綾⾹

タイトル 森は海の恋⼈ 〜有家川の「フェルム」を⾒つけ出そう〜

発表の概要

昨年度は，洋野町の海には久慈平岳に源流がある有家川から⽔が流れており，その⽔には海藻や⿂たちにとって重要
な栄養素である鉄分（フェルム）がフルボ酸と結合した状態で流れていることが分かった。今年は，パックテストを
⽤いて有家川に流れる鉄分を測定し，実際に鉄分が流れていることを確かめた。また，⾬が降った後に鉄分量が増え
たことから，⾬が降ることで⼭からより多くの鉄分が流れ出すと考えた。

発表の仕⽅ パワーポイント

気仙沼市⽴気仙沼⼩学校
発表者⽒名 泉 隼太郎、⻫藤 優⼈、⼩⼭ 未紗、熊⾕ 玲⾳

タイトル 気仙沼復興プロジェクト　わたしたちの町　未来の気仙沼

発表の概要

気仙沼市は，サメの⽔揚げ⽇本⼀，⾼級フカヒレの産地として全国的に知られています。また，豊かな⾃然やリアス
海岸を利⽤した観光も発展しています。その気仙沼の魅⼒を発信して集客数を増やすために，サメの⽪や⻭などを商
品化して販売している「シャークス」というお店と「⼤島汽船株式会社」が運航している観光船の良さや働いている
⽅の思いについて発表します。

発表の仕⽅ パワーポイントを使⽤

洋野町⽴宿⼾⼩学校
発表者⽒名 岡本 倖⽣、⿅糠 彩⾳、坂下 優⾐、吹切 航汰

タイトル 海は世界とつながっている

発表の概要
現在、世界で起きている海洋環境に関する問題について、本から学んだこと、及び、中でも特に興味を持った海洋ご
み問題に関して、⾃分たちの地域の現状と、⾃分たちのえがく町の未来に近づくためにできることや地域への提案な
どについて、映像を交えながら発表する。

発表の仕⽅ パワーポイント使⽤またはポスター撮影
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気仙沼市⽴唐桑⼩学校
発表者氏名 ⼩野寺 真波、鈴⽊ 昊将、岩間 成美

タイトル 再発⾒！ ぼくらの舞根川

発表の概要

今までカキ養殖体験やサケの回遊，植樹活動などの学習を通して，森・川・海とのつながり，地元唐桑の海の豊かさ
を学んできた。これらの学びを振り返り，⾃分たちが住む唐桑にある舞根川を⾒つめ直し，探究することで，舞根川
のすばらしさを再発⾒し，そのよさを発信したい。そして，舞根川の環境，ひいては唐桑の海の豊かさを守り続ける
ために何ができるのかを考え，⾏動していくことを提案する。

発表の仕方 フリップを使い，探究の成果を⼝頭で発表する。

洋野町⽴林郷⼩学校
発表者⽒名 関向 翔太、南 優翔、林郷 呂茉、関向 ⼼優

タイトル ⼤野の酪農と海洋のかかわり

発表の概要

⼤野の⼤地は、海成段丘で形成されていて険しい⼭がなく、なだらかな⼟地が続いています。林郷⼩学校のある林郷
地区は⼤野の中でも特にも酪農の盛んな地区です。⼦どもたちは酪農の盛んなふるさとに誇りをもっています。た
だ、今の状態を守るには林郷の⾃然だけでなく、海を⼤切にすることも⼤事であることを学びました。海の与える影
響がどのようなものか、⾃分たちが林郷の良さを守るためにできることは何かを考え発表します。

発表の仕⽅ ポスター撮影

気仙沼市⽴⼤⾕⼩学校
発表者⽒名 ⼤原 ⾥桜、渡邊 櫻⼦、平塚 創⼠、佐々⽊ 慧

タイトル 探ろうふるさと・考えよう大谷の未来～海とともに～

発表の概要
⾃分たちが⽣まれ育った⼤⾕の⾃然，産業，⽂化について，これまでの体験や講話，学習の中から知り得た⼤⾕の魅
⼒や課題をもとに，ふるさとのまち・⼤⾕のより良い未来を描き，提案する。観点としては，①環境，②⾃然，③観
光，④防災の４つを挙げ，それぞれの観点に応じた未来のまちづくりの構想を発表する。

発表の仕⽅
ポスター・写真等を使⽤する。（⿊板に掲⽰しながら発表するか，紙芝居のように⼩さい資料を使った発表にするか
は検討中。）

洋野町⽴帯島⼩学校
発表者⽒名 林上 賢伸、⻑⾕川 澪、間澤 芽依、北村 夢乃

タイトル 海につなげる森林のめぐみ

発表の概要

帯島⼩学校では毎年、５・６年児童が森林学習や源流体験を通して⾝近な⾃然にふれ、地域の環境保全に努めていま
す。森を守る活動は海にどんな影響を及ぼすのか、体験学習や調べ学習を通して学んだことを発表します。具体的に
は、森や海の酸素や⼆酸化炭素の吸収・排出、⼭の⼟壌がもたらすフルボ酸の役割、そして「豊かな森は豊かな海を
育む」と⾔われる理由や海の資源を守るため⾃分たちにできることについて紹介する予定です。

発表の仕⽅
画⽤紙、模造紙にまとめた資料を⼝頭で発表（ホワイトボードに掲⽰したり、画⽤紙を⼿にして説明したりする予
定）
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気仙沼市⽴唐桑中学校
発表者氏名 ３年⽣（未定）

タイトル 海のまち『唐桑』の未来を考える

発表の概要
唐桑の海と⾃分たちの⽣活との関わりについて調査し，現状を⾒つめ抱えている課題を⾒つける中で⾃分たちにでき
ることを模索しながら探究活動に取り組んでいる。地元の漁港を訪問したり，地域の⽅を講師に招いたりしたことで
発⾒できたことが多くある。その中で，海に浮かぶごみと環境問題について調査したことを中⼼に発表したい。

発表の仕方 パワーポイント使⽤での発表予定

洋野町⽴種市中学校
発表者⽒名 苧坪 愛梨、梅澤 華恋、沖澤 愛⽣、原⼦内 未来、舘野 陶⼦、北野澤 李央

タイトル ウニを育てる町、洋野町

発表の概要

洋野町の特産物であるウニについて
・洋野のウニはなぜおいしいのか  ・ウニの⽣態について  ・栽培漁業センターの役割
・ウニを育てる森  ・本校で⾏った漁業体験の紹介  ・ウニの魅⼒を発信
等、洋野町でのウニを中⼼とした「海と⼈との共⽣」について、調査したことや体験したことをもとに発表予定。

発表の仕⽅ ポスター撮影等

気仙沼市⽴⾯瀬中学校
発表者⽒名 ⼩⼭ 巧、清⽔ 彩葵、⼩野寺 紀⾹、菅原 菜々⼦

タイトル 気仙沼の魅力発信プロジェクト　～いいとこいっぱい！見でみらいん♪～　

発表の概要

すばらしい⾃然や美味しい⾷べ物に恵まれた気仙沼市の良さを多くの⼈たちに知ってもらうことで，観光客や移住者
が増え，気仙沼市の発展に貢献することができるのではないかと考えた。インタビューや施設訪問を⾏い幅広い年齢
層の⼈たちに理解してもらえるようなPR動画を作成し，インターネットを活⽤して発信していきたい。それを⽬に
することで，気仙沼に⾜を運んでくれるのか。変容を確かめることで課題の解決に迫っていきたい。

発表の仕⽅ パワーポイントを使って発表する。

気仙沼市⽴階上中学校
発表者⽒名 阿部 蓮（3年）、⼩松 ⼼咲（3年）、熊⾕ 花⾳（2年）、佐藤 優輝（2年）

タイトル 津波災害への備え・教訓から⾃分の将来，地域・社会とのつながりについて考える

発表の概要

東⽇本⼤震災当時の様⼦についての調査（聞き取り，フィールドワーク等）結果を「⾃助・共助」の２つの視点から
振り返り，「防災・減災」に関する備えや教訓としての学びを発表する。また，災害の⾵化を防ぐため，災害のメカ
ニズムや地域の実態を知り，「⾃分の⾝を守るためにできることは何か」，「災害に強い地域づくりに必要なことは
何か」，「地域の⼀員として協⼒できること何か」等について発信する具体を発表する。

発表の仕⽅ ポスター発表
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気仙沼市⽴⼤⾕中学校
発表者氏名 及川 舞、⼩野寺 杏太、佐野 遙、畠⼭ 薫

タイトル 海と共に⽣きる⼤⾕が元気になるプロジェクト

発表の概要

地域，⾃然を活⽤した様々な活動を通して，⼤⾕の海から地域のよさを知り，「海と⽣きる⼤⾕地区が元気になるた
め」のプロジェクトを提案し，⾏動する活動を実施します。そのために，地域企業の⽅や研究者の⽅々に講師になっ
ていただき，海藻養殖，礒焼け，ウニの畜養，地球温暖化と養殖，⾙毒と⼤⾕の養殖，⼤⾕道の駅での地元のPR活
動などの探究的な学習を⽬指しています。それらの活動・学習を通し，⾃分たちの⽣きる地域の魅⼒について知り，
地域に対する愛着を深めようと考えています。

発表の仕方 パワーポイントを⽤いて発表を⾏う。

只⾒町⽴只⾒中学校
発表者⽒名 ⼭本 愛佳、酒井 怜⽃、三瓶 創⼤、⽬⿊ 元基、酒井 駿

タイトル 町の⼈と私たちの海を守る

発表の概要
只⾒中学校発信で新聞紙レジ袋を作り町に広め、海洋プラゴミ削減に努めてきた。町内の⼈々はもとより県内外の⼈
から賞賛されてきた。町教育委員会にも協⼒してもらい、町全体の取組になった。これを通じて中学⽣が町の⼈と協
⼒・活動をともにすることで、地球環境の改善と町⺠と中学⽣の結（ゆい）を強いものとした。

発表の仕⽅ PPTとオンラインカメラで発表したい。

気仙沼市⽴⼤島中学校
発表者⽒名 新妻 千⾥、渡部 愛乃、⼩松 優、伊藤 ⼼晴、村上 ⼀善

タイトル ３０年後の⼤島に伝えたいこと

発表の概要

今年度取り組んだ海洋学習の内容についての発表
テーマ「３０年後の⼤島に伝えよう」〜⼤島の良さを未来に伝えるために，今⾃分ができることを考えよう〜
・島ゼミ（個⼈課題研究）について（１〜２名）
・学年ごと，ホタテ養殖体験学習について
  （１年⽣：背ばたき，⽿吊り体験 ２年⽣：⽔揚げ体験 ３年⽣：親⼦調理実習）
・⼩⽥の浜 漂着物調査・海浜清掃について
・海洋講話「マグロ延縄漁船について」                              等

発表の仕⽅ プレゼンテーションソフト（パワーポイント）を使った発表

洋野町⽴中野中学校
発表者⽒名 ⾼屋敷 歩花、橋本 隆⼈、城下 廉、⽇向 美桜、浜久保 朋和

タイトル 洋野の海と⼭の魅⼒を⽣かした“ものづくり・⼈づくり・町づくり”を考えよう

発表の概要

本校２学年の海洋教育では、他地域（雫⽯町・滝沢市）を訪れ、その地域の環境、⾷、エネルギーの特徴的な取組を
学んだことをもとに、⾃分たちが住む洋野町と⽐較し、“海と⼭のつながり”を視点とした地域の課題を探ってきた。
その課題を解決するために、洋野の魅⼒を⽣かした「ものづくり・ひとづくり・町づくり」について地域の⽅々に学
び、課題解決のために中学⽣として何ができるかを考え、提案することを⽬標に学習を進めている。

発表の仕⽅ パワーポイントを使った発表
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宮城県気仙沼向洋⾼等学校 （①13:45 - 14:00、②14:00 - 14:15）
発表者⽒名 男乕 美紅 （①）

タイトル 海洋ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸからドリームキャッチャーをツクル 〜SDGs達成を⽬指して〜

発表の概要
情報海洋科海洋類型では、海浜清掃および宮城丸航海実習時に海洋プラスティックの分布について調べている。集め
たゴミからドリームキャッチャーを創り、その活動を通じ、海と関わる⼈としてこの問題にいかに関わるべきかにつ
いて考察を深めた。SDGs達成をテーマにしながら実施した。

発表の仕⽅ パワーポイントを⽤いたプレゼンテーション

発表者⽒名 渡邊 ⼣佳 （②）

タイトル ホヤ殻から紙をツクル 〜SDGs達成を⽬指して〜

発表の概要
産業経済科では、ホヤ殻の資源化について取り組んでいる。ホヤ殻から紙を創り、気仙沼の環境と産業、暮らしにつ
いて等の考察を深めた。SDGs達成をテーマにしながら実施した。

発表の仕⽅ パワーポイントを⽤いたプレゼンテーション

⼭形県⽴加茂⽔産⾼等学校 （14:15 - 14:30）
発表者⽒名 澤⽊ 幹太（海洋技術科3年）、藤井 詩紋（海洋技術科3年）

タイトル 気候変動・地球温暖化と庄内の海

発表の概要

庄内の海と気候変動・地球温暖化との関係につて調査し、SDGｓ13温暖化防⽌策について考えることを⽬的として
いる。仮説として、「⼭形県の漁獲量減少は気候変動・地球温暖化によるものである」ことを⽴証したい。現在、地
球全体・⽇本海・庄内の海の⽔温の変化の状況や⼭形県の漁獲状況及び⿂種の変化と⽔温の関係についてまとめてい
る。これから、地元で⻑年漁師をやっている⽅に海の変化について聞いてみたい。

発表の仕⽅ ポスター撮影

宮城県気仙沼⾼等学校 （①14:40 - 14:55、②14:55 - 15:10、③15:10 - 15:25）
発表者氏名 鈴⽊ 涼雅 （①）

タイトル ポイ捨てを解決するために必要な考え⽅・⾏動とは

発表の概要
海洋プラスチックが私たち⼈間を含めた⽣物に与える影響が近年問題となっている。世界や⽇本ではプラスチックご
みを減らすためにどのような取り組みをしているのかを調査し，どのような⽅法でポイ捨てを減らしていけるのかを
まとめた。今後は気仙沼の地域性にあった対策を考えていきたい。

発表の仕方 PowerPointスライドを⽤いた⼝頭発表

発表者氏名 ⼩松 ⿓聖 （②）

タイトル 循環資源を⽤いて有害⾚潮問題に貢献できるか

発表の概要
この研究では循環資源を⽤いて有害⾚潮であるシャトネラ属有害プランクトンを除去することを⽬的に始めた。循環
資源である海⽔やホタテ等の⾙殻を⽤いて有害⾚潮除去剤である⽔酸化マグネシウムを作製したいと考え，その作製
⽅法を探った。

発表の仕方 PowerPointスライドを⽤いた⼝頭発表

発表者氏名 及川 澄恵 （③）

タイトル 海岸のごみ拾いに取り組む⼈を増やすにはどうしたらよいか

発表の概要

海洋ごみの削減に協⼒したいと思い，このテーマで研究することにした。この研究を通して，ごみ拾いに取り組む⼈
が増え，海岸に漂着したごみが再び海に流れるのを防げば，海洋ごみ削減につながると考えた。そこで，アンケート
を実施し，住んでいる場所や海への親しみが⼈々の海洋ごみ削減意識とどのように関係しているのかを調査した。今
後は⼈々が取り組みやすいごみ拾いについて考え，研究を進めていきたい。

発表の仕方 PowerPointスライドを⽤いた⼝頭発表



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

令和２年度気仙沼市教育研究 領域「海洋教育」 

海洋教育に特化し，思考の習慣化を図り， 

教科等と ESD の往還を重視した授業づくり 

松岩小学校 教諭 三浦 大樹 

 1 研究概要 

 ２ 海洋教育指導案  

松岩小学校 5 年 1 組 総合的な学習の時間 

     「海と生きる ～ぼくらは気仙沼の海大使～ 」 

 

令和２年度 

市教育研究員 
 

実践概要 

 



Ⅶ 海洋教育 

１ 研究主題 

海洋教育に特化し，思考の習慣化を図り，教科等とＥＳＤの往還を重視した授業づくり 

 

２ 主題設定の理由 

(1) 今日的教育課題から 

近年，世界的な気候変動や様々な要因による海洋環境の変化など，自然環境は地球規模

で考えることが必要な時代となっており，時代が日々刻々と変化をしていく中で，我々人

間は，これまで経験したことのない予測困難な時代を生きている。 

今年度から施行されている学習指導要領では，「社会に開かれた教育課程」の実現を通じ

て「持続可能な社会づくりの担い手を育むこと」が掲げられた。これは，気仙沼市が先進

的に取り組んできたＥＳＤの理念であり，気仙沼市教育大綱の「海と緑のめぐみ豊かなふ

るさとを愛し，夢や高い志と活力に満ち，積極的に社会と関わりながら，人間性豊かで持

続可能な未来を創造する人を育む」にも通じるものである。 

自然がもたらす豊かな恵みと共に発展してきた気仙沼市にとって，海は生活と共にある

尊い存在である。しかし，２０１１年に発生した東日本大震災に伴う大津波の甚大な被害

により，地域での遊びや生活から体験的に海に親しみ，学ぶ機会は減少してしまった。ま

た，これまで養殖や洋上体験などの活動や石ころアートなどの海に親しむ活動を行ってき

た学校教育も活動内容を見直さざるを得ない状況となった。特に，本校は，片浜一帯が被

災し，海に近づくことも産業も全て停止した時期がある。 

 そのような状況下であるからこそ，震災復興のキャッチフレーズとして「海と生きる」

を掲げる気仙沼市の中で，学校教育を通して子どもたちに海と関わらせる中で，自然科学

的・社会科学的知見や文化，思想，芸術に触れさせ，郷土愛を育む海洋教育を行うことは

大いに意義がある。 

 

(2) 児童の実態から 

  本学級の児童は素直で，与えられた課題に対して，意欲的に向き合うことができる。し 

 かし，主体的に課題を見付け，解決に向かおうとする力は，まだまだ弱く，探究的な学習 

 を進めるまでには至っていない。 

  そこで本地域素材を生かし，総合的な学習の時間を通して海洋教育を行い，自分の問 

いをもち，学びに向かう力を蓄え，持続可能な社会の担い手となる知識・技能，思考力・

判断力・表現力を有する子どもを育成していく。 

  また，総合的な学習の時間と各教科の学習内容とを関連付け，教科を基盤とした様々な

知識を児童が獲得することを，探究の土台として位置付けることで，児童の知識・技能の

習得を図る。その上で，児童自らが課題を解決していくために，多様な体験活動や各種専

門家との学習などを準備（豊富なステークホルダーの活用）し，自ら問いをもち，問い直

しを重ね，「もっと知りたい」「自分ができることを追究したい」という学びに向かう力を

高め，思考する児童を育成することがねらいである。 

  以上のことから，自ら問いをもち探究し続ける子ども，学びでの対話を楽しみ自己肯定 

 感を高める児童を目指したい。 



(3) 本校の海洋教育における素材から 

   「海と生きる」という気仙沼市のアイデンティティを本校では，以下に挙げる学習材を 

  通して探究させ，持続可能な社会について考える子どもを育成する。 

   ①徳仙丈山及び長の森山から気仙沼湾までの森と川，海がつながる地形を有すること。 

      ②気仙沼市の水産業を支える水産物加工会社やふかひれ工場など，海から離れた場所にお

いても，産業を支える数多くの会社があること。 

      ③片浜地区の人たちが，震災の被害に遭った養殖業を復活させ，地域の水産業の基盤をつ 

    くってきたという歴史的な背景があること。 

 ④震災によって壊滅的な被害を受けた後も，水産業を再開し，地域産業を復興させた人た 

  ちがいること。 

 ⑤漁業に従事する人の減少，高齢化，後継者不足など労働環境を取り巻く環境には多くの 

  課題もあること。 

 ⑥「海と生きる」気仙沼にとって，水産業を取り巻く環境は，年々厳しくなってきており， 

  水産都市・気仙沼の将来に対する課題が多くあること。 

 

３ 研究主題の捉え 

今年度から本校では，総合的な学習の時間を中心に海洋教育を５年生でスタートさせた。 

「思考の習慣化」とは,学習課題に対して自分の考えを持つことと捉えた。総合的な学習 

  の時間に限らず，国語や社会などの他教科においても，課題に対して「なぜ」「どうして」

と疑問を持って考え，必要に応じて思考ツールを活用し，情報を整理したり考えを可視化

したりすることと捉えた。 

    「教科等とＥＳＤの往還」とは，各教科の学習内容と関連付け様々な知識を児童が獲得

することで，探究の礎として，夢中になって様々な事象を思考し，考えたことをペアやグ

ループなどの協働での学び合いを通して，自分の考えを深めたり，自分や友達の考えの良

さに気付いたりできることと捉えた。 

 

４ 目指す子どもの姿 

・課題に対して，「なぜ」「どうして」と課題意識を持ち続け探究し続ける子ども 

・自分ができることを追究したいという学びに向かう力を高める子ども 

 

５ 研究目標 

   海洋教育に特化し，思考の習慣化を図り，教科等とＥＳＤの往還を重視した授業づくり

の在り方について実践を通して明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 



６ 研究の視点 

   自ら問いをもち，学びに向かおうとする子どもを育成するために，次の２つの視点に沿っ

た手立てを工夫しながら授業を展開する。 

 視点 手立て 

視

点

１ 

『考え方を教える』授業づくりの 

工夫 

① 思考ツールの活用 

② 考えを持たせるワークシートの利用 

視

点

２ 

『探究スパイラル』を意識した授 

業展開の工夫 

① 単元構想図を活用した探究型プログラム 

 の授業展開 

② 探究型学習の展開 

③ 教科等との関連を図る学びの展開 

 

７ 研究計画              
       月           

内容     4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

研究主題,目標,視点の設定                         

研究内容，方法などの検討                         

授業実践計画の立案                         

意識調査                         

授業実践                         

授業実践の検討・考

察                         

研究のまとめ                         
             

 

８ 授業実践・・・別紙 

   気仙沼市立松岩小学校  教諭 三浦 大樹 

 

９ 成果と課題 

(1) 成果 

   【視点１】『考え方を教える』授業づくりの工夫 

    ① 思考ツールの活用 

・ 子どもにとって，自分の考えを持ったり，整理したりすることができる思考ツー

ルは有効であった。 

    ② 考えを持たせるワークシートの利用 

・  課題解決まで，学習の流れの見通しを持たせたワークシートを用いて，自分の考

えを言語化させることで，考えを整理し意見の交流につながった。 

 

 



   【視点２】『探究スパイラル』を意識した授業展開の工夫 

   ① 単元構想図の活用 

・ 海洋教育初年度ということもあり，教師側で単元構想図を作成し，単元の指導に

見通しをもって指導することができた。また，海の学習に関する講話やワカメの作

業体験など計画的に学習に取り組むことができた。 

・ 今年度は，多様な体験活動を準備し，児童が海洋に対して関心をもち，自分の身

近にある海について，環境・社会・経済の面から，のぞき見ることができた。 

    ② 探究型学習の展開 

     ・ 多くの地域人材を活用した学習は，子どもたちにとって多様な知識を獲得するこ

とができ，一人一人が自分なりに課題をもつことができた。 

     ・ 問いを探究するために，ゲストティーチャーにＦＡＸで質問をしたり，オンライ

ンで専門家に直接「問い」を投げかけさせたりする場を作り，探究を深めさせるこ

とができた。 

    ③ 教科との関連 

     ・ 国語科や社会科の学習から，資料を使って分かりやすくまとめるスキルを身に付

けることができた。各教科で獲得した知識が海洋学習の下支えになり教科との関連

を図ることができた。      

                              

(2) 課題 

   【視点１】『考え方を教える』授業づくりの工夫 

     ・ 思考の習慣化を図るために，思考ツールを他教科でも活用し，思考の整理を各児

童が行うことができるよう，考える授業作りを工夫していく必要がある。 

 【視点２】『探究スパイラル』を意識した授業展開の工夫 

  ・  児童が立てた問いを，地域課題と重ねながら探究することができるよう得た知識

を整理させ，児童一人一人が深い問いに結び付けていくことができる指導を行う。 

    ・   児童が課題解決を行う際に，教師が準備した体験や資料を活用して課題を解決す

るだけでなく，自分の問いを解決するために必要な情報を，自分自身で収集し取捨

選択できるようにする必要がある。 

 

 



1 
 

第５学年１組 総合的な学習の時間学習指導案 

 

                    日 時  令和２年１０月２６日（月）５校時 

                     場 所 わかばホール 

                             指導者 教諭 三浦 大樹 

 

１ 単元名 海と生きる ～ぼくらは気仙沼の海大使～ 

 

２ 単元の目標 

（１） 地域の産業と自然環境や自分たちとの関わりに気付き，海と共に生きていく気仙 

沼の在り方について多角的に考えることができる。 

（２） 地域の産業，自然環境，そこに生きる人々の現状について捉えた上で，地域に誇り

をもち，自分たちができることを行う。 

 

３ 指導に当たって 

（１） 単元について     

    本単元は，リアス式海岸の特徴をもつ三陸復興国立公園の南部に位置し，天然の良

港として古くから漁業の街として栄えてきた気仙沼が，どのようにして豊かな自然

資源を活用し，水産業を要として社会形成を行ってきたかという知識・理解を得ると

共にリアス式海岸という地形が育んだ気仙沼湾がその豊かな自然資源を活用し水産

業を要とした社会形成を行っているという知識・理解を得ると共に，有限性のある

「ひと・もの・こと・社会・自然」を持続可能な「ひと・もの・こと・社会・自然」

に具現化しようとしている人々の考えや努力に触れさせ，「海と生きる気仙沼」の在

り方について実感をもって捉えさせることをねらいとしている。 

    上記のねらいに到達させるために，本学年では，「海を守る」「海を利用する」とい

う海洋教育の２つの視点から，１年間に渡り，学習を進めていく。 

前期は，松岩地区は，片浜漁港と面瀬川，大川そして徳仙丈を有しており，海・川・

森の繋がりを学習する上で，非常に適した場所である。地の利を生かし，校舎から見

える気仙沼湾が，豊かな海である理由を植林活動や舞根森里海研究所での体験，終末

処理場の見学を通して実感させ，自然環境の保全への努力について目を向けさせた。 

後期より，気仙沼の経済基盤をなす水産業について取り上げ，松岩地区の水産加工

業者「石渡商店」や魚市場やお魚市場の見学を行い，水産業への興味・関心を高めさ

せた。 

以上の共通体験を「問いをもつ」上での入り口とし，児童が気仙沼の海に関する事

柄を自分事として考えられるよう，児童１人１人を「気仙沼の海大使」と銘打ち，自

分が興味をもち，調べていきたいことを探究し，他者に発信することをゴールとする

学習を展開する。 

また，探究の視点として，自然環境，産業，人々の３つの視点を児童に与え，その

視点を中心に，多様な気付きや考えを尊重した学習を構成していく。この学習を通し

て，海と人との共生に関わる持続可能な社会づくりの構成概念である多様性や相互

性，有限性，公平性，連携性，責任性にも気付かせていきたい。 
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最後に，教科との連携という点では，理科や社会の学習を知識基盤とするばかりで

はなく，国語の学習で，事象の問題点に気付き，収集した資料から，必要な情報を選

択して情報をまとめ，自分の意見を根拠に基づいて文章にすることを学んでいる。こ

うした他教科で培った力を活用しながら，本学習を進めていく。 

 

（２） 本単元で身に付けさせたい気仙沼ＥＳＤコンピテンシー 

 探究の段階 気仙沼ＥＳＤコンピテンシー 身に付けさせたい力 

①問いをもつ 情報の読解力 

【知識及び技能】 

見学での観察や資料等の情

報から，気仙沼の自然環境と産

業，そこに生きる人々につい

て，問いをもつことができる。 

②課題の設定 批判的思考力と自己決定力 

【思考力，判断力，表現力】 

持続可能な気仙沼の水産業

について，環境・産業・人々の

繋がりに焦点をあてて全体で

共有した多角的・多面的な課題

の中から，自己の課題を決定す

ることができる。 

③情報の収集 

 

④整理・分析 

 

⑤まとめ・表現 

 

科学的思考力と挑戦する心 

【思考力，判断力,表現力】 

 自己の課題に応じて，教科の

知識を基にしながら，専門家へ

の問い直しや図書，ＰＣを利用

し，自己の課題について，持続

可能な社会づくりの６点の構

成概念を意識し，必要な情報や

データを収集・整理できる。 

 収集した情報を基に，自己の

課題に応じて効果的に表現す

る方法を選択した上で，国語科

で身に付けた力を活用し，相手

に分かりやすいよう発信がで

きるよう思考し，表現できる。 

⑥振り返り・ 

考えの更新 

協働して価値を生み出す感性と志 

【学びに向かう力，人間性】 

 自己の課題を解決すると同

時に, 他者の課題についても

発表を聞き，多角的・多面的に

「海と生きる気仙沼」について

捉えることができる。 

 持続可能な産業や環境の維

持のために，人々のたゆまぬ努

力があることに感じ取ること

ができる。 

 学習したことを基に，更なる

問いをもつことができる。   
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（３） 児童の実態（計３３名） 

児童は，海に関する学習に対して意欲的に取り組んでいる。また，それぞれの事象 

について多角的な視点から物事を考える児童もおり，全体として思考する過程を楽

しむ児童が多い。反面，気仙沼港が日本有数の漁港であることはなんとなく知ってい

るが，どんな魚が水揚げされているのか，漁獲量は他地域と比較しどの程度なのかと

いった基本的な知識・理解が不足している児童が多くいる。また，これまでに学習し

てきた社会や理科の知識を活用して事象を理解したり，必要な情報を収集して自己

の意見を表現したりすることは，苦手である。更に，探究的な学び方については，経

験が少なく，今後学びのスキルを高めていく必要がある。 

 

（４） 指導の構想 

本単元では，上記の児童の実態を踏まえ，本校の研究視点に基づき，手立てを工夫

して指導に当たる。 

①  本年度の本校の研究主題 

「自ら問いをもち，学びに向かう力を高める児童の育成」 

～思考の習慣化を図り，教科等とＥＳＤの往還を重視した授業作り～ 

②   研究の視点 

【視点１】「考え方を教える」授業作りの工夫 

【視点２】「探究のスパイラル」を意識した授業展開の工夫 

 

 【視点１】「考え方を教える」授業作りの工夫 

  ア 思考ツールの活用と思考スキルの習得について 

①   問いをもったり，課題を立てたりする場面では，「海と生きる気仙沼」の特徴

を環境・産業・人とのつながりの３つの側面から，思考ツールを使って比較・

分類させ，その中から自己の課題を選択する。 

②   ＫＷＬなどの思考ツールを活用し，情報の収集と整理を図ると共に，更なる

課題につなげていく。 

③   海大使として，他者に気仙沼の海について発信する際は，持続可能な社会づ

くりの６つの構成概念をレーダーチャートにし，アピールポイントを可視化さ

せる。 

  イ 教科等の関連の図り方について 

    相手に向けて自分たちが学習してきた成果を発信するために，国語科「環境問題

について報告しよう」の学習で学んだ情報整理を意識させ，相手に分かりやすく伝

えさせる。 

 

 【視点２】「探究のスパイラル」を意識した授業展開の工夫 

  ア 問いのもたせ方 

    森・川・海のつながりの学習，魚市場や水産加工工場の見学などの共通体験を行

い，気仙沼の海に関する興味や関心を高める。見学等で得た様々な事象を整理しな

がら，自己が見つめたい問いをもたせる。 
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  イ 課題設定 

    環境・産業・人とのつながりの３視点を基にし，児童一人一人が海大使として，

気仙沼の海について発信したい内容を自己課題として決定させる。また，松岩中学

校の生徒から海洋ゴミを除去する装置を作成した話を聞く機会を作り，小学生なり

に，自分ができることを探すことも課題の一つとして考えることができることに気

付かせる。 

  ウ 情報収集・整理・分析 

課題が近い仲間とのグルーピングを行い，対話を通して学習を広げたり深めたり

させる。また，児童が知りたい事柄については，質問内容に応じて，多様な人々に

問い直しを行ったり，図書，新聞，ＰＣを活用したりさせ，情報を収集させる。 

  エ まとめ・表現・振り返り 

児童課題に応じた表現方法を選択させる。これまでお世話になった方々を招待し，

児童の考えを発信する機会をつくる。  

 

４ 単元の評価基準 ※ルーブリック（指導主事訪問時に配布） 

   

５ 単元構想図 ※別紙参照 

 

６ 本時の指導 

（１） 単元名「海と生きる」～ぼくらは気仙沼の海大使～ 

 

（２） 本時のねらい 

・これまでに学習した事柄を，環境・産業・人とのつながりから整理し，海と生きる

気仙沼の特徴を見つめることができる。 

 

（３） 「問いをもつ」段階で身に付けさせる気仙沼 ESD コンピテンシー 

・見学での観察や資料等の情報から，気仙沼の自然環境と産業，そこに生きる人々に

ついて，問いをもつことができる。情報の読解力 

 

（４） 本時の指導の手立て 

・明確な問いをもたせるために，「海と生きる気仙沼」の特徴を環境・産業・人とのつ

ながりの３つの側面から，マトリクス表を使って比較・分類させる。 

【視点１－ア①】 

     

（５） 準備物 

＜教師＞ マトリクス表（掲示用），学習成果物 

 

＜児童＞ 筆記用具，総合ファイル，付箋紙，添付用画用紙 
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（６）学習過程  

段 

階 

主な学習活動：数字 

教師の発問：◎，指示：〇 

予想される児童の反応：・ 

指導上の留意点：・ 

研究の視点に基づく手立て：〇 

視点との関連：【視点〇】 

身に付けさせたい気仙沼

ＥＳＤコンピテンシー：☆ 

評価：・ 

評価の方法：（） 

準備物等：※ 

導

入 

６

分 

 

 

 

 

 

１ 前時までの学習を振り

返る。 

◎校外学習では，どのよ

うなことを学習してきた

か写真を見ながら振り返

ろう。 

２ 本時の課題をつかむ。 

  

 

・学習してきたことをスライ

ドショーの写真で振り返る。

森や海の学習，産業について

学習を想起させる。 

※テレビ 

※パソコン 

展

開 

36

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 気仙沼の海について気

付いたことをグループで

考えさせる。 

◎気仙沼の海について見学

などで分かったことをグ

ループで整理しよう。 

・森と海がつながっている。 

・山に木があることで，栄養 

を 含 ん だ 水 が 海 に 流 れ

る。 

・気仙沼の海にはプランク

トンが豊富にある。 

・汚い水がきれいになって

海へ流れ出る。 

・牡蠣の身や殻も残さずす

べて加工している。 

・加工した商品は，市内だけ 

でなく国内や海外でも販

売している。 

・水産加工業では，魅力的な 

新製品を作ろうとしてい

る。 

 

 

 

・前時に気仙沼の海の学習か

ら気付いた強み（よさや工夫

していること）をピンクの付

箋紙に，弱み（困っているこ

と）を青の付箋紙に記入させ

ておく。 

・グループで情報共有を行い，

似たような意見は，画用紙に

まとめて整理させる。 

 

・教師は環境，産業，人とのつ

ながりを視点としてもち，座

席表を使い，グループの考え

を捉え，全体共有につなげ

る。 

 

 

 

 

※４つ切画用紙，ペン 

※記入した付箋紙 

 

 

 

 

 

○課  海大使として，海に生きる気仙沼の今を見つめよう。 



6 
 

４  全 体 で 意 見 を 共 有 す

る。 

◎グループから出た意見

を全員で共有しましょ

う。 

◎よい点について話し合

いましょう。 

 ・森林の豊かさと海の豊か

さはつながっている。 

・環境保全活動をしている。 

・豊かな水質の海であるの

で養殖も盛んだ。 

・水産加工業では，気仙沼の

製品が，日本中で購入し

てもらえるようにインタ

ー ネ ッ ト を 利 用 し て い

る。 

・魚の全てを使い切り，資源

を大切にしている。 

・魚市場は，機械化が図ら

れ，働く人が少なくても

よくなった。 

◎問題点について話し合

いましょう。 

・海洋ゴミは，気仙沼の海も

汚している。 

・気仙沼の水揚げ高が少な

くなってきている。 

○意図的指名をして発表させ

る。教師は，３つの視点に応

じて，マトリクス表に児童の

意見を整理する。 

【視点１－ア①】 

・よさや工夫した点をじっく

り情報共有した後，現在の問

題点について取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・機械化により労働者の人数

が減少したことについて触

れる意見が出れば，それが強

みなのか弱みなのかを揺さ

ぶる。 

・児童が，問題点に気付いてい

ない場合は，揺さぶりの発問

を行い問題点もあることに

も気付かせる。全ての事象に

は，良い点と課題となる点が

あることに触れ，多面的な物

の見方を学ばせる。 

※マトリクス表 

 

☆見学での観察や資料等

の情報から，気仙沼の自

然環境と産業，そこに生

きる人々について，問い

をもつことができる。読 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでに学習した事柄

を，環境・産業・人とのつ

ながりから整理し，海と生

きる気仙沼の特徴を見つ

めることができたか。（発

表・観察） 

終

末

３

分 

５ 次時の予告をする。 

◎今日の学習を通して，次

時ではどのようなことを

考えていきたいか書いて

みよう。 

・環境面以外の問題点も考

えたい。 

・新聞なども見るようにし

て，自分が調べていきた

い課題を探すようにして

いきたい。 

 

・本時を振り返る際に，気にな

ったところを明確にさせ，次

時では，課題設定してさらに

考えていくことを伝える。 

 

※ワークシート 
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（７）評価 

  ・これまでの学習した事柄を，環境・産業・人とのつながりから整理し，海と生きる

気仙沼の特徴を見つめることができたか。 

 

（８）板書計画 

１０／２６ 海と生きる 

～ぼくらは気仙沼の海大使～    

課 海大使として，海に生きる気仙沼の今を見つめよう。 

                  

今までの学習では      

 

・舞根湾（環境） 

・水産試験場の方（環境） 

・魚市場（産業） 

・終末処理場（環境） 

・迎（産業） 

・石渡商店（産業） 

 

＜振り返り＞ 

 ・問題点なども考えてみたい。 

 ・新聞なども読んで，情報を集めたい。 

 

 
強み 

（よさ・工夫） 

弱み 

（困っていること） 

環境 
  

産業 
  

人々 
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